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削節 問題背景と動横   

現在、スポーツの指導やコーチングにおいては、当該スポーツの各指導者の個  

人的体験や先人達の経験的知識に基づいて行われている部分が多いようである。  

すなわち、専門家と呼ばれる極一部の人々の主観的知識に依存している傾向が高  

い。この傾向は、スポーツに限らず、ダンス・バレー 、伝統工芸、芸能、デザイ  

ンなどの芸術的な領域はもちろん、商品間発、研究においても認められる。これ  

は各領域での進歩が著しく、専門化が進んだことによる。しかしながら、次の世  

代を担う後継者を育てることを目的とした教育的観点から見ると、極一部の専門  

家だけが有効な知識を所有するという状況は教育の効率の点で好ましくない。ま  

た、純粋にテクノロジーや経済・文化晴動の進歩を考慮しても好ましい状況とは  

言えない。   

きて、ここでは、特に体育・スポーツ晴動に視点を絞ることにしよう。各種ス  

ポーツには他を寄せ付けない程に優れた遺草がいる。また、そのような選手をた  

くきん育ててしまう優れたコーチがいる。さらに、どんな生徒にでもある運動を  

すぐにできるようにしてしまう優れた指導者がいる。このようなエキスパート達  

は、そのスポーツに関する優れた知識を持っている。いわゆる、「ヒューリステ  

ィック」、あるいは、俗に言う「こつ」と呼ばれるものである。この知識は、個  

々の動作に関する内容、作戦に関する内容、清神的・身体的コンディショニング  

やトレーニングに関する内容など様々なものがあろう。しかし、この種の知識は  

我々凡人では自分で獲得しにくいものであり、また、この知識が公表きれること  

も種々の理由から非常に少ない（これは、表現しにくい内容が多いことも原因で  

あると考えられる）。したがって、他者が利用できないばかりではなく、それら  

の貴重な知識はそのエキスパートとともに消失し、後世に伝わらないことが多い  

と考えられる。そして、この状況が、競技パフォーマンス自体や指導法などの進  

歩の度合を遅らせていると考えられる。なぜなら、後世の暑が先人の優れた知識  

に到達するまでに多くの時間がかかり、知識をより洗練するための時間をとられ  

てしまうからである。また、優れた指導者の養成や指導法の改善のための情報が  

不足するからである。  
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このような現状を見るにつけ、専門家の経験的な主観的知識を効率的に指導に  

役立てるための研究が必要であると痛感し、この本研究にとりかかった。そして、  

特に、多くの種類の知識の中で、最も基本的であると考えられる「動作」に関す  

る知識にターゲットをしぼって研究が開始きれた。  

第2節 本研究の意義   

以下に、上記のような主観的情報を研究することの意義を、「学問的（学術的）  

意義」と「実用的意義」にわけて述べる。  

1． 動作に関する主観的情事酎こついての研究の学問的（学術的）意義   

我々人輝が自己の生活を豊かにするために生成したり、あるいは、随伴的に生  

成きれた情報は、その生成プロセスにおいて主観的草葉が介入しているか否かと  

いう観点から、操作時に「主観的情報」と「客観的情報」に分類することが可能  

であろう（但し、多くの場合、主観的要素が介入しているので、主観的要素が介  

入している程度からの分類と言い直した方が適切であるかもしれない）。この点  

から見れば、現在、体育科学において対象としている情報は、そのほとんどが客  

観的憎搾であると言える。たとえば、生理学における実験データ、運動生力学に  

おけるフイルム分析データなどである。心理学においても、行動主義心理学が支  

持されることによって「内観」、「イメージ」、「意識」などの主観的要素の強  

い対象は直接の研究対象から外され、もっぱら行動レベルで研究が進められてい  

る傾向が高い。そして、主観的情報を客観化しようとする試みもあまり行われて  

いない。   

しかしながら、研究対象が各自の主観的世界を有しており、そのような主観的  

精神活動によって、行動の多くの部分を制御している「人間」である場合、主観  

的要素を無視することば「人間理解」において大きな欠蒋であろう。そして、い  

くら行動（現象）レベルでのデータを収集して分析しても、「意識」などの主観  
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的情報それ自体には触れることばできす、したがって、それ自体を対象とした研  

究が必要となってくる。   

したがって、主観的情報を研究することば、客観的情報から桂成きれた知識の  

体系、あるいは、研究対象を主観的情報からなる領域へと拡大することを意味す  

る。言い替えれば、物理学的特性（たとえば、時間、空間・・）などの外からの  

客観的特性の次元からなる情報空間においてとらえることが多かった運動（動作）  

という現象を、主観的な次元からなる情報空間でとらえるということになろう（  

実際に、他の領域ではエキスパートシステムの開発として、この方面の研究成果  

が実用化きれている）。そして、きらに、この主観的情報を客観的な体系（たと  

えば、数学、言語・・）によってとらえなおして、客観化したり、評価すること  

も可能となろう。以上の点で本研究は学問的意義を有していると考えられる。   

本研究ば、特に、「動作」に関する主観的情報を対象とするが、この種の情報  

を対象とした研究が体育科学においてもつと考えられる意義を、体育科学の現状  

と共に、以下に簡略に示す。  

1） 現時点では、この種の主観的な内容の記述が桑的に少なく、また、不明  

確であることが、以後のプロセスの障害の最大の原因となっている。したがって、  

非頚在的な主観的内容を何らかの記号体系によって記述するという記号化（符号  

化）のプロセスにより、その内容が顕在化し、内容の保存、蓄積、伝達（伝播、  

伝承）の効率を高める。そして、この手続きにより内容が本来の意味での、「情  

報」となる。   

2） 抽出きれた情報を特定の特性で計量化することにより、既存の数学的論  

理体系を応用する可能性を獲得でき、客観的に操作することが可能となる。特に、  

情報の集約、体系化、重要度の評価などが、客観的な手続きに基づいて行えるよ  

うになる。   

3） 主観的情報は量的に非常に多いと推測されるが、その複雑な相互関連性  

を空間的モデルなどで表現することにより、視覚的、直観的な理解を促進し、ま  

た、それにより、個人差や学習による変化が表現可能となる。   

4） 現在、力学的研究では、技術的な問題点のため複雑な全身的運動を、正  

確に、かつ、全体的に把握したモデルを構築することが不可能なので、時間的、  

空間的な制限の下で研究が進められている。そして、その研究の観点（たとえば、  
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動作の局面や対象とする身体部位、あるいは、速度、力などの力学的特性）の決  

定は、研究者の主観的な判断に依存している。それゆえ、単に、運動量や変位や  

速度の大きい部位・動作に注目しがちである。このようなことから、たとえば、  

変位・運動量・速度が小さいが全身の動作の制御に重要であったり、時間・空間  

的に遠隔であるにもかかわらず、深い関係にある部位・動作は見落としがちであ  

ると考えられる。したがって、優秀な選手から、動作に関する主観的情報を抽出  

したり、抽出きれた情報を客観的に評価することにより、力学的研究を適用すべ  

き観点が提供きれると考えられる。   

5） 現在、メンタルプラクティスが注目を浴び、その研究・実用化が盛んで  

あるが、いずれの場合においても、想起すべき内容の吟味が不十分であるため、  

メンタルプラクティスの効果や有効性が正しく評価きれていないという可能性は  

否定できない。したがって、主観的憎相を客観的に評価し、優れた情報を想起き  

せることにより、より高い翼当性をもって、メンタルプラクティスの効果や有効  

性の評価が可能になると考えられる。   

6） これらの憎軌こ含まれる特性の抽出とその評価により、実際に得られな  

かった一部の情報の評価も可能となり、未知の重要な情報の生成が可能となる。   

7） このような主観的情報の検討により、主観的情報のデータベースの構築  

とそれを利用したエヰスパートシステムの開発に貢献する。  

2． 動作に関する主観的情報についての研究の実用的意義   

いかなる科学鱒領域においても、その目的が単なる知識の生成・蓄積ではなく、  

点線的には、人類の生活や広い意味での環境に還元して、役立てることを目指し  

ている限り、その実用化のプロセスにおいて、主観的情報からなる知識も必要不  

可欠であると考えられる。なぜなら、客観的情報の理解も精神活動という主観的  

なプロセスに基づいているからである。つまり、情報の実用性の点で重要な「理  

解しやすき」という特性は「客観性の高き」とは全く別の特性なので、客観性が  

十分姦件でほないからである。したがって、客観的情報に限らず、情報を正しく  

理解きせることまで考えれば、主体の主観的プロセスを考慮した上で情報の有効  

性を評価、選択、加工する必要がある。たとえば、主観的情報処理プロセスにお  
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いて用いられているのと同一なコードや学習者に与えられる形態で、情報を表現  

し、評価することなどが考えられる。したがって、主観的情報の研究は、あまり  

注目されなかった主観的情報自体の利用に貢献するだけで乙まなく、客観的情報を  

有効に利用するためのインターフェイスや身体というハードウェアーを有効に利  

用するためのソフトウェアーを充実きせるという意義も有していると言えよう。   

さて、多くの領域において、研究領域が分化・専門化が進み、より微視的観点  

から捉えようとする傾向がある。人間の行動を研究対象とする領域においても、  

その傾向はまぬがれない。たとえば、生理心理学、バイオメカニクスなどである。  

しかし、その究極的目標が、人間の自己及び他者による制御やもっと広く人類の  

制御にあることを考慮すれば、微視的観点から得られた情報は、人間を全体的に  

捉えていないという点で最適であるとは言えない（部分的最適解は全体的最適解  

ではない！）。つまり、部分的な情報だけでは、人間の行動などの変化を十分に  

は予測できないからである。したがって、微視的観点から得られた情報を統合す  

ることが要求きれる。しかし、もう一つのアプローチとして、人間を全体的に、  

そして、より制御しやすいレベルで捉えることが考えられる。つまり、個人の行  

動の制御により近いレベルにおける情報を収集して検討することにより、そこで  

得られた知見を制御のために用いることができ、また、収集きれた情報を直接的  

に被制御者（学習者である可能性が高い）に与えることができるという点で効率  

的である。このような意味で、「意識」やそれに関わる内容などの主観的情事酌ま  

行動を決定する心的過程において収集された情報であり、制御のレベルに近いと  

考えられよう。したがって、主観的情報の研究は制御、特に、学習において有効  

な情報を提供することが斯得きれる。   

本研究は、特に、「動作」に関する主観的情報を対象とするが、これを対象と  

した研究の体育・スポーツの指導における実用的意義を、現状と共に以下に簡略  

に示す。  

1） 現在、好ましい主観的情報は、優れた遺草・指導者だけが個人的に所有  

しているケースが多いが、これらを記述し、伝達可能にすることにより、他者に  

よる利用を可能にし、それによって主観的な情報を文化財とすることができる。   

2） 前述したように、現時点ではメンタルプラクティスにおいて想起すべき  

内容が評価きれていない。したがって、主観的情報を評価することにより、優れ  
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た内容を抽出することができ、これにより、メンタルプラクティスの効果を高め  

ることができる。   

3） 現時点では、技能学習において与える具体的な教示が客観的に評価きれ  

ていない。また、個人差があるにもかかわらず、画一的な教示が与えられる傾向  

がある。したがって、主観的情報を評価したり、簡易テストを作成して個人を評  

価することによって、一人一人に有効な教示だけを選択して与えることができ、  

技能学習の効率を高めることができる。   

4） 現時点では、特定の技能についての非専門的な指導者は、その技能の経  

験が乏しいために適切な指導を行うことが困難であることが多い。したがって、  

上述のように主観的情報を評価して情報を精選することにより、非専門的な指導  

者の指導の質を高めることができる。   

5） 客観的情報（たとえば、力学的研究の成果として数学的表現によって示  

きれた憎相）は、精度が高く、客観性も高い。しかし、これらの情事酌ま身体制御  

の結果であり、現象レベルにおける最終目標は提供しても、どの部位をどのよう  

な「感じ」や「意識」で動かせば成就（再現）できるかという「身体制御の方法」  

に関する情事酌ま含んではいない。しかし、この種の情報は、① 特に新しい技能  

の学習の初期段階においては、動作が意識による制御に依存している、② 意識  

の焦点と動作の焦点は必ずしも一致しない、③ この種の情報の付加により、情  

報量の多い言語の意味体系を利用して客観的情報の内容を限定し、高い精度で情  

報を伝達きせることができる、という3点から重要である。したがって、主観的  

情報を検討することば、客観的情報をより有効に利用することに貢献する。   

6） 現時点では、主観的情報の研究が大きく遅れているために、主観的情報  

と客観的情報間の関係が不明確である。したがって、主観的情報、力学的情報間  

の関係を明確にすることにより、技能学習をシスデマティツクに実施することに  

貢献する。たとえば、前述のエキスパ｝トシステムの開発などによって、この実  

現が可能になるだろう。  
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第3節 本研究の目的   

第2節で述べたように、運動に関する主観的情報を研究することば、体育・ス  

ポーツ科学において、また、体育・スポーツの指導、学習の行われる現場におい  

て、学問的、及び、実用的意義を有していると考えられる。   

また、この種の情報は量的に非常に多く、また、内容や相互の関連性も複雑で  

あると考えられ、人間が手作業で分析する限界を大きく越えていると考えられる。  

しかし、近年、コンピュータは機能の向上といったハー ドウェアーの進歩だけで  

はなく、ソフトウェアーを含めて実用性も急激に向上した。したがって、このよ  

うな研究環境の向上を考慮すると、この種の情報の研究は、まきに適時性を持っ  

ていると言えよう。   

そこで本研究では、  

1． 身体をすばやく移動きせるという点で多くのスポーツの基礎である  

2． スキルがClosed（Poul七on，1957）であり、また、個人種目であるこ  

とから、動作に関する主観的情報が相対的に重要である  

という点から、具体的な身体運動として、「矩距離走」が採り上げられ、その「  

動作」に関する主観的情報が検討きれた。具体的には、以下に示した目的を達成  

することを目指した。  

1． 主観的情報の抽出  

2． 主観的情報の専門家の主観的重要度の明確化  

3． 主観的情報の情報集約と体系化  

4． 主観的情報の意識上の重要度の設定  

5． 主観的重要度と意識上の重要度の関連性の検討  
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第 2 葦  

関連文献の概要  
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第1節 動作に関する主鮒情報  

1．動作に関する情報   

小林（1974a）は、動作に関する情報を分類する観点として、次の3つの特性を  

あげ、その組合せからスキル行動のための情報の分類を試みている。その3つの  

特性とは、  

1） スキルの目的に対し、合目的的な自然法則性にあった目標を与える  

情報が、客観的自然法則性か、それとも、主観的自然法則性か。  

（情報の生成過程）  

2）・その情報を主体が意識しているか、それとも、意識していないか。  

（意識性）  

3） その情報の伝達が客観的に可能か、主観的に可能か、それとも、伝  

達不可能か。（伝達の可能性と方法）  

である。そして、この3つの観点から、情報を以下に示す7つに分類している。  

1） 意識きれている、客観的伝達可能な、客観的自然法則性  

2） 意識されている、主観的伝達可能な、客観的自然法則性  

3） 意識されている、客観的伝達可能な、主観的自然法則性  

4） 意識きれている、主観的伝達可能な、主観的自然法則性  

5） 意識きれている、伝達不可能な、主観的自然法則性  

6） 無意識的で、伝達不可能な、主観的自然法則性  

7） 無意識的で、伝達不可能な、反射中枢系の憎稚  

なお、小林はここに含まれていない特性の組合せは、理論上存在しないと考えて  

いる。   

酉迫（1984）は、女子大学生の水泳指導において運動表象の内省報告をきせ、  

その表象を①空間的、③時間的、③力的、⑧スキルの法則性、⑤運動形態、の5  

点から分類している。   

荒井（1984）は、スポーツ指導における言葉がパフォーマンスに影響を及ばす  

可能性があると指摘して「指導言葉」について検討している。そして、指導言葉  
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を大学生から抽出し、コーチに対して使用頻度を、そして小学生から成人までに  

対して好雄度を5段階評価させている。   

鶴原（1985）は、技能水準の差異によるメンタルプラクティスで想起する内容  

の正確きの差異を明らかにするため、技能水準による目標運動イメージと自己運  

動イメージの正確度を「前方倒立回転跳び」を課題として用いて検討している。   

袴田（1986）は、小学校の短距離指導の助言の分類のために60の項目を質問  

紙法によって収集し、主成分分析を連用した結果、男女各教師群において6因子  

が抽出きれ、そのうち4因子が共通であり、また、その中に「動作の指示」、「  

比喩的指示」と解釈される因子が含まれていたことを報告している。   

加藤（1986）は、経験的に運動の詳しい説明よりも運動に置き換え易いイメー  

ジを与えることが重要であり、また、学習者の縫験、技術レベル、年齢によって  

効果が異なることを示している。そして、陸上競技と舞踊の動きの技術の指導言  

葉を指導書、解説書から抽出した結果から、舞踊では陸上競技ほど知覚できる具  

体的な言葉が少ないので、この種の言葉を用いることによって、より効果が上が  

るのではないかと推測している。   

村川（1986）は、水泳指導のために「うまく泳ぐ」ために重要な項目を28項  

目抽出し、水泳トレーニングの前後でその理解度の変化を検討している。   

田中（1987）は、運動学習における表象の変化を質的・量的観点からとらええ、  

発達過程を明らかにするために小・中学生を対象とし、「後方支持回転」を課題  

として、内観報告により検討している。   

村川（1988）は、速く泳ぐことに関係する感覚的言語を抽出した結果、競技レ  

ベルにより差異があり、これが「泳ぎ」に対する理解度の差異によると推測して  

いる。   

吉田（1987）は、メンタルプラクティスが学習初期に効果がないという一般的  

見解に対し、モデリングの視点から見ると正しい動作の目標となる記憶痕跡を強  

化するという点で重要であるという仮説を立証するためスキーの「ブルータボー  

ゲン」と「シュテムターン」を課題として検討している。そして、注目する観点、  

情稚の種類についての研究が今後の重要な課題であると述べている。  
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2． 主観的情報の重要性   

柏餅（1969）は、動作の巧拙には、イメージを持たなくてはならず、イメージ  

あってこそ文字を書いたり、デッサンをしたり、スポーツをしたりすることがで  

きると述べている。そして、もし、イメージがなければ、動作は、知覚による反  

応に過ぎなくなると述べている。したがって、熟練者は巧みな動作に対する正確  

な企画、つまり、「イメージ」を持っていると考えている。   

小林（1974d）は、実技行動としてのスキルが、本を読んだり、話を聞いたりす  

ると同様に言葉によって向上する部分があると述べ、その根拠として、言葉によ  

る表現方法が正確ならば、意味する内容をかなり正しく伝達できることを上げて  

いる。そして、写真などに言葉による解説がつけば、注意の観点、方向性が示き  

れ、感じ方、理解も変わってくることを指摘している。また、スキルの学習は筋  

感覚として学習する部分もあることを指摘し、客観的や去則性を客観的に把握する  

必要性を述べながらも、同時に、主観的な感覚として把掘することにより補う必  

要があることを強訴している。   

また、小林（197舶）は、一般に客観的憎和が論理的な言葉によって客観的に伝  

達することが可能であると述べながらも、そのような方法が最も納得ゆく方法で  

あるとは限らないことを示している。その例として、論理的に説明しても理解で  

きない事柄が、「たとえ話し」や「模型実験（シミュレーション）」を通して簡  

単に理解できることがあることを上げている。そして、これがイメージによる思  

考を媒介としていると述べている。それゆえ、このようなイメージの情報を客観  

化することができれば、学習の効率を著しく高めることが可能であると推測して  

いる。   

きらに、小林（1974b）は、運動機構を、  

1） 観測可能性  

2） 制御可能性  

の点から分類することにより、  

1） 制御可能、観測不可能  

2） 制御可能、観測可能  

3） 制御不可台臥観測不可能  
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4） 制御不可能、観測可能  

の部分に分類し、確実に制御可能なのは2）の部分だけであると述べている。し  

かし、システム全体を制御するためにはシステムの制御につながるような制御人  

力が必要であるとしている。そして、このことに関連して動作に関する3つの鷺  

点、  

1） 運動の動作の餐点  

運動の主動力となっている身体、及び、動作部分  

2） 運動の意識の焦点  

主として意識をおいている身体、及び、動作部分  

3） 運動の心理的な焦点  

動作を知覚している身体、及び、動作部分  

をあげ、この3つが必ずしも一致しないことを示し、また、一致しないような間  

接的な制御の方がより広い範齢こわたる統一的動作に役立つと述べている（この  

点を示している研究として丸山（1988）は、力の発生、及び、スピードに選択的  

注意を向けさせることが動作、パフォーマンス、正確性に影響を与えるかについ  

て、短距離走のスタートダッシュを課題として用いて検討している。その結果、  

力量を強調した教示により動作開始時間が有意に向上し、スピードを強調した教  

示によりキックカが有意に向上したことを報告している）。さらに、小林は習熟  

によってこれらが分化したり、各々の焦点が反復練習により相互干渉が増し、1）  

が2）の随伴運動として反射化きれると述べている。   

以上の点をふまえて、小林（197肋）は、コーチングにおいても指導者が外から  

見た観測可能な運動経過の情報を与える場合は、「動作の焦点」に関する内容が  

多いようであるが、これは動作の反射化を元に戻すので学習の効率を悪くすると  

述べている。そして、逆に、「意識の焦点」から指摘すれば、反射化を損なうこ  

となく、動作の修正が可能なのではないかと推測している。また、この意識の指  

示が運動経過に関するものではなく、「力の入れ方」、「イメージ」などのよう  

なものとして与えられれば、より効果的であろうと推測している。   

きて、この動作に関する主観的情報に属すると考えられる情事酌ま、豊には多く  

ないが種々の側面から検討がなきれている。そして、これらの研究をレビューす  

ると、主観的憎稚の重要性は次の点から間接的に示すことができると考えられる。  
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1） パフォーマンスの優れた者と劣った者との差異  

2） 運動記憶における主観的情報の責献  

3） 観点を学習者に与える効果  

4） 筋道動感覚の重要性  

5） 感覚や認知と実際の動作の差異  

6） 指導における言語の重要性  

7） 運動イメージと身体の関連性  

8） メンタルプラクティスの有効性  

以下に、順を追って示すことにする。  

1） パフォーマンスの優れた者と劣っ泡者の差異   

勝部ら（1961a，b）は、運動の興奮がどの様に精神的興奮を起こし、また、それ  

がどのように弛緩一緊張の様相を示すか、きらに、運動経験や技能水準の差によ  

ってそれがどのような差をもたらすかを検討している。そして、一流の体操競技  

のコーチ、体操選手、体操競技の経験を持たないテニス選手、一般成人を用い、  

特定の体操種目を実戦しているイメージを想起している時と、体操競技の映画を  

見ている時のPGRを採っている。その結果、イメージ想起においては競技歴や  

技術水準が高いと考えられる群の方がPGRの振幅が大きいことが報告している。  

また、技能水準が低い着でも、経験があったり、興味を持っていたりする者は、  

高水準の者と類似した傾向を示したことが報告きれている。   

勝部（1962）は、スキーの上・申・初級者と未経験者に対し、スキーの回転運  

動を実施しているイメージを想起する場合、スキーの映像を見る場合、スキー映  

像を見ながら音楽を聞く場合、音楽のみを聞く場合のPGRを記録している。そ  

の結果、イメージ課題、及び、映像課題の場合には、上級者程リズミカルな変化  

を示したことを報告している。また、勝部ら（1963，1964）は、軟式テニス、剣道、  

弓道においても同様な傾向があることを報告している。   

井上（1984）は、模倣動作の優れた者と劣った者との間の動作の注視点を検討  

するため、眼球運動を検討している。その結果、模倣が優れている者は眼球の小  

きな移動が多く認められ、発っている者は移動は大きいがその回数が少ないこと  
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が認められ、このことから優れている者は、注視点を多く用いて多くの情報を収  

集していると推測している。このことば、逆に優れた注視点を学習者に与えれば、  

模倣を効果的にできる可能性を暗示していると言えよう。   

荒井（198頃は、スポーツ指導における言葉がパフォーマンスに影響を及ぼす  

可能性があると指摘し、「指導言葉」について検討している。指導言葉を大学生  

から抽出し、コーチに対してその使用頻度を、そして小学生から成人までに対し  

てその好嫌度を5段階評価きせた結果、特定の語において、指導者と被指導者、  

年齢、性、運動部への加入の有無の間に大きな差が認められたことを報告してい  

る。   

電原（1984）は、運動経験が豊かで技能水準が高い者の方が運動イメージが明  

瞭であるという点を検討するために、大学のサッカー、テニス、体操競技と一般  

者に対し、各専門種目と一般的な運動9項目のイメージ明瞭度を5段階評価する  

テストを実施している。その結果、群間、テスト項目間、交互作用に有意である  

ことが認められている。また、一般学生ではテスト項目間に差異が認められず、  

専門遺草では専門種目の項目がスコアーが高いことが認められていることから、  

上記の仮説が採択きれたと述べている。   

渡辺く1985）は、運動イメージの想起による中枢神経系（EEG）と自律神経  

系（HR，呼吸曲線）の反応の比較と想起する運動の熟練度に基づく差異を検討  

している。その結果、いずれの反応も運動イメージ想起により変化し、また、熟  

練度が高い競技の方が変化が大きくなることから、反応が想起する運動の熟練度  

に関係があることが示した。   

三浦（1985）は、走り高跳びのイメージを電気生理学的な指標（EEG（02，  

Cl））でとらえ、パフォーマンス（動作分析，EMG）との閲係を検討してい  

る。その結果、ハイパフォーマンス群（HP）の方がEMG放電が安定している  

が、EEGではローバフォーマンス群（LP）と類似した麓感覚的バタンを示し  

たことを報告し、このことからHPの方がイメージをパフォーマンスにうまく導  

出しており、これは、イメージを正確に再生することが自動化きれていることに  

よると推測している。   

鵜原（1985）は、技能水準の差異によるメンタルプラクティスで想起する内容  

の正確きの差異を明らかにするため、技能水準による目標運動イメージと自己運  
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動イメージの正確度を「前方倒立回転跳び」を課題に用いて検討している。その  

結果、いずれのイメージでも技能水準の高い者が正確なイメージを描けることを  

報告している。   

渡辺（1986）は、技術分析では遂行中にどこを意識しているかの報告が少ない  

が、この点が指導に重要であることを指摘し、バスケットボールのフリースロー  

を課題として熟練者と未熟練者の差異を検討している。その結果、未熟練者は技  

術的なことは何も考えていないのに対し、熟練者は「スタンス」、「構え」、「  

リズム」、「フォロースルー」、「持ち方」、「アーチの高き」、「リング」を  

意識していることが認められた。したがって、未熟練者の指導ではシュートの目  

標などの鼻休的な情報が与えることが必要であると述べている。   

田中（1987）は、運動学習における表象の変化を質的・量的観点から捉え、発  

達過程を明らかにするため、小・中学生を対象とし「後方支持回転」を課題とし  

て内観報告により検討している。その結果、発達過程で表象が質的に異なる段階  

が認められ、その段階内では質的差異はなく、連続的な量的向上が認められるこ  

とが報告している。そして、特に質的変化では「視覚的」、「運動的」、「力的」  

、「視覚と力的なものの均衡」という変化のプロセスをとることを明らかにした。   

坂下（1988）は、ダンスにおいて、「指導の有無」、「ダンスの経験」の差異  

による他者のダンスを見る観点の差異を検討している。その結果、「動きの善し  

悪し」、’「手本との比較」、「手本に近づけるための注意」という点の差異が認  

められ、経験が豊かな者ほど筋感覚的な内容が多いことを報告している。   

橋本（1988）は、系列運動課題の精緻化リハーサルにおけるコード属性を同定  

するために、バスケットボールの系列運動課題を用いて検討している。その結果、  

未熟練者は提示されたコードで記憶きれている場合が多く、熟練者は視覚（映像）  

コードに変換しているものが多いことを報告している。   

村川（1986）は、速く泳ぐことに関係する感覚的言語を抽出した結果、競技レ  

ベルにより差異があり、これが「泳ぎ」に対する理解度の差異によると推測して  

いる。   

以上のように、パフォーマンスの優れている者とそうでない者の間には、  

① イメージ再生の安定性  

③ イメージ再生の自動化  
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③ 再生イメージの正確き  

⑧ 動作に関する理解度  

⑤ 利用するイメージのモダリティー  

⑥ 動作を捉える観点、注視点（質的な差異）  

⑦ 保持している情報量  

⑧ 運動記憶に用いるコード  

⑨ 各情事削こ対する重視の程度  

⑳ 意識の観点  

において差異があると推測きれる。この差異の存在は、  

① 運動成就における運動イメージと運動パフォーマンスの関連生  

③ 運動イメージ形成と運動技能向上のプロセスにおける両者の相互作用  

・を考慮すると、動作に関する主観的情報が身体運動において重要であることを暗  

示していると考えられる。  

2） 運動記憶における主観的情報の鼻献   

大塚（1985）は、系列的な大筋運動の記憶モダリティーとして「言語」と「イ  

メージ」のいずれが有効か、また、動作課題や記憶システム（STM（shor七  

term memory），LTM（long七erm memory））でその有効性が異なるかという点を  

検討している。分散分析の結果、モダリティー、課題、保持時間の全ての主効果  

が有意であることが認められ、言語よりイメージの方が再生率において優れてい  

ることが認められ、これが課題の複雑きによる言語コーディングの困難きに基づ  

くものであると推測している。また、保持時間と課題の間の交互作用が認められ  

たことから、忘却しやすい課題としにくい課題があることが認められた。   

坂手（1986）は、運動記憶、特に位置記憶のSTMにおいて、記憶方略による  

再生の差異を検討するため、①ディスプレイ、②視覚イメージ、③運動感覚の3  

つの方略を用いて比較している。その結果、CEでは①による条件が小きく、②  

③は大きいが有意差は認められていない。また、AEとVEにおいても有意差ば  

認められていない。しかしながら、方略差による再生の精度に差異がかなり大き  

いことから、断定的なことは言えないと考えられる。  
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橋本（1987）は、系列運動技能学習において、STMからLTMへ伝送するた  

めの維持リハーサルと精緻化リハーサルの課題再生に対する貢献度を検討するた  

め、2人で行うバスケットボールの系列運動を課題とし、6つの条件を仮定して、  

それを課題再生時問と再生率から検討している。その結果、系列運動の図示後に  

大筋運動を伴ったリハーサルを行った群のみが再生時間の短縮と再生率の不変が  

認められたことから、精細化されたと推測している。また、系列運動の図示と説  

明だけの群では再生時間が変わらず、再生率が向上したことから、概念的知識が  

精緻化されたと推測している。そして、以上のことから、大筋運動を伴うリハー  

サルにより運動出力機構が精緻化きれて学習効果が生じ、それを伴わないリハー  

サルでは、知識が精緻化されたことにより学習効果が生じたと推測している。   

橋本（1988）は、系列運動課題の精緻化リハーサルにおけるコード属性を同定  

するために、バスケットボールの系列運動課題を用いて検討している。その結果、  

未熟練者は提示きれたコードで記憶きれている場合が多く、熟練者は視覚（映像）  

コードに変換しているものが多いことを報告している。   

これらの知見は、運動記憶におけるイメージ方略の有効性を暗示していると考  

えられ、動作に関する主観的情報の重要性を示すものであると言えよう。  

3） 観点を学習者に与える効果   

井上（1984）は、模倣動作の優れた者と劣った者との問の動作の注視点を検討  

するため、眼球運動を検討している。その結果、模倣が優れている者は眼球の小  

きな移動が多く認められ、劣っている者は移動は大きいがその回数が少ないこと  

が認められており、このことから優れている者は注視点を多く用いて、多くの情  

報を収集していると推測している。このことば、逆に優れた注視点を学習者に与  

えれば、模倣を効果的にできる可能性を暗示していると言えよう。   

大貫（1985）は、マット運動の学習過程における意識の変化を質問紙法によっ  

て抽出して検討した結果、技術の目標、現状、修正する部分などを分析的にとら  

えるようにさせることによって動作理解を深めることができる可能性を示した。   

渡辺（1986）は、技術分析では遂行中にどこを意識しているかの報告が少ない  

が、この点が指導に重要であることを指摘し、バスツケツトボールのフリースロ  
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ーを課題として熟練者と未熟締着の差異を検討している。その結果、未熟練者は  

技術的なことは何も考えていないのに対し、熟練者は「スタンス」、「構え」、  

「リズム」、「フォロースルー」、「持ち方」、「アーチの高き」、「リング」  

を意識していることが認められた。したがって、未熟練者の指導ではシュートの  

目標などの具体的な情報が与えられることが必要であると述べている。   

吉田（1987）は、メンタルプラクティスが学習初期に効果がないという一般的  

見解に対し、モデリングの視点から見ると正しい動作の目標となる記憶痕跡を強  

化するという点で重要であるという仮説を立証するため、スキーの「ブレークボ  

ーゲン」と「シュテムターン」を課題として検討している。その結果、過去の研  

究と同様に運動リズムといった認知的な観点で効果が認められたことを相告して  

いる。そして、「注目する観点」、「情報の種類」についての研究が今後の重要  

な課題であると述べている。   

星野（1987）は、過緊張によるフォームの乱れが能力の発揮を妨げていると考  

えられる陸上競技選手に対し、脳性マヒ児の動作改善のために作成きれた動作訓  

練の技法を適用し、パフォーマンスが向上したことを報告している。そして、動  

作修正のために動作の「気づき」が重要であることを強調している。   

坂下（1988）は、ダンスにおいて「指導の膏無」、「ダンスの経験」の差異に  

よる他者のダンスを見る観点の差異を検討している。その結果、「動きの善し悪  

し」、「手本との比較」、「手本に近づけるための注意」という点の差異が認め  

られ、経験の深いものほど筋感覚的な内容が多かったことを報告している。   

以上の知見は、運動学習者に注意すべき具体的観点を提示することの有効性を  

暗示するものである。したがって、これも動作に関する主観的情報の重要性を間  

接的に示すものであると言える。また、磨れた専門選手やコーチが優れた観点を  

生成し、保持していることが多い傾向があることを考慮すると、この主観的情柁  

を抽出することば好ましい観点の提供に貢献すると考えられる。  
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4） 筋運動感覚の重要性   

芳田（1985）は、体操実施中の生理的指標（心拍数，筋放電位，呼気ガス）を  

測定し、熟練者と一般著聞の比較をしている。その結果、一般者の方が筋活動電  

位が高く、また、活動時間が長いにもかかわらず、酸素摂取量が少ないことが示  

された。これは、一般者は静的緊弓長が多く、熟練者は収縮・弛緩の交代が短いこ  

とから、必要な時に、充分な筋活動をさせていることによるものであり、このこ  

とば自動化音れた制御の重要性を示唆している。   

信本（1985）は、悠遠動感覚情報が運動学習に重要であるか否かを検討するた  

め、筋力発揮の課題を用いて検討している。その結果、学習試行とテスト試行で  

の目標値（kg）が異なっている場合の方がAE（Absolu七e Error）が大きいこと  

から、これを習得段階で得た情報を移行段階でうまく利用することができないこ  

とによると推測し、筋運動感覚情報の重要性を指摘している。   

星野（1987）は、過緊張によるフォームの乱れが能力の発揮を妨げていると考  

えられる陸上競技遺草に対し、脳性マヒ児の動作改善のために作成きれた動作訓  

練の技法を連用し、パフォーマンスが向上したことを報告している。そして、動  

作修正のために動作の気づきが重要であり、そのためには筋道動感覚の鋭敏化が  

必要であることを強調している。   

きらに、星野（1988）は、競技者一人一人の技能習得は個人的なもので統計的  

に抽象化きれた手続きではとらえることができないとして、過度発破の傾向があ  

ると考えられる陸上競技選手に対して、筋の緊張と弛緩の感覚を鋭敏にし、身体  

制御を高めるため動作訓練理論に基づく弛緩訓練を適用している。その結果、動  

作の気づきが鋭敏化し、身体をより思うようにコントロールできるようになった  

ことを報告している。   

小川（1988）は、訓練により勝運動感寛が正確になるかを検討するため、上肢  

の角度の再現課題を用いて検討した結果、練習により動作コントロールの精度が  

高まったことから、筋道動感覚を高める練習によって技能学習の効率が高まるこ  

とを推測している。   

これらの研究は、運動技能学習において筋道動感覚への「気づき」とその鋭敏  

化の重要性を示唆するものであり、この指導が主として言語を介して伝達きれる  
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とを考慮すると、内容が精選きれ、言語化きれた主観的憎相が重要になると考え  

られる。したがって、これも動作に関する主観的情報の重要性を間接的に示すも  

のである。  

5） 感覚と実際の動作の差異   

金子（1985）は、認知の客観性評価のため、児童のスキー技術の主観的評価と  

複数の指導員による客観的評価の比較を試みている。その結果、上・中級者とも  

に、主観的評価が客観的評価より高い値を示し、また、この傾向が特に中級者の  

方が高いことから、上級者の方が自己の認知能力が高いと推定している。   

湯浅（1987）は、運動強度についての言語教示の効果を検討するため、垂直跳  

びを課題として用いて跳躍高と地面反力の変化を検討している。その結果、教示  

の強度が小さいぼど跳躍高が強度を上回る程度が大きく、また、教示強度が大き  

いぼど重心変位、平均速度、平均力、平均パワーが大きいことが認められている。  

これらのことから、強度の調整は部分的（足底屈曲運動）に行われており、ま泡、  

主観的強度と客観的強度が一致していないことが示されていると嘗えよう。   

藤田（1988）は、認知的要因と客観的動作、及び、パフォーマンスとの相互関  

係の経年変化を、走り高跳びを課題として、小学校2～6年生を用いて検討して  

いる。董回帰分析の結果、各局面において2・3年生では有意なβ係数がえられ  

ないことから、動作認知に基づく学習の有効生がそれ以上の年齢から期待できる  

と推測している。また、各局面における各項目のβ係数から、各年齢こ適する指  

導内容を提案している。   

丸山（1988）は、力の発生、及び、スピードに選択的注意を向けきせることが  

動作、パフォーマンス、正確性に影響を与えるかについて、短距離走のスタート  

ダッシュを課題として用いて検討している。その結果、力量を強調した教示によ  

り動作開始時間が有意に向上し、スピードを強調した教示によりキックカが有意  

に向上したことを報告している。そして、この力量に注意すればスピードが、逆  

に、スピードに注意すれば力量が向上するというように、目的となる特性を直接  

的に意識（強調）しない方が良いということが示唆きれたと言えよう。   

また、石子（1985）ば、走り高跳びにおける学習者の認知内容と技術的要因の  
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対応関係を検謝するため、VTRに試技を記録し、それから測定きれた力学的指  

標を独立変数、認知項目の認知の有無を従属変数とした重回帰分析を適用してい  

る。   

以上の研究では、実際の動作と意識や感覚や動作の認知が必ずしも一致しない  

ことを示している。したがって、運動技能学習における学習者と指導者間のコミ  

ュニケーションに認知のプロセスが介在していることを考慮すると、力学的方法  

による研究の知見をそのまま運動技能学習に適用することが不適切であり、意識  

や感覚や認知と動作の関連性を検討することが必要であろう。このためには、主  

観的情報を抽出することが必要である。  

6）指導における言語の重要性   

酉迫（1984）は、女子大学生の水泳指導において運動表象の内省報告をきせ、  

その表象を① 空間的、③ 時間的、③ 力的、⑨ スキルの法則性、⑤ 運動  

形態の5点から分類した結果、①③③についての表象の増大が認められているこ  

とから、表象の音譜化が技術理解と技能向上に貢献したことを推測している。   

袴田く1986）は、小学校の獲距離指導の助言の分類のため、60の項目を質問  

紙法によって収集し、主成分分析を適用した結果、男女各教師群において6因子  

が抽出きれ、そのうち4因子が共通であり、また、その中に「動作の指示」、「  

比喩的指示」と解釈きれる因子が含まれていたことを報告している。   

竹中（1986）は、動作の状態を比喩的な表現で伝達する方法が、動作の形態を  

客観的に指摘するよりも経験的に有効であることを指摘し、特に、筋収縮の程度  

を表す擬態語と実際の力学的指標との関連を検討している。そして、50個の擬  

態語の強度を連続的な評定尺度にマークする方法で評定きせ、その平均値を主観  

的な強度としている。そして、これらの評定値を右前腕屈曲時の筋力のとEMG  

の相対的な烙電童と比較した結果、より筋力と関連性が高いことが認められてい  

る。このことば、比喩的表現による伝達の客観性の高きを暗示していると言えよ  

う。   

民内（1986）は、短距離走の指導における「身振り指導」と「助言」の有効性  

を中・大学生、成人を対象として実験的に検証している。その結果、助言により  
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ポーラカーブにおいて、前方と下方にかかる力が低下したことが示きれた。また、  

コントロール群は脚の軌跡に変化がないのに対して、身振り運動群は改善きれた  

ことが認められたことを報告している。   

大島（1986）は、言語教示の影響を検討するためにデニスのフォアハンド・グ  

ランド・ストロークを課題として用い、ボール・コントロールとグリップ圧の変  

化から検討している。その結果、コントロールに顕著な差異は認められなかった  

が、グリッブ圧では、ピークが生じるタイミングが異なることを報告している。   

加藤（1986）は、経験的に運動の詳しい説明よりも運動に置き換え易いイメー  

ジを与えることが重要であり、また、学習者の経験、技術レベル、年齢より、効  

果が異なることから、陸上競技と舞踊の勒奪の技術の指導言葉を指導書、解説書  

から抽出し検討している。その結果、いずれの種目でも技術レベルが高い方がよ  

り筋感覚に直接訴える言葉や知覚できるような具体的な言葉が多く用いられてお  

り、逆に初級者の場合ほど比喩的な言葉が多く用いられていることを上げている。  

しかしながら、舞踊では陸上競技ほど知覚できる具体的な言葉が少ないので、こ  

の種の言葉を用いることによりいっそう効果が上がるのではないかと推測してい  

る。   

村川（1986）ば、水泳指導のために「うまく泳ぐ」ために重要な項目を28項  

目軸出し、水泳トレーニングの前後でその理解度の変化を検討している。その結  

果、全体的に理解度は向上し、特に、感覚的な言語について有意な向上が認めら  

れたことを報告している。   

村井（1987）は、動作の伝達の法則性が確立きれていない点を指摘し、各種伝  

達手段の有効性の差異を県民体操を課題として用い、専門家による76の観点か  

ら伝達度を評価して検討している。その結果、伝達度は「VTR」（73Ⅹ）、「連  

続局面囲とその説明文」（62鴛）、「単純な囲と説明文」、「説明文のみ」という  

順で高いことを報告している。また、VTRでは、特に「弾性」、「脱力」、「  

アクセント」の伝達が他と比較しで優れていることを報告している。これらのこ  

とから、印刷物より映像の方が、また、説明文のみより囲を加える方が伝達にお  

いて有効である述べている。しかし、この結果は映像に含まれている情報が説明  

文に比較して非常に多いと考えられるにもかかわらず、大差がないことを考慮す  

ると言語による伝達や説明の有効性を示唆しているとも言えよう。また、映像だ  
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けでは抽出可能な情報量が多すぎることから、その中から有効な情報を選択する  

能力に依存する部分が大きいと考えられ、その点、言語による伝達では有効な情  

報を限定して伝達することができるという利点があると言えよう。さらに、VT  

Rから抽出できる情報は、動作として現れた情報のみに限定され、「意識」や力  

量感覚的な情報をほとんど伝達、抽出することばできないという実用上の欠点を  

もつと言えよう。   

松永（1988）は、幼児の身体意識や言語教示と立ち幅跳びのパフォーマンスの  

関係を検討している。その結果、単に「できるだけ～」よりも具体的な目標を示  

す方がパフォーマンスが向上することが示きれ、これを、目標の明示による精神  

集中と意欲の向上によると推測している。また、身体意識の高い者の方がパフォ  

ーマンスが優れていることから、言葉に関連きせて身体意識の指導の重要性を強  

調している。   

以上の研究から、運動技能学習においては、  

① 言語化  

② 動作の言語指示  

③ 比喩的教示（助言）  

⑧ 麓感覚に基づく言語指示  

が有効であることが示きれ、主観的情相の抽出と精選によって、効果をたかめる  

ことができると考えられる。  

7） 運動のイメージと身体の関係   

中枢過程としてのイメージと末梢過程としての身体運動の関連性を示すものと  

して、「心理一運動性反射（観念一運動性反射）」と呼ばれている現象がある。  

これは、意識的縫験により末梢器官の機能に変化が生じる現象である。この研究  

の直接的な発端は、uaShburnく1916）がイメージ想起中に微細な運動が生じるこ  

とを報告したことである。  

Jacobson（1930）は、特定の運動行動についてのイメージが筋電位を変化きせ  

たことを報告している。すなわち、右腕を上げるイメージを想起すると試行の9  

6％で筋電位の増加が生じ、統制群では93％が増加を示きなかったことを報告  
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している。また、想起中は実際の運動より振幅が小きいが、パタンや持続時間は  

ばぼ等しかったことも報告している。きらに、眼球運動も増加することも示され  

ている。   

Shaw（1938）は、各種運動課題（タイプ、歌など）を実施しているイメージの  

想起時の筋運動をとり、脇放電の局在性を検討している。その結果、運動を実施  

するために用いられる部位の筋放電が高まり、イメージができなかったものは増  

加が認められなかったことを報告している。   

きらに、Shaw（1940）は、イメージと筋放電の関係を明らかにするため、負荷  

を変化きせたおもりを右腕で持ち上げるイメージを想起きせる課題中の筋放電を  

検討した結果、イメージが随意運動の制御に関連し、独立変数としてとらえうる  

可能性を示した。   

また、Hardyck（1966）は、黙読中に音声筋の放電が増加し、本人に意識きれて  

いない言語化が見られていることを報告している。   

これらの結果は、少なくとも、随意運動のイメージとイメージきれた部位の筋  

活動が関係していることを示していると嘗えよう。   

きらに、より具体的な競技に関連づけた研究としては、勝部らの一連の研究が  

ある。   

勝郎ら（1961a）は、運動の興奮がどのように精神的興奮を起こし、また、それ  

がどのように「弛緩一緊張」の様相を示すか、きらに、運動経験や技能水準の差  

により、どのような差をもたらすかを検討している。そして、一流の体操競技の  

コーチ、体操選手、体操競技の経験を持たないテニス選手、一般成人をもちい、  

特定の体操種目を実戦しているイメージを想起している時と、体操競技の映画を  

見ている時のPGRをとっている。   

その結果、イメージ想起においては、競技歴や技術水準が高いと考えられる群  

の方が、PGRの振幅が大きく、山が大きいことが幸拓告きれている。また、その  

様相も各動作局面に対応しており、連続した技においてはリズミカルな反応が生  

じたことが報告されている。さらに、映像刺激においても同等な結果がみられて  

いるが、競技歴が少なく、技能水準が低い群ほど「はらはら」するような場面で  

変動が生じ、技能水準の高い群は身体活動に同期した変動を示している。そして、  

その中でもモデルの水準が自己より高い場合で、特に強い反応を示している。ま  
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た、技能水準が低い着でも、縫験があったり、興味を持っていたりする者は、高  

水準の者と類似した傾向を示したことが報告ざれている。   

これらの結果は、技能水準が高く、経験を通して得た情報を多く保持している  

者ほど刺激により喚起きれる情報も多く、また、情報が身体運動と密接に関係づ  

けられていることからPGMの変動が大きく現れたと考えられる。そして、その  

ような競技に関連した情報を多く持たない者は、感情的な情報が喚起される傾向  

が強いと考えられる。   

勝部（1961b）は、オリムピックに出場した男女各5名体操選手に任意の自由演  

技と特定の規定演技を実施しているところを想起きせ、その間のPGRを記録し、  

反応数、振幅、抵抗値から検討壕加えた結果、運動のパタンの様相に対応したリ  

ズミカルな反応が認められたことを報告している。   

勝部（1962）は、スキーの上・中・初級者と未経験者に対し、① スキーの回  

転運動を実施しているイメージを想起する場合、① スキーの映像を見る場合、  

③ スキー映像を見ながら音楽を聞く場合、④ 音楽のみを聞く場合のPGRを  

記録している。その結果、イメージ課題、及び、映像課題の場合には、上級者程  

リズミカルな変化を示し、映画と音楽を併用した場合は、上級者は映画に依存し  

たリズミカルな変動を示し、初級者や未経験者は音楽に依存していると考えられ  

る滑らかな変動を示すことを報告している。また、音楽のみの場合には、技能水  

準にかかわらず音楽に興味がある者に旋律と類似した反応が認められている。ま  

た、映像に現れるモデルが自己の技能水準より低い場合には頚著な反応は示きれ  

ず、被横着の「構え」垂〉反応に作用することが示きれている。また、勝部ら（19  

63）は、軟式テニスにおいても同様な傾向があることを報告している。   

きらに、勝部ら（1964）は、同様な実験を剣道と弓道を用いておこない、PG  

Rと呼吸波を記録している。その結果、剣道においてはPGRは他の種目と同様  

な傾向を示し、呼吸は次第に吐いてゆくという現実に対応した変化が認められて  

いる。しかし、弓道では技能水準が高いものばどPGRの変動が少ないという他  

の種目と逆の傾向を示したが、このことば弓道が他のスポーツと比較して静的で  

あり、また、精神の安定性を要求きれることによると推測している。   

勝郎ら（1985）は、VM‡により測定されたイメージの明瞭度と、PGR、E  

MG、呼吸波の関係を検討している。その結果、拳の直突のイメージ想起課題で  
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は、動作に同期する上腕三頸筋の放電が認められている（但し、いずれの指標も  

イメージの明瞭度との明確な関係は認められていない）。   

渡辺ら（1969）は、最大筋力の二分の一の荷重を右肘関節角を90度に固定す  

る運動をA＝一Ou七まで実施する課題、及び、その課題を実施していることを想起す  

る課題実施中に、PGRと容積脈波を測定している。その結果、イメージ想起に  

より血管が持続的に収縮し、PGRが変化する群と、両方とも変化しない群に分  

かれている。また、その作業を経験してからイメージを想起した方が、逆の順の  

場合より血管収縮の程度が大きいことが報告きれている。このことば、運動経験  

がイメージを構成する情報を獲得きせ、また、イメージと運動とを関連づける機  

能をもつことを示していると考えられる。   

藤田（1974）は、運動イメージの想起により生じる生理学的変化のパターンの  

非鍛練者と鍛錬者の差異を、大学体操競技部員と一般学生をもちいて検討してい  

る。想起する運動過程は、倒立、釣り輪、鉄棒、スキー、自転車のタイヤの空気  

入れ、平泳ぎであり、きらに、右腕を曲げる、右足を伸ばす、腕立て伏せ等の簡  

単な動作を用いている。また、生理学的指標として、EEG、EOG、EMG、  

プレチスモグラフィー、呼吸波を用い、イメージの質的な差異、特に、「自分が  

行っているか、見ているか」が、生理的反応に大きく影響することを示している。   

これに関係する研究として、Bauer（1979）は、患者が持続している差異のイメ  

ージにおける患者の立場の差異を生理的反応から検討している。すなわち、  

1） 身体反応に注意を向けているか、それとも、その場面に注意を向け  

ているか。  

2） 自分がおこなっているいるか、それとも、他人を観察しているか。  

という点から分類して検討している。その結果、身体反応に注意を向けている時  

には心拍数の増加のみが認められ、自己がおこなっているイメージの場合にはG  

SRのみが変化している。この実験結果は、自己が行っているイメージや身体反  

応に注意している方が生理的反応が大きく、これは、そのようなイメージの方が  

末梢の身体機能との関連が深いことによると考えられる。   
梅本（1984）は、生理的指標がメンタルプラクティスにおけるイメージ想起を  

捉える指標として有効であるかを検討するために弓道を課題としてもちい、皮膚  

電位水準（SPL）と呼吸波について検討している。その結果、いずれも個人差  
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が大きく、特に呼吸波では実射時のような呼吸制御が認められなかったことを報  

告している。   

三浦（1985）は、走り高跳びのイメージをEEGでとらえ、視覚野（01）と運  

動感覚野（C3）におけるα波の積分値から、  

EEG－RAT柑－SCORE＝（01－C3）／（01＋C3）  

を算出して利用している。   

渡辺（1985）は、運動イメージの想起による中枢神経系（EEG）と自律神経  

系（HR，呼吸曲線）の反応の比較と、想起する運動の熟練度に基づく差異を検  

討している。その結果、いずれの反応も運動イメージ想起により変化し、また、  

熟練度が高い競技の方が変化が大審くなることから、反応が想起する運動の熟練  

度に関係があることが示唆された。   

佐久間（1986）は、イメージをとらえる指標としてのCNVの有効性を検討す  

るため、言語、及び、運動イメージ想起中のCNVを比較した結果、両者におい  

て、CNVのmagnitudeと波形の形状の差異が認められ、このことからCNVの  

可能性について検討している。   

谷鳩（1987）は、実際の競技場面の想起時の心拍数と想起所要時間を検討した  

結果、立位、椅座位、仰臥位の順で心拍数が高く、想起所要時間が短いことを報  

告している。そして、この差異が実際の競技場面における姿勢の類似性に基づく  

のではないかと推測している。   

福田（1987）は、イメージ想起を採り入れた自律訓練法を提案し、その基礎的  

研究として姿勢とイメージの明瞭性について検討している。その結果、被検者の  

内省から、勝部（1985）の報告とは反対に、立位、椅虚位、仰臥位の順でイメー  

ジが明瞭であったことを報告している。また、自律訓練法によりGSRが想起中  

に変動が大きくなることも報告している。   

福田（1988）は、自律訓練法と姿勢、イメージ明瞭性との関係を競技場面のイ  

メージを用いて、皮膚電位水準（SPL）とR－R間隔から検討している。その結  

果、SPLの陰電位が高い時、つまり、覚酵水準が高い時にイメージが明瞭にな  

る傾向が認められ、SPLがイメージ明瞭性を知る辛がかりになる可能性を推測  

している。   

斉藤（1988）は、自律訓練法（AT）とイメージ、イメージと姿勢の関係を、  
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心拍数、皮膚電位水準、呼吸波の指標から検討している。その結果、AT中、A  

T後、AT前の順でイメージ明瞭性が高いことから、ATがイメージの明瞭性の  

向上に貢献していると推測している。また、椅廃位の方が仰臥位の場合よりも明  

瞭なイメージを想起でき、イメージ想起所要時間は個人差が大きいことが認めら  

れている。   

これらの結果は、少なくとも、運動イメージが身体機能と密接な関連を持って  

おり、また、運動イメージの影響は無意識のうちに末棺の反応を生じきせ、特に  

筋活動に反映きれることば注意すべき点である。そして、このことば、イメージ  

を与えることによる、技能の向上（学習）の可能性を暗示するものである。   

これに関して、Puni（1967）は、運動技能の習得において、運動イメージの形  

成過程は、運動に関与する視覚・絵轄的なイメージから出発し、次第に空間的・  

力量的特徴を持つようになり、視覚的イメージと運動イメージが統合し、やがて、  

微細な動きに関するするイメージを形成すると考えており、このことば、上記の  

結果に適合する。つまり、鍛錬者（技能の高い者）は力量的イメージを持ち、ま  

た、視覚的イメージと運動的イメージとの結合が充分なために、生理的変化が著  

しいと推測きれる。さらに、運動者のイメージの内容が、鍛錬着では自己がおこ  

なっているイメージであり、非鍛錬着では他者を観察しているイメージであるこ  

とからも、身体的な経験によって視覚的なイメージに運動感覚的なイメージが加  

わったイメージが形成きれるというイメージの質的変化が生じると考えられる。   

これに関して、田中（1987）は、運動学習における表象の変化を質的・量的観  

点からとらえ、発達過程を明らかにするため、小・中学生を対象とし「後方支持  

回転」を課題として内観報告により検討している。その結果、発達過程で表象が  

質的に異なる段階が認められ、その段階内では質的差異はなく、連続的な量的向  

上が認められることが報告している。そして、特に質的変化では「視覚的」、「  

運動的」、「力的」、「視覚と力的なものの均衡」という変化のプロセスをとる  

ことを示した。   

また、Gagne（1959）は、運動制御のための記憶システムのモデルを提案してい  

る。このモデルでは、言語刺激を与えてイメージを喚起すると、言語に翻訳きれ  

た記憶システムを呼び起こすことにより、運動に直結した自己受容感覚の記憶が  

呼び起こきれるとしている。  
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8） メンタルプラクティスの有効性   

ここでは、主観的情報の一つと考えられるイメージを実際に技能学習に応用し、  

イメージの運動学習、及び、運動成就における有効性を直接的に示している「メ  

ンタルプラクティス」の有効性を検討している研究をレビューする。これは、メ  

ンタルプラクティスの有効性が、運動イメージとそれを包含する主観的情報の運  

動学習における有効性と、この種の情報を研究する意義を暗示するからである。   

なお、メンタルプラクティスは、観察可能な身体的練習なしに課題遂行のイメ  

ージを想起することによって練習することを示しており、同じ内容を示している  

語として、  

（Sacket，1974）  

（Perry，1939）  

（Morriset七，1956）  

（Egs七rom，1964）  

（Corbれ1967）  

（藤臥1974）  

（勝部，1980）  

（指俣，1980）  

① SymboIRehearsa］  

②Image Prac七ice  

③ Fmplici七 Practice  

⑨ Concept Varia七ion  

⑤ Conver七 Rehearsa］  

⑥ Men七alTraining  

⑦Image Training  

⑧ tmage Rehearsal  

などと多くあるが、本論文でほ、米国で最も多用きれているメンタルプラクティ  

ス（Men七alPrac七ice）を用いる。   

Vandell（1943）は、バスケットボールのフリースローと投げ矢を課題にして、  

メンタルプラクティスの有効性を検討している。その結果、メンタルプラクティ  

スは有効であるが、ある程度の発達水準に達した者のみに有効であることが示き  

れた。これは、メンタルプラクティスが経験的知識を必要とし、知的な活動を必  

要とすることによると考えられる。   

T両ning（19服）は、輪投げをもちい、身体的練習とメンタルプラクティスの有  

効性を比較検討した結果、身体的練習ほどではないがメンタルプラクティスだけ  

でも有効であることを報告している。   

Leuba（1951）は、イメージ能の向上がメンタルプラクティスの効果を促進する  
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ことを報告している。   

S七ar七（1964）は、走り高跳びの学習を課題として、イメージの鮮明度と統御性  

の2つのメンタルプラクティスの有効性に対する影響を検討している。その結果、  

両方とも優れているものが最も多い学習量を示し、鮮明度が高く、統御性が低い  

ものが最も少ないことから、イメージ能がメンタルプラクティスの有効性に関与  

していること、特に、統御性が重賛であることを示した。  

」ames（1965）は、メンタルプラクティスの内容の指示方法が効果に及ぼす影響  

を検討している。その結果、指導者が与える指示的な方法より、学習者が1人で  

おこなう非指導的な方法の方が、メンタルプラクティスのみでも、また、身体的  

練習を伴った場合でも優れていることを示した。このことば、イメージ想起にお  

ける集中の重要性を示していると言えよう。   

Clark（1960）は、ワンハンドファウルショットを課題として用い、メンタルプ  

ラクティスの有効性とそれに対する知能の関係を検討している。その結束、メン  

タルプラクティスの有効性と学習量と知能の関連性があることを報告している。   

Surburg（1968）は、テニスのフォアハンドドライブの学習を課題として、メン  

タルプラクティスの有効性とモデルの性質（視覚的か、聴覚的か、その両方か）  

による有効性の差異を比較検討している。その結果、メンタルプラクティスを併  

用した群のみで有意な向上を示し、その中でも、聴覚刺激によるモデル提示が最  

も有効であることが示きれた。このことは、メンタルプラクティスの有効性と、  

聴覚的な刺激の有意性を示していると言えよう。   

Ulich（1967）は、指先の器用きを測定する課題を用いて、メンタルプラクティ  

ス、モデリング、身体的練習の有効性を比較検討した結果、身体的練習、メンタ  

ルプラクティス、モデリングの順で有効であり、また、メンタルプラクティスが  

身体的練習と併用された場合が最も高いことが示きれた。このことば、メンタル  

プラクティスの有効性と、メンタルプラクティスと身体的練習の併用の有効性を  

示している。   

緒俣（1979）は、水泳学習におけるメンタルプラクティスの有効性とイメージ  

の変化を検討している。対象として全く泳げない者を、身体練習のみの群、身体  

練習とフイルムを用いたモデリングとメンタルプラクティスをおこなう群、統制  

群に分け、7日間のトレーニングの前後に、①イメージの鮮明度テスト③イメ  
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ージ統御性テスト、③スイミングイメージテスト⑨フォーム評価、⑤永距離測  

定を実施している。その結果をまとめると、  

1） メンタルプラクティスは動作系列の認知に貢献する。  

2） イメージの鮮明さば、身体的練習により向上する。メンタルプラク  

ティスは、自己の遂行イメージが抑制され、他者のおこなっている  

のを見ているイメージが中心となる。  

3）メンタルプラクティスにより、パフォーマンスも改善きれる可能  

性がある。  

であり、メンタルプラクティスは、学習の初期に身体の部分的な下位学習に適用  

すべ書であると述べている。   

伊藤（1980）は、上記の猪保が指摘した能動的なリハーサル（自分がおこなっ  

ているイメージの想起）と受動的なリハーサル（他者がおこなっているのを見て  

いるイメージの想起）の効果を検討している。対象として全く泳げない大学生を、  

身体的練習前に能動的リハーサルをおこなう群、受動的リハーサルをおこなう群、  

統制群に分け、7日間のトレーニングがおこなわれ、その前後に、①イメージの  

鮮明度テスト、③イメージ統御性テスト、③スイミングイメージテスト㊥フォ  

ーム評価、⑤泳距離測定をおこなっている。その結果、能動的リハーサルの優位  

性が認められ、視覚イメージと筋感覚イメージの統合の重要性が示唆された。そ  

して、この現象の根拠をLeuba（1957）の高次感覚条件づけに求めている。   

猪俣ら（1982）は、運動学習におけるモデリングと、モデルのないメンタルプ  

ラクティスの差異をEMGと呼吸披から検討している。課題として回転盤追跡課  

題を用い、課題実施前にモデルなしでリハーサルする群、習熟者を前あるいは、  

後ろから掘ったVTRを見る群、統制群に分けられた。その結果から、モデリン  

グでは、覚醒水準が高まるがイメージが運動化ざれるに至らない認知的な目標イ  

メージが描かれるが、メンタルプラクティスでは達成イメージが樟成きれると推  

測している。また、パフォーマンスに差異が認められなかったことに対しては、  

身休的練習がなかったためイメージを目標にしたフィードバックによるエラーの  

検出をおこなう過程が欠如していたことによると推測している。   

これらの結果は、メンタルプラクティスと身体的練習の併用が好ましいことを  

示唆していると言えよう。  
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岡村（1984）は、上述の緒俣の結果を考慮し、エラー修正情報、あるいは、そ  

の過程の有効性を検討するために、回転盤追跡課題を用い、課題遂行間にモデル  

と自己像の差異の検出をチェックリストを用いておこなう群と、モデリングと自  

己遂行イメージを想起する群、モデリングのみの群、乗算のみをおこなう統制群  

に分け、パフォーマンスの向上から検討している。その結果、モデルと自己像の  

差異の検出をチェックリストを用いておこなう群が他の群よりパフォーマンスの  

向上が高く、また、イメージの明瞭性・統御性とパフォーマンスに有意な相関が  

あり、かつ、この群のみが24時間後にパフォーマンスが有意に低下していた。   

久慈（1984）は、サッカーボールのリフティングを学習課題として、メンタル  

プラクティスの有効性と、モデル観察、及び、KR（＝KnotJledge of Resul七s）  

の重要性を検討している。その結果、メンタルプラクティスの有効性と、モデル  

が特に提示がなくとも自己の運動のフィードバックが重要であることが示きれた。  

このことば、客観的なエラーの検出だけでなく、主観的なエラーの検出の有効性  

を示していると言える。   

末利（1985）は、緩衝動作の学習におけるⅩRのあるメンタルプラクティスの  

有効性とイメージ明瞭性・統御性の有効性への影響を検討してところ、メンタル  

プラクティスと身休的練習の併用は身体的練習のみよりも若干有効であり、イメ  

ージ能力、特に統御性の方がパフォーマンスと関連性が高いことを上げている。   

鷹野ら（1985）は、ダンスの学習におけるメンタルプラクティスの効果と、イ  

メージ能と学習の関係を検討している。この結果、身体的練習とメンタルプラク  

ティスとⅩRがある群が、各評価項目、及び、総合点において高い値（パフォー  

マンス）を示し、次に、身体的練習とメンタルプラクティスをおこなった群が高  

いパフォーマンスを示した。このことば、メンタルプラクティスの有効性、及び、  

岡村（1984）の結果と同様にエラー検出の過程の重要性を示したと言える。また、  

イメージ能力も、学習に影響を及ぼすことを示唆している。   

山本（1985）は、背泳を課題としてメンタルプラクティスにおける全習法と分  

習法の有効性の比較を、①一般イメージの鮮明度テスト②運動イメージ明瞭性  

テスト、③背泳動作系列の理解度、⑨泳速度、⑤泳距離の点からおこなっている。  

この結果から、メンタルプラクティスが有効であり、特に、学習初期においては  

分習法によるメンタルプラクティスが有効であることが示唆された。  
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岡村（1985）は、メンタルプラクティスの原理をAdams（1976）の閉回躇モデル  

による運動学習モデルに求め、運動プログラムとしての記憶痕跡と経験により変  

化する内的基準としての知覚痕跡のいずれを強化するメンタルプラクティスが有  

効かという点を、背泳の技能学習を通して検討している。この有効性は、①一般  

イメージの鮮明度、③水泳イメージ明瞭性、◎背泳動作系列の再生、⑧泳速度（  

15m永タイム）、⑤泳距離の点から検討官れている。そして、この結果、知覚  

痕跡を強化するメンタルプラクティスが有効であることが示きれ、また、イメー  

ジの想起能力が運動学習可能性に関与していることが示唆きれた。   

緒保（1985）は、光点追跡課題におけるメンタルプラクティスの効果を検討奄  

EOGを用いて検討している。その結果、眼球運動の大きき、運動の規則性、イ  

メージの明瞭性において、メンタルプラクティスと身体練習を併用した場合が最  

も優れており、次に、メンタルプラクティスのみ、身体練習のみという順であっ  

たことを報告している。   

栗木（1986）は、ネガティブなイメージのパフォーマンスヘの影響をゴルフの  

のパットを課題として検討した結果、パフォーマンスに対しての影響があるとは  

言えないが、ポジティブなイメージと比較すると進歩が停滞する傾向があること  

を示している。   

橋本く1987）は、系列運動技能学習において、STMからLTMへの伝送する  

ための維持リハーサルと精緻化リハーサルの課潜再生に対する貢献度を検討する  

ため、2人で行うバスケットボールの系列運動を課題とし、6つの条件を仮定し  

て、それを課題再生時間と再生率から評価している。その結果、大筋運動を伴う  

リハーサルにより運動出力機構が精緻化きれて学習効果が生じ、それを伴わない  

リハーサルでは知識が精緻化きれたことにより学習効果が生じたと推測している。   

栗木（1987）は、ポジティブ（成功）、及び、ネガティブ（失敗）なイメージ  

の効果における差異を検討するため、ゴルフのパットの課題を用いて検討してい  

る。その結果、両者を想起した後の課題遂行の各種エラーには差異がなく、条件、  

試行の主効果も認められていない。そして、これはモデルがVTRによるものだ  

けで、筋感覚的手がかりがなかったことからメンタルプラクティスの影響が出な  

かったのではないかと推測している。   

青田（1987）は、メンタルプラクティスが学習初期に効果がないという一般的  
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見解に対し、モデリングの視点から見ると正しい動作の目標となる記憶痕跡を強  

化するという点で重要であるという仮説を立証するため、スキーの「ブレークボ  

ーゲン」と「シュテムターン」を課題として検討している。その結果、過去の研  

究と同様に、運動リズムといった認知的な観点で効果が認められたことを報告し  

ている。そして、「注目する観点」、「情報の種類」についての研究が今後の重  

要な課題であると述べている。   

内田（1987）は、高校女子のバレーボールチ｝ムに対して、①リラクセーショ  

ン、③メンタルプラクティス、③集中力トレーニング、⑨試合への心理的準備か  

らなるメンタルマネジメントプログラム（MMP）を適用して、その効果を検討  

している。その結果、「失敗不安」、「緊張性不安」の低下、「目標への挑戦」、  

「冷静な判断」が向上することが認められたが、「闘志」の向上は放められなか  

ったと稚告している。   

佐々木（1987）は、メンタルプラクティスとフィードバックとしてのVTRの  

有効性をバスケットボールのスヰルを用いて検討した結果、TSMIの得点の変  

化から、達成動機が向上し、課題パフォーマンスの適切な状況における出現率・  

成功率ともに向上したことを報告している。   

妹尾（1988）は、外的対象物の視覚的イメージと運動感覚的なイメージを加え  

たメンタルプラクティスの効果を検討するため、3色玉のぬ＝JuggIing課題を  

用い、統制群、運動メンタルプラクティス群、視覚一運動メンタルプラクティス  

群の3群間の比較を試みている。その結果、試行要因のみに主効果が認められ、  

姦件間には認められなかったことから、この混合メンタルプラクティス法の有効  

性を否定している。   

吉田（1988）は、メンタルプラクティスの効果におけるイメージ能力（明瞭性  

と統御性）の影響、及び、メンタルプラクティスにおけるイメージの明瞭性と統  

御性の変化とその変化に対する象徴的動作の効果を、スキーのブルータボーゲン  

とシュテムターンを用いて検討している。統制群、静止イメージ群、シンボルと  

イメージ群に分類して効果を比較した結果、静止イメージ群のみ明瞭性の有意な  

向上を示したことから、シンボルとイメージ群はモデルの技能水準が高すぎ、自  

己のイメージに変換できなかったことにより効果が低くなったと推測している。  

また、動作系列の認知テストにおいても各群間の有意差が認められず、これが系  
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列テストの困難さによるものであると推測している。   

内田（1988）は、高校・大学男子バレーボールチームにメンタルマネジメント  

プログラム（MMP）を実施し、「動機」、「集団凝集性」、「成績」、「個人  

記録」、「内省」の点からその有効性を検討している。その結果、達成動機と集  

団凝集性の向上、内省によるMMPの有効性が認められたことを報告している。   

以上の研究から総合的に見ると、メンタルプラクティスは、運動学習に有効で  

あるという結果が多いようである。しかし、メンタルプラクティスの有効性を検  

討している研究では、課題、被検者の特性、実施方法などが異なっているので、  

この点を考慮して評価することが好ましいと考えられる。   

そのような研究として、Richardson（1967a，b）は、1967年までのメンタル  

プラクティスに関する24・件の研究のうち、有意な進歩を報告したのが11件で  

あり、有意ではないが好ましい変化を報告したのが7件であり、進歩無し、ある  

いは、学習を抑制したのが3件であることを示した。   

また、岡村（1983）は、1983年までの主なメンタルプラクティスの研究を  

取り上げ、メンタルプラクティスが身体的練習と同等に有効であると報告した研  

究が14件、ある程度は有効であると報告した研究が8件、メンタルプラクティ  

スと身体的練習の併用が有効であると報告している研究が15件、効果が無いと  

報告している研究が7件であることを報告している。   

また、Fe12（1983）は、〃Meta－Ana］ysis〃を用いて、メンタル7’ラクティスの  

運動学習における有効性を評価している。対象とした98件の研究のうち、曖昧  

なものを除いた60の研究から、146のEffecトSizeを用いて有効性を評価した  

ところ、0．48となり、メンタルプラクティスは全く何もしないよりも学習に  

貢献することを示唆した。   

また、その有効性に関与していると考えられる要因として、  

1） 被横着の特性  

2） 課題のタイプ  

3） 実験のデザイン  

4） 研究の公表の有無  

をあげ、その点から有効性を検討している。それによれば、課題のタイプでは、  
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認知的な課題の方が運動的・力的な課題より高い有効性を示し、また、公表きれ  

ている研究の方が、より高い有効性を示していることが示された。   

また、練習セッション数、セッションの長き、1セッションにおける練習数の  

メンタルプラクティスの有効性に対する影響を見るため、線形、及び、非線形回  

帰分析をおこなっている。その結果、セッションにおける練習の長き、セッショ  

ンの長きが、有効性と3次の関数関係にあることが示きれた。そして、1分以下、  

及び、15～25分の長きで、1セッション6回以下、及び、36～46回の練  

習が高い有効性を持つことを示した。また、認知的な課題では少ない試行が、運  

動的・力的課題ではより多くの試行が有効であることが示きれた。   

以上に示した各点から、動作に関する主観的情事酌ま運動技能学習において重要  

であると考えられる。  

3． 主観的情報の客観化の重要性   

前節では、主観的情報の重要性について触れた。そこで、次に、その主観的情  

報を客観化の手続きの重要性について述べる。   

持飼は、身体運動の科学というものが、自然科学的な原理や論理の基に身体運  

動に潜む性質を究明しようとするもので、人間の目的や価値と無関係に存在する  

客観的自然法則性を追求することを意図しているとしながらも、運動という現象  

に運動着自身の学習的変化という内面的な創造活動がなんらかの形で働いている  

ので、運動着が主観的にとらえている現象を客観的に認識に変換する経過を考慮  

することば、科学的研究にとって重要であると述べている（小林，1974c）。   

小林（1973）は、身体の性質や物理的な性質を持つ一般的な自然法則性を、特  

定の目的を達成するための合目的的な自然法則性としてとらえたとき、これを技  

術の自然法則性と呼び、これをとらえる方法論的の観点から、  

1） 感覚的法則  

2） 経験的法則性  

3） 科学的法則性  

に分類しており、2）と3）は妥当性を検討する可能性を第3者が有していると  
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いう点で、客観的認識が可能であると述べている。そして、1）を2）や3）に  

高めることが重要であると述べている。   

また、小林（1974a）は、情報の伝達をその客観性から、  

1） 客観的伝達  

2） 主観的伝達  

に分類し、客観的情報も論理的な言語による客観的な伝達以外に、イメージなど  

による主観的な伝達も有効であるとしている。また、逆に、主観的情事酌ま、一般  

的に主観的伝達に依存しているため正確な伝達は困難だが、客観的な記号体系で  

記述することによって客観的な伝達が可能であると述べている。そして、その主  

観的にとらえられた法則性は、その個人だけのものと昔える。したがって、この  

ような自然法則性が、客観的に把掘きれるようになったとき、その法則性は、客  

観的、かつ、社会的存在となる。このように主観的な自然法則性を客観的な形に  

置き換えることの重要性を指摘している。   

以上のように、主観的な内容を客観的に整理すること、主観的情報を客観的に  

記述したり、伝達可能にすることが、運動技能自体の発展や運動技能学習に貢献  

するであろうと考えられる。  
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第2節 イメージ   

前節までは、主観的情報の重要性について述べ、その主観的情報の情報源の一  

つとして個人の持つ動作に関するイメージが適当であることや、イメージと運動  

との関係についても触れた。しかし、イメージという概念は、科学的根拠に基づ  

いて得られた構成概念ではなく、また、日常における適用範囲も広いこともあり、  

曖昧なままで放置きれていた。この一つの原因は、イメージが心的過程であり、  

内観報告に頼らぎるを得ないことから、行動主義心理学の研究対象として認めら  

れなかったことである。しかし、近年、実験心理学、認知心理学の発展により、  

イメージの特性をとらえようとする試みが現れた。そこで本節では、運動イメー  

ジも含めたイメージに関する研究についてまとめ、本研究における主観的情報の  

情報源としてのイメージの概念の明確化を図った。   

イメージは長い間、心の中の目を通して見られる、絵のような（pic七urelike  

）ものとして縫験的に理解きれてきた。そして、イメージの対連合学習における有  

効性という機能的な面は注目きれていたものの、そのイメージ自体の特性につい  

ては検討されないまま、であった。しかし、1970年代に入り、情報処理理論的  

な認知モデル樟築に努力している認知心理学者の中から、このようなイメージの  

理解の仕方を批判するものが現れた（Pylyshin，1973）。すなわち、イメージは  

認知システムの中で、命題の形でコーディングきれており、絵的な特性はその付  

帯現象であり、本質的な意味を持たないと考えるペきであると提言したのである。  

それ以後、  

① 命題学派  

イメージが命題による記述の形でコーディングされていると考  

える。  

② イメージ学派  

イメージが絵的な特性を持ち、それがイメージの本性であり、  

かつ、固有の機能を果たすと考える。  

の2学派の間で激しい論争、いわゆる、「イメージ論争」が起こった。この間題  
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は、認知モデルを構築する際に、処理される情報の形式の決定に関するという重  

要な意味を持っている（なぜなら、認知モデルの構築においては、「機構」、「  

過程」、「方略」、「媒体」を明確にする必要がある）。この点、身体運動も情  

報処理システムによる一つの出力結果であり、特に、スポーツ活動における身体  

連動も時間的・空間的に高度に親絨化した反応であるという点で無視できない。  

そこで、まず、この2つの学派とその2学派のモデルの両方を採り入れた中間的  

モデルを提唱している学派の論点を明確にする。  

1． イメージ学派   

イメージ学派は、その理論の中心的根拠として、Paivio（1971）による2重コ  

ード理論に基づいている。この理論は、情報の長期記憶に、  

① 音声言語的コード  

② イメージコード  

という2つの形式でコーディングきれて存在し、他の形式では存在しないとする  

ものである。この仮説は、具体語、抽象語、絵の提示速度を変化きせて系列再生  

をおこなわせると、提示速度が速いときには上記の順で優れており、遅いときに  

は差異が無いことが根拠となっている（Paivio，1971）。また、これを指示する  

研究として、A＝ik（1974）は、絵とそのラベルを用いて、STM（Shor七Term  

Memory）の系列効果とモダリティ効果を検討した実験において、  

① 絵の方が、音声語より再生が優れている。  

② 最終位置では、音声語の方が絵より優れている。  

③ 文字と音声では、同様に系列位置効果（P効果のみ）を示した。  

⑨ イメージ教示により、音声語には促進的、文字には干渉作用が生  

じた。  

という結果が得られ、視覚系と聴覚系の2つの符号化が存在していると推測して  

いる。   

そこで、イメージ学派はこの2つのコードのうち、イメージコードをイメージ  

に対応きせ、”pic七ure Like〃なものと表現している。それゆえ、イメージ学派  

では、イメージを「非言語的で、知覚にアナロジカルな形式で対象を表現してい  
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るもので、空間的で、全体的な性質を持っている」と理解している。そして、イ  

メージが、’’pic七ure Like”なものであることを証明するために、特に、イメー  

ジに対する心的変換操作と知覚に対する変換の類似性（二次的同型性）から証明  

することに力を注いでいる。その変換としては、  

① イメージの回転  

③ イメージの走査  

③ 心内歩行  

④ イメージの大きき  

⑤ 選択的干渉  

⑥ 心内比較  

⑦ 眼球運動  

⑧ 残効  

に大きく分類できる。   

まず、「イメージの回転」では、「3次元図形」（Shephard，1971）、「2次  

元図形」（Cooper，1975b，1976）、「文字」（Cooper，1973）、rドットバタン」  

（Corbal＝s，1975，1976）、「手」（Cooper，1975a）、「立方体の展開図」  

（Shepard，1972a）などの刺激図形の回転角とその所草時間の関連性から、知覚  

との類同性を示した。また、Me七zeler（1974）は、回転操作の処理の連続性から  

頸同性を示している。   

次に、rイメージの走査」では、Kosslyn〈1973，1978a）、Lea（1975）らが、  

想起きせた図上での走査距離と所要時間の関係から、知覚との類同性を示してい  

る。   

「心内歩行」では、Kossけnく1978b）は、実際の視角とイメージを見る視角の  

頬同性を示している。   

「イメージの大きき」では、Kossけn（1975，1976，1977a）が、主として大きき  

の判断とその所要時間から、知覚との類同性を示している。  

「選択的干渉」では、Brooks（1968）、Segal（1970，1971）、Neisser（1976）、  

Åtwood（1971）が、同じ感覚モダリティーの知覚とイメージ間に干渉効果が生じ  

るということから、知覚との類同性を示している。   

「心内比較」では、Moyer（1973，1976）、Paivio（1975）、Kor＄七（1978）、  
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Paivio（1975，1978a）、Banks（1977a，b）らが、主として大小判断時の所要時間  

から知覚との顆同性を示している。   

「眼球運動」では、Perky（1910）、S七oy（1930）、Jacobson（1930）、  

Lorens（1962）、Amadeo（1963）、An七robus（1964）らが「イメージ想起中の眼  

球運動数、運動率の変化」から、Marks（1973）、＝all（1974）、Jus七（1976）、  

Jacobson（1932）、Toセセen（1935）、竹田（1977）、Decker七（1964）、Brady（  

1964，1966）らが、「イメージの視知覚内容との関係」から、それぞれ視覚との類  

同性を示している。   

「残効」では、Finke（1977，1978）は、イメージにおいてもマッカロー効果が  

生じることから、視覚との類同性を示している。  

2． 命題学派   

イメージ論争は、Pylyshyn（1973）による「認知心理学」の立場から、それま  

での〃pic七ure Like〃なものとしてのイメージの理解に対しての論理的な批判に  

より生じたものである。   

認知心理学では、「命題による記述」が「人間が文章を理解したときに得る意  

味である情報が心の中で採る形式」として導入された。文章の理解の際、その文  

で表現きれている事象を梼成する対象、及び、対象間に存在する関係が把握きれ、  

保持きれている。認知心理学では、このような「意味」が、心の中で命題による  

記述の形で存在していると仮定している。そして、「イメージ」と呼ばれている  

ものも命題による記述の形式で心の中に存在していると考えている。   

命題学派の確立、及び、イメージ論争の契機となったPylyshyn（1973）のイメ  

ージ学派に対する論理的な批判は、以下のようなものである。  

① 諸現象を説明するために、メカニカルなモデルを用いるべきである。  

② イメージは絵のようなものであり、外界の刺激パタンが受動的に記  

憶きれた、未処理のものがそのまま再生きれたものであるとすると、  

・ 脳の記憶容量をはるかに越えた容量を必要とする。  

・ 必要なデータだけ、うまく検索することばできない。  

・再生が不完全な時、欠落するのは意味ある塊であり、ランダム  
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な部分ではないことを説明できない。  

したがって、イメージは既に処理（解釈）きれたものである。  

③ イメージが絵のようなものであるとすれば、それを見るための「心  

の目」が必要である。そして、「心の目」の存在を仮定すると、「  

心の目」を操作するための「心の目」を仮定する必要とが生じ、ト  

ートロジーに陥ってしまう。  

④ イメージが推論の基礎として用いられるのは、構造化きれた極一部  

の情報ゆえ、既に解釈きれたものでなくてはならない。  

⑤ ①～⑨の点から、イメージが対象の重要な属性や関係について、命  

題による記述の形式でコーディングきれていると考えれば諸現象を  

説明できる。そして、絵のようなものは、その付帯現象である。  

きらに、人間の知識は全て命題による記述の形式によりコーディン  

グされており、言語表象の背後にも命題による記述が存在する。し  

たがって、イメージと言語的表象は相互翻訳（変換）が可能である。  

なお、ここで言う命題とは、  

① 直接の刺激パタンに対応せず、抽象的に解釈きれたものである。  

③ 言語的表象とは異なる、より深い、深層構造に対応するものであり、  

言語化きれていない知識も含む。  

③ 有限個の概念と、その間の関係についての記述によって成り立っ  

ている。  

⑨ 真理値を持つ。  

というものである。そして、これと同様な批判を、Anderson（1973）、Simon  

（1972）も述べている。これらの批判も含めて、Pylyshyn（1973）は、イメージ  

を認知過程に次のように位置づけている。   

つまり、感覚器が外界の対象をとらえると、その情報は近くの処理機梼により  

分析きれた最終結果として命題となり貯蔵きれる。これを知覚像と考える。この  

命題は当然、言語ではない、たとえば、空間関係の具体的な記述などを含んでい  

る。この命題が合成きれた後、呼び出きれたものをイメージと考える。したがっ  
て、イメージは知覚時に注意きれなかったり、再生時に想起きれない情報もある  

ので、実際の知覚のように全ての属性についての判断をおこなうのは不可能であ  
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る。   

これらの批判に対し、イメージ学派（Paivio，1977a，b）は、  

① 行動的指標によってイメージを操作的に定義しており、内観データ  

に依存していない。  

② 「絵」というのは比喩であり、また、イメージは外界の刺激パタン  

の受動的記憶の再生ではなく、能動的な知覚過程における処理（構  

造化、解釈）の結果であり、それが視知覚と頬同的にコーディング  

されていると考えている。  

③ 抽象的な関係・知識の表象を説明するのに、命題による記述を用  

いる必要はなく、絵的なものの処理が表象として可能である。  

⑧ 命題を構成する概念を規定していないので、命題の記述への逮元  

は何も説明していない（メリットがない）。  

⑤ 概念を作り出し、記述するには、多くの演算のための容量が必要で  

あると考えられるので、命題による記述は記憶容量の節約を必ずし  

も約束しない。  

また、Kosslynく1977b）も、  

⑥ 命題の記述によるモデルにおいても、命題を読むための「心の目」  

が必要になる。  

⑦ 命題の記述という第3のコードが存在することば、イメージと言語  

の相互翻訳の必要条件ではない。また、その表象を加えるために、  

命題とイメージ、命題と言語との間の翻訳のための表象が必要とな  

ってくる。  

と再批判している（但し、②は、既に、イメージ学派が命題学派の意見を採り入  

れた結果であり、④に対しては、この後に、命題学派から多くの具体的なモ≠ル  

が提案きれた）。   

また、命題学派は、イメージ学派が用いた上述の実証的実験の再実験をしたり、  

あるいは、その結果の命題記述によるモデルを用いた再解釈をおこなっている。   

「イメージの回転」については、命題という形でコーディングされている角度  

が次々と計算きれていると説明しており（Anderson，1978b）、これを支持する実  

験結果（Hochberg，1977；Plylyshyn，1979）も報告きれている。また、下条  
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（1981）は、イメージ学派がイメージの回転の結果を根拠として用いること自体  

の不適切さ次の点から指摘している。  

① 反応時間の測定をすることば、取り扱う過程の加算性と反復性を仮  

定していることであり、その過程のアナロジカルな性質の有無を言  

及するようなデータを与えてくれるものではない。  

② 反応時間と回転角の関係ほ、方略に関する教示により変化する（中  

垣，1978；森，1979；植村，1980；佐伯，1980）ので、等速回転の  

結果は、教示の効果である可能性がある。  

③ 視知覚の過程とイメージの過程のアナロジーの証明は、イメージ学  

派の主張のみを支持する結果を示しているとは言えない。  

④ イメージの回転を用いた実験結果は、物理的な回転とイメージによ  

る回転の二次的同型性を示しただけであり、イメージのコードの種  

類を定める根拠とはならない。  

⑤ イメージの視知覚との精同性が、どの処理過程における類同性であ  

るかが不明である。  

◎ 〃Analogue〃というのが、イメージ過程と視知覚の過程との類同性  

なのか、イメージの回転が〃Digi七al〃に対するガAnalo馴e，，なのか  

が混乱している。   

次に、「イメージの走査」については、命題による記述リストに、物体間の距  

離に関する数値がつけられており、これに反応時間が左右きれると考えている  

（Ko＄S】yn，1977b）。   

「イメージの大きさ」については、Anderson（1978b）は、活性化きれている命  

題の量によって説明しようとしている。   

「選択的干渉」については、類似した命題の増加により干渉が生じることによ  

ると考えており、また、El＝0セセ（1973）、Kosslyn（1976）は、この選択的干渉  

の現象を見い出せなかったことを報告している。  

「心内比較」については、●Banks（1977a）は、比較きれる2つのコードが同じ  

である確率から説明しており、反応時間と大ききの差に計塵的関係を見いだして  

いない。また、Banks（1977b）、Kors七（1978）、Griggs（1977）、Paivio  

（1978b）らは、イメージできない抽象的なものでも、反応時間との関係が存在す  
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ることを示している。きらに、Jamieson（1975）、Kosslyn（1977a）は異なった  

点から批判している。   

「眼球運動」については、Nakamizo（1971）、千原（1974）、Lamb（1974）、  

Brown（1968）、梅本（1975）、Hale（1970）、Janssen（1974）、竹田（1981）、  

Teichner（1976）は、眼球運動数や連動率から見た場合、眼球運動のバタンを比  

較した場合、眼球運動を制限した場合でも、必ずしも特定の関係を見いだすこと  

ができておらず、眼球運動とイメージが関係ないことを支持している。   

さらに、Anderson（1978a）、Mandler（1977）、Reed（1973）も他の観点から  

命題派を支持する報告をしており、Anderson（1973）、Reed（1974）、Palmar（  

1975）らは命題の記述によるモデルを構築し、Baylbr（1977）は思考課題のシミ  

ュレーションモデル（プログラム）を作成している。  

3． 中間学派（仮名）   

以上に述べた二学派の対立に対し、その両学派の仮説を用いた折衷的な学派が  

存在している（1つの学派として認めて良いかどうかば不明）。   

たとえば、Chase（1972）、Na七soulas（1970）、Foder（1975）は、イメージが  

LTM（Long Term Memory）の中では命題による記述の形でコーディングきれて  

おり、情報がそこから引き出きれ、変換きれることにより外界の視覚と類同約な  

形式を採るものが再構築されると考えている。   

また、中間学派とは言えないが、イメージ学派の中でも命題学派の意見を採り  

入れようとする傾向が現れている（Kosslyn，1978a）。  

4． 運動に関するイメージ   

ここまでは、心理学の領域におけるイメージ、特に「視覚イメージ」のモダリ  

ティーについての知見を示した。しかし、体育・スポーツ科学の領域においても  

「筋運動感覚」のモダリティーを同定しようとする試みがなされているので、そ  

の報告を簡潔に示す。   

伊藤（1985）は、力量情報のSTM（shorモモerm memory）におけるイメージの  
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モダリティーを各種モダリティーによる干渉効果から同定しようとしている。そ  

の結果、視覚モダリティーによる干渉のみが認められている。しかし、注意を向  

けきせることによって施感覚モダリティーのよる干渉効果も認められたことから、  

筋感覚イメージは、視覚的・筋感覚的モダリティーの複合によると推測している。   

持保（1986）は、運動感覚的イメージが、準知覚的なものか、それとも命題的  

なものかを検討するため、腕の位置記憶を課題として検討している。その結果、  

実際の動作を行った群と動作を行っているイメージを想起する群、及び、動作を  

外から見ているイメージを想起する群間に有意差が認められ、また、上記の2つ  

のイメージ群間には有意差が認められなかった。したがって、このことから、運  

動感覚イメージが準知覚的な特性を持たないと推測している。   

きらに、持保（1987）は、運動感覚的イメージが準知覚的であるか否かを検討  

するため、円周上歩行の直線上歩行への残効の有無から検討している。その結果、  

実際に円周上歩行した群ではプラスの残効が認められ、自己や他者が歩行するイ  

メージをする群ではマイナスの残効が認められたことから、運動感覚的イメージ  

は準知覚的な特性をもたないと推測している。   

伊藤（1986）は、知覚とイメージの顆同性について、7つのボ」ルの重きと体  

積について知覚とイメージによるマグニチュード推定法による判断の類似性の点  

から検討している。その結果、いずれの場合も実測値と推定値間にべキ関数の関  

係が認められ、その指数の偵も類似していることから、イメージと知覚の類似性  

をイメージの再認知仮説により説明している。   

坂手（1988）は、実際の動作とイメージ再生の運動学習における枕能的等価性  

を評価するため、腕の水平移動における距離再生課題において、運動再生、イメ  

ージ再生、逆喝とタツビングを挿入課題として用いている。その結果、絶対誤差  

と恒常誤差においては、課題の反復回数の要因以外に系列的な差異は認められな  

いが、いずれの課題における学習程度にも差異がないことから、機能的等価性を  

認めている。   

伊藤（1988）は、重きの施運動感覚、及び、視覚的な長きの感覚の記憶との類  

同性を検討するために、刺激として5種類のポールを用い、①知覚条件、③記憶  

条件、③視覚干渉条件、④重量干渉条件の4条件において、マグニチュード推定  

法を用いている。その結果、繭刺激において記憶条件、知覚条件とも類似した直  
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線関係が実測値との間に認められ、知覚と記憶の類同性が認められている。また、  

ベキ関数を当てはめた結果、筋感覚的課題では重量干渉条件と視覚課題では視覚  

干渉集件における指数が相対的に他の条件より小さく、記憶条件では対応するイ  

メージが用いられていることが推測されている。   

持俣（1984）は、イメージ想起の明瞭性と眼球運動について、サッカー技術の  

VTRを用いて検討している。その結果、意図的に光点を追従きせる条件と制御  

無しの集件問ではEOG波形に独自の形で差異が認められるが、明瞭性において  

は眼球を動かさない条件の方が低いことが示されている。このことば、眼球運動  

による干渉効果がないこと、つまり、視覚的モダリティーを有していないことを  

暗示するものと言えよう。  

5． まとめ   

これまで、イメージ論争における論争の観点と、それを裏付けようとする実証  

的研究を示した。しかしながら、下島（1981）も述べているように、イメージが  

絵のようなものか、あるいは、命題により記述きれているものであるかを実証す  

るための論理的過程自体に若干の問題点が含まれていると考えられる。きらに、  

Anderson（1978b）による方法論上の批判も含めると、次のようにまとめられる。  

① 議論が視覚的イメージのみに限定きれている。  

② 定義に用いられる概念が不明確であるく「絵」，「命題」）。  

③ 認知過程にj封ナる処理レベルが不明確である。  

④ 表象と処理過程の分離は論理上不可能である。  

⑤ モデル決定のための情報が不足している。  

⑥ 両モデルによって説明可能である。  

⑦ モデル変更の手続きによるモデルの非決定性  

⑧ 実験条件の設定の吟味が不足している。  

◎ 二学派の観点がずれている（「特性」と「解釈」）。   

以上の方法上の問題点を考慮すると、非決定論に陥ってしまう。しかし、この  

ことは、決定するための観点が「モデルによる予測力」や「モデルの効率等」に  

基づいており、いかに計量的な指標を用いても、最終的にその判断が人間による  
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「もっともらしき」の評価に依存している取り回避できない問題である。したが  

って、これらの多くの研究を慎重に解釈し、研究成果を積極的に利用すべきであ  

ろう。そこで、本研究では、「イメージ」を次のような特性を有する表象として  

定義する。  

① イメージは単なる知覚の未処理の情報が保持きれたものではなく、  

既に処理きれた結果から、必要に応じて構築きれたものである。  

② 特定の処理過程と機構において、知覚に顆同約に認知できる形式で  

コーディングきれているものであり、イメージを構成する情報は、  

ある処理過程や機構では、その属性についての命題により記述きれ  

ている。  
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第3節 意識   

本研究では、主観的情報の情報源として、動作に関するイメージと同様に意識  

もその対象とする。また、情報の客観的重要度評価のために、各情報に対する意  

識の有無という特性を利用する。しかしながら、この「意識」という概念も規定  

がきまぎまであり、曖昧な概念である。実際に、このことが意識が科学としての  

対象から敬遠きれてきた一因でもある。そこで、本節では、本研究に関与する狭  

義「意識」の概念を広轟の概念の中で明確化し、本研究で利用すべき「意識」を  

限定することを目的とする。   

Graumann（1967）は、Bewusstseinの語幹であるBewuss七の持つ意味から、意識  

の意味の分類を試みている。それによれば、この語が以下の9つの意味に用いら  

れていることを示している。  

① 「生命ある」  

③ 「魂ある」  

③ 「覚醒している」  

④ 「刺激を感じうる」  

⑤ 「弁別きれた」  

⑥ 「伝達できる」  

⑦ 「注意している」  

⑧ 「意図的、有意的、制御的」  

⑨ 「知っている」  

このうち①②は、科学的概念であるとは考えられない。Graumannは◎による意味  

が心理学における「意識」の概念として妥当であると考えている。   

Na七soulas（1978，1983）は、COnSCiousnessに含まれる意味をOxford English  

Dic七ionary（1933）から調べている。そして、以下に示す7つの意味から用いら  

れていることを示している。  

① 「何かについての認識を他人と共有する」  

③ 「自分で自分の言動を確信している」  
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③  

⑨  

⑤  

⑥  

⑦  

Eccles（1977）  

「何かに気づいている」  

「自分の心に浮かんでいることを気づいている」  

「印象、感情、思想などの総体」  

「覚醒している」  

「二重の知覚」  

は、世界を、①物理的な事物の状態、③意識と主観的な知識の  

世界、③人間が創り出した客観的な知識（文化）に分類し、第2番目の世界をき  

らに、  

① 外的感覚（知覚）  

② 内的感覚（感情，夢，意図，etC．）  

③ 自我  

に分類している。  

John（1976）は、意識を生理学的観点から明らかにするため、情報処理のレベ  

ルの点から、  

① 感覚  

内・外受容器から中枢神経系に到達する情報の時間的バタン  

② 知覚  

感覚の意味の記憶きれている文脈による解釈  

③ 意識  

感覚と知覚の情報が行勤として現れる過程   

⑧ 主観的経験  

意識の内容を経験としてまとめる  

⑤ 自己  

主観的経験の蓄積きれたもの   

⑥ 自己知覚  

主観的経験を過去の経験から解釈したもの  

と分類している。   

このように、意識という概念は非常に多義性を含んでいることがわかる。しか  

し、本研究で明らかにしたいのは、どういう感じで身体を動かせばよいかという  

ことに関する情報である。したがって、「意識」の中でも動作に関する意識の「  
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内容」であると言える。また、この「動作の意識内容」が新しい動作を成就する  

ためのプログラムを調整するという機能があることから、本研究では「動作に関  

する意識内容」を運動技能学習に利用することを目指している。したがって、本  

研究で取り扱う「意識」は、単に「～のように感じられる」という「知覚」とし  

ての意識ではなく、「～のように～の部分を動かす」というような積極的で、制  

御的意図を有しているものである必要がある。これは、Graumann（1967）による  

⑧のカテゴリーに入る意識であると言えよう。したがって、本研究で利用きれる  

意識はこのような狭轟の意味でもちい、また、このような狭轟の意識を研究の対  

象とする。   

きて、広義での意識の研究は、たとえば、生理ノ♭理学における「大脳半球の機  

能」の研究、認知心理学における情報処理機能のモデル梼築のための「注意」に  

関する研究、「意識の変容状態」の研究、臨床心理学における「精神分析」など  

の研究が主流である。しかし、これらの研究では、意識の機能に焦点を当ててい  

るものが多く、意識の内容についての研究は上記の後2者に属する研究に認めら  

れるだけである。しかし、それらの研究で取り扱われている意識は、本研究が対  

象としているような狭義の意識ではなく、夢などの内的感覚としての意識である。  

また、他の研究でも、狭義の意識の内容を対象として研究はばとんどない。この  

状況は、体育・スポーツの領域においても同じであり、運動技能学習効率を高め、  

そのための運動技能指導システムを確立するためにも、この種の研究の必要性が  

あると考えられる。  
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第媚 主観的情離記述するための記号体系   

「主観的情報」に含まれている情報を抽出し、それらの構造や有効性を評価し  

ていくためには、まず、何らかの記号体系を用いて情報を記述せねばならない。  

そして、このプロセス自体が主観的情報を顕在化し、操作を可能にし、蓄積、伝  

承、伝播の効率を良くするという意味で重要であると言える。そして、この記号  

化の効用も用いられる記号体系によって大きく左右されると考えられる。したが  

って、この記号体系の選択は非常に重要な意味を持ち、このことからも慎重に検  

討なきれねばならない。   

この記号体系の選択において注意すべきことば、記号体系の選択の観点として、  

記号体系のみの特性から判断してはいけないということである。なぜなら、記述  

きれた情報を利用するのは人間であり、したがって、ユーザーである人間の輯性  

を考慮しなければならないであろう。また、記述されるのは「動作に関する情事凱  

であることから、対象としての「動作に関する情報」の特性についても考慮する  

必要があろう。したがって、  

1． 情報の特性  

2． 記号体系の特性  

3． 人間の特性  

また、「2．記号体系の特性」については、記号自体が人間の利用において、  

1． 記述の機能  

2． 伝達の機能  

3． 保存の機能  

という機能を有していることから、以上の点も考膚する必要があろう。したがっ  

て、これらの観点を考慮して記号体系の検討がおこなわれた。   

この記号体系の選択において、全く新しい記号体系を構築することは、一般性  

という点で適当ではな■く、、また、実用性という点でも適切であるとは言えない。  

なぜなら、記号と情報の対応を全く新たに定義せねばならず、また、その記号を  

利用できるユーザーが限定きれてしまったり、容易に利用できるようになるまで  

に、かなりのトレーニングを督するであろうと考えられるからである。また、新  
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たに記号と情報の対応を記述するためには、当然、既存の記号体系を用いて説明  

することになり、これは、記号間の変換が一つ増加するという点で非効率的であ  

る。それゆえ、新たな記号体系を構築するということば、他にかなりのメリット  

がない限りおこなうべきではなく、事実、そのようなメリットは認められない。  

そこで、最も日常的な「自然言語」、特に、「日本語」を念頭において検討し、  

その妥当性を検討することを本節の中心課題とした。   

ざて、この記号体系の選択の妥当性の評価の観点として、本研究では、  

（古 幡絹源との類同性  

③ 記述可能な情増量  

③ 符号化・復号化法則の不変性  

④ 表現の効率  

（昏 記号体系の効率  

⑥ 符号化の効率  

⑦ 空間における共通性  

⑧ 時間経過よる不変性  

⑨（符号器、複号器としての）個人間における共通性  

⑩ 伝達の速度  

⑪ 雑音検出の可能性  

⑬ 記述、保存、伝達の容易き  

⑬ 実用性  

を採用した。なお、これらの評価の観点は必ずしも独立であるとは言えない。   

以下に、上記の各点から、検討を加える。  

1． 鰭柏源との類同性   

対象となる情事旨が「動作に関する情事凱であり、これが、実際の運動経験を通  

して、いずれかの感覚器により得られた刺激から構成されることを考慮すれば、  

より各感覚モダリティーに近い形で記述する方が記号体系間の変換過程において  

失われる情報は少ないという点で好ましい。しかしながら、そのような記号体系  

は現時点では存在しない。  
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したがって、これらの情報の中には、既に、言語化きれて個人に保持きれてい  

るものがあることや、言語化の可能性を考慮すれば、自然音語によって記述する  

ことが合理的であると言えよう。  

2． 記述可能な情報量   

このことば情報理論の立場で考えれば、この記号体系によってどれだけの情報  

を区別して記述するとができるかということであり、具体的には、1記号当り平  

均どのくらいの情報量を有しているかということである。   

自然言語について考えてみると、形態上、文字と音声の2種類があり、その受  

容器官が異なっている。ここでは、日本語における後者について考えると、各符  

号の出現率が等しいと仮定した場合、平均情報量（＝エントロピー＝H）は  

H ＝ 71・1／71・Log71＝ 6・15  
2   

である（但し、ここでは、スペースなどは考慮していない）。   

しかし、実際には、各音の出現率は等しくなく、エントロピー最大の原理から  

考えるともっと少ないと推測される。これを1次近似と言うが、大西（1962）に  

よれば、標本により4．63～5．30の値を示し、伊沢（1959）は、5．49の値を報告し  

ている。   

また、自然言語にはそれらの音声1つ1つではなく、それを親み合わせた単語  

を意味の単位として用いている。したがって、その総数は音を平仮名に対応きせ  

てn字までと考えると、  

n l ∑ 71 l三l  
Ⅳt  

と考えられる。ここで、特にn＝kとすれば、これはk次の拡大であると考えら  

れる。したがって、この場合のエントロピーは、  

k  

H  ＝ k・H  

となり、かなり大きい値となる。   

しかし、ここできらに注意すべきことば、全ての音声の順列に相当する単語が  

存在するわけでもまないので、実際は、上の値よりは小さいことである。このこと  
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は、各文字（音）が条件付きシンボル確率を持つ、マルコフ情報源であることを  

を示している。つまり、各文字の出現が統計的に独立であるとは言えないという  

ことである。ここで、単純マルコフ情報源であると仮定すると、エントロピーは  

減少する。  

Hm ＝ － ∑ P（i，j）・Log2P（i，j）≦ H  

これを第2次近似と言う。しかし、現実の自然言語では単純であるとは限らず、  

これを2重、3重マルコフ連鎖と拡張していくことにより、きらに、値は減少す  

る。大西（1962）は、単純マルコフ情報源であるという仮定の下で、1．15～3．56、  

2童マルコフ情報源という仮定の下で、0．48～0．69の値を報告している。また、  

伊沢（1959）は、単純マルコフ情報源で4．78の値を報告している。   

しかし、無記憶情報源であると仮定した場合と同様にk次の拡大を考えること  

により、  

k・Hm  

となり大きい値になると考えられる。   

以上のことから、、記号体系としての自然言語をエントロピーを指標として、  

表現力を評価した場合、  

① 文字の数が多い（情報源シンボル数が多い）。  

③ 文字の出現確率が等しい（情報源シンボルの出現率が等しい）。  

③ 単語を構成する文字数が大きい（次数の拡大が可能、つまり、  

ブロック符号で、その次数の拡大が大きい）。  

⑨ 文字の出現が互いに独立であること（マルコフ情報源ではなく、  

無記憶情報源である）。  

が表現力の大きいことにプラスに貢献する要因であると言える。したがって、こ  

の点から、自然言語の表現力の評価を試みる。   

まず、①については、平仮名に対応する音声の場合には、71であり、単語を  

単位とすれば、20万以上と言える。したがって、日本語は、他の自然言語や人  

工的な言語と比較して最大であるとは言えないが、かなり大きい方であると言え  

よう。   

また、この点において注目すべきことば、自然言語においては新しい文字系列  
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によって、新しい単語を構成することが可能であるという点である。実際に我々  

は、社会の変容に伴い必要となった概念や対象に対して、新しい譜を創造し、当  

てはめている。これは、文字の組合せが自由であることと、単語とその対象の対  

応が基本的には、窓意的であることによる。し泡がって、この改善可能性のもつ  

意味は大きいと嘗える。   

②については、充分に満足しているとは言えない。なぜなら、これは単語の利  

用頻度に依存している部分が大きく、単語の利用頻度は明らかに異なっているの  

で文字の出現確率が等しいとは考えら得ない。このことば、これだけ多くの文字  

があるにもかかわらず、それら全ての出現頻度が等しくなる確率は、そのように  

操作して構成された言語でない限り、非常に小さいことからも理解できよう。た  

とえば、英語の場合であると、Reza（1961）は、Eの出現確率が0．1036と極端に  

高く、Jは0．0049、Qは0．0009、Ⅹは0．0013、Zは0．0005と極端に低いことを報  

告している。   

③については、音声・文字のどちらの形態の場合でも、意味の単位としては文  

字、音声の系列からなる単語であり、また、その単語の系列により文が構成され、  

きらに、文の系列により文章が樵成きれ、情報を伝達することができる。したが  

って、自然言語は次数の拡大が可能であり、かつ、その次数はかなり大きなもの  

まで拡大できると言えよう（理論的には拡大の限界はない）。それゆえ、この点  

では、自然言語は優れた記号体系と言えよう。   

④については、特に優れているとは言えない。たとえば、大西（1962）は、日  

本語において2文字の迎合せにより構成可能な文字系列の種類は、理論的には、  

712 ＝5041種類であるが、標本として得られたのは、わずか859種類で  

あったことを報告している。また、かなり大きな国語辞典においても収録きれて  

いる単語数は20万～30万種類であるが、3文字からなる単語の種類は、理論  

的には、713 ＝357811であり、単語にはこれ以上の文字系列からなるも  

のも多いことを考渡すれば、存在する単語の種類は、理論的に可能な文字系列の  

うちのわずかであると言えよう。また、単語を単位とした場合でも、文法、分脈  

による制約によって文の種類は著しく減少する。以上のことは、自然音語の構成  

要素である文字や単語の出現が独立とは言えないので、マルコフ情報源であると  

言える。後述するが、このことば自然音吾が記号としては、冗長性が高く、効率  
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が低いことを示している。しかしながら、この特性は、必ずしも欠点のみである  

とは言えない。なぜなら、この冗長性により、若干の誤字、脱字、文法上の聞達  

えが存在しても、正確な情報伝達が可能になるからである。これは、各々の単語、  

文が、適当なハミング距離長持っていることにより、誤りの検出・訂正が可能に  

なることによる。   

以上の点から縫合的に考えて、自然言語は表現力の点では充分なものであると  

考えられる。  

3． 符号化・復号化法則の不変性   

情報を記述する記号体系ば、その変換に曖昧さがあっては機能を果たさない。  

つまり、このためには、  

① ブロック符号が非特異であること  

全ての符号語、つまり、符号シンボルの系列が全て異なって  

いること。  

③ ブロック符号が一意に復号可能であること  

n次の拡大において、あらゆる有限のnに対して、それらが  

非特異であること。  

③ ブロック符号が瞬時に複号可能であること  

一意に復号可能な符号があり、その符号語が一連の符号語シ  

ンボルの刺激の中で、その符号に後続する符号語シンボルを  

参照することなく、復号可能であること。つまり、どの符号  

語も、他のいかなる符号語のプレフィックスではないこと。  

が必要になる（但し、この3つの条件は独立ではなく、下の条件が上の条件を含  

んでいる。）。したがって、これらの観点から検討を加える。  

① ブロック符号が非特異であること   

ブロック符号が寅愕に機能するためには、同じブロック符号が複数存在しない  

ことが必要てある。これは、精確源シンボル（情報の内容）と符号語シンボル（  

単語、文など）の対応が1対1であることを意味する。  
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この点を、自然言語、特に、日本語について考えてみる。言語学では、この符  

号語シンボルは、「意味するもの」であり、「記号表現」、または、「能記」と  

呼ばれ、単語に対する「音声」、または、「文字」に相当する。そして、それに  

対応する内容は、「記号内容」、または、「所記」と呼ばれ、「意味」であると  

考えられる。たとえば、「き」に対応する音声を聞いたとき、それが「木」なの  

か、「黄」なのかを判断することばできない。同様に、「父」という文字を見た  

とき、それが「父親」を示すものか、「創始者」を示すものかを判断できない。  

また、逆に、「自動車」を示すためには、「自動車」でも、「車」でも良いであ  

ろう。これらの例は、日本語が特異であるということの反例として充分であろう。  

そして、このことば、言語学においては、「言語の多轟性」として表現きれ、ま  

た、その存在を認められているものである。   

この不確定性、あるいは、雑音の存在にもかかわらず、．我々は、かなりの正確  

きで意志を伝達している。これは、文法や分脈の効果である。この2つば、情絹  

理論の立場からとらえると、情報の出現確率が前の系列にかなり依存しているこ  

と、つまり、マルコフ情報源であることを示している。したがって、自然言語は  

特異であるが、文法や分脈の効果によって、高い精度で情報を伝達可能であると  

言える。  

② 一意に復号可能であること   

①のように、符号シンボルが非特異であっても、ブロック符号であり、シンボ  

ルの系列が与えられた時に曖昧さが生じることがある。したがって、n次の拡大  

においても、①と同様に非特異であることが必要とされる。   

この条件も、日本語は充分に満たしているとは言えない。たとえば、その文が  

直接的表現として、受け取れば良いか、それとも、比喩を用いているかばそれだ  

けでは判断できない。また、①の反例もそのまま当てはまる。   

しかし、この場合も前述したような文法や分脈、イントネーションなどの知識  

により補っていると言えよう。これは、復号機としての人間がこれらの知識を持  

ち、また、その時点に受け取った情報だけを瞬時に復号するのではなく、前に受  

け取った情報を短期間保持し、その情報を考渡して復号する能力を持っているこ  

とによる。したがって、自然言語はそれ自体は一意に復号できないが、この復号  
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機としての人間の能力により、高い精度で意志の伝達が可能である。  

③ 瞬時に復号可能であること   

一意に復号可能な符号において、この符号が一連の符号シンボルの系列の中で、  

その符号に後続する他の符号を参照することなしに復号可能な場合、「瞬時に復  

号可能である」と言う。そして、符号が瞬時に復号可能であるための必要十分条  

件は、その符号語に属するどの符号語も他のいかなる符号語のプレフィックスに  

なっていないことである。そして、この時性を持っている記号体系は1つの符号  

を受け取った直後に復号が可能である。   

この条件を、日本語は満たしていない。なぜなら、この特性は一意に復号可能  

であることを前提条件としているからである。また、たとえ、この前提集件を満  

たしていたとしても、アレフイツクスが多いので瞬時には復号不可能である。た  

とえば、「い」という音声を聞いたときは、「胃」と受け取れるが、次に、「か」  

という音を聞けば、「いか」と受け取れ、次に、「り」という音を聞けば、「怒  

り」と受け取ることもできるからである。   

このように、プレフィックスが多い原因として、表現すべき情報が多く、かつ、  

符号語が少ないにもかかわらず、平均符号長が篤いことによる。特に、1文字に  

よる語が多いことが上げられる。なぜなら、プレフィックスがないためには、他  

に存在する符号語から始まってはいけないからであり、符号そのものを符号語と  

して用いてしまえば、他の符号語はその符号から始まることはできないからであ  

る。   

また、瞬時に復号可能な符号語の長きに関する条件として、Kraftの不等式があ  

る。これは、  

q  －】i              革 r  ≦1  

1  

である。ここで、qは符号語の数、rはシンボルの数、1iは符号語iの符号長で  

ある。したがって、左辺が1．0以下と十分小きくなるためには、シンボル数が多く、  
符号語が少なく、各符号長が長いことが望まれる。この点、日本語ではシンボル  

が71と少なく、符号語の数が20万～30万と多いにもかかわらず、各符号語  

の符号長は、1～5と少ないものが多い（これは、音声の形態の場合で、文字の  
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場合は漢字があるので、シンボル数はかなり多いと言える）。したがって、この  

不等式を十分に満たしているとは考えられない。   

以上のことにもかかわらず、かなり高い糖度で意志を伝達できる。これは、前  

述したように、文法や分脈、イントネーションなどの情事削こよって補っていると  

言えよう。これは、復号機としての人間が、これらの知識を持ち、また、その時  

点に受け取った情報だけを、瞬時に一個づつ復号するのではなく、前に受け取っ  

た情報を短期間保持し、その情報を考慮して復号する能力を持っていることによ  

る。したがって、自然言語はそれ自体は瞬時に復号できないが、この人間の認知  

の機構と認知過程を考慮すると、この点はそれほど重要ではなく、逆に、ユーザ  

ーとしての人間に合った記号であると言える。  

4． 表現が経済的であること   

符号語は、  

1） 記述の経済性  

2） 伝達の経済性  

3） 保存の縫済性  

から考えても、長い符号語が多くあるより、短い符号語が多くある方が、好まし  

いと考えられる。このことば、情報理論の立場からは、情報源に対し、コンパク  

トであることが望ましいと言い替えることができる。すなわち、情報源シンボル  

をr元の符号シンボルからなる符号語に変換する場合に、他のいかなる符号語よ  

りも、平均符号長が大でない場合のことを示す。但し、ここで言う「平均符号長」  

（＝L）とは、  

q ∑ p；・1i  

である。ここで、p‡は符号語iの出現確率、1；は符号語iの符号長、qは符号  

語の数である。また、平均符号長は、  

H  
≦  L  

L o 92 T 
ゆえ、  
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H r ≦ L  

となる。ここで、Hrはr元単位で測定した平均情報量である（これは、瞬時に復  

号可能な符号の平均符号長の下限を示す）。この場合、等号が成立する必要十分  

条件は、   

－1  

Lo g pi  ＝ 1i  

であり、これは、この値が全て自然数でなければならず、このことば全ての符号  

シンボルの出現確率が（1／r）mの形で表現きれねばならないことを示す。し  

かし、実際の日本語の出現確率の全てが（1／r）mの形で表現できるとは限ら  

ず、その可能性はばとんどないと言って良かろう。   

また、出現確率が任意の時の平均符号長の限界は、  

H「 ≦ L ＜ Hr ＋ 1  

で与えられ、これをn次の拡大に適用すると、  

n n   

Hr  ≦ Ln ＜ Hr ＋ 1  

n・Hr ゆえ、上式は  

Ln  

n であり、Hr  

Hr ≦  ＜ Hr ＋  

となる。ここで、  

Lim（Ln／n） ＝ Hr  
n－ナ0¢  

ゆえ、次元数の拡大を考慮して符号化すれば、同様にLn／nをいくらでも、Hr  

に近づけることができることが示きれる。このことば、マルコフ情報源において  

も言い得ることが証明きれている。   

この点、日本語はn次の拡大が考慮きれているものの、特に、出現確率の高い  

概念や対象に対して、音声数・文字数の少ない語を対応させるような厳密な操作  

がなきれていない。この点で、平均符号長が充分に短いとは考えられず、コンパ  

クトであるとは言えない。したがって、必ずしも表現が経済的であるとは昔えな  

い。   

しかし、ここで注意すべきことば、コンパクトであるということば符号長にの  

みに観点を当てたものであり、符号譜の特性には関係なく定義きれるものである。  
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したがって、これは、本来、瞬時に復号可能である符号語に適用きれて初めて意  

味がある指標であると言える。しかし、前述したように、人間の情報処理機構が  

瞬時に復号可能な符号語を要求していないので、自然音語自体がそのような特性  

を有していないことから考えると、もっと平均符号長を頒くする可能性があるに  

もかかわらず、平均符号長が長いということは、かなり経済性が悪いと言えよう。  

だが、この冗長性は、1．で述べたように、また、後述するように、必ずしも自  

然言語の欠点であるとも言えない。  

5． 記号体系の効率が良いこと   

r個の符号からなる符号体系において、その符号体系が達することができる最  

大エントロピーになるべく近い値を現実することが、効率のよい符号体系である  

と言えよう。この点をそのまま計量化した測度として、「符号系列の効率（＝符）  

」という測度があり、これば、  

H  

Log2r  

で衰きれる。ここで、Hは実際のエントロピーであり、分母は可能な最大エント  

ロピーである。そして、この最大エントロピーは、各rこの符号が、互いに、独  

立で、かつ、出現確率が等しい（＝1／r）時に実現きれるものである。したが  

って、効率を高めるためには、任意のrにおいて、いかに、各符号の出現確率が  

類似しており、また、独立であるかという程度による。   

この点、日本語は、前述したように各文字や単語は独立ではなく、マルコブ情  

報源であると考えた方が適当であり、また、その出現率も等しくない。したがっ  

て、効率は高くなく、冗長性が高いと言えよう。   

しかし、繰り返して言うようにこの冗長性は必ずしも欠点ではなく、本来互い  

に従属関係にある（表現のための）効率と（雑音訂正のための）冗長性のバラン  

スが大切であると言える。  

6． 符号化の効率が良いこと  
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情報を記述するために既存の記号体系を用いるということば、その記号体系に  

おける「所記」と「能記」の対応を利用することによっておこなわれる。つまり、  

対象となっている情報と「所記」の対応を見つけ出すことにより、「能記」によ  

り表現するわけである。したがって、既に対応関係が決定している「所記」と「  

能記」の関係が効率がよいことが好ましいと言える。この効率は「符号化の効率  

（＝C）」、すなわち、  

H  

L・ Lo g r  
2   

で与えられる。ここで、Lは平均符号長である。つまり、情報源の持つエントロ  

ピーを平均符号長で除して1符号当りのエントロピーを算出し、きらに、その最  

大値で除することにより効率を求めている。   

この式からわかるように、平均符号長が短く、シンボル数が少なく、エントロ  

ピーが大きいことが、効率を高めることがわかる。日本語においては、前述した  

ように平均符号長は短いとは言えず、また、符号系列の効率も良くないので、符  

号化の効率も良いとは言えない。  

7． 空間における差異による恒常性   

情報を記述するための記号は、特定の集団のみに符号化・復号化可能であると  

いうのは好ましくなく、地域、人種、民族を越えて全ての暑が可能であることが  

好ましい。このことば、伝達の過程においてできるだけ雑音が少ないことが好ま  

しいというように言い替えられる。また、全く異なった記号体系を利用している  

集団においては、できるだけ記号問の変換（再符号化、再復号化）において雑音  

が小きいことが好ましいと言える。   

つまり、この伝達・変換における誤りを確率的に発生する雑音としてとらえる  

ことによって、情報理論における通信路モデルとの2次的同型性を見出すことが  

でき、これを当てはめることができる。そして、これにより、伝達・変換におい  

て生じる曖昧度や伝達きれた情報量などをエントロピーによりとらえることがで  

きる。仮に、送信記号（あるいは、変換される記号）をAとし、この情報量を平  
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均情報量く＝H（A））とし、受信記号（あるいは、変換された記号）をBとす  

ると、正確に伝達（変換）きれた情報量は、平均相互情報量〈＝Ⅰ（A；B））  

により表現でき、また、曖昧度は条件付きエントロピー（＝H（AIB））によ  

り表現できる。これらの間には、  

HくA） ＝Ⅰ（A；B）＋H（AIB）  

という関係がある。そして、これらの値は送信記号の出現確率と通信路行列によ  

り求めることが可能である。つまり、送信記号のエントロピーは、   

n    H（A）＝ M 某Ip（A；）●Log2P（Aj）  

であり、曖昧度ば条件付きエントロピーゆえ、   

mn  H（AIB）＝一事p（Bj）・∑p（A＝Bj）・Log p（A；用j）                   」＝1        iニ1                    2  

mn         －∑∑p（Ain8j）・Log p（AilBj） i＝1j：ご12   

であり、上式における結合確率は、  

p（AinBj） ＝ p（Ai）・p（B」lAi）  

＝ p（Ai）・Pi」  

である。そして、上式の条件付き確率も、  

P（AilBj）＝ p（Ai）・P＝／ ∑ p（Ai）・Pij  

により求めることができるからである。なお、ここで、p（A；）とp（Bj）は、  

送信記号iと受信記号」の出現確率、P＝は通信路行列の（i，J）要素である。  

また、mは送信記号の数、nは受信記号の数である。   

この点から、使用言語の異なっている集団間で伝達をする場合、それぞれの言  

語において出現確率の大きい単語ほど雑音が小きいとは限らない。なぜなら、通  

信路行列において、そのような語の対角成分が特に大きいように構成きれている  

わけではなく、また、偶然そうなる確率は低いと考えられるからである。   

この点で、自然言語は、地域、民族、人種等の差異により使用言語が異なって  

おり、そのため伝達の過程においてどうしても曖昧きが生じてしまうという点で  

は好ましいとは言い難い。しかしながら、現時点では、かなり主要な言語間の語  

意の関連性も明確になり、翻訳の精度もかなり高く、また、本研究の対象ある憎  
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報が感情の表現ではなく、客観的な対象を示す単語を用いるという点で高い翻訳  

の精度を維持できると考えられる。  

8． 時間経過による不変性   

これは、7．と同様に、時間経過により変換の法則性が変化しない、つまり、  

時間綾過によって、雑音が生じないことが好ましいことを示している。この点、  

自然言語は時間経過に伴う社会・文化の変化により語の意味も変わる。また、新  

しい語が作られたり、使用しない譜は消失するという淘汰が生じるので、時間の  

経過はt時から七＋n時への情報の伝達と考えれば、消失通信路としての特性も  

持っている。  

・しかしながら、これらの変化は鰻時間においては小きいものであり、また、本  

研究で用いられる情稚を記述するための単語の特性を考慮すると、それほど変化  

するとは考えられない。  

9． （符号器、復号器としての）個人の共通性   

記号は、使用しようとする個人において使い方が異なっていたのでは、記号と  

しての機能を果たきない。これは、記号とその意味の対応が個人間で等しい必要  

があるということであり、情報理論の立場から言えば、個人間の情報の伝達にお  

いて雑音がないと言うことになる。そして、この雑音は、  

「  
発信者  

「  
受信者  

「  
情報 → 意味 → 記号 →→－… 記号 → 意味 → 情報  

符号化  伝達  復号  

における全ての矢印（→）のところで生じる可能性がある。この個人間における  

共通性を計量的に扱った研究として、近藤（1966）は、性格検査で正しい評価を  

おこなう前提条件として、検者一被検著聞、検者、被検者相互間での言語の共通  
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理解が必要であり、そのためには、共通理解ができる程度の高い語を用いるペき  

であると述べ、いかなる語が多義性が高いかを検討している。語は文部省繍の児  

童・生徒の語彙力調査から、小学校5年の水準で理解度70％以上の性格を示し  

ている語、40を選択し、小学校5年、中学校2年、高校2年に対して、その語  

が当てはまる人物は、具体的にどのようなことをするかを3つ記述きせ、その使  

用頻度を5段階評定尺度法を用いて評価きせている。その結果、各学年を通じて  

3語以外は高い理解度を示している。また、各語とも複雑な構造をしていること  

を報告している。しかし、このよう海外延的な方法は、個人の具体的経験の有無  

に大きく左右されるので好ましくなく、これらの語間の関連性から比較すること  

が好ましいと考えられる。また、自由記述法により構造を推定することば、再生  

できるか否かという問題がかかわってくるので、再認による方法が好ましいとし  

える。   

この点、続ら く1966）は、同様に性格表現用語を用いているが、この場合はク  

リニカル・サイコロジストに対し、抽象度の低い語を提示し、それに関するより  

高い抽象度の語を選択きせるという方法を採っている。この結果、過半数の語で  

80％以上が同一の語を最も類似し泡語として連択されたことを報告している。  

また、5段階評定尺度法で、各語を「内面的一行動的」、「記述的一解釈的」と  

いう観点から評価きせたところ、高い共通理解を示した語は、行動的・記述的で  

あることが示きれた。   

また、山田ら（1967）は、続ら（1966）と同様の実験を一般人に対しておこな  

ったところ、クリニカル・サイコロジストと比較して低い一致度を示したことを  

報告している。   

また、運動に関連した研究として、竹中（1986）は動作の状態を比鳴的な表現  

で伝達する方法が、動作の形態を客観的に指摘するよりも経験的に有効であるこ  

とを指摘し、特に、筋収縮の程度を表す擬態語と実際の力学的指標との関連を検  

討している。そして、50個の擬態語の強度を連続的な評定尺度にマークする方  

法で評定きせ、その平均値を主観的な強度としている。そして、これらの評定値  

を右前腕屈曲時の筋力のEMGの相対的な筋電童と比較した結果、より麓力と関  

連性が高いことが認められている。   

村井（1987）は、動作の伝達の法則性が確立されていない点を指摘し、各種伝  
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達手段の有効性の差異を県民体操を課題として用い、専門家による76の観点か  

ら伝達度を評価して検討している。その結果、伝達度は「VTR」（73射、「連  

続局面図とその説明文」（62Ⅹ）、「単純な囲と説明文」、「説明文のみ」という  

順で高いことを報告している。また、VTRでは、特に「弾性」、「脱力」、「  

アクセント」の伝達が他と比較して優れていることを報告している。これらのこ  

とから、印刷物より映像の方が、また、説明文のみより図を加える方が伝達にお  

いて有効である述べている。しかし、この結果は、映像に含まれている情報が説  

明文に比較して非常に多いと考えられるにもかかわらず、大差がないことを考慮  

すると、言語による伝達・説明の有効性を示唆しているとも言えよう。また、映  

像だけでは抽出可能な情報量が多すぎることから、その中から有効な情報を選択  

する能力に依存する部分が大きいと考えられ、その点、言語による伝達では有効  

な情相を限定して伝達することができるという利点があると言えようαさらに、  

VTRから抽出できる情幸酌ま、動作として現れた情報のみに限定ざれ、「意識」  

や力量感覚的な情報をはとんど伝達、抽出することはできないという実用上の欠  

点をもつと言えよう。   

これらの研究は、語の理解の一致度が非常に高いということを示しているとは  

言えない。しかし、これらの研究の対象となった語自体が、性格という情意的で、  

具体的な対象がない抽象的な特性を有しているという点を考慮する必要があろう。  

また、これらの研究によって得られた知見で注目すべきことば、一般人よりも、  

クリニカル・サイコロジストの方が理解の共通性が高いということであり、これ  

は特定の情報に接したり、利用する機会が多い程、すなわち経験が多いほど共通  

で適切な理解が可能となることを暗示していると考えられる。このことば、発育  

水準の高い集団のほうが理解の共通性が高いという結果も支持している。さらに、  

記述的・行動的な語の方が共通理解がしやすいという結果は、語に対応する具体  

的な対象が存在することが理解の共通性を高める媒介となると考えられる。   

したがって、本研究においても発育水準が高く、対象となる情事凱こ関する経験  

が深い者を用いることにより、理解の共通性を高めることができると推測される。  

10． 伝達の速度  
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記号が情報を記述するだけではなく、伝達の媒体となることを考慮すると、同  

一情報量をできるだけ短時間で伝達できる方が好ましい。この点を情報理論の立  

場からとらえた場合、「伝送速度」という測度がある。この伝送速度は、  

① 雑音の有無  

② 記号間の独立性  

③ 1記号当りの所要時間  

により影響を受ける。この点から日本語を見ると、前述したように雑音が存在す  

ることから、伝送速度は低下させられている。また、記号間の独立性も保持きれ  

ていない（マルコフ情報源）ので、この点も伝送速度にマイナスに働いている。  

また、ブロック符号の形態を採っていることから、1符号に脅する時間を一定と  

仮定すれば、1記号（符号語）当りの所要時間は符号長に比例するので、記号に  

より所要時間は異なっていると言える。そして、特に、出現確率の高い記号が頬  

い符号長を有しているわけではないので、この点でも好ましいとは言えない。   

以上の点で、日本語は、伝達速度（あるいは伝達時間）という点では優れてい  

るとは言えない。  

11． 雑音検出の可能性   

情報伝達は多くの場合、雑音が存在し、伝達の精度が損なわれることが多いが、  

これらの雑音が、受信語に発見きれ、訂正可能である方が好ましい。そして、こ  

の雑音は、㍊織的に符号化きれることにより高い確率で訂正が可能である。   

一般に、誤りを検出する方法としては、各符号語をある一定以上のハミング距  

離をおいて設定したり、検査符号を加え、パリティ検査ができるように設定する  

ことが上げられる。そして、これらの方法はいずれも、符号化の効率を犠牲にし  

て、冗長性をもたせることにより対処していると言える。   

この点、日本語は、特に、ハミング距離を考慮して構成きれているわけではな  

いが、前述したようにかなり冗長性が高い。そして、これは文法や分脈によって  

単語間の結び付きが限定されているからであり、それによって誤りの検出・訂正  

が可能となっているのである。さらに、人間は単純な検出機能ではなく、文字や  

単語の結合に関する多くの知識を保持していることによって、優れた誤りの検出  
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力や訂正力をもっている。   

このように、自然言語は、それに関する知識を充分に有しているものが利用す  

る場合においてほ、雑音の検出がかなり可能であると言える。  

12． 記述、保存、伝達が容易なこと   

情報を保存できるということば、伝達・操作などの前提条件なので、保存可能  

な形態を持っていることが好ましい。この点、自然音語は人間の感覚モダリティ  

ーの中でも感度が良く、また、記憶のコードとなっているときえ言われており、  

かつ、認知において優位性を持つ視覚・聴覚により受信できる「文字」と「音声」  

という両方の形態を持っているという点で、「伝達」や記憶や外部媒体（紙、テ  

ープ、フイルムなど）に「保存」することも容易である。また、その形態によっ  

て情報を「記述」する手続き（手書き、ワープロ、録音など）も容易である。   

したがって、この点は優れていると言えよう。  

13． 実用性   

本研究の目的は、当該情報を特定の記号体系を用いて記述するだけではない。  

もちろん、記述すること自体も情報を顕在化し、保存、伝達、操作の効率を改善  

するという意味で有効性を持っている。しかし、本研究は、将来、学習に有用な  

情報を提供することを指向しているので、学習（教育現場）において実際に利用  

できるような記号体系によって記述せねば、意義が半減する。   

この実用性を考慮する上で特に重視せねばならないのは、その記号体系の汎用  

性である。つまり、他の多くの情報も記述できるような記号体系の方が合理的で  

あり、また、発展可能性もある。そして、多くの暑が利用できるような記号であ  

ることも望まれる。きらに、記号と当該情報との対応が明かである、あるいは、  

容易であることが好ましい。このことば、全く新しい記号体系を構築してして用  

いる場合、利用する前に、その記号体系自体と、記号と当該情報との関係を、既  

存の記号体系を媒介にして、学習しなければならないことを考えれば理解できよ  

う。  
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この点で、自然音語は我々が日常的に最も多用しており、現時点で、最も汎用  

性があると考えられる。また、既に、当該情報の中でも自然言語化きれて各個人  

が保持しているものや、明文化きれているものも多少ある。したがって、自然言  

語を利用することば、実用性という点で適当であると言えよう。   

以上に示した各点から、自然言語（特に日本語）は、その記号体系自体は最適  

であるとは言えない。しかし、この評価は、機械によって情報が処理きれること  

を想定した場合の、情報理論における基準による評価である。本研究で扱う情報  

は、人間によって処理きれるものであり、かつ、人間に適用きれることによって  

初めて価値があることを考慮すれば、より、人間の情報処理機構や過程の特性を  

考慮して評価する必要がある。したがって、本研究は、特に「実用性」の点を重  

視し、自然言語（日本語）を採用する。  
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第5節 方法論に関する研究  

1． 評定尺度法   

本研究では、情報の主観的重要度や情報間の関連性を客観的に設定するために、  

主観的重要度を計量化する必要がある。そこで、まず、本研究において主観的重  

要度を計量化するために用いられた評定尺度法に関する文献についてレビューす  

る。   

織田（1970）は、評定尺度法における程度表現の副詞の理解の発達に伴う変化  

を明らかにするため、織田（1967）と同様に程度表現の副詞を5つに分類し、そ  

の各々について、小学生、中学生、大学生を対象として一対比較法により尺度値  

を算出している。その結果、織田（1967）と同様に、各副詞群において発達水準  

による尺度値の差異が認められ、きらに、発達水準の高いほど尺度値のレンジが  

大きく、弁別の精度が高いことが示きれた。また、特に、本研究に関係が深いと  

考えられる「現実の程度表現の副詞」においては、「たいへん」、「とても」、  

「かなり」は充分な弁別が不可能であることが示きれた。   

このことば、ここで示きれたような弁別が不十分な語を同一評定尺度に用いる  

ことの危険性を示しており、また、評定尺度法の利用においては、対象の発達水  

準を考慮する必要性を示している。   

きらに、織田（1976b）は、評定尺度法により得られたデータに計量的な解析を  

連用する前提条件を検討するため、次の4つの仮説の検証を実験的におこなって  

いる。  

① カテゴリー間の等間隔性仮説  

応答者は、カテゴリーの幅を近似的に等間隔と見なしている。  

したがって、各カテゴリーに等間隔に尺度値を与えた場合、  

その尺度値をそのカテゴリーと判断きれた刺激値の平均値は、  

直線的関係が存在する。  

③ カテゴリー尺度位置効果仮説  
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特定のカテゴリーと判断きれた刺激値の平均値は、カテゴリ  

ーの尺度内の位置に影響を受ける。  

③ 反応語のカテゴリー内意味効果仮説  

特定の反応語を選択きせた刺激値の平均値は、反応語の内包  

する言語的意味強度の影響を受ける。  

④ 反応語のカテゴリー間意味効果仮説  

同一の反応語が異なるカテゴリーに当てはめられた場合、反  

応語を速択きせた刺激値の総平均は、カテゴリー番号の大き  

い方が大きな値を示す。   

以上の仮説を検証するために、織田（1975b）と同様に、相対的判断として水平  

・垂直線を刺激として用い、絶対的判断として水平線図形を用い、織田（1967，  

1970）から選ばれた15の程度表現の副詞の組合せから構成きれた15種類の5  

段階評定尺度により評価きせた。なお、この際の被修飾語は、「長い」と「纏い」  

であった。   

その結果、前に示した4つの仮説は支持きれた。そして、特に、判断仮定に及  

ぼす影響力は反応語の内包する意味強度の効果よりも、カテゴリー番号の速いの  

効果の方が強いことが示きれた。このことば、カテゴリー数と中性カテゴリーの  

位置が等しく、カテゴリーの順序関係が明確であれば、程度表現の副詞が異なっ  

た尺度であっても等しい結果が得られ、また、カテゴリー尺度値はカテゴリー幅  

の等間隔性を基に数値を与えることが妥当であると述べている。   

織田（1975a）は、特定の対象の属性の評価をおこなうため、5段階評定尺度を  

110名の被検者に作成きせ、中性カテゴリーの有無とその位音、及び、判断力  

テゴリー用語のパタンら分類した結果、頻度の点から典型的な評定尺度が構成さ  

れたにもかかわらず、全く同じ評定尺度を作成した者が1人語められなかったこ  

とから、評定尺度の型が作成する研究者に依存していることを示した。そして、  

評定尺度を客観性を高め、科学的な方法として確立するために、中性カテゴリー  

の位置効果を検討しているム   

課題は、水平線図形を、種々の位置に中性カテゴリーを配置した計59の尺度  

を用いて、長さを評価きせることである。この際、相対評価における基準として  

は、垂直線図形を用い、被検者として大学生を用いている。  
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この結果、中性判断を選択した刺激の平均は、中性判断の尺度内位置が高いほ  

ど高い値を示した。このことば、尺度内位置の効果が強いことを示していると言  

えよう。また、中性判断の尺度内位置とそれを生起した刺激値の平均値は、統計  

的に有意な直線関係を示しており、判断基準が明示きれている場合には直線の傾  

きはゼロであり、判断基準が示きれていない場合は刺激のレンジをカテゴリー数  

で除した値に等しいことが示きれた。そして、この傾向は、中性カテゴリーのな  

い尺度においても認められている。きらに、判断力テゴリーを等間隔と仮定した  

場合、相対判断、絶対判断、中性カテゴリーの有無にかかわらず、判断カテゴリ  

ーとそのカテゴリーを選択させた刺激憤の平均は直線関係を持っていることが認  

められた。しかしながら、 

して、相対判断の方は、中性カテゴリーの位置で分かれる傾きの異なった2つの  

回帰直線の方が適合度が高く、かつ、その判断は中性カテゴリーの尺度内位置に  

基づき、上位のカテゴリーと下位のカテゴリーの2つに分割ざれた刺激レンジを、  

当該カテゴリー数で等分割したレンジに判断力テゴリーを当てはめていることが  

示された。さらに、各カテゴリーが選択きれた頻度は、上で示きれた各カテゴリ  

ーの対応する刺激変域に比例しているという仮説が統計学的に採り入れられた。   

以上の結果は、5段階評定尺度においては、中性判断力テゴリーの有無とその  

位置にかかわらず、カテゴリーはばぼ等間隔であり、特に、中性判断力テゴリー  

の位置が重要な意味を持ち、また、中性カテゴリーが中間にある絶対的判断の基  

ではカテゴリーは等間隔であると認知されていることを示していると言えよう。   

また、織田（1975b）は、上に示したのと同じ仮説について再検討をおこない、  

同じ結果を得ている。   

そして、きらに、Helson（1947）の順応反応理論（AL理論）におけるALに  

ついて検討した結果、中性判断力テゴリーが中間に配置してある評定尺度では、  

中性カテゴリーを選択させた刺激は、AL理論における幾何平均よりもー般的な  

算術平均を利用した方が高い一致度を示している。このことば、評定尺度のカテ  

ゴリーの等間隔性を示していると言える。   

また、織田（1976a）は、「被修飾語の肯定一否定」という尺度に限らず、「被  

修飾語の肯定一逆の意味の被修飾語の肯定」を含めた程度表現の副詞の意味の強  

度を「大きい」、「小さい」という被修飾語を用いて、一対比較法により求めて  
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いる。   

その結果、「あまり」と「どちらとも言えない」というカテゴリーは意味的強  

度の分化の水準が低いということが示された。きらに、多用きれている「非常に  

～」、「被修飾語」、「どちらとも言えない」、「被修飾語の否定」、「全然～」  

の尺度において、「非常に～」と「全然～」、「被修飾語」と「被修飾語の否定」  

は意味の強度の上で等価ではないことが示きれた。   

また、一方の被修飾語と他方の被修飾語の否定の意味の強度の分化の水準が低  

いことから、肯定的な表現形式を採る判断過程と否定的な形式を採る判断過程と  

は意識の上で異なっているのではないかと推測している。   

きらに、同様な刺激に対し、結果の客観性を検討するために、カード分類法に  

よって意味の強度を求めた結果、「どちらとも言えない」と「あまり」は、逆に、  

分化の水準が高いことが認められた。また、暫定表現の語に対応する刺激の分散  

は、肯定表現の語に対応する刺激の分散より大きいことが示きれた。このような  

肯定表現と否定嚢甥の差異の原因として、織田は、肯定表現は位置規定要因とし  

て機能し、否定的表現は刺激の確信の程度を規定する横能を持つのではないかと  

推測している。そして、以上の結果から、同一尺度に、特定の被修飾語の否定と  

その逆の意味を持つ被修飾語を採り入れることば、好ましくないことを示唆して  

いる。   

きて、小鳩ら（1972〉 は尺度のカテゴリー数とその信頼性について検討した結  

果、5段階評雇尺度でば信頼度が0．92、7段階評定尺度でば0．88、9段階評定尺  

度では0．69と、当然のことながらカテゴリー数が少ない方が高い信感性を示した。  

したがって、9段階評定法は得られる情碓畳が多いという点では好ましいが、い  

くら得られろ情媚登が大きくても得られた情緒の信頼性が低いのでば意味がない。  

また、5段階評定法は信頼性は高いが、小嶋も述べているように、本研究の場合  

ように相関係数を求める場合にはスコアーの分散が小ざくなるので好ましくない。  

この点、7段階評定尺度法は、5段階評定尺度法よりカテゴリー数が多いので得  

られる情報量が多いという点で好ましく、また、信頼性も5段階評定尺度法と大  

差がないという点で適当であると考えられる。   

さらに、イメージの評価に関しては、Be上土s（1909）が、イメージの鮮明度を評  

価するために7段階評定尺度を採用している。また、運動イメージの評価に閲し  
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ても、持俣く1979）、伊藤（1980）、岡村（1984）、山本（1985）、宋利（1985）  

らは、7段階評定尺度法を用いている。この中で、猪俣（1979）は、運動イメー  

ジの統御性を評価するための尺度として3段階評定尺度を用いているが、その結  

果、分散か小きく、個人を弁別するには情報不足であると述べている。   

以上に示した評定尺度法に関する研究結果から、次に示すことが示唆きれたと  

言えよう。  

① 程度表現の副詞の中には、内包的意味強度を十分に弁別できない対  

がある。  

② 対象者の発達水準が高いほど、程度表現の副詞の内包的意味強度の  

弁別能力が高い。   

しかしながら、以上の特性は程度表現の副詞を独立に評価した場合であり、こ  

れが実際に評定尺度に用いられると若干特性が変化する。すなわち、  

③ カテゴリー間は、等間隔であると仮定し、尺度値を付加してもかま  

わない。この場合、特に、中性カテゴリーが中央に配置されている  

方が良い。  

④ 判断の過程においては、程度表現の副詞の内包的意味強度よりも、  

尺度内での相対的位置の効果が強いので、カテゴリー数、中性カテ  

ゴリーの位置が等しければ、程度表現の副詞が異なっていても、  

ほぼ等しい反応が得られる。  

⑤ 肯定表現と否定表現は、判断の過程において異なっている。  

⑥ カテゴリー数は、7段階評定尺度が好ましい。  

である。   

したがって、本研究においても後述するように、情報の重要度評価のための第  

2次、第3次質問紙調査においては、中性判断力テゴリーを中央に配置した7段  

階評定尺度法を採用することが適当であろうと考えられる。  
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2． 心理学における構造表現モデル   

本研究では、痔距離走の動作に関する主観的情報の構造を理解し易くするため  

に、なんらかの表現モデルを用いて表現することが一つの目的となっている。し  

かし、この対象についての研究が初期段階であるということからも、この対象を  

表現するための固有なモデルを作成するためには対象の特性に関する情報が少な  

く、プロセス・モデルの構築という段階である。したがって、まず、類似した対  

象の表現に用いられている表現モデルを適用してみて、その妥当性を検討すべき  

であろう。そこで、対象の属性の類似性という点から、「記憶の体制化」、「自  

由再生における群化・主観的体制化」などについての研究を以下に簡略に示す。  

1） 記憶の体制化の表現モデル   

人間が知覚きれた刺激を認知するためには、それに関連する既に保持きれた情  

報が検索きれ、当該刺激と関連づけられる必要がある。このように、長期記憶に  

貯蔵されている膨大な情報を素早く検索するためには、保持きれている情報がな  

んらかの形式で構造化・体制化きれていない限り酎難であろうと考えられる。こ  

のような点から、長期記憶の体制化の研究が盛んになったが、その中でも、意味  

を基に体制化きれているとしている意味記憶モデルの表現モデルが参考になろう。  

① ネットワーク・モデル   

Co＝ins（1969）は、意味記憶に含まれる表象を3つの概念に分け、各水準にお  

ける概念を、nOdeと矢印によって表すモデルを提案している。そして、さらに、  

Co＝ins（1975）は、概念間の意味関係を意味空間における距離で表すという「活  

性化拡散理論」を提案している。この意味関係は、カテゴリー水準衰、典型性尺  

度（Rosch，1975）、意味関係の直接評定、連想時間などの種々の測度から設定し  

ている。したがって、この意味距離は、意味関係の強きや特定概念から特定概念  

への到達可能性を示していると言える。また、Anderson（1976）は、概念間にネ  

ット・ワーク的関係を取り入れた言語処理のシミュレーション・モデル「ACT  

（コンピュータ・プログラム）」を開発している。  

－77一   



③ 特性比較モデル   

Smith（1974）ば、意味構造がカテゴリーを定義する特性の集合であるとする特  

性比較モデルを提案している。この理論では、特性が定義の重要きの程度によっ  

て重み付られ、リスト化されており、きらに、重要な特性である「定義的特性」  

と付随的な特性である．「特徴的特性」に分類きれている。そして、各対象が共通  

な特性を持っている程度から相互の関係を定めようとし、対象間の類似度評定か  

ら、MDS（Mul七卜DimensionalScaling：INDSCAL）を利用して表現し、  

体制化の次元を抽出しようと試みている。  

③ 集合論モデル   

Mayer（1970，1973，1975）は、意味記憶内の情報が、概念カテゴリーの名前であ  

るとし、命題としての文の主語と述語がカテゴリーの関係を論理式とベン図で説  

明しようとしている。そして、カテゴリーの関係を上位、下位、部分、互いに素  

な集合という4つに分類している。すなわち、意味記憶にはカテゴリーとカテゴ  

リー間の関係が貯蔵きれていると考えている。  

2） 自由再生における群化、体制化の表現モデル   

自由再生における群化と体制化の差異は、利用される刺激が実験者によって既  

に親裁化きれているか否かという点であるが、ここでの関心が用いられている表  

現モデル自体なので分ける必要はないであろう。この領域において注目すべきモ  

デルは、桐山（1979，1981，1983）の一連の研究に代表されるようなクラスター分  

析の適用による「樹構造モデル」であり、桐山はこの表現モデルが今後の体制化  

研究の傾向となると予測している。しかし、桐山白身が述べているように、この  

図式がなんら再生における体制化の機能を説明していないという点が大きな問題  

点であろう。   

また、ここでは重複するので示きないが、MDSを用いた距離モデルも多数提  

案されている。  

3） 意味論に関する研究  
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この領域において最も知られているのは、固有の測定手段（SD法＝SemanいC  

DifferentialTechnique）を備えているという点からも、Osgood（1957）のモデ  

ルであろう。このSD法は、種々の形容詞対からなる双極の評定尺度によって概  

念を多数の被検者によって評価きせ、尺度間相関行列に因子分析を適用する。そ  

して、得られた国子空間に基づいて概念の意味の評価をしようとするモデルであ  

る。したがって、各尺度ばベクトルであり、その関連は内積によって表すという  

点で一種のベクトルモデルと言える（但し、概念が示きれる因子空間は距戯モデ  

ルと言える）。また、この手法では、複数の概念を統合した場合に意味を予測す  

る式をもち、この予測機能をもつという点は高い評価が与えられよう。  

4） その他   

表現しようとする対象の特性は異なっているが、知能の研究領域では、その構  

造を「因子」という数学的な説明概念でとらえて研究が進められてきた。   

Spearman（190頃ば、一般因子（g因子）と各テスト固有に要求される因子に  

より表現しようとする2因子説を提唱している。また、Thurs七0【1e（1938）は、知  

的能力が8～iO程度の独立な因子で説明する多国子説を提案している。ざらに、  

BIJr七（1！〕49）とVer、nOn（1950）は、各知的因子が独立であることが実際の心理的  

作用を説明するのに不適切であるとして、因子問の関連性を認め、階層的に関連  

しているとする階層因子説を提示している。そして、French（1951）は、それま  

での多くの因子分析的研究において抽出された因子を整理し、さらに、Gilford（  

1956，1967）はこれらの因子が心理学的にある秩序を有していることを認めている。  

そして、ニれらが対象となる憎絹の内容（con七en七）、漢作（叩eration）、所産  

（produc七）という観点からとらえることにより、知能の立方体モデルを提案して  

いる。このモデルは、分類の機能とともに、まだ確認きれていない知能因子の「  

予測」という点で貢献している。   

また、体育学においても、体力・運動能力の横道のモデル化において、因子分  

析モデルが多用されている（松浦，i967a，ほ67b，1969，1973）。  

以上に簡略に示したように、多くの空間的な表現モデルが用いられているが、  
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樹構造モデルは、解釈上の制約が大きく、また、直観的理解が困難である。また、  

ベン囲モデルも空間が持つ特性を有効に利用しているとは言い難い。また、ネッ  

トワーク・モデルはモデル構築上の制約が大きく、また、モデル自体の汎用性を  

欠く。また、桂築により多くの情報が必要であるという点で、きらに研究が進ん  

だ長那皆で初めて構築が可能となろう。したがって、最も多用きれているベクトル  

モデルと、汎用性が高く、直観的理解が容易な距離モデルを用いることが、プロ  

セス・モデル構築という本研究の目的からも適当であると考えられる。また、こ  

の2つのモデルは、計算機プログラミングが容易で、かなり高い客観性をもって  

空間を構成できるという点でも優れていると言えよう。  
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3． MDS   

上述のように、本研究では、短距離走の動作に関する主観的情報の樟造の表現  

モデルとして、距離モデルとしては「MDSモデル」を、そして、ベクトルモデ  

ルとしては「因子分析モデル」を採用する。そこで、ここではMDSモデルに関  

する研究のみについて簡潔にレビューする。   

斉藤（1977）は、データ解析を「外的基準がない場合にデータの潜在株造を空  

間表現する手法」と狭義にとらえ、その枠組みの中で尺度構成法の位置づけを試  

みている。そして、データ解析をデータの形態的特性から分類するために、「相」  

（興味ある対象のとなる集合）と「元」（データの次元数）という観点から分塀  

を試みている。この観点からの分類にしたがえば、本研究で得られるデータは、  

「単相2元データ」に相当する。   

Shephard（1972）は、広轟のMDSの手法を、「人力きれるデータの形式」と  

「モデルの特性」からMDSを以下に示すように、大きく4つに分類している。  

① 近接性データ行列を用いるMDS  

③ 優越性データ行列を用いるMDS  

③ プロフィール・データ行列を用いるMDS  

⑨ コンジョイント・メジャーメント・データ行列  

を用いるMDS  

なお、上に示している各データ行列は、  

① 近接性データ行列  

データ行列の各要素は、行・列に対応する対象の（非）類似性、代替  

性、混同性、連合性、相関など特性を示す。  

② 優越性データ行列  

データ行列の行を表す対象が、列を表す対象よりも好かれる程度、選  

択される程度、あるいは、打ち負かす程度、支配する程度などを示す。  

③ プロフィール・データ行列  

データ行列が、列として表きれた対象の、列として蓑きれた特性の測  

定値を示す。  

④ コンジョイント・メジャメント・データ行列  
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行と列はそれぞれ別の変数を示し、各要素は対応する各変数の水準に  

よって生じた効果を示す。  

である。   

現時点で、これらの各モデル群に該当する手法（アルゴリズムやプログラム）  

は、それぞれ数十以上も提案きれており、全体では数百と推測きれる。このよう  

な多種多様なモデルを全てレビューすることば、本研究の主旨から外れるもので  

ある。したがって、本節では本研究で利用きれた手法についてのみとりあげ、そ  

の手法の特徴について概観する。   

本研究のデータ収集プロセスで得られるデータ行列は、③のプロフィール・デ  

ータ行列であるが、前処理を実施することにより、①の近接性データ行列を間接  

的に得ることができる。また、③の優越データ行列や、③のコンジョイント・メ  

ジャメントデータ行列を構成することも可能であるが、このためにはデータに対  

してかなり厳しい仮定を要求することとなり、非現実的であると言えよう。きら  

に、本研究で抽出したい情報が変数（刺激）間の関連性であるという点からも非  

合目的的であると言えよう。以上のことから、本研究では、①の近接性データ行  

列と、③のプロフィール・データ行列に関するモデルのみを取り扱えばよかろう。   

きて、この2つのモデル群のうち、前者は一般的に狭義のMDSとして知られ  

ているものであり、後者は因子分析を代表とするモデル群である。したがって、  

この節の主旨より、ここでは前者についてのみ取り扱う。このモデル群は、モデ  

ルのパラメータ推定の最適化の原理から、  

① 最小二乗解法  

② 最尤解法  

に分類可能である。このうち、最小二乗解法は、他の多くの多変量解析と同様に  

誤差平方和の最小化をめぎすものである。また、最尤解法はパラメータの独立性  

の仮定の下で設定した尤度を最大化を目指すものである。そして、モデルの適合  

度・次元数の統計的仮説検定や推定きれたパラメータの信頼領域の推定が可能で  

あるという長所があり、理論的にもエレガントであるが、仮定きれる模本誤差分  

布の特性（距離、あるいは、布置における）に依存している部分が大きく、その  

上、この分布に関する研究が各対象領域であまり進められていないという問題が  

ある。また、実際に連用された研究が極めて少なく、MDSを利用した研究のほ  
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とんどが最小二乗解法を用いているのが実状である。そこで、①比較可能性が高  

い、②モデルのフェイス・バリデイチイが高い、③本研究がまだプロセス・モデ  

ル楢葉の段階にあり対象に関する情報が少ない、という3点から、主として最小  

二乗解法によるMDSが採用きれ、最尤解法は解の頑健性を検討するために参考  

として適用きれた。   

この最小二乗解法によるMDSは、きらに、  

① 適用きれるデータの尺度水準  

② 最適化基準が適用される指標  

から分類可能である。   

まず、連用されるデータの尺度水準の点では、  

① 計童的MDS  

② 非計量的MDS  

と分類きれる（準計量的MDSを別に定轟することもある）。この場合、前者は  

適用する非類似性データ（近接性データから作成）が、間隔・比率尺度の尺度水  

準を保持している場合であり、後者は順序・名義尺度の水準を保持している、あ  

るいは、その情報のみを用いる場合である。   

次に、最適化基準の設定きれる指標の点では、  

① スカラー積  

③ 距離  

③ 距離の二乗  

と3つに分類可能である。しかしながら、③の距離の二乗において最小二乗基準  

を適用するということば、直観的に見ても不自然であり、また、他の統計解析の  

常識から見ても特殊である。これは、重み付きユークリッド距離モデルを用いた  

場合に、重みが距離の二乗と線形になるため、計算の便宜上好ましいからである。  

また、ALSCAL（Takane，1977）以外は、その例が少ない。しかしながら、  

ALSCALは、汎用性が高く、オリジナルの7’ログラムが使いやすいという点  

から、最も適用例が多いMDSの一つなので、本研究では最尤解法のMDSと同  

様に解の頑健性を検討するために適用きれた。   

このように、狭義のMDSは、「データの尺度水準」と「最適化基準」という  

2つの観点から分類可能であるが、特に本研究のように対象が非顕在的で直接測  
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定が不可能なものである場合、得られた非類似性データが満たしている尺度水準  

が不明である。また、どんな場合においても、どの最適化基準を適用すればよい  

かを論理的に決定することばできない。したがって、本研究においても解の頑健  

性を検討する必要があると考えられる。そこで、これらモデル群の中から解の頑  

健性の検討に用いられた手法を含めて、本研究で連用きれた手法についてのみ以  

下に簡略に示す（但し、手法自体が命名きれていないものが多く、表現を簡潔に  

するため、以後は便宜的に対応するプログラム名を用いる）。  

1） スカラー積に最小二乗基準を適用する手法   

スカラー横行列に最小二乗基準を適用する手法は、MDSの源流であり、歴史  

的にも最も古いことから、古典的MDS（TradisionalMDS，ClassicalMDS）と  

呼ばれている。これは固有値問題に還元するという点で解法的にはエレガントで  

あるが、データの最適変換と最適化の2つのプロセスにおける基準に理論的整合  

性がないことやスカラー横行列を構成する際の原点の任意性の問題など点から、  

現在ではあまり用いられていない。しかし、解法が簡潔なので、逐次法を用いる  

非計量的なMDSの初期布置の算出のために多用きれている。   

① 古典的MDS（Torgerson，1958．e七c．）   

計量的データに対して、最小二乗基準をスカラー横行列に適用する手法である。  

この手法は、Young一日ousholder変換（Young，1938）した誤差を含むスカラー横行  

列とモデルから導かれるスカラー横行列の差異を最小二乗基準において最適化す  

るパラメータ（座標）を求める。すなわち、  

2  

¢ ＝tr（P●－ⅩⅩ，）  

を最小にすることであり、これは固有憤問題に遠元しうる く但し、P◆ は、デー  

タから求めたスカラー横行列、Ⅹは求める座標行列である）。   

また、間隔尺度の水準であるデータに対して、加算定数を推定することによっ  

て対応することも可能であり、これには、① ほぼ直線をなす3点が存在するこ  

とを仮定して推定するTorgerson（1958）の方法、③ 採用きれた次元に対応し  
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ない残りの固有値の和がゼ別こなるように推定するMessick（1956）の方法、③  

特定の次元数において、説明率を最大にするように推定するSai七0（1978）の方  

法、④ 勾配法ではなく、交互最小二乗法によって推定する柳井（1977）の方法  

（ADDSCAL）などがある。  

2） 距離に最小二乗基準を適用する手法   

距離に最適化基準を設定することば、MDSの目的から見て最も合目的的であ  

り、かつ、合理的であると言えるが、距離が座標に関して非線形であることから、  

代数的に解が求められないという困難性がある。しかし、幸いにも計豊的データ  

においては、Young一日ousholder変換をして、最小二乗基準をスカラー横行列で設  

定することによって、エレガントな固有値問題に選元する解法が、MDSの研究  

の初期に既に提案きれていたこともあり、距離行列において最小二乗基準を設定  

する手法はあまり発展しなかった。しかし、逆に、非計量的データに関しては、  

わぎわざスカラー横行列に変換して、そこで、最小二乗基準を設定する必要はな  

いことから、非計量的データに関する手法においてはこの種の手法が発達した。  

このことから、この種の手法には非計量的な手法が多く、計量的データのための  

手法は極めて少ない。  

① 計量的SSA（Me七ricSmaHes七Space analysis；Gu上土man，1968）   

非類似性データが、比率尺度の水準であると仮定きれた場合に適用きれる手法  

である。つまり、  

Ojk ＝ djk  

であることを仮定し（但し、Ojkは変数jとk間の非類似性データ、djkは距離  

を示す）、  

2nn  

符 ＝∑ ∑（ojk － djk）  
j〉k  

を最小化する解を求める。具体的には、Guモモmanが提案したC行列法と呼ばれる逐  

次法による“sofモーSqueeZe”と、これによる解を修正する〃hard－Squee2e〃の2  

つのステップからなる逐次法により解を求める。このC行列法は、一貫して甲2を  
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小さくすることが数学的に証明きれている（de Leeuw，1977）。なお、本研究で  

は、前者のみのアルゴリズムが用いられる。   

② COSCAL（Cooper，1972）   

非類似性データが、間隔尺度の水準であると仮定きれた場合に適用きれる手法  

である。つまり、  

Ojk ＝ dJk － C  

であることを仮定し（但し、Cは加算定数を示す）、  

nn G＝∑ ∑（ojk－ djk＋ c）      j〉k  

を最小化するユークリッド空間における座標と加算定数を同時に推定しようとす  

るものである。具体的には、Newton－Raphson怯におけるHessian行列を数値近似す  

るFle七cher＆Powell（1963）の手法によって最適化する。また、相対的な適合度  

の指標として、   

nn nn  

F】T＝∑ ∑（ojk － d」k＋ c）2／∑ ∑（ojk － 0‥）2            j〉k j〉k   

を定轟している（但し、0‥は非類似性データの平均を示す）。この手法は前述  

した理由から、あまり利用きれていない。   

③ MDSCAL（Kruskal，1964a，b）   

非類似性データが、順序尺度であると仮定きれた場合に連用する手法である。  

この手法は、非類似性と距離間にできるだけ弱単調性を有するように決定するた  

め、非類似性と単調関係を持つdisparityという計量的尺度水準の介在尺度を仮定  

し、特定の次元数において距離とdispar沌y間の最小二乗基準を満足する解を求め  

る。具体的にば、単調回帰法と改良きれた最急降下法を用いて、Stressl   

nn2l／2  

nn2      S七ressl＝（∑ ∑（d，jk－ djk）／∑ ∑djk） j〉kj〉k   
を最小化する（但し、d，jkはdispari七yを示す）。なお、最急降下法の改良によ  

って収束も速い方である。  
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⑧ 非計豊的SSA（NonmetricS川alles七Spaceanalysis；  

Gu上土man，1968）   

計量的SSAの非計量版で、非類似性データが、順序尺度の水準であると仮定  

きれた場合に適用きれる手法である。MDSCALと同様に計量的な介在尺度と  

してrankimageを仮定するがその最適変換法として単調回帰を用いずに、より簡  

易的なrankimage変換を用いる。  

2nn  

符 ＝∑ ∑（d’，jk － djk）  
j〉k  

を最小化する解を求める（但し、d〃jkはrankimage）である。具体的には、計量  

的SSAのC行列法とrank jmage変換によって解が求められる。反復一回当りの  

改善豊が少ないので収束までの反復回数は多いが、時間やコストは少ない。  

3） 距離の二乗に最小二乗基準を適用する手法   

前述したように、距離の二乗において最小二乗基準を適用するのは、解析の便  

宜上である。しかし、距離の二乗に適用するため、大きな距離における適合度が  

全体の適合度に大きく影響し、解に影響を及ぼすという不合理性をもつ。このグ  

ループに属するMDSも例が少ない。   

① 非計量的ELEGANT（de Leeuw，1975）   

非類似性データが、順序尺度の水準であると仮定きれた場合に適用される手法  

である。そして、MDSCALと同様にdispari七yを仮定し、   

222nnd      T＝岩岩（d写jk－djk）／∑∑djk j〉kj）k   

を最小化する。具体的には、独自の逐次法と単調回帰法で解を求める。この逐次  

法の導出は非常にエレガントであるが、固有分解を反復すること、及び、各反復  

における改善が小さいことから、変数が多いと収束までに時間とコストがかかる。  

なお、計量版も開発きれている。  

③ ALSCAL（Al七erna七ing Leas七square SCALing；Takane，1977）  
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現在、最も汎用性の高い手法（プログラム）である。つまり、  

・比率尺度～名義尺度の各水準が仮定されたデータ  

・欠損値を含んだデータ  

・対称・非対称データ  

・条件付き・無条件データ  

・単一・反復データ  

・連続・離散データ  

の全ての組合せの非類似性データに対して、単純、及び、重み付きユークリッド  

距離モデルを適用できる手法である。つまり、   

2nn 2 22  

符＝∑ ∑（d”ijk－ d＝k） j〉k   

を最小化する（但し、d〃は計量的データの場合はデータで、非計量的データの場  

合はdispari七yである）。具体的には、Newton－Raphson法、最小二乗解法、単調回  

帰法の併用によって解を求める。プログラムの実用性から、最も利用きれている  

手法である。本研究では、非計量的MDSとして利用する。  

4） 最尤基準による手法   

前述したように、最尤解法はモデル適合度・次元数速択の統計的仮説検定とパ  

ラメータの信頼領域の表現が可能であるという長所をもっている。しかし、パラ  

メータの標本誤差分布や独立性の仮定などの問題点もあり、研究が進み、対象に  

関する情報が多く得られている場合には特に有効であると考えられる。現時点で  

は、Ramsay（1977）、Takane（1978a，b）、Zinnes（1983）の3タイプが提案きれ  

ているが、上記の理由からまだあまり用いられていない。   

本研究においては、データの尺度水準の仮定の一貫性という点で、非計量的最  

尤解法が望ましい。したがって、MAXSCAL（Takane，1978a，b）が適切であ  

る。しかし、本研究のように変数が多い場合、オリジナルのアルゴリズムでは  

Hessian行列が大きくなる点と尤度を算出するための確率密度の算出回数が多くな  

るという点で、コストがかかり解析が困難である。そこで、本研究では、参考と  

してMULTISCALEが用いられた。  
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① MULTISCALE（Ramsay，1977）   

この手法は、非類似性データが比率尺度の水準であると仮定きれた場合に適応  

する方法である。そして、距離の標本誤差分布が正規分布、あるいは対数正規分  

布であることを想定して、尤度  

L ＝nn口f（oijk）  

を最大化する座標と分布のパラメータを求めるが（但し、f（oijk）は変数jと  

kに関するi回目のデータの確率密度を示す）、実際には、対数尤度を最大化す  

る。具体的には、C行列法に類似した逐次法によって解を求める。なお、データ  

のパワー変換や重み付きユークリッド距離モデルの適合も既に開発きれている。   

単純ユークリッド距離モデルの連合のために、本研究で用いられた手法は以上  

の8種類である。しかし、矩距離走能力、運動縫験、性による情報措造の一般性  

の検討において、その差異が量的なものか、あるいは、質的なものかを検討する  

ために、以下に示す重み付きユークリッド距離モデルの適用も試みた。  

5） 重み付書ユークリッド距離モデルを適合きせる手法  

このモデルは個人差を表現するために考案きれたモデルで、二相三元データが得  

られた場合に、非類似性データと距離との間に、   

m2 21ノ2  
O jks 

≡ djk3 ＝ 〈∑wsi（cい － Cki）‡ 卜＝l   

なる関係が成立することを仮定する く但し、Ojksとdjksは個人sにおける項目  

jと項目k間の非類似性と距離、W弓手は個人sの次元iに対する重み、Cjiは項  

目」の次元iにおける座標値、mは次元数、≡は最適変換を示す）。そして、デ  

ータの最適変換や最適化基準の差異に基づき、多くの解法が提案きれている。   

なお、－本研究においては、データの尺度水準の仮定の一貢性という点で、非計  

量的解法が用いられることが望ましい。’Lたがって、NINDSCALやALS  

CALなどが適切である。しかし、本研究のように変数が多い場合、前者ではデ  

イスパリティを算出するためのソーティングを連用する要素が多くなるという点  

で、コストがかかり解析が困難である。また、後者は最適化基準が大きく異なる。  
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そこで、本研究ではINDSCALが用いられ泡。   

①INDSCAL（川dividualDifferences SCALing；CarroH，1970）   

この手法は、非類似性が比率尺度であることが仮定きれた場合に、スカラー積  

において最小二乗基準として定義きれた目的関数  

2 n 

¢＝∑七「（，P5－ⅩWヨガ’）      S＝1  

を最小化する布置と重みの2乗を求める（但し、上式で、P5は、グループsのス  

カラー横行列、Ⅹは共通の座標行列、Wsは、個人sの各次元に対する重みの2乗  

を対角要素に持つ行列、nは個人数を示している）。そして、解を求めるのには、  

CANDECOMP（CANonica］DECOMPosition）と呼ばれる交互最小二乗アルゴ  

リズムが用いられる。なお、初期布置としては、各個人の非類似性行列をYoung一  

日ousholder変換（1938）した各スカラー横行列を基準化し、それを平均したもの  

にTorgerson（1952）の解法を連用した布置（同一次元数）が用いられることが多  

い。   

本研究で利用したMDS手法は、以上の9種頼であるが、それに関連してM工）  

Sによって得られた布置を比較するために以下に示す布音の変換を実施した。   

① Sch品emann（1970）の一般ブロクラスデス回転   

この手法は、得られた2つの行列の一方を変換して、他方にできるだけ一致き  

せようとする変換で、この際、布置の原点の位置、布置の大きき、軸の回転を許  

容するという一般性の高いものである。具体的に、Ⅹをターゲットとする場合、  

Eを最小にするように  

■■ヽ■  

Ⅹ ＝ aYT ＋1nc ＋ E  

Yを変換する（但し、aは布置の大ききを設定するスカラー、Tは回転のための  

直交行列、Cは原点の移動を示すベクトル、Eは残差行列である）。そして、最  

適化基準  

吉 ＝ t r（Ⅹ － Ⅹ），（Ⅹ － Ⅹ）＋t r〔L（T，T －JR）〕  
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を最小化するようにパラメータa、T、Cを求める。なお、通常の軸の回転のみ  

を行うプロクラスデス回転は、上の2つの式の第二項を無視し、第1式のaを1  

とすることによって一般性を失わずに表現が可能である。   

なお、構造の比較において、その評価を客観的に行うため、なんらかの指標に  

基づくことが適当であると考えられる。そこで、異なった空間における次元の類  

似性を、当該次元対の比例関係の程度と憤の一致度の点から評価きれた。具体的  

な指標としては、前者については、COefficjen七of congruence（Bur七，1948；  

Tucker，1951；Wringley，1955）が、そして、後者については、rOOt mean  

square devia七ion（Harman，1948）が用いられた。また、空間（布置）自体の類  

似性は、座標値の一致度の点から評価きれ、指標としてはmean of＄quared  

error（SchGnemann，1970）が用いられた（下式参照）。  

① coefficien七of congruence   

n21／2  

nn2    れk＝（∑ c＝・Cik）／（∑ c＝・∑ c；k）                l＝1                】ニI l＝l  

盟讐鮎磁遥n七ofcongruence  

② roo七mean square devia七ion   

n2   れk＝（∑（c；j － Cik）／n‡              i＝l  

1／2  

Squa「edevia七ion  

項目   

③ mean of squared error  

若摘 ＝ 七r〔（C自一 CB），（C白－ CB）〕／（n・m）   

座標行列C角とC8問のSun Of s  
Aグループから得られた座標行李  
項目数  

次元数  

uared erro「  
（項目×次元）   

B
 
 
 

＜
【
 
人
目
 
 

吉
C
n
m
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本章でば、本研究で用いられる用語の概念の統一を図るため、用語の定義が行  

われた。なお、解析法に関する数学的・統計学的専門用語については、既に、そ  

の専門領域において、一般性の高い定義が行われていることから、本研究ではそ  

れに従い、それらの専門用語の定轟は割愛した。  

1． 情報  

不確実性（情報量、エントロピー）を減少きせるもの（Shannon）。  

2． 主観的情報   

上で定義した客観的情報以外の情報。つまり、生成プロセスにおいて、主観的  

要因が反映される情報（但し、上述したように、実際には完全な意味での客観的  

情事鋸まあり得ないので、「主観的要因が反映きれる程度が相対的に多い情報」と  

定義した方が現実に即していると考えられる）。  

3． 意識上の重要度   

当該情報を意識することの重要度。本研究では、当該情報を意識することによ  

って期待きれる短距離走パフォーマンス（100m走タイム）の変化として、操  

作的に定義きれる。  

4． 知識   

本研究では、①検索可能性（利用可能性）、②保持きれている（記憶きれてい  

る）、③言語・数値化きれているという3つの条件を満たしている「情報」。  

5． イメージ（心像）   

主体に保持きれている「情報」のうち、いずれかの感覚モダリティと等しいと  

認知きれる形式の表象に再合成きれたもので、言語・数値化きれていない情報を  

示す。   

6． 意識  

主体が、意図的・制御的である状態。  

－93－   



7． 自然音語   

発音連動によって発せられる特定の音声連続体に、特定の意味を結びつける社  

会習慣の体系のこと。   

8． 情報構造  

情報を整理するための要素とその相互関係を記述したもの。   

9． 表現モデル  

ある現象を説明するために用いられる表現形式。  

10． 体制化   

主体が情報を特定の属性（観点）から評価し、その評価を基に効率的に認知で  

きるように情報を整理すること。  

11． 構造化   

当該情報が持つ特性を利用して、その情報を効率的に説明できるように整理す  

ること。  

12． 客観的重要度  

主観的要因が反映きれないような手続きで設定きれた重要度。  

13． 主観的重要度   

主観的要因が反映きれる手続きで設定きれた重要度。本研究では、個人の主観  

的な判断に基づいた重要度に限定している。  

14． 運動技術   

各運動における系列的な動作の「まとまり」を、何らかの記号体系により記述  

したものである。つまり、現象としての運動パフォーマンスをなんらかの記号で  

記述し、客観化したもので、その有効性は問わない。したがって、運動技術は「  

情報」である。  
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15． 運動技能   

運動の技術を実際の身体運動として達成（成就）する能力を示す。言い替えれ  

ば、情報としての運動技術を現象としての運動成就（パフォーマンス）に変換す  

る能力を示す。したがって、運動技能は「能力」である。  

16． 運動成就   

身体運動を現象としてとらえたもの。つまり、情報としての運動技術を、身体  

によって現象として実現きせたものである。したがって、運動成就は「現象」で  

ある。  

17． 運動記述能  

以上に示した運動技術、運動技能、運動成就の関係を図示すると、  

のようになる。ここで、運動技能は情報としての運動技術を現象としての運動成  

就に変換する能力であると既に定義した。したがって、逆に、現象としての運動  

成就を情報としての運動技術に変換する「能力」も考えられる。実際に、この能  

力によるプロセスがなければ、運動技術自体も存在しないことになり、このこと  

ば、現在、運動技術というものが既に存在しているという事実に反する。そこで、  

本研究では、このような運動成就を運動技術に変摸する能力に「運動記述能」と  

いう用語を対応きせる（上図参照）。したがって、その変換が主観的な手続きに  

よるか、客観的な（科学的な）手続きによるかば問わないので、両方の場合に対  

応する能力を含む（「主観的～」、「客観的～」として両者を分類可能である）。  

18． 技術の成就化  

運動技能によって達成きれることである。つまり、情報としての運動技術を硯  
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象としての運動成就に変換することを示す。  

19． 成就の技術化   

運動記述能によって達成きれることである。つまり、現象としての運動成就を  

情報としての運動技術に変換することを示す。  

20． 短距離走種目  

100m，200m，400mを最短時間で走ることを競う競技種目。  

21． 矩距離走  

痔距離走種目においてなきれる走運動。   

22． 短距離走選手   

痩距離走種目のパフォーマンスを高めること、あるいは、公式の陸上競技会に  

参加し、高い成績を収めることを目的として、専門的トレーニングを積んでいる  

選手。   

23． 加速局面   

痔距離走で、最高速度に到達するまでの区間のこと（実際には、最高速度に到  

達しようと努力する区間）。但し、本研究では、動作様式がそれ以後の加速局面  

と異なっていることから、「第1歩目」は含んでいない。   

24． 中間疾走局面   

痩距離走で、加速段階が終了してから、フィニッシュの前までの、最高速度を  

維持する区間のこと（実際には、速度が徐々に低下するので、最高速度を維持し  

ようと努力する区間）。  
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第1節 一鮒問題   

本研究では、「第1葦 序論」で既に述べたように、対象を「短距離走の動作  

に関する主観的情報」に限定している。したがって、まず、この情報を蓄積、伝  

達、そして種々の操作を可能にするため、客観化し、鞍在化する必要がある。ま  

た、単位化する必要がある。そこで、この主観的情報を自然言語によって表現し、  

きらに、項目化することが重要である（第2葦「関連文献の概要」）。   

次に、専門家によるイメージや知識を抽出し、指導やコーチングに利用するこ  

とが望まれる。この専門家によるイメージや知識の中でも、特に、動作に関する  

情報の「重要度」の特性が実用上有用な特性であると考えられる。また、これに  

より、専門家の代表的評価をもって経験的重要度を設定できる。   

きて、次に、これらの情報に含まれている重要な情報（特性）を「体系的に整  

理」し、理解しやすくすることが要求きれる。しかし、この時点では、情報の情  

報量が非常に多く、また、標本・測定誤差も含まれているので、情報に含まれて  

いる重要な「情報（特性）」を主観的に抽出し、理解することは困難である。し  

たがって、情報を「客観的」に集約し、体系化する必要がある。このためには情  

報間を関連づけて表現することが、情報理論の立場（たとえば、表現の効率など）  

から考えても効率的である。また、情報間の関連性の直観的な理解を可能にする  

ためには、我々が日常的な認知活動において相対的に重視し、機能が優れている  

「認知領域」に基づいて認知可能なモデルが好ましい。この点で、「空間的（視  

覚的）」な表現モデルを用いることが適当であろう。   

但し、上述の情報空間は、情報間の関連性の設定において用いられた特性以外  

の特性は捨象しているので、この特性に依存している。しかし、この特性に基づ  

いた情報評価は、これらの情報が関連する他の多くの特性上の情報を反映してい  

る。それゆえ、この空間において有意味な「次元」．は、これらの情報を計量化す  

る陽に用いられた特性に基づいて情報を評価するプロセスで、相対的に重視きれ  

ている特性であり、情報を措造化している特性としてとらえることができよう。  

したがって、情報を評価する際の特性の選択は重要なポイントとなる。本研究で  

は、各情報の重要度の評価が目的の1つとなっている。ざらに、短距離走パフオ  
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ーマンスの向上を目指してトレーニングしている主体が、それに関する情報をパ  

フォーマンスの対する重要性という点から評価していると考えることば適切であ  

り、かつ、その特性で情報を評価することば主体にとって容易なことであろう。  

以上のことから、「主観的重要度」を情報間の関連性を定義するための特性とす  

ることが適切であると考えられる。   

上記のように、主観的重要度の特性のもとで情報間の関連性を定義することに  

よって、得られた情報空間における有意味な次元が、主観的重要度尺度を設定し  

ている下位尺度であるという構造をもつと考えられる。したがって、情報空間に  

おける次元のどれが主観的重要度の決定に関与が高いかを明らかにすることば、  

被横着がどの特性を重視しているかという点を明らかにすることと同義であり、  

専門家の知識を抽出するという意味で重要である。  

・きて、本研究では、専門家から抽出した情報を指導に利用するという実用化を  

目指している。このような情報の用途としては、これらの情報が教示として学習  

者に与えられ、その情報を学習者が意識して動作を変容きせたり、メンタルプラ  

クティスで想起する内容として用いられることが多いと考えられる。したがって、  

この点で有効な情報を清適するためにも、情報を意識することの重要度が設定き  

れることが望まれよう。そして、実用性を重視すると、意識上の重要度がパフォ  

ーマンスと同じ「単位」で与えられ、また、パフォーマンスの変化を「推測」で  

きるような特性をもつものとして重要度を定義することが好ましい。これは、各  

情報の意識の有無の「線形関数」によってパフォーマンスが決定するというモデ  

ルを仮定することによって達成きれる。そして、このように、意識上の重要度が  

推定きれることにより、「好ましい動作」と「その動作を達成するために意識す  

べき動作」が異なっているという経験的知見を実証することができるようになる。   

以上のような一般的問題を具体的に検討するための下位問題が、第2節で明確  

化きれる。  

－99－   



第2節 下位問題   

第1節において、本研究において解決すべき一般的問題を述べたが、これは、  

以下に示す5つの問題に大きく分類することができる。  

問題1． 痔距離走の動作に関する主観的情報は、自然言語（日本語）によって  

どのように表現できるか。  

問題2． 短距離走の動作に関する主観的情報の主観的重要度はどの程度か。  

問題3． 短距離走の動作に関する主観的情報の情報構造はどのようなものか。  

問題4． 短距離走の動作に関する主観的情報の意識上の重要度はどの程度か。  

問題5． 主観的重要度と意識上の重要度は類似しているか。   

そして、以上の5つの問題を解決することば、以下に示した具体的な下位問題  

を解決することにより達成きれる。  

問題1． 矯距離走の動作に関する主観的情事酌ま、自然音譜（日本語）によって  

どのように表現できるか。  

1） 短距離走の動作に関する主観的情報は、自然言語（日本語）により  

どのように記述きれるか。  

2） その情報は、いくつの項目に細分化されるか。  

問題2． 短距離走の動作に関する主観的情報の主観的重要度はどの程度か。  

1） 主観的重要度の評価に用いられた評定尺度は、計量的データと見な  

すことができるか。  

2） 評定の信頼性は、どの程度か。  

3） 各情報の主観的重要度はどの程度か。  

4） 推定された主観的重要度は、被検者と疾走局面に関して一般的であ  

るか。また、主観的重要度は、①運動経験、②頬距離走能力、③性、  

の各要因に影響を受けるか。  
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問題3． 痩距離走の動作に関する主観的情報の情報構造はどのようなものか。  

1） 短距離走の動作に関する主観的情報の表現モデルとしては、ベクト  

ルモデルと距離モデルでは、どちらが適当であるか。  

2） 短距離走の動作に関する主観的情報は、どのような点から棟造化き  

れているか。  

3） 情報構造は、モデル連合のための最適化基準に関して頑健であるか。  

4） 非類似性の尺度水準乙まどのレベルか。  

5） 主観的情報の構造は、被検者と疾走局面に関して一般的であるか。  

6） 情報構造が一般的でないとすれば、、①運動経験、③婚距離走能力、  

③性、⑨疾走局面に関する差異は、量的・質的差異のいずれか。  

また、情報集約の程度にも影響しているか。  

7） 各棟造化特性の主観的に重要な方向はどちらか。  

8） 主観的重要度には、各棟造化特性の線形関数で決定されるという構  

造を持つか。  

9） どの楢造化特性が主観的重要度の決定要因として重要か。  

問題4． 頬距離走の動作に関する主観的情報の意識上の重要度はどの程度か。  

1） 各情報の意識上の重要度はどの程度か。  

2） 推定きれた意識上の重要度は、被横着と疾走局面に関して一般的で  

あるか。  

問題5． 主観的重要度と意識上の重要度は類似しているか。  
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第4章で示きれた問題は、以下に示すような各下位問題に対応する仮説を検証  

するという手続きによって検討きれる。  

仮説1－1矩距離走の動作に関する主観的情報は、自然言語（日本語）により  

記述することが可能である。  

2 その情報は、多数の項目に細分化きれる。  

仮説2－1 主観的重要度の評価に用いられた評定尺度は、計量的データと見な  

すことができる。  

2 評定の信頼性は高い。  

3 主観的重要度は、適切に設定できる。  

4 主観的重要度は、被検者と疾走局面に関して一般的ではない。  

仮説3－1ベクトルモデルよりも距離モデルの方が、短距離走の動作に関する  

主観的情報の構造の表現モデルとして妥当である。  

2 少数の構造化特性によって、短距離走の動作に関する主観的情報の  

構造が表現可能である。  

3 情報樟造は、モデル連合のための最適化基準に関して頑健である。  

4 主観的重要度尺度は間隔尺度水準にある。  

5 主観的情報の構造は、被検者と疾走局面に関して一般的でない。  

6 ①運動経験、③籍距離走能力、③性、④疾走局面に関する情報構造  

の差異は、質的なものである。しかし、情報集約の程度には差異が  

ない。  

7 各構造化特性の主観的に重要な方向性が適切に設定きれる。  

8 主観的重要度には、各横遷化特性の線形関数で決定きれるという構  

造を持つ。  

9 各棟造化特性が決定要因として関与しているがその関与の程度が異  

なる。  

仮説4－1意識上の重要度は、適切に設定できる。  

2 意識上の重要度は、被横着と疾走局面に関して一般的ではない。  

仮説5－1主観的重要度と意識上の重要度は異なっている。  
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第 6 葺  

研究の限界  
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本研究は得られた結果の一般化を指向しているが、以下に示すような手続き上  

の限界から、結果の一般化の限界が生じる。  

① 定義による限界  

③ 項目による限界  

③ 標本による限界  

⑨ 方法による限界  

以下に、結果の一般化の限界ついて簡略に記する。  

削節 定義による限界   

本研究で用いられている「情報」の概念は、情報理論において定義されている  

ように、不確実性、選択可能性、曖昧きを減少きせるという意味の狭義の定義に  

よる。つまり、具体的には、身体運動技術の学習・成就において、それを得るこ  

とにより意識の選択可能性を減少きせる情報に限定きれている。したがって、こ  

のような意味において、エントロピーを減少きせないような、より広義な定義に  

よる「情報」、たとえば、動作に関する感情的な情報については含めていない。   
次に、本研究で用いる「意識」は技能学習における実用的観点から「意図的、  

制御的」という制約条件を課したので、それ以外の、たとえば、単に知覚してい  

るだけの状態は考慮きれていない。   

また、本研究で定義している「短距離走種目」は、100m、200m、40  

0mのみであり、本来距離は連続的であるが、この3つ以外の距離の走種目には  

連用されない。また、短距離走の定義は、この短距離走種目における走運動を示  

しているが、本研究では、「スタート・加速局面」、「中間疾走の局面」のみを  

対象としており、「フィニッシュ」の局面は含まれていない。   

以上の点で、定義による結果の一般化の限界が生じる。  
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第2節 項目による限界   

本研究の対象とする項目（情報）は、短距離走の「スタート・加速局面」、「  

中間疾走の局面」に関するものであり、フィニッシュ局面においては意味を持た  

ない。しかし、この局面は本研究で扱った2つの局面と比較して、短距離走パフ  

ォーマンスに対して貢献度が小きく、また、特殊な専門的技能であり基礎的な技  

能ではないと考えられることから除去きれた。   

また、第1次調査の結果、採用きれた項目は、その項目の情報源である個人の  

集団が母集団ではなく、標本であるという点で、項目自体も標本的性格をもって  

いる。きらに、抽出された項目は、意識可能性、言語化可能性、再生可能性（検  

索可能性）の全ての条件を満たしたもののみである。したがって、この点で項目  

による結果の一般化の限界が生じる。   

しかしながら、37名の短距離選手を対象として行われた中間疾走局面に関す  

る予備調査において184項目が抽出きれ、本調査では、438名とプリテスト  

の約12倍の標本数に増加したのにもかかわらず、得られた項目数は237項目  

と約1．3倍に増加したに過ぎないことを考慮すると、棟木をこれ以上増加させるこ  

とによって期待きれる項目の増加は少ないと推測きれる。したがって、かなり高  

い抽出率で情報が抽出きれており、高い内容代表性（内容妥当性）を有した項目  

が得られていると推測きれる。  

第3節 操本による限界   

本研究で用いられた標本は、単純無作為抽出法によるものではない。また、項  

目の抽出の情報源である、個人の知識に影響を及ぼす可能性があると考えられる  

標識を考慮して層化抽出法をおこなったわけでもない。本研究で採用したのは、  

集落抽出法に類する方法であり、これは、標本誤差が大きく、また、標本平均が、  

母平均の不偏推定値にならないという欠点を持っている。したがって、このこと  
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が、第1次調査では、項目の内容代表性（内容妥当性）に影響し、また、第2，  

3次調査では、算出される相関係数の推定値に影響を及ぼす可能性がある。この  

点で標本による限界が生じ、また、これが項目による限界を生じさせる一因とな  

ている。   

そこで、事後的ではあるが、第2次調査で解析に用いられた標本について極距  

離走の動作に関する知識に影響を及ぼすと考えられる標識について検討を加えた。  

まず、パフォーマンスの標識として、公認の矩距離走種目の自己最高タイムをと  

りあげ、その代表値、散布度などを表6－1，2に性別に示した。表に示きれているよ  

うに、各種目において平均と標準偏差を見る限り、かなり長いトレーニングを積  

まなければ成就できないような高いパフォーマンスを達成する能力をもつ集団が  

対象となっていることがわかる。また、歪度が正の値を示し、メディアンが平均  

値より小きい値を示していることからも、過半数の標本が平均値より優れた記録  

を持っていることがわかる。また、競技年数の平均値（モード）は、男子が6．5年  

（6．7年）、女子が6．6年（6．6年）であり、98％以上が3年以上であったことか  

らも、標本が充分なトレーニングを積んでいると言える。   

以上のことは、模本が長い頬距離走運動の経験と、高い短距離走パフォーマン  

スを有している集団であり、矩距離走連手の定義に基づいた母集団からの適当な  

標本であると推測きれる。   

また、標本は言語の共通な理解が可能であるように、全て大学生を用いており、  

調査票の実施方法や各項目を共通に、かつ、正確に理解できたと推測きれる。   

最後に、本研究で推定きれた棟造や重要度は、短距離選手という高い短距離走  

パフォーマンスを有する標本から得たものであるという点で、結果の一般化の限  

界が生じる。しかし、本研究は短距離走技能を高めようとしている全ての学習者  

に目標として、適切な情報を提供するために意図的にこのような標本を用いてい  

るのであり、この点でこの模本の偏りが本研究の意義を低下きせるものではない。  
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表6－1 標本の短距離走種目の公認自己最高記録（男子）  

統計量（単位） 100m  200m  400m  

平均値（秒）  

メディアン（秒）  

モード（秒）  

標準偏差（秒）  

最小値（秒）  

最大値（秒）  

90％値（秒）  

歪度  

尖度  

標本数（人）  

11．16  

11．10  

10．80   

0．44  

10．50  

12．70  

11．65   

1．48   

1．06  

76  

22．64  

22．51  

22．20   

0．78  

21．50  

25．40   

23．70   

1．89   

1．17  

87  

50．94  

50．60  

50．60   

1．99  

47．57  

58．10   

53．10   

3．10   

1．37  

87  

表6－2  標本の短距離走種目の公認自己最高記録（女子）  

統計量（単位） 100m  200m  4・00m  

平均値（秒）  

メディアン（秒）  

モード（秒）  

標準偏差（秒）  

最小値（秒）  

最大値（秒）  

90％値（秒）  

歪度  

尖度  

標本数（人）  

59．42  

59．10  

58．40   

2．37   

54．12  

64．80   

62．25  

－0．15   

0．20  

109  

26．22  

26．04  

25．70   

0．96  

24．75  

29．20   

27．55   

0．30   

0．71  

91  

12．68  

12．60  

12．40   

0．47  

11．90  

14．30   

13．15   

1．28  

－0．93  

95  
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削節 方法による闘   

本研究で用いられた項目は、情報を知識・イメージとして保持している暑が想  

起し、言語化して自由記述法によって記述きれたものである。したがって、この  

ような方法で抽出きれた帽章酌ま、意識可能性、言語化可能性、再生可能性（検索  

可能性）によって制限きれる。そして、用いられる自然言語が日本語であること  

から、月本譜という言語を桔成する語句の母集団や文法により情報記述に限界が  

生じる。   

また、得られた情報開聞係系は、重要度評価スコアーの共変関係から得られた  

ものである。   

きらに、因子分析の適用にあたって、 各項目の重要度と潜在変数としての因子  

が線形関数の関係をもつという厳しい仮定を用いている。また、共通性の推定法、  

因子数の推定基準、採用する因子モデルと因子回転基準などの技法上の制約があ  

る。一方、MDSモデルの適用にあたっては、項目間の関係がユークリッド距離  

によって示きれるという仮定をしている。また、個人差を考慮した非計量的MD  

Sが適用されることが仮定の整合性という点で望ましいが、本研究では項目数が  

多いので、計算コストと計算時間l）という点で連用不可能である。きらに、非類  

似性の指標の遥択とその尺度水準の仮定、最適化基準、最適化法、次元数の推定  

基準、軸の設定法などの技法上の制約により限界が生じるが、この点は、「客観  

性の検討」として本研究で一部吟味きれる。   

最後に、情報の意識上の重要度を推定する際に、情報の意識の有無が主観的情  

報に関する要因の線形関数によって決定ざれるという構造を持ち、また、短距離  

走のパフォーマンスが、情報の意識の有無の線形関数によって部分的に決定きれ、  

その係数をもって意識上の重要度とするという仮定を導入している。   

以上のような点で、方法による結果の一般化の限界が生じる。  

注：1）「第2章 関連文献の概要」を参照。  
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第 7 章  

研究方法  
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削節 研如制約概略   

本節では、本研究の手順の概略を示す。図7一卜1は、本研究で検証きれる仮説と  

それに対応するデータ収集・解析を示す（仮説の番号は、「第5章 仮説」にお  

ける番号に対応している）。なお、データ収集については第2節に示し、解析方  

法に関しては、結果と考察を示した各章及び各節の冒頭に示す。  

図7－ト1仮説の検証とデータ収集・解析の対応  

仮説  データ収集・解析  

仮説1－1・・・ 第1次質問紙調査（加速・中間疾走局面）の実施  

J  

2 ・・・  主観的情報の項目化  

1  

仮説2－1・・・ 第2次質問紙調査（中間疾走局面）の実施  

第3次質問紙調査（加速疾走局面）の実施  

系列カテゴリー法の適用  

↓  

2 ・・・ 第4次質問紙調査の実施  

再テスト法による信頼性の推定  

J  

3 ・・・ 主観的重要度評価の平均値の算出  

1  

4・・・ 専門種目，100パフォーマンス，性を要因とした  

共分散分析を連用  

加速局面と中間疾走局面における主観的重要度間の  

相関係数を算出，差の検定を実施  

l  
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仮説3－1・・・ 因子分析（主因子法）とMDSCALの連用  

結果の比較  

1  

2 ・・・ 因子と次元の解釈  

1  

3 ・・・nOnme七ric SSA，ELEGANT，ALSCAL  

，MULTISCALEの適用  

次元間のCOefficien七of congruenceなどの算出  

1  

4・・・me七ric SSA，COSCALの適用  

次元間のCOefficien七of congruenceなどの算出  

1  

5，6・・専門種目，100m走能力，性別にMDSCAL，  

INDSCALを連用し、次元間のCOefficien七of  

COngrUenCeなどを算出  

加速局面と中間疾走局面において得られた次元間の  

coefficien七of congruenceの算出  

↓  

7～9・・主観的重要度を従属変数、構造化特性を独立変数と  

した童回帰分析の適用  

1  

仮説4－1・・・ 主成分重回帰分析の適用  

1  

2 ・・・ 男女間の偏回帰係数の差の検定  

加速局面と中間疾走局面における偏回帰係数間の相  

関係数の算出，偏回帰係数の差の検定  

JI 

仮説5－1・・・意識上の重要度と主観的重要度問の相関係数の算出  

意識上の重要度を従属変数、構造化特性を独立変数  

とした童画帰分析の連用  
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第2節 資料の収集方法  

まず、データ収集の手順の概略を以下に示す。  

Ⅰ． 第1次調査（主観的情報の抽出）  

1． 第1次調査計画の作成  

1） 調査の目的と目標の明確化  

2） データ収集の方法の決定  

3） 調査対象者の決定  

4） 調査内容の決定  

2． 第1次紙調査の調査票の作成  

1） 調査項目の決定  

2） 質問形式、応答形式の決定  

3） 質問の配列の決定  

4） 調査票の編集と素案の作成  

3． 第1次調査の予備調査の実施  

1） 予備調査の実施  

2） 素案の修正  

4． 第1次調査の実施  

5． 第1次調査の結果の整理  

1） エディティング  

2） コーディング  

Ⅱ． 第2次調査（主観的重要度と意識の計量化：中間疾走局面〉  

1． 第2次調査計画の作成（Ⅰ－1．に準ずる）  

2． 第2次調査の調査票の作成（Ⅰ－2．に準ずる）  

3． 第2次調査の予備調査の実施（Ⅰ－3．に準ずる）  

4． 第2次調査の実施  

5． 第2次調査の結果の整理（Ⅰ－5．に準ずる）  
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Ⅲ． 第3次調査（主観的重要度と意識の計貴化：加速局面）  

1． 第3次調査計画の作成くⅠ－1．に準ずる）  

2． 第3次調査の調査票の作成（Ⅰ－2．に準ずる）  

3． 第3次調査の実施  

4． 第3次調査の結果の整理（Ⅰ－5．に準ずる）  

Ⅳ． 第4次調査（信頼性の検討）  

1． 第4次調査計画の作成（Ⅰ－1．に準ずる）  

2． 第4次調査の実施  

3． 第4次調査の結果の整理（Ⅰ－5．に準ずる）  

以下、この順に従って記述する。  
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Ⅰ． 第1次調査  

1． 第1次調査計画の作成  

1） 調査日的と目標の明確化   

第1次調査の目的は、矩距離走の動作に関する主観的情報を収集することであ  

る。つまり、この調査は、第4章の「問題」における「問題1－1」を解決する  

ことを目的としている。また、同時に、矩距離走の動作に関する主観的情報の構  

造や情報の重要度を推定するための第2次調査に必要な項目を培成することも目  

的としている。したがって、本調査の具体的な目標は、短距離走の動作に関する  

．主観的情報を、情報源としての個人の知識・イメージから、自然音譜の形式で抽  

出することであると言える。  

2） データ収集方法の決定   

一般的に、データの収集法としては  

① 観察法  

③ 面接法  

③ 質問紙法  

⑨ 実験法  

⑤ シミュレーション法  

などが上げられる。そして、上記の各々の方法もいくつかに細分きれる。そこで  

本研究でも、この中から、研究目的や研究対象から考慮して適切なデータの収集  

法を選択することが必要であろう。   

本研究において、データ抽出法の決定に関与すると予想きれる条件として、次  

のことがあげられる。  

① 調査対象である情報が非顕在的であることから、直接観察や測定  

が不可能である。  

② 調査対象となっている情報の畳は多く、かつ、複雑であると考え  
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られる。  

③ ②から、データ収集に必要とぎれる標本数が多い。  

④ 情報を想起するために、また、③からも、データ収集において、  

一人あたりに多くの時間がかかる。  

⑤ データ抽出過程において、各個人の情報処理機構が関与すること  

が避けられないので、応答者に与えられる教示などができるだけ  

統制きれることが望ましい。  

⑥ 情報源である各個人の知識・イメージは多くの環境要因（コーチ  

やトレーニング環境など）に影響きれる。したがって、空間的に  

広範囲から標本を抽出する必要がある。  

⑦ 調査対象となる主観的情報の内密性は低い。  

⑧ 自然言語の形式で情報を抽出するという本調査の目標から、また、  

調査で得られた情報の保存・検索・整理の容易さからも、応答者  

に文字で記述きせた方が好ましい。  

◎ データ収集時における副次的データの収集を必要としない。  

⑳ ③や⑦から、方法によってはかなりの費用がかかる。  

⑱ できるだけ詳細に、また、できるだけ多くの情報を個人から抽出  

で馨ることが好ましい。   

以上の各点を考慮すると、⑪以外の点では、質問紙調査法を用いることが適当  

であることを示しているといえる。したがって、本調査では質問紙調査法が採用  

きれた。また、その中でも、配布や回収の確実きから、質問紙の配布の方法は、  

託送調査の方法を採用し、実施方法は上述の④の点から、宿題形式が採用きれた。  

3） 調査対象者の決定   

本調査の対象者の決定においては、具体的に、  

① 母集団の決定  

② 標本数の決定  

③ 標本抽出法の決定  

の点から検討きれた。  
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（1） 母集団の決定   

豊かな情報を持つ者は、痔距離走の経験が豊かな着であり、また、高いパフォ  

ーマンスを有する者が情報をより明確に、そして適切に評価していると仮定でき  

るであろう。したがって、情報の収集は短距離走トレーニングを長期間にわたっ  

て専門的にトレーニングをおこなっているもの、あるいは、高いパフォーマンス  

を有している暑から収集することが第一の集件となる。   

また、調査項目に応答する過程には、内容を言語化するという過程が含まれて  

いる。したがって、既に多くの言語要素を保持しており、それらの要素、文法を  

正確に理解しており、きらに利用できることが必要である。   

以上に2点から、本調査では対象とする母集団として、大学の陸上競技部で専  

門的なトレーニングをおこなっている者とした。  

（2） 標本数の決定   

本調査の目標である情報の抽出の現象を簡易的な確率モデルによりとらえてみ  

る。まず、情報を言語化し、項目化したもの（項目の母集団）が特定数存在し、  

その数をNIとする。各被検者は、その中からいくつかを再生し、応答（記述）  

すると考える。そして、モデルを簡易化する恵めに、各被検者、及び、項目の再  

生は独立であると仮定し、各項目の再生率は全て等しく、P王と仮定する（再生さ  

れれば必ず記述きれると仮定する）。また、本調査では、一人だけが記述した項  

目でも採用きれる。したがって、項目の母集団の全ての項目が、少なくとも1人  

の応答者により再生され、記述きれる確率を0．95以上にすることば、次式のよう  

に示きれる。   

N】  

P  ≧ 0．95  ・・・ （1）  

ここで、Pは任意の項目が少なくとも1回は再生きれる確率である。この値は、  

全ての項目で一定であると上述の仮定から言える。したがって、Pは、   

N  

P ＝1．0－ （1．0－PI）   ・・・ （2）  

と記述可能である。但し、ここで、Nは標本数である。これを（1）に代入する  

と、  
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NNI  

（1．0－（1．0－PI）‡ ≧ 0．95  

となる。したがって、このモデルから必要な標本数を決定するには、特定のPI（  

再生率）とNI（全項目数）のもとで、Ⅳに関する不等式を解けばよい。そこで、  

NI＞0、0＜PI≦1の条件下でNについて解けば、   

1′NI  

Log（1．0－0．95）  
N ≧  

Log（1．0－ P！）  

となる。この不等式において、ⅣⅠ，PIを適当な範囲で変化きせた時の最小の標  

本数を示したのが表7－2－1である。この裏から、必要とする標本数が項目の母集団  

の大ききよりも、項目の再生率に大きく依存していることがわかる。したがって、  

たとえば、再生率を0．05とし、全項目数を5000としても、標本数が224．あ  

れば、全項目が抽出きれる確率が0．95以上という目標が達成きれる。したがって、  

標本数は300以上あれば良いと推定きれる。  

（3） 標本抽出法の遺択   

前述したように、本調査では調査方法として、質問紙調査法を採用し、母集団  

として、「大学の陸上競技部」で専門的なトレーニングをおこなっている者とし  

た。また、調査票の回収率や調査の経済性を考慮しても各個人に郵送するよりは  

大学単位で郵送する方が良いと考えられる。そこで、本調査では大学の陸上競技  

部を集落としてとらえ、その陸上競技部に所属している部員の全てを標本とする  

集落抽出法の形式を採用した。   

以上のような3つの点を考慮して抽出きれた大学の陸上競技部は、12の4年  

制大学の陸上競技部であり、うち6大学は体育学部を有している大学である。そ  

して、優秀な選手がこのような大学に集中している傾向があり、それゆえ、全国  

的なレベルの対校競技会ではこれらの大学が上位を占める。この点で、適切な集  

落が抽出きれたと考えられる。   

次に、集落として抽出きれた陸上競技部のプロフィールを表7－2－2に示す。  
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表7－2－1必要とする標本数の推定  

再生率  
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4） 調査内容の決定   

本調査の対象者の決定においては、具体的に、  

① 調査内容の水準  

③ 調査内容の範囲  

③ 調査項目の代表性  

の点から検討きれた。  

（1） 調査内容の水準の決定   

質問の水準は、大別して、  

① 行動の水準  

③ 意識の水準  

③ 無意識、前意識の水準  

に分類きれる。本調査では、収集する情報が必ずしも行動を伴ったものでなくて  

も点いという点で、行動の水準である必要はない。また、被横着が応答するため  

には、少なくとも過去にその内容を意識化し、調査実施時に再生が可能であるこ  

とが必要であることから、無意識の水準では不可能である。したがって、本調査  

における質問の水準は、必然的に意識の水準に限定きれる。しかしながら、保持  

し、再生できる情報は、個人によって異なっていると考えられるので、これは各  

個人ごとに当てはまるものである。  

（2） 調査内容の範囲の決定   

一般的な質問紙調査では、調査目的に対応して調査内容も単一ではなく、複数  

あることが多いので、特にこの点を明確化する必要があるが、本研究では調査日  

的も調査内容は単一である。すなわち、形式的な被横着のプロフィールを除けば、  

「短距離走の動作に関する主観的情報」のみである。但し、本調査では、応答者  

の理解、再生、反応の促進のために、「情報」という語ではなく、あえて「イメ  

ージ」 、「意識」という語を用いるが、これによる調査内容の拡大・縮小はない  

と考えられる。  
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（3） 調査項目の代表性   

本調査の調査項目は、大まかな4つの身体部位（頭部、上肢郎、体幹部、下肢  

部）に分割した。これは、各身体部位ごとにすることによって、応答暑が情報を  

より多く再生することを促進させるためにも用いられた。  

2． 第1次質問紙調査に掛ナる調査票の作成  

1） 調査項目の決定   

本調査の対象者の決定においては、具体的に、  

① 実施可能性  

② 応答可能性  

③ 質問豊  

の点から検討きれた。  

（1） 実施可能性   

この点では、質問項目について被検暑が正直に応答してくれるかが重要な点で  

ある。このようなことが問題になってくるのは、① エゴディフェンス、③ ハ  

ロー効果、③ 無関心・無知識、④ 社会的通念（規範）、⑤ 調査実施時の環  

境などが、バイアスを持った応答を誘発するからである。本調査の内容は内密性  

が特に高いものではなく、ま泡、応答者は専門家であり、かつ、自己の能力を高  

めることを目指している選手であることから、知識や関心を持っていると考えら  

れる。したがって、この点を特に心配する必要はないので、応答者の抵抗をなく  

すような語法を用いることのみに配凍がなきれた。  

（2） 応答可能性   

この点では、本調査に応答する過程で、① 記憶の曖昧き、② 経験分析の困  

難き、③ 表現の困難さという点が避けられないが、この点では、応答時間を充  

分に与え、また、身体部位ごとに質問項目を細分したり、きらに、キーワードと  

して身体部位を示す語句を表示するなどして対応した。また、応答暑が専門家で  
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あることからも、非専門家を対象とするほどには問題にはならないと推測きれる。  

（3） 質問塞   

この点は、応答率に関与するので重要である。本調査では質問数の点では本調  

査の内容が1つに絞られていることからも、応答数を増すために身体部位ごとに  

質問項目を細分化した。また、1間に対する記入欄をA4・版1ページと大きくす  

ることにより、応答の促進を狙った。さらに、宿題形式にし、応答時間を充分に  

とった。以上のことを考慮して、調査項目は、  

① 所属大学  

② 氏名  

③ 性別  

⑨ 年齢  

⑤ 専門種目  

◎ 競技歴  

⑦ 中間疾走局面での頭部に関するイメージ  

⑧ 中間疾走局面での上肢部に関するイメージ  

◎ 中間疾走局面での体斡部に関するイメージ  

⑩ 中間疾走局面での下肢部に関するイメージ  

⑪ スタート・加速局面での頭部に関するイメージ  

⑳ スタート・加速局面での上腹部に関するイメージ  

⑳ スタート・加速局面での体幹部に関するイメージ  

⑱ スタート・加速局面での下肢部に関するイメージ  

に限定された。  

2） 質問・応答形式の決定  

く1） 質問形式  

質問形式の決定においては、具体的に  

① 個人的か、一般的か  

③ 直接的か、間接的か  
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③ 常態的か、実態的か  

という点から検討きれた。   

①に関しては、できるだけ多くの情報を収集するという点で、個人的内容、及  

び、一般的内容のいずれも含めた。②に関しては、調査内容の内密性が低いとい  

う点で、直接的な質問形式を採用した。③に関しては、本調査の内容が特に時間  

特性とは関係ないので両方の形式を採用した。  

（2） 応答の形式   

応答の形式は、情報を自然音語（日本語）で抽出するという目的から、自由記  

述法を採用し、結果の整理を容易にするために、箇条書で記入するように指定し  

た。  

3） 質問の配列の決定   

本調査では、質問内容の順序の必然性がなく、質問項目数も少ないことから、  

特にこの点については考慮されなかった。但し、フェイスシートの内容の内密性  

が低く、被検者の動機づけを低下きせることはないと考えられたので、結果の整  

理を容易にするためにフェイスシートを最初に配置した。  

4） 質問紙の編集と素案の作成   

以上の点を考慮して、質問紙の編集が行われた。本調査では、実施方法として  

託送法による宿題形式を採用したため、調査員の説明がなくとも実施できるよう  

に、調査日的や記入方法を詳細に記述した。  

3． 第1次調査の予備調査の実施   

作成きれた第1次質問紙調査票について、主に以下に示す点を検討するために  

予備調査がおこなわれた。  

① 質問の量（所要時間）は適当か。  
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③ 調査内容の質問項目への細分化は適当か。  

③ 用語は理解しやすいか。  

④ 応答拒否が認められるか（実施可能性はどうか）。  

⑤ 設定きれた標本数が適当であると言えるか。  

◎ 用紙や記入欄の大きさは適当か。   

予備調査が実施された対象は、大学の陸上競技部において、専門的にトレーニ  

ングしている短距離、ハードル速手、男女計37名であった。なお、対象者の平  

均年齢は19．2歳、陸上競技のトレーニング年数の平均は、6．3年であり、100m  

走の公認自己最高記録の平均は、男子10．99秒、女子12．44秒であった。調査は1  

985年1月におこなわれ、実施方法は宿題法によりおこなわれた。   

予備調査の結果、被横着の報告によると所要時間は20分程度であり、質問塵  

は適当であると考えられた。また、問題の主旨を取り違えたような回答も認めら  

れず、用語も理解しやすいものであると考えられた。回収率が100％であり、  

応答の拒否が認められなかったことから、内容の内密性の問題もなく、実施可能  

性も高いと判断きれた。また、多くの項目が2人以上の被横着によって記述きれ  

ていたことから、プリテスト以上に棟本数を増加させても抽出きれる項目数が直  

線的に増加することば考えられないので、全項日数が1000を越えるとは考え  

られない。また、再生率も、上述のように多くの項目が複数の被横着によって記  

述きれていることからも、平均的な再生率が、0．01以下であるとは考えられない。  

したがって、前述した簡易確率モデルの仮定の下に考えると、先に設定した標本  

数（300以上）は適当であると考えられた。きらに、各賞間において2～3項  

目以上の応答があり、一人当り平均的20項目の応答があったことからも、調査  

内容の質問項目への細分化も適当であると推定きれた。しかしながら、この応答  

敷からみて、1間当りの応答欄（1ページ）は大きすぎ、経済的にも好ましくな  

いという点から、質問紙の大ききをA4からB5に縮小すべきであると判断した。   

以上の点を修正して、「付録1」に示した第1次質問紙調査票が作成きれた。  

4． 第1次調査の実施  

本調査は、1985年3～5月にかけて、託送法と宿題形式を併用して実施き  
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れた。すなわち、大学ごとに質問紙を郵送し、対象者に配布してもらい、回収し  

て返送してもらうという形式で行われた。しかしながら、近隣の数校については  

大学を訪問し、集合調査を行った。なお、この際の実施時間は、20分であった。  

また、託送調査の場合は、調査実施に必要な事項は全て各賞間紙に明記し、委託  

機関の労力の緩和と調査姦件の統制を図った。  

5． 第1次調査結果の整理   

質問紙回収後の結果の整理は、  

① エディティング  

② コーディング  

であり、この順で進められた。なお、本調査の目的が情報の抽出であり、得られ  

たデータが非計量的であることから、コーディングは、分類が中心的作業となり、  

計量的な分析の作業は行われなかった。  

1） エディティング   

調査データの精度を確保するために、エディティングの作業が行われた。この  

作業は、  

① 調査票の確保の点検  

③ 調査票の記入内容の点検  

・ 記入もれの修正  

・無応答者の除外  

・ 判別不能な回答の除外  

・記入欄の誤りの修正  

③ 回収率の算出  

④ 調査票の整理  

であった。なお、回収率は33．5Ⅹ（438件）であった。  

2） コーディング  
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本調査の主なる目的は情報の抽出であるが、それと同時に、これらの情報の棟  

造を記述するための計量的なデータを獲得するために、第2次質問紙調査で用い  

る質問項目（すなわち、情報構造記述のための情報の単位）を構成することであ  

る。したがって、実際にはここでの作業が第1次質問紙調査の結果の「分析」に  

相当する。   

きて、ここでの項目化の作業の目標は、  

① 悉皆性  

抽出きれた情事酌ま、いずれかの項目に反映きれている。  

② 相互排他性  

抽出きれた特定の情報が、複数の項目に反映きれていない。  

③ 単純性  

情報の内容が複合的でない。  

④ 明瞭怪  

情報の意味が多義的に受け取られない。  

という特性を持った情事削こ項目化し、再編成することである。   

このような非計豊的なデータを項目化する場合は、「分類」の作業が重要な意  

味を持つ。つまり、分類作業の進行にしたがって、分類の観点として適当な属性  

が増加、選択、明確化きれ、これにより対象における重要な属性が推定できるか  

らである。したがって、本調査でもこのような「帰納的な分類」を用い、かつ、  

あらかじめ観点をいくつか設定した「演繹的な分類」の手続きも併用した。した  

がって、この分類法の適用により分類観点の拡大や分類観点のレベルの増加が必  

然的に生じた。実際に、分類観点の拡大や分轄観点のレベルの増加の判断にあた  

っては、  

① 相互排他性  

他と同じではないか。  

② 合目的的性  

加えることにより情報量が増加するか。  

③ 分類観点の明瞭性  

観点が曖昧ではないか。  

④ 不可分性  
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これ以上分けられないか。  

⑤ 共通性  

共通に用い ることができる観点、観点のレベルか。  

◎ 発展性  

観点や観点のレベルの発展性（たとえば、他の部位へ）がある  

か。  

⑦ 悉皆性  

観点や観点のレベルのもれはないか。  

⑧ 一貫性  

同じ観点や観点のレベルが得られているか。  

◎ カテゴリー数の適切き  

分類が粗すぎたり、細かすぎないか。  

の点が逐次検討きれた。   

この項目化の具体的な作業過程を以下に示す。  

① 上述の方法で項目化し、小型のカードに1つずつ記入する。  

② カードを身体部位別に分類する。  

③ 上述の方法で、分類していく。   

この事続きにより、再編集きれた項目数を表7－2－3に示す。  

表7－2－3 編集きれた項目数  

身体部位／局面  加速疾走  中間疾走  

頭 部に関する項目  22  

上肢部に関する項目  488 

体幹部に関する項目  33  
下肢部に関する項目  44  

344 

67  

．34  

89  

合 計  147  224  
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Ⅱ． 第2次調査  

1． 第2次調査計画の作成  

1） 第2次調査の目的と目標の明確化   

第2次調査の目的は、短距離走の中間疾走局面（全力疾走）の動作に関する主  

観的情報の主観的・客観的重要度と構造を明確化することである。また、本研究  

における中間疾走局面に関する多くの問題点が、本調査のデータを用いて検証き  

れることになる。したがって、本調査の目的は第3章「本研究の問題」と重複す  

るので割愛する。したがって、本調査の具体的な目標は、主として、これらの問  

題を検証するための  

① 短距離走パフォーマンス  

② 各項目の主観的重要度評定値  

③ 各項目の意識の有無  

に関するデータを獲得することであると言える。  

2） データ収集の方法の決定   

第1次調査において検討したと同様な点と、  

① 計量的なデータを収集しなければならない  

② 信頼性の評価や情報樟造の変化の記述のためにも、同じ条件下で  

何度もテストができる方が好ましい。  

という点から、託送法、宿題形式による質問紙調査法を採用した。  

3） 調査対象者の決定  

（1） 母集団の決定   

第1次質問紙調査と同様な根拠から、大学の陸上競技部で専門的なトレーニン  

グをおこなっている選手に限定した。  
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（2） 標本数の決定   

本調査では、項目間相関係数を高い精度で推定するという点から標本数が設定  

きれた。すなわち、母相関係数と標本相関係数の差異dを指定した推定の精度以  

下になる確率が、95％以上になるように定めればよい。つまり、  

d ≧Ir－βl  

d ＝ 1．96・汀r  

とすればよい。但し、rは標本相関係数、Pは母相関係数、αr相関係数の標準誤  

差である。ここで、相関係数の確率分布は、母相関係数により異なっており、か  

つ、歪んでいるので、フィシヤーのZ変換をおこない正規分布（≒N（0，1／  

（n－3）），nは標本数）に近似する。この分布は、母相関係数と関係なく等  

しいので、  

1  1．0 －「  1．0 － β  

（Log  ー Log  
2  1．0＋「  1．0＋ p  

1／2  

＝1．96・（1．0／（n功一3））  

と変形し、特定のβとr（＝P＋d，β－d）において、n8を求め、n≧naな  

るnを求めればよい。上式をnについて解くと   

2                 （1．96× 2）  
n  

1．0－「  1．0－ P 2   
（Log  ）  － Log  

1．0＋「  1．0＋ β  

となる。これを用いて適当な範囲でβとd変化きせた時の最小の整数nを表7－2－  

4に示した。この場合、rはβ＋dとβ－dの場合があるので、いづれかの多い方  

を採用すれば安全であろう。表に示きれているように、母相関係数にかかわらず、  

400程度の標本数により母相関係数が95％の信頼度でIdl＝0．1の精度の推  

定値が得られることがわかる。以上ことから、標本数は400以上を目標とし、  

回収率を考渡して1000以上とした。  
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表7－2－4 必要とする標本数の推定値  
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注） pは母相関係数、rは標本相関係数を示す  
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3） 標本抽出法の決定   

本調査においても、第1次調査と同様な根拠で集落抽出法が採用きれた。集落  

として抽出された大学の陸上競技部の所在地、標本数などを表7－2｝5に示す。  

表7－2－5 抽出きれた陸上競技部のプロフィール  

所在地  部員数（標本数） 体育学部の有無  
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4） 調査内容の決定  

（1） 調査内容の水準   

本調査では、情報構造と主観的重要度の推定のために、① 重要度の評定デー  

タが必要であり、客観的重要度評価のため、③ 意識の有無のデータが必要とな  

る。   

まず、重要度評価に関しては、情報を刺激として主体に与え、「重要度」とい  

う評価基準に基づいた評価をさせた反応から操作的に情報間の関連性を定轟する。  

そして、この評価基準は、過去、及び、現在における意識の有無を問わない。ま  

た、知識として持っていない情報の評価でも、自己の持っている関連した知識を  

用いて評価することが可能である。また、その「評価」という情報処理過程には、  

与えられた情報以外の既に保持している情報も利用きれ、この種の関連情報、及  

び、その処理過程は必ずしも意識可能な水準であるとは限らない。したがって、  

評価という過程から無意識の水準の情報の影響を除去することばできない。以上  

の点から、意識の水準と無意識の水準の両方が適切である。   

また、意識の有無の応答に関しては、当然、行動の水準の質問となる。  

（2） 調査内容の範囲   

本調査の主な調査内容は、「短距離走の中間疾走動作に関する主観的情報の重  

要度」と「短距離走の中間疾走動作に関する主観的情報の意識」であり、評価さ  

れる主観的精華酌ま、第1次調査によって得られた224項目に限定きれている。  

このように本調査の調査内容は、第1次質問紙調査の結果により既に限定きれて  

いる。  

（3） 調査項目の代表性   

本調査の調査項目ほ、上述したように既に限定されており、これらは多くの専  

門家（選手）から抽出したという点で高い代表性を有していると推測きれる（第  

7章「項目による限界」を参照）。  
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2． 第2次調査における質問紙の作成  

1） 質問項目の決定   

「実施可能性」、「応答可能性」については、第1次調査と同様にあまり問題  

点はない。特に、客観評価法であるという点で、第1次調査よりも応答に対する  

抵抗はないと考えられる。ただ、数値による評価が困難なので、あまり深く考え  

ずに直感的に応答するようにさせた。   

また、「質問量」については、本研究の場合、項目が多いことから必然的に多  

くなってしまうので、特に注意を要した。つまり、直接的に項目間関連性を評価  

きせることも可能であるが、「質問形式の決定」のところで述べるように、質問  

項目数を減らすためにも、一対比較の形式は避け、各項目を評価する形式にした。  

また、被検者の心理的負担を低減きせ、回収率を向上きせるためにも、両面刷り  

にし、ページ数を少なくし、行間隔や文字の大ききなども考慮した。そして、本  

調査では、以上のことを考慮して次の項目を採用した。  

日
 
 

学
 
 

種
 
 

大
 
 

属
 
名
 
別
 
齢
 
門
 
 

所
 
氏
 
性
 
年
 
専
 
 

①
 
③
 
③
 
⑨
 
⑤
 
 

⑥ 専門種目の公認自己最高記録  

⑦‘短距離走種目の公認自己最高記録  

⑧ 短距離種目の兼・非公認記録  

◎ 各項目の重要度  

⑩ 各項目の意識の有無  

⑫ 最も重要な項目  

⑫ 最も注意している項冒  

但し、⑧⑲⑬は参考として採り入れられた。  
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2） 質問・応答形式の決定  

（1） 質問形式   

本調査では、情報源が個人の賀している情報であり、また、個人の評価を可能  

とするためにも、個人的な基準を持って評価させ、また、内密性の低い内容なの  

で、直接的な質問形式が用いられた。きらに、各項目の重用度の評価などについ  

ては、実態的な形式を採り、パフォーマンスについては常態的な形式を採った。  

（2） 応答形式   

各項目の「重要性」についての質問の応答形式は、「第2章 関連文献の抄録」  

および、「質問童」において述べた点から、中性カテゴリーが中央にある7段階  

の評定尺度法を用い、各カテゴリーには充分に吟味した程度表現の副詞を用いた。  

また、各カテゴリーには、被検者にカテゴリーの等間隔性をより意識きせるため  

に、1～7の数値を与え、記入方法は、記入ミスと記入の労力を低減きせ、かつ、  

コーディングが行いやすいように、与えられた数値を丸で囲む形式を採用した。   

きらに、各項目の「意識の有無」についての質問の応答は、反応の種頸を「有」  

と「無」に限定し、それぞれに0，1の数値を与え、同様に丸で囲んで応答する  

形式を採用した。  

3） 質問の配列の決定   

まず、フェイスシートは、本来、最後にあるべきであるが、コーディングを容  

易にするため、また、記名方式であることを応答者に始めに知らせるために最初  

に配置した。   

また、質問紙に応答していく過程が、各個人の情報処理の状態に影響し、応答  

に対し系統的な作用を及ぼきないとは言えないが、本研究は質問童が膨大である  

ことから、多くの配列を考慮して質問紙を複数構成することとま困煮である。した  

がって、質問の配列は1通りにした。そして、項目は「頭部」、「上腰部」、「  

体幹部」、「下腹部」の順に配列きれた。   

きらに、「重要度」と「意識の有無」の評価は、本来、別の位置に配置し、相  
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互の影響を除外する方が好ましいが、応答者の労力を緩和するために各項目ごと  

に「重要度」、「意識の有無」の順で続けて評価きせる方法を採った。  

4） 調査票の編集と素案の作成   

以上の点を考慮して、質問紙の編集が行われた。ここでは特に、託送法による、  

宿題形式を採用したため、説明がなくとも実施できるように、調査日的、記入方  

法を例を入れて詳細に説明した。  

3． 予備調査の実施と素案の修正   

上述のように作成きれた第2次質問紙について、主に以下に示す点を検討する  

ために予備調査がおこなわれた。  

① 質問の豊（所要時間）は適当か。  

② 用語が理解しやすいか。  

③ 応答拒雪が認められるか（実施可能性はどうか）。  

⑨ 文字、記入欄、用紙の大ききば適当か。  

予備調査が実施きれた対象は、大学の陸上競技部において、専門的にトレーニン  

グしている短距離、ハードル選手、男女計37名であった。なお、対象者の平均  

年齢は19．2歳、陸上競技のトレーニング年数の平均は、6．3年であり、100m走  

の公認自己最高記録の平均は、男子10．99抄、女子12．44秒であった。調査は19  

85年6月におこなわれ、実施方法は宿題法によりおこなわれた。   

予備調査の結果、被横着の報告によると、所要時間は30～40分程度であり、  

質問童としては限界であると考えられた。したがって、スタート加速局面の調査  

は同時には実施できないと判断された。また、応答の仕方を間違えたような回答  

も認められず、用語も理解しやすいものであったと考えられた。きらに、回収率  

が100％セあり、応答の拒否が認められなかったことから、内容の内密性の問  

題もなく、実施可能性も高いと判断きれた。したがって、特に大きな問題点もな  

く、「付録2」に示す第2次質問紙調査票が作成された。  
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4． 第2次調査の実施   

本調査は1985年9～12月にかけて、託送法と宿題形式を併用して実施き  

れた。すなわち、大学ごとに質問紙を郵送し、対象者に配布してもらい、回収し  

て返送してもらうという形式でおこなわれた。また、調査実施に必要な事項は全  

て各賞問紙に明記し委託機関の労力の緩和と、調査条件の統制を囲った。なお、  

回収率は、42．6％（543件）であった。  

5． 第2次調査の結果の整理   

コーディングを必要としないようにカラムを付加するなどして構成したので、  

エディティングのみであった。   

調査データの精度を確保するために、エディティングの作業が行われた。この  

作業は、  

① 調査票の確保の点検  

② 調査票の記入内容の点検  

・記入もれの修正  

・無応答者の除外  

・判別困難な回答の除外・修正  

・記入欄の誤りの修正  

③ 回収率の算出  

⑨ 調査票の整理  

であった。そして、解析のため筑波大学学術情報処理センターの大型計算機シス  

テム（FACOM M780／20）に投入きれた。  
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Ⅲ． 第3次調査  

1． 調査の目的と目標の明確化   

第3次調査の目的は、矩距離走のスタート・加速局面（全力疾走）の動作に関  

する主観的情報の主観的・客観的重要度と樵造を明確化することである。また、  

本研究におけるスタート・加速局面に関する多くの問題点が、本調査のデータを  

用いて検証されることになる。したがって、本調査の目的は第3章「本研究の問  

題」と重複するので割愛する。したがって、本調査の具体的な目標は、主として、  

これらの問題を検証するための  

① 頬距離走パフォーマンス  

② 各項目の主観的重要度評定値  

◎ 各項目の意識の有無  

に関するデータを獲得することであると言える。   

なお、第3次調査は、予備調査の結果、質問豊から考慮して第2次調査に含め  

ることができないと判断きれたために除去した「スタート・加速局面」に関する  

調査である。したがって、調査内容の特性や調査票、実施の形式も第2次調査と  

ほとんど等しいので、同じ部分は割愛する。  

2． 調査対象者の決定   

第2次調査のデータを用いて、種々の一般的な特性が検討きれた後であること  

から、その点を踏まえ、矩距離走能力が高く、経験も豊富であることから、最も  

重要な情報が得られる短距離選手のみを対象とした。第3次調査において用いら  

れた標本を表7－2－6に示す。  

3． 第3次調査の実施   

第3次調査ば、1989年7～8月に実施され、回収率は100％であった。  

なお、「付録3」に第3次質問紙調査票を掲載した。  

－137－   



4． 第3次調査の結果の整理   

第2次調査と同様にデータのエディティングが行われ、解析のため筑波大学学  

術情報処理センターの大型計算機システム（FACOM M780／20）に投  

入きれた。  

蓑7－2－6  抽出きれた陸上競技部のプロフィール  

大学名  所在地  部員数（標本数） 体育学部の有無  

TS  茨城県  48  有  

TJ  東京都  36  有  

合計  844 
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Ⅳ． 第4次調査  

1． 調査の目的と目標の明確化   

第3次調査の目的は、第1，2次調査の信頼性の検討であり、具体的には、再  

テスト法による信頼性を推定するためのデータを収集することである。   

但し、第2，3次調査は、調査対象、質問形式、応答形式が類似していること  

から、第1次調査票のみを用いた。  

2． 調査対象者の決定   

第2，3次調査と整合性をもたせるため、それらの調査対象者と類似した標本  

を用いた。つまり、矩距離走能力が高く、経験も豊富であると考えられる大学の  

痔距離連手を標本とした。なお、第4次調査で用いられた標本を褒7－2－8に示す。  

3． 第4次調査の実施   

第4次調査は、1989年10月に集合法で実施され、回収率は100％であ  

った。  

4． 第4次調査の結果の整理   

第2，3次調査と同様にデータのエディティングが行われ、解析のため筑波大  

学学術情報処理センターの大型計算機システム（FACOM M780／20）  

に投入きれた。  
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表7－2－8 第4次調査の標本のプロフィール  

経験年数（年） 専門種目 100mタイムl）  

男
男
男
男
男
女
女
 
 

10．49  

10．50  

10．58  

10．61  

11．2  

12．3  

12．8  

400m  

10 Omm 

lO Om  

200m  

400m  

400m  

lO OmH  

A
 
K
 
K
 
N
 
M
 
K
 
Y
 
 

K
 
K
 
T
I
 
T
T
n
 
T
 
Y
 
S
 
 
 

6
 
0
 
0
 
0
 
7
 
9
 
9
 
 

1
 
1
 
 
1
 
 

1）公認自己最高タイム（秒）  
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第 8 章  

評定尺度の検討  
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第1節 評駅度醐テ剖一間哨間隔性の検討   

本研究では、適用きれる因子分析法のために、また、MDSで用いられる非類  

似性の構成のために、ピアソンの積率相関係数を用いること、及び、各項目の主  

観的重要度の推定後に統計的仮説検定を行うことから、用いられた評定尺度の各  

カテゴリー間の等間隔性が満たきれているかを検討した。まず、主観的重要度の  

心理学的連続体を原型尺度とし、これが、正規分布に従うという仮定の下に、系  

列カテゴリー法によって算出した各カテゴリーの尺度値を表8－ト1に示した。衰の  

左側は全項目の頻度を合計して算出したものであり、右側は各項目の分散が異な  

っていることを考慮して各項目ごとにカテゴリー間隔を算出し、最終的に平均化  

したものである。なお、実際の評定尺度と同様にレンジを1～7の6に調整して  

ある。この裏から、2～3の間がやや狭くなっているが、他のカテゴリー間隔は  

大差がない。したがって、厳密には、カテゴリー間が等間隔であるとは言い難い  

が等間隔を仮定することが可能であると考えられる。   

きて、本研究で実際に情報の構造を推定する直接的なデータとなるのは、ピア  

ソンの積率相関係数である。したがって、この相関係数において、実質的な差異  

が認められなければ、正規分布の過程を持ち込んでカテゴリーの尺度値を算出し、  

その値を用いて相関係数を算出しなくとも、カテゴリー間の等間隔性を仮定して、  

相関係数を算出することが合理的であろう。そこで、  

① カテゴリー間の等間隔性を仮定して尺度値を与え、その場を用いて  

算出したピアソンの積率相関係数  

② カテゴリーの順序情報のみを利用して算出した、スピアマン、及び、  

ケンドールの順位相関係数  

③ 前述の2つの系列カテゴリー法によって算出した尺度値を用いて算  

出したピアソンの積率相関係数  

の各方法によって得られた相関係数、及び、その絶対値の平均値、標準偏差を示  

したのが、蓑8一卜2～5である（正規化のためFisherのZ変換が用いられた）。   

この裏で、相関係数の標準偏差に注目すると、全ての部位において、いずれの  

方法による相関係数の場合も大差がない。このことば、上記のいずれの方法を用  
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表8－ト1 系列カテゴリー法によって算出された尺度値  

尺度11）  尺度22）  

カテコ“リー  

尺度値  間隔  尺度値 間隔  

1．000  

2．021  

2．662  

3．667  

4．847  

5．833  

7．000  

1  1．000  

2  2．198  

3  2．869  

4  3．836  

5  4．900  

6  5．751  

7  7．000  

1．021  

0．641  

1．005  

1．180  

0．985  

1．167  

1．198  

0．671  

0．967  

1．064  

0．851  

1．249  

1）全項目の頻度を合計して算出  

2）項目ごとに尺度値を合計して平均化  

表8一卜2 各方法による相関係数の平均と標準偏差（頭部）  

相関係数の算出法  絶対値の平均  標準偏差  

ピアソンの相関係数  0．173  

スピアマンの順位相関係数  0．180  

ケンドールの順位相関係数  0．154  

系列コテゴリー法1）  0．172  

系列カテゴリー法2）  0．120  

0．140  

0．158  

0．137  

0．143  

0．139  
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表8一卜3  各方法による相関係数の平均と標準偏差（上肢部）  

相関係数の算出法  絶対値の平均  標準偏差  

ピアソンの相関係数  

スピアマンの順位相関係数  

ケンドールの順位相関係数  

系列コテゴリー法1）  

系列カテゴリー法2）  

0．141  
0．151  

0．130  

0．142  
0．138  

0．177  

0．167  

0．142  

0．173  

0．164  

表8一ト4  各方法による相関係数の平均と標準偏差（体幹部）  

相関係数の算出法  絶対値の平均  標準偏差  

ピアソンの相関係数  

スピアマンの順位相関係数  

ケンドールの順位相関係数  

系列コテゴリー法l）  

系列カテゴリー法2）  

0．158  

0．164  

0．141  

0．159  

0．155  

0．192  

0．180  

0．154  

0．188  

0．178  

表8一卜5  各方法による相関係数の平均と標準偏差（下肢部）  

相関係数の算出法  絶対値の平均  標準偏差  

ピアソンの相関係数  

スピアマンの順位相関係数  

ケンドールの順位相関係数  

・系列コテゴリー法1）  

系列カテゴリー法2）  

0．137  
0．133  

0．114  

0．138  

0．136  

0．175  

0．146  

0．124  

0．173  

0．165  

1）全項目の頻度を合計した場合  
2）項目毎に間隔を算出して平均した場合  
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いても、得られる項目間相関係数の散布度には差がないことを示している。また、  

相関係数の絶対値の平均値に注目すると、下肢部におけるケンドールの順位相関  

係数が若干低い値を示している以外は、いずれの部位においても方法間の差異は  

少ない。これは、いずれの方法でも、相関係数の絶対値の差異が少ないことを示  

している。これらのことは、相関係数の値自体が類似していることを暗示してい  

ると言えよう。   

次に、この点をさらに明らかにするため、各方法による相関係数の対応を考慮  

して、上述した各方法による相関係数間の類似度を検討するために、相関係数間  

のピアソンの積率相関係数と因子不変性の評価に利用きれているcoefficien七Of  

COngruenCeを算出した結果を表8－ト6～9に示した。この表に示きれているように、  

どちらの指標を用いても、また、どの方法による相関係数の間においても、はと  

んどが、0．95以上の値を示していることが認められる。そして、その中でも、特  

に、カテゴリー間の等間隔性を仮定して算出したピアソンの相関係数と系列カテ  

ゴリー法によって算出した尺度値を用いて算出したピアソンの積率相関係数間は、  

一つの例外を除いて、相関係数、COefficien七Of congruenceが0．99以上であるこ  

とが認められる。   

以上のことから、評定尺度のカテゴリー間の等間隔性を仮定しても、情報の模  

造を推定するための直接的データとなる相関係数においては問題がないと言える。  

したがって、カテゴリー間の等間隔性を仮定して相関係数を算出し、これを基に  

情報構造の推定をおこなうことが可能であると推測された。  
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表8－1－6  相関係数間の相関係数とcoefficien七of congruence（頭部）  
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表8－ト7 相関係数間の相関係数とcoefficien七of congruence（上肢部）  
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表8－卜8 相関係数間の相関係数とcoefficien七of congruence（体幹部）  
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表8－1－9  相関係数間の相関係数とcoefficien七of congruence（下腹部）  

R P R S R K E
 
 

C
 
 

R
 
 

T
 
 

C
 
 

R
 
 

T
 
E
 
 

P
 
S
 
山
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C
 
 

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

．974   ．972  

962  1．000  

959   ．999  

998   ．959   ．955  

996   ．966   ．963  
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0
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n
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9
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．998  

注1） 上段：coefficien七of congruence；下段：相関係数  

注2） RP ：ピアソンの横宰相関係数  

RS ：スピアマンの順位相関係数  
R壬く ：ケンドールの順位相関係数  

RCT：全項目の頻度を合計した系列カテゴリー法  
による尺度値を用いたピアソンの積率相関  

係数  

RCE：項目毎に系列カテゴリー法によって算出し  

た間隔を平均して求めた尺度値を用いたピ  

アソンの積率相関係数  
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第2節 質問紙調査の信離の検討   

本節では、第4次質問紙調査のデータを用いて、被横着の評定（主観的重要度，  

意識の有無）の信頼性を検討することを目的としている。この調査では再テスト  

法の形式を用いているが、被検者数が少ないこともあり、各個人ごとの評価の再  

現性を評価の一致度の点から検討する。   

蓑8－2－1は、各個人ごとに算出した2回の評価の一致係数（主観的重要度）と一  

致度（意識の有無）を示したものである。衰に示きれているように、いずれの被  

横着も高い再現性を示していることが認められる。したがって、この結果から第  

2，3次質問紙調査における被横着の評価もかなり信頼できるものであると推測  

される。  

表8－2－1評定の再現性  

被横着  一致係数l）  一致度2）  

3
 
1
1
1
6
7
9
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

7
 
1
5
 
1
9
5
2
 
 

9
9
9
9
9
8
9
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A
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S
 
 

6
 
9
3
6
3
（
U
4
 
 

5
 
8
7
9
7
1
 
7
 
 

9
 
9
9
 
9
9
9
 
9
 
 

1）主観的重要度  

2）意識の有無（％）  
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第 9 葺  

情報の主観的重要度の検討  
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多くの指ヰやコーチングにおいて、その最大の目標は、選手や学習者のパフォ  

ーマンスの向上であると考えられる。したがって、動作に関する主観的情報を実  

際に指導やコーチングに役立てるためには、高い頒距離走能力の保持者であり、  

かつ、その専門家である短距離走選手の知識を明確にし、それを他者が利用でき  

るようにすることが望まれる。そして、特に、専門家がどのような内容を重視し  

ているかということが、直接的であり、かつ、重要な情報であろう。そこで、本  

章では、まず、短距離選手の重要度評価の情報を利用して、各項目の主観的重要  

度が推定きれ、さらに、推定きれた主観的重要度の一般性の検討がなきれる。  

削節 情報の主鮒重要度の推定  

1． 中間疾走局面   

まず、本節では、「中間疾走局面」の動作に関する情報の主観的重要度が推定  

きれた。具体的には、主観的情報の生産者であり、かつ、利用者である各標本が  

各情報に対してもっている主観的重要度を7段階の評定尺度の形式で評価した場  

合の値をもって、その個人の当該情稚に対する主観的重要度とした。そして、各  

情報の主観的重要度の推定においては、穎距離走の経験が豊富であり、高い短距  

離走パフォーマンスを脅しているという点で、最も情報を正確に、かつ、詳細に  

評価していると考えられることから、推定に利用する標本は短距離走連手に限定  

した。標本を短距離走の専門家に限定することば、専門家の優れた知識を抽出す  

るという本研究の目的に基づくものである。なお、主観的重要度は各標本の主観  

的重要度の平均値として推定きれた。   

表9一卜1は、矩距離選手群における主観的重要度の平均値において、5．0以上の  

値を示した項目を示したものである。7段階評定における各評定値に対する主観  

的重要度の程度を示す表現が、  
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表9一卜1矩距離選手群において高い主観的重要度を示した項目  

項目番号  内 容  平均  標準偏差  

T17 腰の位置を高く保つ  

A耶 肩をリラックスきせる  

A46 腕をリラックスきせる  

T25 腰を後ろに残きず乗せていく  

L86 ピッチの速きを強調する  

L71 膝を柔らかく使う  

＝17 顎を引く  

L85 ストライドを広くして走る  

A3  手は軽く掘る  

L55 膝を高く上げる  

L57 膝を前に引き出す  

T24 腰を入れる  

Tl 上体を前傾きせる  

Ll 一直線上を走る  

掴5 できるだけ速く腕を振る  

L37 まっすぐキックする  

L16 着地時間を短くする  

A22 腕を前後に大きく振る  

A33 臓を締めて振る  

L41 足を大脇に引き込むつもりで引き付ける  

T28 腰を脚とともに引き出す  

L88 脚の回転を強調する  

L24 地面を押す様にキックする  

L60 膝をまっすぐ引き出す  

9
 
4
 
7
 
2
 
1
 
9
 
1
 
5
 
1
 
（
U
 
O
U
 
6
 
3
 
0
 
8
 
7
 
5
 
1
 
1
 
6
 
4
 
3
 
2
 
1
 
1
 
（
U
 
q
U
 
O
O
 
6
 
5
 
5
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
0
 
0
 
∧
U
 
（
U
 
O
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
＿
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

6
 
6
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

－151－   



評定値  程度の表現  

全く重要でない  

重要でない  

余り重要でない  

どちらとも言えない  

やや重要である  

重要である  

非常に重要である  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
7
 
 

であることから、平均値5．0以上ということば、短距離走選手の集団においての主  

観的重要度の平均的評価が「やや重要である」以上である項目であると言える。  

そして、七検定（‖臼：〟＝4．0）の結果、これらの全ての項目で有意差が認められ、  

短距離選手の母集団において中性的判断以上の平均を有する確率が高い項目であ  

ると推測される。表に示きれているように、最も高い憤を示した項目は、「腰の  

位置を高く保つ」であり、以下、「肩をリラックスきせる」、「腕をリラックス  

きせる」、「腰を後ろに残さずに乗せていく」・・・である。ここに上げられて  

いる項目は、多くの経験豊かな、高い矩距離走パフォーマンスを有する者が高い  

共通性をもって重視しているという点で主観的に重要な項目であると言えよう。   

また、「腰の位置を高く保つ」、「肩をリラックスきせる」、「腰を後ろに残  

きず乗せていく」、「膝を高く上げる」、「手は軽く掘る」、「腰を入れる」、  

「まっすぐキックする」、「臓を締めて（腕を）振る」など、表に示されている  

項目の内容は、多くの指導書に示きれている内容や実際に指導場面において指導  

者から教示きれる内容とほとんど一致することがわかる（挽川正一，1949；浅川正  

一，1960；浅川正一，1973；B．ジョーダン，1972；B．ウイツシュマン，1972；D．A  

．セミョーノフ，1962；G．ダイソン；1972；G．シュモリンスキー，1982；学校体育  

研究同士会，1979；G．T．ブレスナーン；1976；J．ブッシュ，1979；鎌田節夫，192  

7；金原 勇，1964，1966，1976；首藤高良，1975；L．S．ホメンコフ，1955；M．A．  

チェレフコフ，1972；丸山音五郎，1971；三沢光男，1982；N．G．オゾーリン，1969  

；日本陸上競技連盟，1934，1966，1987，1988；織田幹雄，1975；小野勝次，1963；大  

島鎌吉，1971；P．ジョーダン，1972；佐々木秀幸，1988；佐々木等，1986；トム・エ  

ツカー，1979；トニー・ネット，1973；山本邦夫，1963；山本邦夫，1965，1972，1976  

，1980；安田弘嗣，1929；ゼノン・ヴァジニ，1975）。したがって、そのような多く  
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の指導書や指導者に支持きれている内容は、現在、痔距離走トレーニングを実施  

している選手においても支持されており、経験的にこれらの内容が好ましいもの  

であることを示していると言えよう。したがって、これらの項目は経験的に重要  

な項目であると言えよう。   

蓑9－1－2は、短距離グループにおける主観的重要度の平均値において、3．0以下  

の値を示した項目を示したものである。上記の7段階評定における各評定値に対  

する主観的重要度の程度を示す表現から、平均値3．0以下であるということば、短  

距離集団においての主観的重要度の平均的評価が「あまり重要でない」以下であ  

る項目であると言える。そして、も検定（HB：〟＝4．0）の結果、これらの全ての項  

目で有意差が認められ、矩距離連手の母集団において中性的判断未満の母平均を  

賀する確率が高い項目であると推測される。   

表に示きれているように、最も低い値を示した項目は、「目をつぶる」であり、  

以下、「上を見て走る」、「首を上下に動かす」、「首を左右に振る」・・・で  

ある。ここに上げられている項目は、多くの経験豊かな、高い矩距離走パフォー  

マンスを有する暑が高い共通性をもって重視していないという点で主観的に重要  

でない項目であると言えよう。   

また、「目をつぶる」、「しかめ面をする」、「顎を突き出す」、「腹を出す」  

、「手はぎゅっと掘りしめる」、「隣の選手を見る」など、表に示されている項  

目の内容は、常識的にも好ましくないことが判断できる内容や多くの指導書や実  

際の指導場面における指導者の教示において好ましくないものとして示きれたり、  

注意される内容と一致することがわかる。   

以上のように、短距離選手による主観的重要度評価に基づいて推定された「中  

間疾走局面」の動作に関する情報の主観的重要度は、過去の先人達の経験に基づ  

いた指導書やコーチの意識と類似しており、ここで推定きれた主観的重要度は妥  

当であると推測きれる。また、この主観的重要度は多くの優れた専門家の重要度  

判断と一致していることから、「経験的重要度」として一般化することが可能で  

あろう。  
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表9・卜2 短距離選手群において低い主観的重要度を示した項目  

項目番号  内 容  平均  標準偏差  

‖7  日をつぶる  1．90  
日12 上を見て走る  1．96  

‖25 首を上下に動かす  2．02  
＝24 首を左右に掘る  2．03   

日l しかめつらをする  2．06  

日18 顎を突き出す  2．07  
＝19 首に力を入れる  2．罰  
＝6  口をばくばくきせる  2．09  

T2  上体を後傾きせる  2．09   
‖33 口の中で歌を歌いながら走る  2．15  

‖8  日を細める  2．20  
A26 肘を体側でブロックして前に出さない  2．23   
A27 肘を体側でブロックして後ろに引かない  2．28   
A29 後ろの方で辛が円を描く  2．30   

T13 腹を出す  2．32  
T6  背を反らせる  2．34  

A2  手はぎゅっと掘りしめる  2．35   
A28 前の方で辛が円を描く  2．36  
A7  手の平を上に向ける  2．41   
日9  日を大きく開ける  2．44  
A52 肩を上下動きせる  2．45   
T22 尻を後ろに出す  2．45   
日26 首の掘りでリズムをとる  2．48  

A6  手の甲を上に向ける  2．50  
日22 首を前に突き出す  2．52   
H3  笑い顔で走る  2．56  

T5  背中を丸める  2．59  

日32 シューシュー等と言いながら走る  2．57   
A36 腕は後ろで内側にはいる  2．64   
A35 腕は前で外側に出る  2．67  

A50 肩を回転きせる  2．67   
A51 肩をローリングさせる  2．70  

日4  歯をくいしばる  2．72   

‖21 首を上に伸ばす  2．乃   
L17 着地時間を長くする  2．72   

日13 隣の選手を見る  2．74   
A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  2．75   
A30 手で空気をかく  2．80   
T9  胸を引く  2．97   

日34 自分の足音を聞く  2．98   
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2．  加速疾走局面   

本節では、「加速疾走局面」に関する情報の主観的重要度が推定きれる。なお、  

主観的重要度の推定法は、「1．中間疾走局面」と同じである。   

表9－1－3は、短距離選手群における主観的重要度の平均値において、5．0以上の  

値を示した項目を示したものである。7段階評定における各評定値に対する主観  

的重要度の程度を示す表現を考慮すると、平均値5．0以上ということば、短距離走  

選手の集団においての主観的重要度の平均的評価が「やや重要である」より高い  

項目であると言える。そして、t検定く帖：〟＝4．0）の結果、これらの全ての項目  

では有意差が認められ、短距離選手の母集臥こおいて中性的判断より高い母平均  

を有する確率が高い項目であると推測きれる。   

表に示されているように、最も高い憤を示した項目は、「肩をリラックスさせ  

る」であり、以下、「着地時間を短くする」、「腰を高く保つ」、「ピッチを速  

くする」・・・である。ここに上げられている項目は、多くの経験豊かな、高い  

痔距離走能力を有する者が高い共通性をもって重視しているという点で主観的に  

重要な項目であると言えよう。   

また、「ピッチを速くする」、「徐々に体を起こす」、「腕振りで脚の動作を  

リードする」、「徐々に体を上げていく」、「腰を入れる」、「徐々にストライ  

ドを大きくする」、「臓を締めて腕を振る」、「膝をまっすぐ引き出す」など、  

表に示きれている項目の内容は、多くの指導書に示きれている内容や実際に指導  

場面において指導者から教示される内容と乙まとんど一致することがわかるく文献  

の詳細は、1．を参照）。したがって、このような多くの指導書や指導者に支持  

きれている内容は、現在、矩距離走トレーニングを実施している選手においても  

支持されており、経験的にこれらの内容が好ましいものであることを示している  

と言えよう。したがって、これらの項目は経験的に重要な項目であると言えよう。  
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表9－ト3 短距離選手群において高い主観的重要度を示した項目  

項目番号  内 容  平均  標準偏差  

A37 肩をリラックスきせる  

L2  接地時間を鰻くする  

T33 腰を高く保つ  

L6  ピッチを速くする  

A4  徐々に体を起こす  

A33 腕をリラックスきせる  

L5  脚の引き付けを強調する  

T15 腹筋を締める  

A47 腕掘りで脚の動作をリードする  

＝3  徐々に顔を上げていく  

A16 できるだけ速く腕を振る  

T19 腰を入れる  

T31 腰の上下動をなくす  

L24 足で地面をひっかく  

L8  徐々にストライドを大きくする  

A29 臓を締めて腕を振る  

L15 膝をまっすぐ引き出す  

5．82  1．03   

5．81  1．07   

5．64  1．08   

5．60  1．01   

5．47－  1．15   

5．42  1．13   

5．41  1．07   

5．37  1．06   

5．35  0．95   

5．29  1．13   

5．26  1．16   

5．15  1．27   

5．08  1．26   

5．04  1．21   

5．04  1．04   

5．01  1．35   

5．00  1．10  
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衰9－ト4は、短距離グループにおける主観的重要度の平均値において、3．0以下  

の値を示した項目を示したものである。上記の7長那皆評定における各評定値に対  

する主観的重要度の程度を示す表現から、平均値3．0以下であるということば、痔  

距離集団においての主観的重要度の平均的評価が「あまり重要でない」未満であ  

る項目であると言える。そして、t検定（帖：〟＝4．0）の結果、これらの全ての項  

目は有意差が認められ、短距離選手の母集団において中性的判断未満の母平均を  

有する確率が高い項目であると推測される。   

表に示されているように、最も低い値を示した項目は、「顔をすぐに上げて前  

を見る」であり、以下、「他者（横）を見る」、「笑い顔をする」、「しかめ面  

をする」・・・である。ここに上げられている項目は、多くの経験豊かな、高い  

短距離走パフォーマンスを有する暑が高い共通性をもって重視していないという  

点で主観的に重要でない項目であると言えよう。   

また、「顔をすぐに上げて前を見る」、「他者（横）を見る」、「〈腕の）横  

振りをする」など、衰に示きれている項目の内容は、常識的にも好ましくないこ  

とが判断できる内容や多くの指導書や実際の指導場面における指導者の教示にお  

いて好ましくないものとして指摘きれたり、逆手に注意する内容と一致すること  

がわかる。   

以上のように、短距離逆手による主観的重要度評価に基づいて推定きれた「加  

速疾走局面」の動作に関する情報の主観的重要度は、過去の先人達の経験に基づ  

いた指導書やコーチの意識と類似していることから、ここで推定きれた主観的重  

要度は妥当であると推測される。また、この主観的重要度は多くの優れた専門家  

の重要度判断と一致していることから、「縫験的重要度」として一般化すること  

が可能であろう。  
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表9一卜4 短距離選手群において低い主観的重要度を示した項目  

項目番号  内 容  平均  標準偏差  

H8  顔をすぐに上げて前を見る  

H9  他者（横）を見る  

目ll 笑い顔をする  

＝12 しかめ面をする  

‖13 歯を食いしばる  

‖15 首を振る  

A2  手をぎゅっと掘りしめる  

A6  手の平を下に向ける  

A14 肘を後方で伸ばす  

A19 小きく腕を振る  

A21 徐々に小さな腕振りにする  

A30 横掘りする  

A35 腕で空気を後方にかく  

A36 肩を緊張きせる  

A40 肩竃回転させる  

T2  ころぶ寸前まで前傾する  

T8  背を丸める  

TlO 背を曲げ伸ばしする  

T17 腹を前に出す  

T21 腰を後ろに引く  

T22 腰を曲げる  

T23 尻を後ろに出す  

T25 腰を横掘りする  

T32 膿を低くする  

Ll 接地時間を長くする  

L36 外股で走る  

L37 内股で走る  

2．79  1．18  

1．90  1．06  

2．83  1．42  

2．32  1．16  

2．60  1．25  

1．92  0．92  

2．61  1．04  

2．59  1；30  

2．51  1．21  

2．74  1．10  

2．85  1．26  

2．01  1．06  

2．97  1．23  

2．40  1．22  

2．90  1．20  

2．55  1．19  

2．95  1．20  

2．購  1．18  

2．69  1．21  

2．90  1．13  

2．60  1．11  

2．45  1．06  

2．65  1．21  

2．76  1．21  

2．47  1．⊇1  

2．78  1．15  

2．97  1．13  
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第2節 主観的重要度の一般性の鮒  

主観的重要度の判断は、被検者の特性や問題となっている疾走局面に影響きれる  

と考えられる。そこで、本筋では、「被検者」と「疾走局面」に関する主観的重  

要度の一般性の検討を行う。  

1． 被検者に関する主観的重要度の差異の検討   

ここでは、主観的重要度判断に関与していると考えられる特性として、被横着  

の「運動経験」、「矢岳距離走能力」、「性」を採り上げ、これにより分類された  

各群から得られた主観的重要度の類似性の点から検討きれた。具体的には、各特  

性を反映した標識として、「専門種目」、「100m走タイム」、「性」が採用  

きれ、相関係数と共分散分析が用いられた。  

1） 中間疾走局面   

まず、第1節において推定きれた「中間疾走局面」の動作に関する情報の主観  

的重要度の被検者に関する一般性の検討が行われる。表9－2－1に標本を示す。   

衰9－2－2は、性別と専門種目によってグループ分けした各々の群において推定し  

た各項目の主観的重要度間の相関係数を示したものである。表に示きれているよ  

うに、各群間の相関係数はそのほとんどが0．9以上であり、全体的には非常に矯似  

した傾向があると言える。したがって、この点から、ここで推定きれた情報の主  

観的重要度は一般性が高いと言えよう。   

また、特に、ここで興味深いことば、異なった専門種目の群と比較するとほと  

んどの場合、同性の群との方が異性の群とよりも高い相関を示していることであ  

る。具体的には、24（＝3×8）の麓合せのうち、2つの組合せ以外でこの傾  

向が認められる。この相関係数は当然標本誤差を含んでいるが、これを無視して  

大ざっばに考えると、同性とより高い相関を示すか否かという事象の生起が全く  
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衰9－2－1標 本  

矩距離群  

中・長距離群  

跳躍群  

投榔群  
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表9－2－2 各群において得られた主観的重要度間の相関係数  

群   



偶然であると仮定した場合に、ここで得られた結果が生じる確率は、約1．645×1  

0‾5と非常に小きく、このことからこの結果が偶然に生じた可能性は非常に低いと  

言えよう。したがって、異性間よりも同性間の方が各項目を重視するパタンが類  

似していることを示していると考えられ、性差が情報の主観的重要度判断と関連  

性があることを暗示するものであろう。   

次に、各項目ごとに検討するため、「運動経験」、「痩距離走能力」、「性」  

の要因の影響の有無が検討きれた。なお、具体的には、性、専門種目を要因とし、  

パフォーマンス（100m走タイム）を共変豊とした共分散分析が適用された。   

表9－2－3～6は、各項目に対し共分散分析を適用した結果、いずれかの要因が有  

意であった項目を身体部位別に示したものである。   

頭部に関しては、蓑9－2－3に示されているように、14項目において有意な主効  

果が認められた。そのうち、性の要因が有意であったのは7項目、種目の要因が  

有意性であったのが8項目だが、パフォーマンスの要因が有意であった項目は認  

められなかった。   

また、上肢部に関しては、表9－2－4に示きれているように、32項目において有  

意な主効果が認められた。そのうち、性の要因が有意であったのが27項目と多  

く、種目の要因が有意であったのは5項目、パフォーマンスの要因が有意であっ  

た項目は2項目のみと非常に少なかった。   

体幹部に関しては、蓑9－2－5に示きれているように、18項目において有意な主  

効果が認められた。そのうち、性の要因が有意であったのが12項目、種目の要  

因が有意であったのが10項目と多く、パフォーマンスの要因が有意であった項  

目は1項目のみと少なかった。   

最後に下肢部に関しては、表9－2－6に示きれているように、47項目において有  

意な主効果が認められた。そのうち、性の要因が有意であったのは30項目、種  

目の要因が有意であったのは20項目と多いが、他の部位と異なりパフォーマン  

スの要因が有意であった項目も10項目と多かった。   

このように、要因をこの3つに限定した場合、有意性が認められた項目は、頭  

部で14項目（約41％）、上腹部で32項目（約48％）、体幹部で18項目  

（約53％）、下肢部で47項目（約52％）の計111項目（的50％）と全  
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衰9－2－3 有意な主効果が認められた項目（頭部）  

項目番号  内 容  2
 
 

P
 
 

目
 
種
 
 
 

性
 
 

‖2  痛が揺れるぐらいリラックスする  

H3  笑い顔で走る  

H4  歯をくいしばる  

＝11 視線を下げる  

日用 決勝テープを見る  

目15 20～30m先を見る  

目19 首に力を入れる  

‖20 首をリラックスさせる  

‖22 首を前に突き出す  

H24 首を左右に振る  

H25 首を上下に動かす  

H26 首の振りでリズムをとる  

H27 息を止める  

H28 息を吸った状態で止める  

米
▼
 
山
木
 
▲
米
 
 

＊
 
米
 
米
 
 米

 
米
 
 

米
 
 米

 
米
 
米
 
米
 
 

米
 
米
 
 

米
 
 

米
 
米
 
米
 
米
 
米
 
米
 
 

采
 
米
 
 

米
 
 

米
 
 

注1） 米：5％水準，＊葦：1％水準  

2） P：パフォーマンス  
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表9－2－4 有意な主効果が認められた項目（上肢郎）  

｝
 
 

2
 
 

P
 
 

H
日
 
種
 
 

性
 
 

項目番号  内 容  

A2  手はぎゅっと掘りしめる  

A4  手は開く  
A5  手首を固定する  
A6  手の甲を上に向ける  

A8  手の甲を外に向ける  
A9  腕を後ろに振った時に手を後方にそらせる  

AlO 肘の角度を固定する  
All 肘の角度を鋭角（90度より小）にする  
A12 肘の角度を90度にする  
A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  
A15 肘の角度を前で小きくする  

A16 肘の角度を後ろで大きくする  
A23 コンパクトに腕を振る  

A26 肘を体側でブロックして前に出きない  

A27 肘を体側でブロックして後ろに引かない  

A33 臓を締めて掘る  
A34 腕は前で内側に入る  

A36 腕は後ろで内側にはいる  
A37 腕は後ろで外側に出る  

A38 腕は上の方で振る  
A39 腕は下の方で掘る  

A44 力強く腕を掘る  

A45 できるだけ速く腕を振る  

A46 腕をリラックスさせる  
A50 肩竃回転させる  

A51 肩をローリングきせる  

A52 肩を上下動させる  

A53 肩の動きで腕を引っ張る  
A56 脱の付け根から振る  
A58 脱振りで体が浮かない様に押きえる  

Å60 腕掘りで腰を回転きせる  

A67 腕の挟み込みを強調して掘る  

要
V
 
山
小
山
本
 
人
茶
 
 

米
 
 
米
 
 

米
 
 

米
 
 

中
巾
 
 米

 
米
米
 
＊
米
 
 

車
巾
 
 
＊
 
米
米
 
 

せ
巾
 
中
巾
 
 

米
 
 

米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
＊
＊
＊
米
米
米
 
 

米
 
 
 

米
 
 

注1） ＊：5％水準，米米：1％水準  

2） P：パフォーマンス  
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表9－2－5 有意な主効果が認められた項目（体幹部）  

項目番号  内 容．  性 種目 P2）  

T4  頭から背、腰を一直線にする  

TlO 胸を張る  

T12 腹を締める  

T14 腹をリラックスきせる  

T15 背筋に力を入れる  

T16 背中をリラックスきせる  

T19 腰を左右に掘る  

T20 腰をローリングする  

T21 骨盤を上に向ける  

T22 尻を後ろに出す  

T24 腰を入れる  

T25 腰を後ろに残さず乗せていく  

T26 腰を伸ばしながらキックする  

T27 体の中心から捻る  

T28 腰を脚とともに引き出す  

T30 腰が脚の動きをリードする  

T32 脚が腰を前に引っ張っていく  

T34 背筋で脚を上げる  

米米   

米  米   

米米  

米米   

米米  

米米   

＊  

木器  

米
 
米
 
 

米
 
 

米
 
米
 
＊
 
＊
 
米
 
米
 
米
 
 

米
 
 

米
 
米
 
 

米
 
米
 
 

米
 
 

注 1） 米：5％水準，米米：1％水準  

2） P・：パフォーマンス  
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表9・2－6 有意な主効果が認められた項目（下腹部）  

項目番号  内 容  性 種目 P2）  

L3  爪先で走る  

L5  重心の真下で地面を捉える  

L6  重心の前方で地面を捉える  

L7  内股で着地する  

L8  足先を開いて着地する  

L9  足先をまっすぐ着く  

LlO 足の其の外側で地面を捉える  

L14 爪先から着地する  

L15 地面を足の毒でつかむ  

L16 着地時間を短くする  

L18 膝を緩めて着地する  

L19 膝を伸ばして着地する  

L20 膝を曲げてためてからキックする  

L21 着地している足の膝をあまり曲げない  

L24 地面を押す様にキックする  

L25 地面を下に蹴る  

L27 足首をよく曲げてからキックする  

L28 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  

L29 母子球で蹴る  

L30 足の幕の内側に重心がかかる  

L31 足の其の外側に重心がかかる  

L34 足の内側を体重が移動する  

L38 キック後、足首の力を抜く  

L39 キック後、足首を曲げる  

水
 
球
 
 米

 
 

米
‥
米
 
米
 
 

米
 
 
 

＊
 
 
米
 
 

米
 
 

＊
 
米
 
米
 
米
 
案
 
 
米
 
 

米
 
米
 
米
 
 

米
 
 
＊
 
 
米
 
幕
 
末
 
 

米
 
 

米
 
米
 
米
 
 

米  

（続く）  
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衰9－2－6 有意な主効果が認められた項目（下肢部）  

（続き）  

項目番号  内 容  性 種目 P2）  

L40 足を膝に引き込むつもりで引き付ける  

L41 足を大鹿に引き込むつもりで引き付ける  

L42 かかとが尻にぶつかる様に脚を引き付ける  

L45 足は尻の内側に引書付ける  

L46 足は尻の外側に引き付ける  

L51 体の前で脚を回転きせる  

L56 膝を前に突き出す  

L57 膝を前に引き出す  

L58 膝を内側に引き出す  

L63 脚の付け根を前に出す  

L64 尻を前に出す  

L65 腰の動きが脚を引き出す  

L66 大腿が水平まで上がる  

L75 足は内側に振り下ろす  

L76 足はまっすぐ振り下ろす  

L77 足は外側に振り下ろす  

L78 膝を掘り下ろす  

L79 かかとを撮り下ろす  

L80 足首で地面をひっかく  

L82 足を地面にたたきつける  

L84 股を大きく開く  

L86 ピッチの速きを強調する  

L88 脚の回転を強調する  

米
 
米
 
 米

 
 

米
 
 
 

＊
 
 

＊
 
 

米
 
米
 
 

米
 
 
 

審
 
米
 
米
 
 

米
 
米
 
 

米
 
米
 
米
 
米
 
 

半
 
 

米
 
米
 
 
 

＊
 
 

や
巾
 
＊
 
＊
 
 

米
 
 

米
 
 

米
 
 

米
 
 
 

業
 
米
 
米
 
米
 
米
 
米
 
米
 
米
 
 

茶
 
 

米
 
 
 

米
 
 

米
 
 

米
 
米
 
米
 
 

米
 
米
 
 

米
 
 

注 1） 米：5％水準，米米：1％水準  

2） P：パフォーマンス  
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体の2分の1である。このことから、共通した一般的な評価が与えられている項  

目もあるが、これらの要因が関与していると考えられる項目もあると言えよう。  

そして、評価に影響する要因としては、特に、性（76項目，約34％）と種目  

（43項目，約19％）が顕著であり、パフォーマンス（13項目，約6％）は  

余り影響していないが、下肢部に関しては影響している項目が多いと言える。   

このように、性差が認められた項目が多いことは、これまでの運動技能学習に  

おいて、性差による体格や体力などの身体特性の差異が効率的な動作の差異をも  

たらし、その結果、情報の評価に差異が生じたのではないかと推測きれる。また、  

専門種目によって有意性が認められた項目もかなり多いことから、専門種目に代  

表きれる運動経験も大きく主観的評価に影響すると推測きれよう。   

きらに、この結果に短距離走能力の発達的視点を加味すれば、本研究のデータ  

は横断的データであると考えられる。したがって、パフォーマンスの向上に伴う  

情報の主観的重要度の評価の変化は、特に下肢部において穎著であると言えよう。   

また、逆に、残りの2分の1強の項目はその主観的重要度の判断に大差がなく、  

類似した評価が与えられていることから、評価きれた重要度の高い・低いにかか  

わらず、一定の主観的評価が与えられていると言えよう。したがって、これらの  

項目は陸上競技遠手にとっては常識的な内容であり、この種の対象を指導する場  

合においては、有効性が低い項目であると言えよう。   

このように、各要因が主観的重要度評価に関与していると考えられる項目が、  

明かとなったが、きらに、その要因の関与の方向性はより重要である。   

表9－2－7～10は、上記の3要因の主効果が有意であった項目について、各要因が  

主観的評価に関与（影響）する方向を明確にするために、性の要因に対しては高  

い平均値を示した性を、種目（運動経験）の要因に対しては高い平均値を示した  

群の順序を、そして、パフォーマンスの要因に対しては共分散分析における回帰  

係数の符号を示したものである。但し、回帰係数の符号に関しては、パフォーマ  

ンスがタイムで表されているので、値が小きい方がパフォーマンスが優れている  

ということを考慮して符号を考察する必要がある。   

衰9－2－7ば、頭部に関する項目で有意な主効果が認められた項目について示した  

ものである。  
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まず、性差に関して見ると、男子は「痛が揺れれるぐらいにリラックスする」、  

「笑い顔で走る」、「首をリラックスきせる」の項目において女子と比較して相  

対的に高い評価を与えており、逆に、女子は「歯を食いしばる」、「首に力を入  

れる」に高い評価を与えている。これらの傾向から、男子は顔面や頭部のリラッ  

クスを重視し、女子はより緊弓長きせた状況を重視していると言えよう。また、女  

子は「決勝テープを見る」、「20～30m先を見る」といった視線、特に視点  

を遠方におくことを相対的に重視していることがわかる。   

次に、種目差に関して見ると、「首を動かす」、「首を左右に振る」、「首の  

振りでリズムを採る」という首の動作に関する項目と、「息を止める」、「息を  

吸った状態で止める」という呼吸を止めることに関する項目において、一貫して  

投捌・短距離選手群が高く、跳躍と中・長距離遺草が低い評価を与えるという同  

様なパターンを示している。特に、呼吸に関しては、常識的にも、また、経験的  

にも、重い脚を速く動かすためには体幹部をしっかり固定きせる必要があり、し  

たがって、呼吸による腹筋の緩みを防ぐためにも呼吸を止めるはうが良いという  

点を考慮すると、短距離選手群が高い評価を与えたことは理解できる。また、各  

投樹種目においても投潮時には瞬間的に大きな力を発揮すること、及び、その差  

異に腹筋の筋肉を用いることから呼吸を止める（息こらえ）ことからそのような  

習慣が身に付いていることによるのではないかと推測される。跳躍選手は、その  

助走における走りが、いわゆる100m走における爆発的な全力疾走と異なり、  

踏切を合わすためにもリズミカルで、リラックスした走りを重視しているので、  

体幹を特に固定することには特に高い評価を与えなかったと推測きれる。きらに、  

中・長距離遥手は専門種目の走行距離が長いので、日常、呼吸をして走っている  

ことから呼吸を止めるという点に低い評価を与えたと考えられる。また、性差が  

認められた視線に関する項目においても、中・長距離と投却選手群が高く、短距  

離・跳躍遺手群が高いという一貫した傾向が認められた。   

このように、特に「呼吸を止める」ことに関する項目で認められたように、当  

該動作に関する纏験や知識の差異が大きく関与していると推測きれる。   

表9－2－8は、上肢部に関する項目で有意な主効果が認められた項目について示し  

たものである。  
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表9－2－7 有意な主効果を示した要因の影響（頭部）  

項目番号  内 容  性1）種目2）p3）  

H2  頼が揺れるぐらいリラックスする  

H3  笑い顔で走る  

H4  歯をくいしばる  

Hり 視線を下げる  

H14 決勝テープを見る  

目15 20～30m先を見る  

＝19 首に力を入れる  

H20 首をリラ、ソクスさせる  

H22 首を前に突き出す  

H24 首を左右に振る  

＝25 首を上下に動かす  

H26 首の振りでリズムをとる  

＝27 息を止める  

H28 息を吸っ熟状態で止める  

注 1） 高い平均値を示した性を示す（M：男，F：女）  

2） 高い平均値を示した群の順序を示す  

（S：痔距離，D：中・長距離，」：跳躍，T：投捌）  

3） 共分散分析で算出きれた画帰係数の符号を示す  
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まず、性差に関して見ると、男子は、「手は開く」、「脱が体側を通る時に肘  

を伸ばす」、「肘の角度を前で小さくする」、「肘の角度を後ろで大きくする」、  

「コンパクトに腕を振る」、「腕は下の方で振る」、「できるだけ速く腕を掘る」  

、「腕をリラックスさせる」、「肩を回転させる」、「肩をローリングきせる」、  

「肩を上下動きせる」というように、柔軟で、リラックスした、素早く、コンパ  

クトな腕振りを示す項目を相対的に重視している傾向が認められる。反対に、女  

子は、「手はぎゅっと掘る」、「手首を固定する」、「肘の角度を固定する」、  

「肘の角度を90度にする」、「臓を締めて振る」、「腕は上の方で掠る」、「  

力強く脱を振る」、「腕の付け根から掘る」というように、固定的で、硬い感じ  

の、力強く、大きな脱振りを示す項目を相対的に重視している傾向が認められる。  

この結果は、相対的に女子が筋力不足であり、素早い腕振りが不可能であること  

と関係しているのではないかと推測きせる。きらに、男子は、「腕振りで休が浮  

かない様に押さえる」、「腕振りで腰を回転きせる」というように、腕振りの動  

作と他の身体部位の動作の関連性、あるいは、腕振りの走における機能を重視し  

ている傾向が認められた。   

次に、種目差に関して見ると、「肘を体側でブロックして前に出さない」、「  

腕を体側でブロックして後ろに引かない」、「肘の角度を鋭角にする」、「手は  

ぎゅっと掘りしめる」というように、コンパクトな腕掘りに対して、一貫して婚  

距離、投刷選手群が、中・長距離、跳躍群よりも重視している傾向が認められた。  

このように短距離選手群と投榔選手群が類似しており、中・長距離走群と跳躍群  

が煩似いているという傾向は、頭部における「首の動作」と「呼吸の停止」に関  

する項目において認められた傾向と同じである。   

最後に、パフォーマンス差に関して見ると、パフォーマンスが高い群ほど、「  

腕の挟み込みを強調する」という項目を相対的に重視し、反対に、「できるだけ  

速く腕を振る」という項目を重視していないことが認められた。   

表9－2一別ま、体幹部に関する項目で有意な主効果が認められた項目について示し  

たものである。   

まず、性差に関して見ると、男子は、「腹をリラックスさせる」、「背中をリ  

ラックスさせる」、「腰を左右に振る」、「尻を後ろに残す」というような、体  
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表9－2－8 有意な主効果を示した要因の影響（上肢部）  

項目番号  内 容  
性1）種目2）p3）  

A2  手はぎゅっと掘りしめる  
舶  手は開く  
A5  手首を固定する  
A6  手の甲を上に向ける  
A8  手の甲を外に向ける  
A9  腕を後ろに掘った時に手を後方にそらせる  
AlO 肘の角度を画定する  

All 肘の角度を鋭角（90度より小）にする  
A12 肘の角度を90度にする  
A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  
A15 肘の角度を前で小さくする  
A16 肘の角度を後ろで大きくする  
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A23 コンパクトに腕を振る  
A26 肘を体側でブロックして前に出さな  
A27 肘を体側でブロックして後ろに引か  

A33 臓を締めて振る  
A34 腕は前で内側に入る  
A36 腕は後ろで内側にはいる  
A37 腕は後ろで外側に出る  
A38 腕は上の方で振る  
A39 腕は下の方で振る  

掴4 力強く腕を振る  
A45 できるだけ速く腕を掘る  

A46 腕をリラックスきせる  
A50 肩を回転きせる  
A51 肩をローリングさせる  

A52 肩を上下動きせる  
A53 肩の動きで腕を引っ張る  

A56 腕の付け根から振る  
A58 腕掘りで体が浮かない様に押さえる  
A60 腕掘りで腰を回転きせる  

A67 腕の挟み込みを強調して掘る  
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注1） 高い平均値を示した性を示す（M：男，F：女）  
2） 高い平均値を示した群の順序を示す  

（S：短距離，D：中・長距離，」：跳躍，T：投捌）  
3） 共分散分析で算出された回帰係数の符号示す  
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幹部のリラックスした、腹が伸びた状態を示す項目を重視している傾向が認めら  

れた。反対に、女子では、「腹を締める」、「背掛こ力を入れる」、「骨盤を上  

に向ける」、「腰を後ろに残きず乗せてゆく」というような、体幹部の緊張した、  

腹が締まった状態を示す項目を重視している傾向が認められた。また、体幹部で  

は上肢部で認められたのとは反対に、女子が、「煙が脚の動きをリードする」、  

「背筋で脚を上げる」というような、体幹部の動作と脚部の動作の関連性を相対  

的に重視する傾向が認められた。   

次に、種目差に関して見ると、「頭から背、腰を一直線にする」、「陶を弓長る」  

というような、背筋を曲げないで伸ばすことに関係する項目において、跳躍、投  

僻遠手群が高く、矩距離†申・長距離選手群が低い評価を与えていることが一貫  

して認められた。また、「腰を入れる」、「腰を後ろに残さずに乗せてゆく」と  

いうような、腰を積極的に前に出すことに関する項目で、短距離、跳躍選手群が  

高く、中・長距離、投榔選手群が低い評価を与えていことが一貫して認められた。  

きらに、「腰をローリングする」、「体の中心から捻る」、「腰を脚とともに引  

き出す」、「腰が脚の動きをリードする」、「脚が腰を前に引っ張っていく」と  

いうような、腰の動作に関する項目に関しては、相対的に跳躍選手が高く、中・  

長距離選手群が低い評価をしているという傾向が認めらゎた。この結果は、特に  

長距離走においてはエネルギーの節約のためにも、腰の回転を積極的におこなわ  

ない傾向があることからも理解できよう。   

最後に、パフォーマンス差に関して見ると、有意であったのは1項目だけであ  

り、パフォーマンスが高い群はど「腰を入れる」という項目を重視しない傾向が  

認められた。この項目は、本章の第1節において認められたように、短距離群に  

おいて高い重要度を示した項目であるが、この内容が一般的に肯定されているこ  

とを考慮すると、専門的な短距離選手ではない者は、この内容をより高く支持す  

るが優れた矩距離選手ほど重視しないということが推測きれる。   

表9・2－10は、下肢部に関する項目で有意な主効果が認められた項目について示  

したものである。   

まず、性差に関して見ると、男子は、「体の前で脚を回転させる」、「足は内  

側に振り下ろす」、「足は外側に振り下ろす」、「膝を振り下ろす」、「かかと  

－172－   



表9－2－9 有意な主効果を示した要因の影響（体幹部）  

項目番号  内 容  
性＝種目2】pa）  

T4  頭から背、腰を一直線にする  

TlO 胸を張る  

T12 腹を締める  

T14 腹をリラックスきせる  

T15 背筋に力を入れる  

T16 背中をリラックスきせる  

T19 腰竃左右に振る  

T20 腰をローリングする  

T21 骨盤を上に向ける  

T22 尻を後ろに出す  

T24 腰を入れる  

T25 腰を後ろに残きず乗せていく  

T26 腰を伸ばしながらキックする  

T27 体の中心から捻る  

T28 腰を脚とともに引き出す  

T30 腰が脚の動きをリードする  

T32 脚が腰を前に引っ張っていく  

T34 背脇で卸を上げる  
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注 1） 高い平均値を示した性を示すくM：男，F：女）  

2） 高い平均値を示した群の順序を示す  

（S：短距離，D：申・長距離，」：跳躍，T：投掛）  

3） 共分散分析で算出きれた回帰係数の符号を示す  
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を振り下ろす」、「足首で地面を引っかく」、「足を地面にたたきつける」とい  

うような、体の前に出た脚を積極的に引き戻し、着地時の摩擦による疾走速度の  

低下を防ごうとする内容を含む項目を相対的に重視していることが認められた。  

それに対して女子は、「足を大腿に引き込むつもりで引き付ける」、「膝を前に  

引き出す」、「足の付け根を前に出す」というように、キック彼の脚のリカバリ  

ーから、 脚の前への引出しを相対的に重視している傾向が認められた。きらに、  

男子は、「重心の真下で地面をとらえる」、「膝を伸ばして着地する」、「着地  

している足の膝を余り曲げない」というように、重心が低く、膝を曲げず、余り  

膝を使わず足首だけでヰツクをすることを示す項目を重視していると言える。し  

かし、女子では、「重心の前で地面を捉える」、「膝を緩めて地面を捉える」、  

「膝を曲げてためてからキックする」、「足首をよく曲げてからキックする」と  

いうような、重心が低く、充分に膝と足首を用いたキックを示す項目を重視して  

いる傾向が認められた。   

次に、種目差に関して見ると、「体の前で脚を回転きせる」、「膝を前に突き  

出す」、「脚の付け根を前に出す」、「尻を前に出す」、「腰の動蕃が脚を引き  

出す」、「膝を掘り下ろす」というような、体の前で脚の回転きせることに関す  

る項目では、跳躍、短距離選手群が相対的に高い評価を与え、投紺、中・長距離  

群が低い評価を与えていることが認められた。また、「足首をよく曲げてからキ  

ックする」、「足首を伸ばすタイミングを遅らせる」というような、足首を充分  

に使ったキックに関する項目においては一貫して、短距離、投榔連手群が相対的  

に重視してる傾向が認められた。さらに、「爪先で走る」、「爪先から着地する」  

というかかとを地面に付かないことを示す項目に対しては、矯距離、跳躍選手が  

相対的に重視していない傾向が認められた。   

最後に、パフォーマンス差に関して見ると、「地面を下に蹴る」、「足を地面  

にたたきつける」、「足は外側に掘り下ろす」、「膝を内側に引き出す」、「足  

の裏側の外側に重やがかかる」という項目ではパフォーマンスが高い暑が重視し  

ている傾向が認められ、反対に、「足先をまっすぐ着く」、「足の裏の内側に重  

心がかかる」、「足の内側を体重がかかる」、「かかとが尻にぷつかる様に脚を  

引き付ける」、「足はまっすぐ振り下ろす」という項目では、相対的に重視して  

いないことが認められた。  
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蓑9－2－10 有意な主効果を示した要因の影響（下肢部）  

項目番号  内 容  性l）種目2）p3）  

L3  爪先で走る  

L5  重心の真下で地面を捉える  

L6  重心の前方で地面を捉える  

L7  内股で着地する  

L8  足先を開いて着地する  

L9  足先をまっすぐ着く  

LlO 足の裏の外側で地面を捉える  

L14 爪先から着地する  

L15 地面を足の裏でつかむ  

L16 着地時間を短くする  

L18 膝を緩めて着地する  

L19 膝を伸ばして着地する  

L20 膝を曲げてためてからキックする  

L21 着地している足の膝をあまり曲げない  

L24 地面を押す様にキックする  

L25 地面を下に蹴る  

L27 足首をよく曲げてからキックする  

L28 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  

L29 母子球で蹴る  

L30 足の裏の内側に重心がかかる  

L31 足の裏の外側に重心がかかる  

L34 足の内側を体重が移動する  

L38 キック後、足首の力を抜く  

L39 キック後、足首を曲げる  
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表9－2－10 有意な主効果を示した要因の影響（下肢部）  

（続き）  

項目番号  内 容  性l）種目2）p3）  

L40 足を膝に引き込むつもりで引き付ける  M  

L41 足を大勝に引き込むつもりで引き付ける  F  

L往2 かかとが尻にぶつかる様に脚を引き付ける  

L45 足は尻の内側に引き付ける  

L46 足は尻の外側に引き付ける  

L51 体の前で脚を回転きせる  

L56 膝を前に突き出す  

L57 膝を前に引き出す  

L58 膝を内側に引き出す  

L63 脚の付け根を前に出す  

L64 尻を前に出す  

L65 腰の動きが脚を引き出す  

L66 大瀧が水平まで上がる  

L75 足は内側に振り下ろす  

L76 足はまっすぐ振り下ろす  

L77 足ば外側に振り下ろす  

L78 膝を掘り下ろす  

L79 かかとを振り下ろす  

L80 足首で地面をひっかく  

L82 足を地面にたたきつける  

L84 股を大きく開く  

L86 ピッチの速きを強調する  

L88 脚の回転を強訴する  
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注1） 高い平均値を示した性を示す（M：男，F：女）  

2） 高い平均値を示した群の順序を示す  

（S：短距離，D：中・長距離，」：跳躍，T：投脚）  

3） 共分散分析で算出された回帰係数の符号を示す  
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以上のように、増距離走の中間疾走の動作に関する主観的重要度は、その情報  

の生成着であり、かつ、利用者である主体の「運動経験」、「性」、「矩距離走  

能力」にかかわらずほぼ等価である情報と、その反対にそれらの要因が関与して  

いる情報が認められた。そして、特に、後者に属する情報では性差によって差異  

が生じる情報（項目）が多いことが認められた。また、矩距改定能力の差異によ  

って重要度の差異が生じる情報もわずかで乙まあるが認められ、特に、下肢の部位  

において相対的に多いことが認められた。矩距離走能力の向上に伴い重要度評価  

が変化してゆく情報が、特に短距離走の運動技能学習やトレーニングにおける指  

導において重要な意味を持つと推測されることから、特に、下肢についての情報  

を詳細に検討して、指導にもちいるぺきであろう（なお、頒距離選手群における  

主観的重要度を性別に「付録4」に掲載した）。  
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2） 加速疾走局面   

本節では、「加速疾走局面」の動作に関する主観的重要度の一般性の検討がな  

される。本節でも、情報の重要度評価に関与していると考えられる特性を反映し  

た標識に基づいて分類された群において得られた主観的重要度の等価性の検討が  

おこなわれる。但し、第3次調査では、短距離遺草のみを標本としたことから、  

標識としては「性」の要因のみが利用可能であり、したがって、性差に関しての  

み検討がなきれる。このように「性」だけを採り上げることば、一般性の検討と  

しては不充分であるが、この要因において明確な差異が認められれば、一般性の  

仮説の一反例としては充分であろう。   

まず、2局面で共通した項目の主観的重要度間の相関係数を算出した結果、0．  

064と非常に低い値であり、男女間における主観的重要度は全体的には類似してい  

ないと推測きれた。また、中間疾走局面では0．93と非常に高い値を示したことを  

考慮すると、中間疾走局面では性差が小きいが、加速疾走局面では性差が大きい  

と言えよう。きらに、この値は後述する2局面間の相関係数（0．877）と比較して  

も著しく低く、この性差が大きいことを示唆している。   

そこで、次に、性差をより具体的に検討するため、個々の項目の主観的重要度  

の等価性を検討した。   

表9－2－11は、七検定くH8：〟m＝〟f）の結果、男子における主観的重要度（評価  

の平均値）が女子においてより有意に高いことが認められた項目を示している。   

頭部に関する項目を見ると、「顔をリラックスきせる」、「笑い顔をする」、  

「首をリラックスきせる」という項目からわかるように、男子がより顔面や首の  

リラックスを重視している傾向が認められる。   

上肢部に関して見ると、ほとんどの項目で4．0未満の値を示している。本研究で  

用いられた7段階評定尺度では中性的カテゴリーが4．0に対応することを考慮する  

と、これらの項目においては有意差が認められはしたが、その評価はいずれも否  

定的であり、その程度において差異があると言えよう。したがって、女子の方が、  

手をリラックスきせること（A4，A5）、肘を屈伸すること（A8，A14）、  

手を小きく振ること（A19，A21）などに対してより否定的にとらえている  

－178－   



表9－2－11男子が有意に高い値を示した項目  

項目番号  内 容  男子  女子  

HlO  顔をリラックスさせる  

Hll 笑い顔をする  

H16  首をリラックスきせる  

H21 口を閉じる  

5．38  4．15  

3．21 2．46  

4．72  3．79   

3．72  3．15  

A 11, 手を開く  

A5  手をふらふらにする  

A6  手の平を下に向ける  

A8  手を下にたたきつける  

A14・ 肘を後方で伸ばす  

A19  小きく腕を掠る  

A21 徐々に小さな腕掘りにする  

A30  横撮りする  

A40  肩を回転きせる  

4．13   

3．51  

2．92  

3．33   

2．92   

3．15  

3．18   

2．28  

3．18  
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T7  頭、背、腰を一直線にする  

T16  腹鮨をリラックスきせる  

T21 腰を後ろに引く  

T22  腰を曲げる  

T23  尻を後ろに出す  

4．71   

3．59   
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L22  足を地面にたたきつける  

L24  足で地面をひっかく  

L41 リズミカルに走る  

4．67  3．79   

5．32  4．76  

5．33  4．62  
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と考えられる。   

体幹部に関する項目で有意差が認められた項目の多くも、上肢部と同様に評価  

の方向性は等しい。しかし、「背筋を伸ばす」（T7）に関しては明らかに男子  

がより肯定的にとらえていることが認められる。   

下肢郎に関する項目を見ると、リズミカルに走ること（L41）と地面を引っ  

かくこと（L24）に関しては、男女とも肯定的にとらえているが、足を地面に  

たたきつけること（L22）に関しては男子は肯定的、女子は否定的にとらえて  

ることがわかる。このL22とL24から、男子が着地時のブレーキを少なくす  

るような積極的な着地を重視していることが推測きれる。   

表9－2－12は、反対にt検定（日払：〃mニ〟†）の結果、女子における主観的重要度  

が男子においてより有意に高いことが認められた項目を示している。   

頭部について見ると、「徐々に顔を上げていく」、「少し前方を見る」という  

項目において、女子がより肯定的にとらえていることが認められ、女子がより漸  

進的に上体を起こしていくことを重視していることがわかる。   

上肢部に関しても、男女とも4．0以上を示しており、肯定的な評価の程度の差異  

のみである。そして、これらの項目から、女子が腕を速く振ることくA16）や  

臓をしめることを相対的に重視していることがわかる。この点は、表9－2－11で認  

められたように、女子が肘を屈伸きせること（A8，A14）や横振りすること  

（A30）を相対的に否定的にとらえていた結果と整合性をもつと言えよう。   

体幹部に関する項目で有意になった項目でも同様に男女とも肯定的であり、そ  

の程度の差異である。このうち、「徐々に体を起こす」という項目は、頭部に関  

する項目（H3，H4）で認められた傾向を支持するものであると考えられる。  

また、「腹筋をしめる」という項目も、女子が相対的に腹筋のリラックス（T1  

6）に対して否定的であるという結果と一致している（表9－2－11）。きらに、「  

腰を高く保つ」（T33）も表19－2－11に示された結果（T21，T22）と一致  

する。   

下肢郎に関しても同様にすべて4．0以上の値を示している。これらの項目から、  

女子が相対的にキックを強調することを重視していることが認められ、男子が棟  

極的な着地を重視しているという結果（蓑9－2－11）と比較すると興味深い。  
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表9－2－12 女子が有意に高い値を示した項目  

項目番号  内 容  男子 女子  

H3  徐々に頗を上げていく  

H4  少し前方を見る  

4．95  5．64   

4．29  5．08  

A3  手を軽く掘る  

A16  できるだけ速く腕を振る  

A29  臓を締めて腕を振る  

4．56  5．41   

5．00  5．51   

4．59  5．44  

T4  徐々に体を起こす  

T15  腹筋を締める  

T33  腰を高く保つ  

5．13  5．79   

5．10  5．64   

5．31  5．97  

L3  キックを強調する  

L5  脚の引き付けを強調する  

L18  大きくキックアップする  

4．36  5．38   

5．15  5．67   

3．67  4．21  

L25  足首を充分に曲げてからキックする  3．76  4．射  

L42  足の親指に力を入れる  4．31 4．82  

L43  足の指で地面をつかむ  4．15  5・36  
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以上に示したように、全体的に見ると、男女間における主観的重要度には、全  

く評価の方向が異なるような明確な差異はないが、その重視する程度において明  

かな差異が認められる項目が認められた。したがって、加速疾走局面の主観的重  

要度の普遍性の仮説は厳密には棄却きれるぺきであろう。   

このように、いずれの疾走局面においても、主観的重要度が被検者に関して一  

般的であるという仮説は棄却きれたが、この結果は主観的情報、あるいは、その  

主観的重要度の有用性を低下きせるものではない。なぜなら、これは、主観的重  

要度評価が主体のこれらの特性と関連をもっていることを示唆するものである。  

したがって、このことば、個人の主観的重要度評価のバタンを高い鰻距離走能力  

をもつ集団に近づけることによって走パフォーマンスを向上きせるという実用化  

において、これらの要因を考慮すべきであるという重要な示唆を与えるものだか  

らである（なお、短距離選手群における主観的重要度を性別に「付録6」に掲載  

した）。  

－182－   



2． 疾走局面に関する主観的重要度の差異の検討   

ここでは、加速疾走局面と中間疾走局面における主観的重要度の差異の検討が  

なきれる。本研究では、第1次訴査で抽出きれた項目が2局面において異なって  

いた。それゆえ、両局面で調査項目を同じにすると項目数が極端に多くなり、こ  

のことが、応答者の負担を多くし、応答意欲を低下きせ、回収率や応答の信頼性  

に影響を及ぼす可能性がある。したがって、調査項目はそれぞれの局面に関して  

抽出きれた項目を用いている。そこで、本節では、計量的な評価を実施するにあ  

たり、両局面で共通な項目のみを用いて検討する。なお、評価には、相関係数と  

平均の差の検定が用いられる。   

まず、2局面で共通した項目の主観的重要度間の相関係数を算出した結果、0．  

877とかなり高い値であったことから、2局面における共通した項目の主観的重要  

度は全体的には類似していると推測きれた。   

そこで、次に、2局面における差異をより具体的に検討するため、個々の項目  

の主観的重要度の類似性を検討した。   

表9－2－13は、七検定（H8：〟1＝〟2）の結果、中間疾走局面における主観的重要  

度（評価の平均値）が加速疾走局面においてより有意に高いことが認められた項  

目を示している。この中で、「コンパクトに腕を振る」、「腕振りで腰を回転き  

せる」、「腰を固定する」、「かかとが尻にかすめるように脚を引き付ける」は  

中間疾走局面では値が4．0以上であり、加速疾走局面では4．0未満である。本研究  

で用いられた7段階評定尺度でとま中性的カテゴリーが4．0に対応することを考慮す  

ると、これらの項目は、両局面でその重要度が大きく異なる項目であると言える。  

これらの結果はごスタートから加速疾走局面においては中間疾走局面よりも脚の  

動作が往復運動に近く、低い位置を足が通過すること（L43）や、より強い腕  

振りによる反作用を用いて強いキックをし、また、ピッチを高める必要があるこ  

と（A23，A60）から理解できよう。また、他の項目においても、た七えば、  

加速疾走局面で顎を引く（H13）ことば上体を浮かせてしまうことから好まし  

くなく、肘を後ろで伸ばす（A16）こと、股を大きく開くこと（L84）、ス  

トライドを広くして走ること（L85）ば、加速探走局面で重要なピッチを低下  
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表9－2－13 中間疾走局面において有意に高い値を示した項目  

項目番号1）  内 容  中間2）加速3）  

H13  隣の選手を見る  

H17  顎を引く  

2．74 1．90  

5．51 4．74  

A16  肘の角度を後ろで大きくする  

A23  コンパクトに脱を掘る  

A46  腕をリラックスきせる  

A60  腕振りで腰を回転きせる  

3．65  2．51  

4．17  2．74  

5．87  5．42  

4．55  3．97  

T17  腰の位置を高く保つ  

T18  腰を固定する  

T19  腰を左右に振る  

6．19  5．64  

4．29  3．67  

3．28  2．65  

Ll  一直線上を走る  

L43  かかとが尻にかすめる様に  

脚を引き付ける  

L55  膝を高く上げる  

L84  股を大きく聞く  

L85  ストライドを広くして走る  

5．20  4．44  

4．64  3．78  

5．29  4．87  

4．78  4．07  

5．35  4．65  

1）中間疾走局面における項目番号  

2）中間疾走局面における平均値  

3）加速疾走局面における平均値  
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表9－2－14 加速疾走局面において有意に高い値を示した項目  

項目番号1）  内 容  中間2）加速3）  

H5  口を開く  

H19  首に力を入れる  

3．55  4．19  

2．28  3．01  

A41 腕は後ろの方で振る  

A48  肩を下に引っ破って下らヂる  

A49  粛を固定して掘らない  

A61 腕振りで体を引っ張る  

A62  腕掠りで脚を引っ亨長る  

3．54  4．01   

3．32  4．30  

3．40  4．00  

4．45  4．86  

4．79  5．35  

T5  背中を丸める  

T12  腹を締める  

T13  腹を出す  

T23  腰を前に突き出す  

2．59  2．95   

4．97  5．32  

2．32  2．69   

3．67  4．25  

L16  着地時間を篤くする  

L48  下腱はキック後、高く蹴り上げる  

L80  足首で地面をひっかく  

L82  足を地面にたたきつける  

5．15  5．81  

3．56  3．94  

4．13  5．04  

3．72  4．23  

1）中間疾走局面における項目番号  

2）中間疾走局面における平均値  

3）加速疾走局面における平均値  
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きせるため好ましくないと考えられる。また、腰の位置を高くすること（T17）  

は、体が浮いてキックを充分にできなくなり、膝を高く上げること（L55）は、  

下方向へのキックカが中間疾走局面で相対的に大きく、加速疾走局面では後方へ  

のキックカが大きくなるという点を反映していると考えられる。   

表9－2－14は、反対に七検定（侮：勘＝〟2）の結果、加速疾走局面における主観  

的重要度（評価の平均値）が中間疾走局面においてより有意に高いことが認めら  

れた項目を示している。この中で、「口を開く」、「肩竃下に引っ張って下げる」  

、「腰を前に突き出す」、「足を地面に突き出す」の項目は加速疾走局面では憎  

が4．0以上であり、中間疾走局面では4．0未満である。本研究で用いられた7段階  

評定尺度では中性的カテゴリーが4．0に対応することを考慮すると、これらの項目  

は、両局面でその重要度が大きく異なる項目であると言える。これらの結果は、  

加速疾走局面では、キックに腕振りの反作用を用いるため、また、体を浮かさな  

いためにも肩を下げること（A48）は好ましく、後方にキックするためにも腰  

を前に出すこと（T23）は好ましいと考えられる。また、地面に足をたたきつ  

けること（L82）は、ピッチを高め、着地時の地面の反作用を用いるためにも  

好ましいと考えられる。また、他の項目でも、加速疾走局面では大きな力がかか  

ることから身体は緊張気味になり（H19）、腕掘りの反動を用いる（A62，  

A62）必要があろう。また、ピッチを速くするため、肩は撮らず（A49）、  

着地時間は短くする（L16）必要があろう。   

以上に示したように、主観的重要度は加速疾走局面と中間疾走局面では、全体  

的に大きな量的差異はないと言えよう。しかし、個々の項目を見ると大きく異な  

っている項目も認められた。きらに、この結果が両局面において共通して得られ  

た項目において認められた結果であるということに注意すべきである。このよう  

に、抽出きれた項目が大きく異なっていることば、抽出きれなかった局面では、  

その項目が重要でないと考えられていることを暗示している。したがって、主観  

的重要度は全体としては類似しているとは言えない、つまり、疾走局面に関して  
一般的ではないと言えよう。  
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前章では、情報の主観的重要度が推定きれた。この主観的重要度は、専門家及  

び高い短距離走パフォーマーである短距離走選手の知識・イメージが濃縮きれて  

いるという点で、重要な情報が含まれている。そして、指導やコーチングにおい  

て有用な情報を提供できると予想きれる。   

これらの主観的情報に含まれている情報量は、項目数からもわかるように非常  

に多いと考えられる。しかしながら、各情報（項目）が含んでいる特性には、共  

通なものや固有なものがあり、また、重要なものや重要でないものがあると考え  

られる。それゆえ、情報の表現が非効率的であり、理解しにくいのが現状である。  

したがって、この混沌とした情報を集約して、理解しやすく表現し、重要な特性  

を明確化することば、情報を整理し、体系的な理解を促すという点で重要である  

と考えられる。そこで、本章では、情報を集約し、情報構造を明確化することを  

目的とした。そして、まず、情報構造を空間的に（視覚的に）表現するためのモ  

デルとして、ベクトルモデルと距離モデルが適用きれ、翼当であると評価きれた  

表現モデルによって構造が表現され、きらに、構造の客観性などが検討される。  

なお、まず、「中間疾走局面」の動作に関する情報構造が推定きれ、その結果得  

られた知見に基づいて、「加速疾走局面」の動作に関する情報樟造が推定きれた。   

ここで注意すべき点は、情報構造が、主体による情報の重要度評価の「情事臥  

を利用して推定されるので（「第4章 問題」参照）、この情報構造における構  

造化の特性は、主観的重要度を決定づけている特性にも相当する。したがって、  

本章は、専門家がいかなる特性を重視して重要度を評価しているかを明確化する  

ことでもある。  

第1節 因子分析モ凱凋用  

本節では、「中間疾走局面」の動作に関する情報構造の表現モデルとして、まず、  

ベクトルモデルの代表である因子分析モデルが適用きれる。なお、因子分析モデ  

ルは4つの身体部位、すなわち「頭部」、「上肢郎」、「体幹部」、「下肢部」  

に関する項目ごとに適用きれる。  
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1． 頭部   

頭部に関する項目に関しては、欠損値を持った標本を除いたユ84名の短距離  

・ハードル選手を標本として、各変数間のピアアソンの横率相関係数を要素とし  

て持つ相関行列を算出し、これに因子分析が適用きれた。   

まず、因子数を推定するために、この相関行列を固有分解した結果、表10－1－1  

に示したような固有値が得られた。蓑に示きれているように1．0以上の固有値が1  

0個認められたことから、因子数を10と推定した。   

次に、 各項目の共通性の反復推定のための初期値として、当該項目を従属変数  

とし、他の全ての項目を独立変数とした重回帰分析の結果得られた重相関係数の  

2乗（＝SMC，表10一卜2）を用い、10因子で主因子解法により共通性の反復  

推定がおこなわれた。反復推定の結果25回で収束し、その時点における因子解  

が採用きれた（表10－ト3）。なお、この10因子による説明奉は、49．40％であっ  

た。   

ここで、因子の斜交性を検討するために、得られた因子解に直接オブリミン回  

転（最適化基準におけるパラメータ：古＝－0．5）を適用した結果待られ起因子の因  

子間相関係数を示したのが蓑10－ト4である。この表に示きれているように、最も  

高い斜交性を示したのは第6因子と第10因子であるが、その値は0．28（≒73．7  

deg．）と小きいものであった。また、45対の因子間相関係数のうち絶対値0．2以  

上（78．5deg．以下，101．5deg．以上）を示したものは10因子対であり、0．1以下  

（84．3～95．7deg．）を示したのは17因子対であった。このことから、各因子は  

相互に高い斜交性を持っているとは言えない。したがって、因子の直交性を仮定  

することが可能であり、また、因子の直交性を仮定した因子モデルの方が、モデ  

ルの単純性、経済性、実用性の点で表現モデルとして望ましいと言える。以上の  

点から、因子の直交性を仮定したモデルを採用した。   

そこで、主因子解法により得られた因子解にNormalVari帽X回転を適用し、得  

られた因子負荷行列、共通性、貢献度などを表10－1－5に示した。因子構造の単純  

性を因子寄与の均等性の点から見ると、因子の貢献童の標準偏差が回転前の1．63  

9から回転後の0．603とかなり改善きれていることが認められた。また、各因子に  

おける因子負荷量の平方の平均偏差平方和の総和を示すVarimaズ基準の値も、回  
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表10－ト1固有値（頭部）  衰10－ト2 共通性の初期値（頭部）  

成分 固有値  

1  6．842  

2  2．687  

3  2．270  

4  1．817  

5  1．634  
6  1．542  

7  1．351  

8  1．334  
9  1．097  
10  1．019  

11   ．923  
12   ．867  
13   ．855  

14   ．808  

15   ．751  
16   ．722  

17   ．681  
18   ．653  

19   ．581  

20   ．560  
21   ．526  
22   ．508  

23   ．474  
24   ．429  
25   ．409  

26   ．389  

27   ．363  
28   ．327  

29   ．324  

30   ．313  

31   ．283  

32   ．239  

33   ．226  
34   ．191  

ハ
U
 
1
2
3
 
4
 
5
6
 
7
8
9
 
0
1
2
 
3
4
5
 
6
 
7
8
9
0
 
1
 
2
3
4
 
 

1
 
2
 
3
4
 
5
6
 
7
 
Q
U
9
1
 
1
1
1
 
1
 
1
1
 
1
1
 
1
 
2
2
つ
ム
 
2
2
2
 
2
 
2
2
 
2
3
 
3
 
3
3
3
 
 

‖
H
〓
 
‖
H
‖
 
‖
H
〓
 
‖
H
〓
 
日
 
日
 
日
 
日
 
＝
 
日
 
日
 
H
 
‖
H
‖
 
‖
H
‖
 
‖
H
‖
 
‖
 
H
 
‖
H
〓
 
日
 
日
 
〓
【
‖
 
‖
H
〓
 
‖
∩
 
〓
∩
〓
 
H
 
‖
【
〓
 
H
 
〓
n
‖
 
‖
H
〓
 
H
 
‖
H
‖
 
H
 
＝
 
H
 
 

5
 
5
 
4
ハ
リ
 
4
一
9
 
9
 
9
ハ
U
 
O
O
 
2
ハ
U
2
 
4
 
0
U
5
 
1
1
 
7
 
4
3
5
 
ハ
U
且
コ
1
 
0
 
0
月
つ
 
l
 
e
U
 
2
 
0
8
1
 
 

0
0
 
1
2
4
4
6
 
5
 
4
7
2
 
且
ユ
0
0
1
 
7
 
皿
一
刀
T
 
O
U
9
 
3
 
3
0
0
 
2
8
6
 
2
2
1
 
7
3
 
1
 
6
0
U
7
 
 

3
4
一
4
4
3
4
5
4
4
4
 
4
4
3
3
3
2
3
4
5
 
3
5
6
 
3
4
5
ご
U
5
月
て
一
礼
－
3
3
3
5
4
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 



表10㍉卜3 回転前の因子負荷行列（頭部）  

FI F2  F3  F4  F5 F6  F7 F8 F9  FlO Com・  
Hl．402－．197－．221．077・324・045・122－・012－・118－・130・409  
日2 ．082．418．463一．075．172・．080．108．148・056・077・481  
日3．251．273．476－．081．243－・017・055・174－・039・080・471  
日4 ．440一．180－．428．142．108・001・069一・153一・116一・062・486  ：1：：一  

．436．027．105－．050－．180．169．713  

．222－．025．099一．127－．065．049．419  
．015－．138一．008－．147－．047－．083・4射  
．103－．124－．183．137－．224．025．503  
．121．105．139．308．193一．036・443  
．147．229．004．079．155．077・482  
．114．425－．104－．011．120－．024・328  

H7 ．572一．229．003－．261  
日8 ．530 －．124－．078－．187  

＝9 ．527．031－．010－．335  
日lO．203．503－．264一．027  
Hll．380－．005－．345．017  
日12．546 －．250－．104－．032  

日13．237 －．051．043．221  
＝14．260．344－．171．205．095・048－・651・012－・018・182・740  
日15．255．221－．212．344．019．128．019．022・255－・047・304  
日16．302－．1個．146－．069－．112・117・128・250・081・158・272  
日17－．010．461－．230．214．190－．046・221－・163・045・165・458  
日18．518－．387．136．006一．079・058一・085・162・079・177・528  
日19．623－．197－．259－．035－．166－．147一・109－・102・127・133・586  
日20．034．465．212．027．105－．023・2耶・093・048・079・351  
日21．593．087－．034－．184－．246一．206－・026－・060－・028・018・502  
H22．680－．043．023－．155－．279蠣・121－・029－・018・011・106・594  

．035．022一．203－．109．045－．002－．025・320  
，273－．009－．190一．007．144－．036．008・462  
．365－．020－．301．063．093．007－．056・710  
．620．025一．259．130－．006－．005－．131・757  
－．150－．156．230．216．342－．099一．108・703  
－．205－．315．065．085．183．068一．191．453  
－．089－．207－．055．136－．248．086．110・524  
．057－．013．035．156－．302．208．009・310  
．106－．156．227－．006－．146．179．226・319  

－．031－．146－．117－．093－．007一．090－．085・326  
．119－．217．345－．082－．100－．319－．138・826  
．074．017．403－．032一．218－．094－．099・487  

H23．287．318－．279  
H24．459 －．262．224  
日25．613 －．280．126  
日26．481．707．186  
‖27．468．282－．347  

日28．436．170－．089  
H29．454．404．030  
日30．334．175－．065  
日31．328．107．096  

日32．487．092．142  
日33．560．035．購O  
H34．445．194．129  

Eig．6・38 2・171・781・371・161・06・92・81・65・5116・8  
c218．75 6．40 5．24 4．02 3．40 3・112・70 2・381・911・5149・4  
C3 37．9612．9510．60 8．14 6．88 6・29 5・46 4・813・86 3・06100・0  

共通性  

貢献豊  

貢献度（％）  

相対貢献度（％）  
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表10－卜4 因子問相関行列（頭部）  

FI F2  F3  F4  F5  F6  F7  F8  F9  FlO  

1．000   

．2791．000   

－．029 －．0931．000   

．199．240 －．0541．000   

．135．125．064．1791．000   

．230．川4．094．177．1431．000   

－．120 －．074一．011－．206－．081－．1291．000   

．013 －．024．034．126．004．108・．2311．000  

．178．273．076．153．203．241－．164．0341．000  

．252．170－．049．182．065．280．041－．078．1761．000  

FI   

F2   

F3   

F4   

F5   

F6   

F7   

F8   

F9   

FlO  
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転前の0．136から回転後が0．387と改善が認められた。   

このようにして得られた因子負荷行列に基づいて因子の解釈がおこなわれた。  

そして、この因子の解釈では、主として、因子負荷量の絶対値が0．5以上を示した  

項目を解釈のよりどころとし、また、高い因子負荷童を示す項目が認められない  

ような貢献量の小きい因子などについては、0．3～0．5の値を示した項目も、補助  

的に解釈に利用きれた。   

なお、以下、本研究では分散豊の大きい順に「第1因子」、「第2因子」・・  
・・のように示した。また、項目番号は質問紙における当該項目の番号を示して  

いる。そして、その数字の前に示きれている英文字は、項目が属すると考えられ、  

分類された身体部位を示しており、それぞれ、「H」は頭部（Headの略）、「A」  

は上肢部（Armsの略）、「T」は体幹部（Torsoの略）、rL」は下腹部（Legsの  

略）を示している。   

以下に、各因子の解釈を示す。  

第1因子   

第1因子は、貢献量2．91、貢献度（全分散に対する）8．57％、相対貢献度（全  

共通性に対する）17．35％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷量を示した項目は、   
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．517  
．645  
．648  
．540  

1
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H
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H
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n
 
 

であり、絶対値0．4～0．5の因子負荷豊を示した項目は、  

H19  首  
H28  息  墓云雪  

入れる  

た状態で止める  
．490  
．468  
．444   H32  シューシュー等と言いながら走る  

であった。したがって、第1因子は、  

Ⅶ東風－。短観王手。1怪聞謂罰il巨  

を示す因子であると解釈きれた。  

第2因子  
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第2因子は、貢献量2．49、貢献度（全分散に対する）7，32％、相対貢献度（全  

共通性に対する）14．81％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷量を示した項目は、  

る
 
 

す
 
 

を
 
 

ら
る
る
 
 

つ
ぶ
め
 
 

め
つ
細
 
 

か
を
を
 
 

し
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l
日
H
 
 

1
7
8
 
 

H
H
H
 
 

．533  
．794  
．562  

であり、絶対値0．4～0．5の因子負荷量を示した項目は、  

H4  歯をくいしばる  
させる  

2  

．438  
．479  
．426  

であった。これらの項目は、H12を除いて、顔面の緊張一弛緩に関する項目で  

あることから、  

イ顔面の緊張」  

を示す因子と解釈きれた。  

第3因子   

第3因子ば、貢献量2．08、貢献度（全分散に対する）6．11％、相対貢献度（全  

共通性に対する）12．37％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷童を示した項目は、  

書 す  

H26  首の振りでリズムをとる  

．582  
．746  
．794  

であり、他に因子の解釈に有効な因子負荷量を示した項目は認められなかった。  

そして、これらの項目は、全て首の運動に関する内容なので、  

「首の運動」  

を示す因子と解釈された。  

第4因子   

第4因子は、貢献量1．67、貢献度（全分散に対する）4．91％、相対貢献度（全  

共通性に対する）9．95％であった。  
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この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷童を示した項目は、  

らいリラックスする  

H20  首をリラックスきせる  

であり、絶対値0．3～0．5の因子負荷量を示した項目は、  

9   

．674  
．630  
．525  

．365  
．309  

であった。この因子は、ブラスの方向が顔面、及び、首のリラックスを示してい  

ると推測きれる。そして、このことば、因子負荷畳の符号に明確に示きれている。  

したがって、第4因子は、  

月監直」蓋のリラックス⊥  

を示す因子と解釈きれたム  

第5因子  

第5因子ば、貢献量1．55、貢献度（全分散に対する）4．56％、相対貢献度（全  

共通性に対する）9．23％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷童を示した項目は、  

琵三豊 冒芳志道警謂￥ながら走る  

であり、絶対値0．4～0．5の因子負荷量を示した項目は、  

H13  桝の選手を見る  

．738  
．611  

．443  

であった。これらの項目には、共通的特性を見いだすことが困難であるが、強い  

て言えば、自己の走運動には直接的に関係するような身体部位に関する内容では  

なく、他の事柄や、外界に注意や意識を移しているという点で、類同約であると  

言える。また、他の項目が主に筋感覚的な内容であるのに対して、これらの項目  

は、視聴覚的な内容であると言えよう。したがって、第5因子は、  

による  

を示す因子と解釈きれた。  

第6因子  

第6因子は、貢献量1．40、貢献度（全分散に対する）4．13％、相対貢献度（全  
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共通性に対する）8．35％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷量を示した項目は、  

讐 
る  

であり、絶対値0．4程度以上の因子負荷量を示した項目は、  

H23  首を固定する  

．573  
．814  

．399  

であった。これらの項目は、いずれも視点を動かきず、一点を見ることに関係し  

ていると言える。したがって、第6因子は、  

「視線の固定」  

を示す因子と解釈きれた。  

第7因子   

第7因子は、貢献童1．40、貢献度（全分散に対する）4．12％、相対貢献度（全  

共通性に対する）8．34％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷豊を示した項目は、  

Hll 視線を下げる  
H27  息を止める  

であり、絶対値0．4～0．5の因子負荷量を示した項目は、  

H28  息を吸った状態で止める  

．528  
．723  

．454  

であった。この因子は、視線に関する項目（Hll）と、呼吸に関する項目（H  

27，H28）に大きく分けられるが、視線を下げることば、ある意味では、顎  

を下げることに通じ、これは、気道を狭めて呼吸を止めることにも通じると考え  

られる。したがって、第7因子は、  

「息止め」  

を示す因子と解釈された。  

第8因子   

第8因子は、貢献豊1．25、貢献度（全分散に対する）3．67％、相対貢献度（全  

共通性に対する）7．43％であった。  
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この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷童を示した項目は、  

H17  顎を引く  

だけであり、絶対値0．4～0．5の因子負荷量を示した項目は、  

H29  息を少しづつ吐いていく  
H30  口で呼吸する  

．585  

．406  
．444  

であった。また、絶対値0．4未満ではあるが、因子の解釈に参考にらると考えられ  

る項目として、  

H15  20～30m先を見る  ．316  
H31 鼻で呼吸する  ．276  

が認められた。これらの項目は、呼吸に関する項目（H29，H30，H31）  

と、視線、あるいは、庶の傾きに関する項目（H17，H15）に分類きれると  

考えられる。このように、頭部の傾きと呼吸の関係は、第7因子においても認め  

られた。しかし、第8因子でば、呼吸を止めることよりも呼吸の仕方が強訴きれ  

ている。したがって、第8因子は、  

「呼吸の仕方」  

を示す因子と解釈きれた。  

第9因子   

第9因子は、貢献量1．22、貢献度（全分散に対する）3．60％、相対貢献度（全  

共通性に対する）7．28％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷貴を示した項目は、  

H18  顎を突き出す  ．534  

だけであり、絶対値0．4程度以上の因子負荷量を示した項目は、  

H12  上を見て走る  ．397  
H16  特にどこも見ない  ．373  

であった。これらの項目は、顎を出し、顔面を上方に傾け、上方の空を見て特に  

どこにも焦点を合わせないことを示していると考えられる。したがって、第9因  

子は、  

層園田四澗。昭玩琵 巨l  

ことを示す因子と解釈きれた。  
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第10因子   

第10因子は、貢献量0．82、貢献度く全分散に対する）2．41％、相対貢献度（  

全共通性に対する）4．88％であった。   

この因子が、絶対値0．5以上の因子負荷量を示した項目は、  

H5  口を開く  ．732  

だけであり、絶対値0．4～0．5の因子負荷量を示した項目はなく、絶対値0．4未  

満でばあるが、因子の解釈に参考になると考えられる項目として、  

H6  口をばくばくきせる  ．282  

が認められた。この2つの項目は、いずれも口を閉じずに開くことを示している。  

したがって、第10因子は、  

「口を開く．」  

ことを示す因子と解釈きれた。   

以上に示した頭部に関する項目に適用された因子分析によって得られた因子の  

解釈の結果を以下にまとめる。  

第1因子  

第2因子  

第3因子  

第4因子  

第5因子  

第6因子  

第7因子  

第8因子  

第9因子  

第10因子  

開眼、首の伸張、呼吸の制御  

顔面の緊張  

首の運動  

顔面、首のリラックス  

視聴覚による注意  

視線の固定  

息止め  

呼吸の仕方  

顎を出し、上方を見る  

口を開く   

きらに、「上肢部」、「体幹部」、「下肢部」に関する項目も、「頭部」と同  

様に解析が行われた。その結果、抽出きれた因子の解釈を以下に示す。なお、各  
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部位に関する因子負荷行列は、巻末の「付録8」に掲載した。  

2． 上肢郎  

第1因子  

第2因子  

第3因子  

第4因子  

第5因子  

第6因子  

第7因子  

第8因子  

第9因子  

第10因子  

第11因子  

第12因子  

第13因子  

第14因子  

第15因子  

第16因子  

第17因子  

第18因子  

第19因子  

腕振りによる動作リード  

辛が前後で円を描く  

肩のローリング  

肘を前に出す  

腕を前方で内側に入れ、後方で外側に出す  

肘の体側でのブロック  

肘、手首の固定  

肘の角度を前方で狭め、後方で広げる  

腕を後方で掘ることの強調  

手の動作  

リズミカルな腕振り  

大きく、速い腕掘り  

肩’、腕、手のリラックス  

手を開く  

腕を前方外側に出し、後方で内側に入れる  

コンパクトな腕振り  

下方での腕掠り  

臓を締めた、平行な腕振り  

前方で強調する腕掘り  

3． 体幹部  

第1因子  

第2因子  

第3因子  

第4因子  

第5因子  

第6因子  

第7因子  

腰を入れることによる脚動作のリード  

腰の回転による脚動作のリード  

胸、腹を出す  

脚による腰、体幹、腕の動作のリード  

体斡のリラックス  

背を反らせる  

背を丸める  
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第8因子  

第9因子  

腹を引く  

上体の前傾  

4． 下肢部  

第1因子  

第2因子  

第3因子  

第4因子  

第5因子  

第6因子  

第7因子  

第8因子  

第9因子  

第10因子  

第11因子  

第12因子  

第13因子  

第14因子  

第1．5因子  

第16因子  

第17因子  

膝を前に引き出す  

脚の動作の方向性  

足の振り下ろし  

地面を十分に後方にける  

足の母子球によるキック  

膝を伸ばしたキック  

かかとを地面に暑けない  

脚の付け根を出す  

脚の十分な引きつけ  

下腿の前への振出  

一直線上を走る  

まっすぐな足の回転  

重心の真下で地面をとらえる  

足の外側で地面をとらえ、内側に重心が移動する  

キック後、足をまっすぐ尻の下に引きつける  

短い着地時間  

膝を曲げずに着地し、着地中も膝を   

あまり曲げない  

足を・膝に引き込む  

地面を下にける  

足の裏の外側に体重がかかる  

体の後方での脚の回転  

着地の前につま先を上げる  

内股で着地する  

大腱を高く上げる  

第18因子  

第19因子  

第20因子  

第21因子  

麗22因子  

第23因子  

第24因子  
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第2節 MDSモデルの連用   

次に、距離モデルを適合きせるため、MDSモデルを連用する。MDSモデル  

の適用においては、まず、空間を張る次元数の推定がおこなわれた。本研究では、  

一般的に行われているように次元数1次元ずつ増加きせてゆく手続きを採る。そ  

して、MDSCAL（Kruskal，1964a，b）がS七resslを最適化基準としているこ  

とから、次元数推定のための指標としてS七resslを用いる。   

本研究におけるMDS適用の目的は構造の表現であり、次元数決定の手続きと  

同時に布音が得られることを考えれば、ある意味で目的は達成きれたと言える。  

なぜなら、この布置を得ることにより、要素（項目）間の相互関係の空間表現が  

可能になったからである。しかしながら、これでは誤差変動の除去と項目間関係  

の空間表現ということに留まる。しかしながら、数学的・幾何学的概念としての  

「因子」によって何らかの構成概念を同定し、より少ないパラメータで構造を記  

述可能である因子分析モデルと比較して、単純性や理解しやすきという点でMD  

Sによる表現が劣る。したがって、MDSによって得られたユークリッド空間に  

おいても、何らかの数学的・柔射可学的概念を用いることによって、構造を記述す  

ることが好ましい。このことから、本研究では因子分析における「因子」に対応  

するものとして、「軸（次元）」を採用する。   

前述したように、一般的なMDSの手法によって得られた多次元空間は、  

① 原点  

③ 回転  

③ 単位  

に関する任意性という特性を有している。したがって、この多次元空間に設定で  

きる軸にも全く制約がない。そして、この自由度の大ききが、MDSにより得ら  

れた空間の長所の一つであるが、これが軸設定の困難きを生じざせている。たと  

えば、 

また、特に空間構造を規定していると考えられるような外的基準がない限り、こ  

の大きな自由度を有効に使って、客観的基準を用いて軸を設定することば困難で  

ある。そこで、本研究では、自由度の大ききという長所は多少犠牲になるが、因  
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子分析モデルと比較するという点からも、因子と同様に、  

① 軸数は空間を張る次元数と同数である  

③ 布置のセントロイドを原点とし、各軸は原点で交わる  

という条件を課して軸を設定する。そして、因子分析モデルで適用し起直接オブ  

リミン回転（古＝－0．5）を適用して軸の斜交性を検討し、高い斜交性が認められ  

ない場合には、nOrmalvarimaズ回転を適用して軸を設定する。   

なお、軸の解釈は、主として座標の絶対値が0．7以上の項目を利用し、必要に応  

じて0．5以上の項目も利用する。  

1． 頭部   

図10q2－1は、MDSCALを適用した際の次元数増加に伴うS七resslの減少傾向  

を示している。囲に示きれているように、第3次元においてこの曲線にelbowが認  

められる。これは、第4次元を加えることによるStresslの減少がそれ以前の次元  

を加えることによる減少と比較して少ないことを示している。したがって、適合  

度の改善という点では4次元以上の次元を採用する効用は小きいと言える。また、  

Kruskal（1978）によれば、経験的にStresslの値は0．2未満であることが好ましい  

としているが、頭部においては3次元解によってこの基準が達成されている（0．  

1726）。以上の点から、頭部においては3次元解を採用した。   

表10－2－1は、頭部についての軸の回転前の座標行列である。表10－2－2，3は、軸  

の斜交性の検討のために、direc七oblimin回転（8＝－0．5）とnormaIvarimax回転  

を連用した結果得られた軸問の類似性を示したものである。この裏に示きれてい  

るように、いずれの軸も相関係数、及び、COefficien七of congruenceにおいて絶  

対値0．95以上を示す軸が1つずつ認められ、他の軸とは0．1程度かそれ以下の値を  

示している。したがって、かなり類似した軸が得られていると推測きれた。   

以上のことからも、かなり類似した軸が得られていると推測きれ、モデルの単  

純性、理解の容易きという点からも軸の直交性を仮定することが適当であると判  

断した。したがって、nOrmat Varimax回転による軸が採用きれた。衰10－2－4は回  

転後の座標行列を示す。   

以下に各軸の解釈を示す。  
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STRESSl  

numberofdimensions  

Fig．10－2－1DecrementaltrendofSTRESSl   





衰10－2－2 直接オブリミン回転とノーマルバリマックス回転  

による軸間の相関係数（頭部）  

表10－2－3  直接オブリミン回転とノーマルバリマックス回転による  

軸間のCoefficien七of congruence（頭部）  
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第1軸  

第1軸に高い座標を示したのは、  

HlO  視  
H14  決  る  猿害竪琴富農  

1．202  
1．038  
1．282  
1．070  する  

であり、反対に低い座標を示した項目は、  

ない  

H24  首を左右に掘る  

ー1．222  
－0．905  
－0．936  

であった。これらの項目の内、高い座標を示している項目は、顎を引き、そのま  

ま首を固定することにより、視線を決勝テープに固定するという一連の関連した  

動作を示していると考えられる。また、低い座標を示した項目は、首に緊張を解  

き、顎を出し、首を左右に振り、特にどこも見ないということから、反対の意味  

を示していると考えられる。そして、これらのことば顎をひくことにより生じる  

ものと推測きれる。したがって、第1軸は、  

「顎の引き方十  

を示す軸であると解釈きれた。  

第2軸  

第2軸に高い座標を示したのは、  

H2  頼が  

H3  笑い  

H5  口を  音 

れるぐらいリラックスする  
で走る  

く  

1．473  
1．128  
0．780  
1．315  H20  首をリラックスさせる  

であり、反対に低い座標展示した項目は、  

る
 
 

す
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る
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ば
る
る
れ
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げ
走
入
 
 

つ
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下
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め
く
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見
力
 
 

か
を
線
を
に
 
 

し
歯
視
上
首
 
 

1
2
9
 
 

1
4
1
1
1
 
 

H
H
H
H
H
 
 

－1．040  
－0．988  
－0．870  
－0．724  
－0．656  

であり、これらの項目より若干高い座標を示した項目は  

－0．511  
－0．594   
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であった。これらの項目の内、高い座標を示している項目は、顔面、首をリラッ  

クスきせることを示しており、また、低い座標を示した項目は、顔面、首の緊張  

を示していると考えられる。したがって、第2軸は、  

「一、羞の の程」  

を示す軸であると解釈きれた。  

第3軸  

第3軸に高い座標を示したのは、  
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であり、反対に低い座標を示した項目は、  
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で止める  

であった。これらの項目は目と口に関係した項目からなっているが、口や呼吸に  

関係している項目が多い。したがって、第3軸は、  

工壁魔の‾無」  

を示す軸であると解釈きれた。   

以上に示した、頭部に関する項目に適用きれたMDSによって得られた軸の解  

釈の結果を以下にまとめる。  

第1軸  顎の引き方  

第2軸   顔面、首の緊張の程度  

第3軸  呼吸の有無  

きらに、「上肢部」、「体幹部」、「下腹部」に関する項目も、「頭部」と同  
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様に解析が行われた。その結果、得られた次元（軸）の解釈を以下に示す。なお、  

各部位に関する座標行列は、巻末の「付録9」に掲載した。  

2． 上肢部  

第1軸  

第2軸  

腕振りの前後の大きき  

下肢の動きとの関連性の有無  

腕の緊張の程度  

手の上下動の大きさ  

肘の動かし方  

第3軸  

第4軸  

3． 体幹部  

第1軸  上体の角度  

腰入れの有無  

腰の回転の有無  

体幹の緊弓長の程度  

第2軸  

第3軸  

4． 下肢部  

第1軸  

第2軸  

第3軸  

第4軸  

脚の回転の方向  

接地の仕方  

着地の仕方  

体重の足の蓑へのかかり方  
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第3節 義瑞モデルの選択   

末節では、第1，2節の結果から、「因子分析モデル」と「MDSモデル」の  

適用によって得られた表現モデルの妥当性を比較検討し、相対的に妥当であると  

判断きれた表現モデルを採用する。そして、この検討は、本研究の対象である「  

短距離走の動作に関する主観的情報の構造」が、距離的モデルとベクトルモデル  

のいずれの特性に近いと考えた方が、より合理的な表現や容易な理解が可能であ  

るかという観点を重視して行われた。   

本研究では、短距離走の動作に関する主観的情報の構造を明らかにするプロセ  

スにおいて、2つの異なった特性を有する「因子分析モデル」と「MDSモデル」．  

のいずれが表現モデルとして妥当であるかを検許することが、1つ重要な問題と  

なっている。本研究では、この妥当性を評価する観点とその具体的な指標として、  

1． 表現の精度  

2． 表現の単純性  

3． 表現の効率  

4． モデルの実用性  

1） 理解しやすき  

2） 利用、比較、発展可能性  

を用いた。以下、各点から検討を順を追って示す。  
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1．表現蛸度   

この評価の観点は、得られたデータの変動量のうち、どの程度を採用きれたモ  

デルによって説明することができるか、あるいは、予測（再生）することができ  

るかとことである。そして、このデータの説明の精度が悪いということば、対象  

となった現象と表現モデルの特性に差異があり、その結果、現象を十分に説明で  

きなかったと考えることができよう。   

きて、この2つのモデルは、その特性や最適化基準が異なっていることや計量  

的手法と非計量的手法であることから、共通な測度を用いて比較することが事実  

上不可能である。つまり、因子分析モデルにおいては各変数の変動童の説明率で  

あり、非計量的MDSにおいては非類似性行列における各要素間の変動豊の説明  

率として設定せざるおえない。したがって、本研究では比較のために、MDSモ  

デルに関してはTorgerson（1958）の計量的MDSを適用した場合の説明率を便宜  

的に用いた。この処置により、両モデルは共通した最適化基準が設定きれ、それ  

によって両者とも固有値問題に遠元きれる。したがって、固有分解きれる行列の  

トレースに対する説明率を用いて両者を比較できるという利点がある。また、こ  

の解法が、本研究で用いたMDSCALの初期布置の設定に利用した解法であり、  

MDSCALによる解と大差がないという点でも適切な処喜と言える。きらに、  

この解法では、Messick（1956）やSai七0（1978）などの方法で加算定数を推定す  

ることにより説明率を増加きせることが可能であるが、本研究では、加算定数を  

用いずに比率尺度という最も厳しい粂件の下で適用した解を利用するので、得ら  

れた説明率は下限推定値となり、説明率が過大評価きれないという点でも好まし  

い。以上の点から、この処置を採用して比較が行われた。   

表10－3－1は、各モデルによって採用きれた解における説明率を示している。こ  

の裏に示きれているように、体幹部を除いて因子分析モデルたよる説明率が著し  

く高いことが認められる。また、説明率の平均値や加重平均においてもかなり差  

異が大きいことが認められる。したがって、この点では、ベクトルモデルに基づ  

く表現の方が適当であると言える。  
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衰10－3－1 両モデルにおける説明率  

因子分析モデル  MDSモデル  

部位  

因子数  説明率（％） 次元数  説明率（％）  

頭 部  10  

上肢部  19  

体幹部  9  

下肢部  244 

3  42．5   

4  42．5   

3  51．4   

4  41．2   

49．4   

59．7   

50．9   

62．5  

合計  6:2 

単純平均  

加重平均1）  

14  

44．4   

43．3  

55．6   

57．9  

1）項目数で重み付けした平均  
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しかしながら、ここで注意すべきことば、まず、MDSによる説明率が下根推  

定値であるということである。つまり、非類似性が比率尺度であると仮定した場  

合に得られた説明率なので、条件を緩和して間隔尺度であると仮定すれば説明率  

は増加する。したがって、本研究のように順序尺度ならば、く実際には算出でき  

ないが）説明率もきらに高いと推測できよう。次に、データの説明の清度は、ど  

ちらのモデルでも因子数や次元数を増加きせることにより100％まで高めるこ  

とができるという点である。したがって、因子数や次元数を考慮して評価するこ  

とも必要であるが、この点は「第3節 説明の効率」において検討する。しかし、  

ある程度の絶対的な説明率は表現モデルにおける必要条件であり、この点ではベ  

クトルモデルに基づく表現の方が適切であると言えよう。  
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2．表伽単純性   

この評価の観点は、得られたデータを何次元空間で説明することができるか、  

あるいは、解析過程において、いくつのパラメータを推定することによって説明  

（予測、再生）可能であるかということである。この単純性が低いということば、  

えられたモデルが複雑で、理解しにくいという点で好ましくないで串ろう。なお、  

次元数の具体的な評価の指標としては、得られた空間を破る次元数という点で、  

因子数と次元数が用いられた。また、推定されるパラメータについては、因子負  

荷行列、座標行列の要素数を用いた。   

表10－3－2は、両モデルにおいて推定きれた因子数、次元数、パラメータ数を示  

したものである。   

表に示きれているように、いずれの身体部位においても、因子数、次元数、パ  

ラメータ数は、MDSモデルの方が少なく、その比ほ1対3～1対6となってい  

る。また、全体としてもMDSの方が少なく、因子分析の9分の2程度となって  

いる。したがって、この点では、MDSモデルによる表現の方が適当であると言  

える。   

しかしながら、この単純性に関しては、どちらのモデルでも説明率を考慮しな  

ければ、次元数を1まで減らすことが可台巨であり、この点で、いくらでも単純性  

を高めることができる。したがって、説明率を考慮して評価することも必要であ  

るが、この点は「第3節 表現の効率」において述べる。しかし、ある程度の絶  

対的な単純性は表現モデルにおける必要条件であり、この点では距離モデルに基  

づく表現の方が適切であると言えよう。  
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蓑10－3－2  両モデルにおける因子数、次元数、パラメータ数  

因子分析モデル  MDSモデル  

部位  

因子数  パラメータ数  次元数 パラメータ数  

頭 部   10  340   295米  3  

上肢部   19  1273 1102米  4  
体幹部  9  306  270＊  3  

下肢部  24  2136 1860米  4  

102  99米   

268 262米   

102  99米   

356 350＊  

合計  62  4055 3527采 14  828 810米  

米：独立に推定きれたパラメータ数  
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3．データ説明の効率   

この評価の観点は、第1，2節において述べたように、データ説明の精度とモ  

デルの単純性が独立した観点ではなく、一方が高まれば他方が低下するという相  

反した関係を有している点を考慮して、縫合的評価をしようとするものである。  

すなわち、モデルは、因子数や次元数やパラメータ数を多くすればデータの精度  

をいくらでも高めることができるが、単純性という点で好ましくなく、逆に、こ  

れらを少なくすればモデルの単純性をいくらでも高めることができるが、表現の  

精度は低下してしまうという点で好ましくないからである。具体的な指標として  

は、1因子・1次元当りの説明率と与えられたデータ数と推定きれたパラメータ  

数の比が用いられた。   

表10－3－3は、各モデルの適用によって得られた表現モデルにおける1因子・1  

次元当りの説明率を示したものである。表に示きれているように、どの身体部位  

においてもMDSモデルの方が著しく高い憤を示していることがわかる。   

しかし、因子・次元を増加するに従って因子や次元の変動豊が小きくなるので、  

因子数や次元数が多い程1因子・1次元当りの説明率は小きくことも考慮する必  

要があろう。そこで、囲10－3－1～4ば、各因子・次元数の場合の説明率を示したも  

のである。図に示きれているように、妥当であると考えられる因子数・次元数の  

範囲においては、因子数と次元数が等しい場合には、いずれの部位においてもM  

DSモデルによる表現の方が高い説明率を示している。また、囲10－3－5～8は、1  

因子・1次元当りの説明率を示したものである。囲に示きれているように、妥当  

であると考えられる因子数・次元数の範囲においては、因子数と次元数が等しい  

場合には、いずれの部位においてもMDSモデルによる表現の方が高い値を示し  

ている。したがって、MDSモデルの方が表現の効率が良いと言えよう。このよ  

うに、因子数・次元数が等しい場合にMDSモデルの方が説明率や効率が高いと  

いうことば、本研究の対象である情報構造の特性がより距離モデルに近いと推測  

きれ、対象と距離モデルが二次的同型性をの関係にある可能性がより高いと言え  

よう。   

きらに、両モデルとも、与えられたデータから因子負荷量や座標を推定する方  
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法であり、各因子・次元は相互に直交するという条件が課されている。したがっ  

て、それぞれのパラメータが独立に定められている訳ではな、独立に定められる  

パラメータはその集件の数だけ減少する。したがって、厳密な意味で独立に推定  

きれたパラメータは、m・n一Tm（m－1）／2であると言える〈mは因子数・  

次元数、nは変数の数を示す）。そこで、パラメータ推定の効率という点から、  

独立に推定きれたパラメータと与えられたデータ（相関行列、非類似性行列の非  

対角成分の下（上）半分）との比を示したのが表10－3－4である。表に示きれてい  

るように、いずれの身体部位においてもMDSモデルの方が傾が小さく、より高  

い効率でパラメータの推定が行われていると言える。   

このように、データ説明の効率において大きな差異が生じた一因として、各々  

のモデル適用により得られる空間の特性が考えられる。すなわち、MDSの適用  

により得られる距離空間は空間全体を十分に利用できるのに対し、因子分析の適  

用により得られた空間ば、説明寒が高い程（採用きれた共通因子が多い程）各変  

数の共通性が高まり、因子空間の超単位円の表面に変数を示すベクトルの先端が  

集中するので、空間の中心部を有効に利用できなくなるからである。そして、こ  

のような結束は他の研究でも認められており、モデルの基本的特性に基づくもの  

であると推測きれる。   

したがって、この点でも距離モデルに基づく表現の方が適当であると言える。  
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蓑10－3－3  両モデルにおける1因子・1次元当りの説明率  

因子分析モデル  MDSモデル  

因子数  平均説明率（％） 次元数  平均説明率（％）  

頭 部  

上肢部  

体幹部  

下肢部  

0
 
9
 
9
 
4
 
 

1
 
1
 
 

2
 
 

9
 
1
 
7
 
6
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●
 
 
 
 
 
 
●
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3
 
4
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6
 
1
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4
 
0
 
7
 
0
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 

単純平均  4．1  

加重平均1）  3．6  

1
 
7
 
 

●
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 

3
 
り
】
 
 

l
 
l
 
 

1）因子・次元数で重み付けした平均  

表10－3－4  データ数、推定きれたパラメータ数とその比  

因子分析モデル  MDSモデル  

データ数 パラメータ数   比  パラメータ数  比  

頭 部  

上肢部  

体幹部  

下肢部   

176  

238  

176  

089  

9
 
2
 
9
 
0
 
 

9
 
6
 
9
 
5
 
 

2
 
 
 
3
 
 

526  

498  

481. 

475  

561  295  

2211   1102   

561  270  

3916   1860  

絵合  7249   3527 ．487   810 ・112  

注） 「パラメータ数」は、独立に推定きれたパラメータ数  
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4．実用性   

この評価の観点は、それぞれの解析モデルによって得られた表現モデルのうち、  

どちらが  

（1） 理解しやすき  

（2） 利用・比較・発展可能性  

という点で優れているかということを示している。そして、（1）の具体的な評  

価の指標は  

① 項目、因子・軸の表現  

③ 項目、因子・軸間の関係の表現－  

③ 因子数・軸数  

⑨ 因子・軸の解釈の容易き  

であり、（2）の具体的な指標は、  

① 個体評価のための尺度の有無  

② 解析法とプログラムの普及度  

③ 統計学的手法の応用可能性  

が採用された。   

まず、（1）の理解のしやすきという観点において、①の項目、因子、軸の表  

現について乙ま、因子分析による表現モデルが項目と因子をベクトルによって表現  

するのに対し、MDSによる表現モデルが項目を点、軸を直線（ベタいレ）で表  

現しているという点で異なっている。この点で、ベクトルというのは日常的な概  

念ではないが、点、直線というのは顕在的な対象として存在しており、日常的で、  

理解し易い概念と言える。したがって、この点では、MDSモデルによる方が適  

当であると考えられる。   

次とこ、③の項目、因子・軸間の関係の表現については、因子分析による表現モ  

デルが角度（方向余弦、ノルムで基準化した内横）で表現するのに対し、MDS  

による表現モデルはユークリッド距離であるという点で異なっている。この点で、  

方向余弦や内積というのは日常的でなく、角度も橿座標系を日常的に用いること  

が少ないので理解しにくい。しかし、距離は日常的に用いており、直観的な理解  
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が容易であると言える。したがって、この点でも、MDSモデルによる表現の方  

が適当であると考えられる。   

③の因子数・軸数については、「第2節 表現の単純性」においても示したよ  

うに、因子分析モデルによる表現モデルは因子数が9～24であるが、MDSモ  

デルによる表現モデルは軸数は3～4である○また、合計でも、前者は62因子  

だが、後者は14軸である。きらに、空間表現し‾た場合、後者では頚部と体幹部  

では3次元であり、空間を直観的・視覚的に表現・理解が可能であるが、前者の  

場合はその限界を遥かに越えているので、構造の視覚化という点での貢献度は相  

対的に小さいと言えよう。したがって、この点でもMDSモデルによる表現の方  

が適当であると考えられる。   

⑨の因子・軸の解釈の容易きについては、因子分析による表現モデルでは8つ  

の因子が解釈困難であったが、MDSにおける軸は特に解釈困難な軸は認められ  

なかった。したがって、この点でもどちらかと言えばMDSモデルによる表現の  

方が適当であると考えられる。   

次に、（2）の利用、比較、発展可能性という観点に移る。  

①の個体評価のための尺度の有無という点では、主として発展可能性にかかわる  

問題である。因子分析による表現モデルは因子得点を算出することによって可能  

となるが、MDSモデルによる表現モデルはそれに対応するような尺度を得る方  

法が具体的に提案きれていない（もちろん、主軸法などの応用によって可能では  

ある）。但し、因子分析モデルでは、因子と変数間に線形関係を仮定するという  

現実のデータに対して厳しい制約を課すことによってこの長所を獲得している。  

逆に、MDSモデルではそのような厳しい仮定をしていない。したがって、この  

点は、線形関係の仮定の妥当性と無関係ではない。そして、この仮定の検討は、  

（1）の検討によって既に検討きれた。しかし、単純に考えれば、因子分析によ  

る表現モデルが適当であると言えよう。   

③の解析法とプログラムの普及度は、主として利用・比較可能性にかかわる問  

題である。因子分析が多くの領域で既に応用きれており、BMDP、SPSS、  

SASなどの汎用統計プログラムパッケージに含まれているのに対し、MDSは  

あまり応用きれておらず、汎用統計プログラムパッケージにおいても国内版では  

含まれておらず、含まれていても非常に手法が限定きれている。また、実際のプ  
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ログラムリストもMDSは出版されて公開されているものはほとんどなく、開発  

者の許可を得て手に入れるか、購入するか、自分で作成する必要がある。したが  

って、この点でも因子分析による表現が適当であると言えよう。   

③の統計学的手法の応用可能性も主として発展可能性にかかわる問題である。  

いずれのモデルも最尤解法が提案きれているという点では類似している。しかし、  

因子分析は確率分布のわかっている相関係数を用いているが、MDSで用いられ  

る非類似性や距離は確率分布の不明確な測度を用いている。この点で、因子分析  

による表現の方が好ましいと言えそうである。   

以上の実用性にかかわる点をまとめたのが表10－3－5である。このように理解し  

やすきという点でばMDSモデルによる表現モデルが、そして、利用・比較・発  

展可能性という点では因子分析による表現モデルが相対的に優れていると言えよ  

う。  
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表10－3－5  両モデルにおける実用性の比較  

観点  指標  因子分析  MD S 

理解しやすき  

項目、因子、軸の表現  ベクいレ  点、直線、空間  

項目、因子、軸  

の関係の表現  

角度  ユークリッド  

方向余弦  距離  

内積  

因子数、軸数（合計）  62  14  

因子、軸の解釈の容易さ  

（困難なものの数）  

利用・比較・発展可能性  

個体評価のための尺度の有無  因子得点  特になし  

工夫を要する  

解析法、プログラムの普及度  各分野で多用  

市販プログラム多  

統計パッケージ有  

近年普及  

少ない  

手法が限定  

統計学的手法の応用可能性  相関係数の確率  

分布既知  

非類似性や  

距離の確率  

分布不明  
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5．まとめ   

以上の4つの観点からの比較を表10－3－6にまとめた。この表からもわかるよう  

にモデルの単純性とデータの表現の効率という2点では明らかにMDSによる表  

現モデルの方が適当であり、データの表現の精度という点では厳密には不明であ  

り、実用性の点では、理解しやすさという点でMDSによる表現モデルの方が適  

当であるが、利用・比較・発展可能性という点では因子分析による表現の方が適  

切であることが示された。したがって、それぞれの観点を同様に評価することば  

できないが、相対的に、MDSモデルを用いた表現モデルの方が適当であると考  

えられる観点が多いこと、モデルの単純性とデータの表現の効率の2つの観点で  

の差異が著しく大きいこと、個体評価のための尺度の問題はMDSによる表現で  

も対応可能であるということから、本研究ではMDSによる表現モデルが適当で  

あると判断し、このモデルを表現モデルとして採用した。  
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表10－3－6  表現モデル選択のための各評価尺度による比較  

評価の観点  評価尺度  因子分析 MDS  

データの説明の精度  

採用きれた因子数、次元数による説明率  ？  ？  

単純性  

×  ○   

×  ○  

因子数、次元数  

推定きれたパラメータ数  

データの表現の効率  

1因子、1次元当りの説明率  

同一因子数、次元数による説明率  

パラメータ推定の効率  

×  ○   

×  ○   

×  ○  

実用性  

理解しやすき  

項目、因子、軸の表現  

項目、因子、軸間の関係の表現  

因子数、軸数  

因子、軸の解釈の容易き  

利用、比較、発展可能性  

個体評価のための尺度の有無  

解析法、プログラムの普及度  

統計学的手法の応用可能性  

×  ○   

×  ○   

×  ○   

×  ○  

○  ×   

○  ×   

0  ×  

注） ○：優れている  ×：劣っている ？：不明  
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削節 尺度水準の検討   

前節までで、短距離走の動作に関する主観的情報構造の表現モデルとして距離  

モデルが採用きれ、その表現モデルを用いて情報描造が表現きれた。そして、そ  

こでは、   

① 非類似性ヂ一夕の尺度水準が不明確なので、最もデータに謀きれる制約  

が小さい尺度水準を仮定すべきである  

⑨ 非類似性データには標本誤差を含んでいると考えられるので、誤差の影  

響を回避するために計量的情報よりも誤差に対して頑健性の高い情報を  

用いるべきである  

という根拠から、非類似性の順序情報のみを利用して構造の設定が行われてきた  

（但し、初期布置の推定では計量的情報を便宜的に用いている）。しかしながら、  

もし、計量的データであると仮定しうるのであれば、  

① MDSなどの種々の解析が容易である。  

② 他の模本からのデータとの比較が容易である。  

という解析における実用上の利点がある。たとえば、前者に関して言えば、逐次  

解法による時間・コストの浪費と局所最小解や退化解の危険性を回避できる。そ  

こで、本章では、本研究で用いられた非類似性データを計量的データとみなすこ  

との可能性が検討きれた。このため、  

① 比率尺度  

③ 間隔尺度  

③ 順序尺度  

の各尺度水準を仮定する手法を連用し、データの説明率という点から評価られた。  

なお、用いるMDSは全て距離で最小二乗基準を連用するものに統一きれた。す  

なわち、比率尺度を仮定する手法として、me七ric SSA（Gu七加an，1968）、間  

隔尺度を仮定する手法とし七、．COSCAL（Cooper，1972）、順序尺度を仮定  

する手法として、MDSCAL（Kruska7，1964a，b）が用いられた（詳細は、「  

第2葺 関連文献の概要」を参照）。  
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表10－4－1 各尺度水準を仮定した場合の相関係数と説明率  

部位＼尺度  比率尺度1） 間隔尺度2） 順序尺度3）  

頭部  ．752  ．837  ．841   

56．6  70．1  70．7  

上肢部  ．763  ．813  ．831   

58．2  66．1  69．1  

体幹部  ．824  ．887  ．904   

67．9  78．7  81．7  

下肢部  ．747  ．805  ．816   

55．8  64．8  66．6  

注） 上段：相関係数；下段：説明率（％）  

1）SSA；2）COSCAL；3）MDSCAL  
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蓑10・射1は、各尺度水準を仮定した場合の手法を適用した場合の非類似性と得  

られた距離との相関係数、及び、説明率を示したものである。但し、順序尺度を  

仮定した場合においても、ここでばピアソンの横車相関係数を舟いているが、ス  

ピアマン、及び、ケンドールの順位相関係数と比較しても、その差異は0．001程度  

であった。蓑に示されているように、いずれの部位でも尺度の水準が低いほど相  

関係数と説明率が向上することが認められる。このことば、尺度水準を高く仮定  

した方がデータに課せられる制約が大きいことによるもので、当然の結果である  

と言える。しかしながら、比率尺度から間隔尺度、間隔尺度から順序尺度への移  

行により向上する説明率をみると前者における向上が著しく大きいことが認めら  

れる。この結果は、ユークリッド距離モデルへの適合性という基準のみから見れ  

ば、データが比率尺度の特性を有したものであると仮定するのは無理があり、ま  

た順序尺度を仮定する（順序情報のみを用いてその他の計量的情報を捨てる）必  

要性はないことを示している。つまり、間隔尺度の特性を有していると仮定する  

ことが適当であることを示している。きらに、このことば、順序尺度から間隔尺  

度を仮定することによって増加する情相童の方が、間隔尺度から比率尺度を仮定  

することによって増加する情報豊よりも多いと考えられるにもかかわらず、説明  

率の増加は前者の場合の方が著しく大きいということもこの結果の解釈を支持す  

る根拠となろう。   

次に、各手法によって得られた次元の類似性が検討きれた。表10－4－2，3はMD  

SCALによって得られた次元と他の2つの手法によって得られた次元間の  

COefficien七of congruenceを示L／たものである。   

まず、頭部に関して見ると、表10・4－2の左の列に示きれているように、COS  

CALによる次元は、全て±0．95以上の高い値を示すMDSCALによる次元が  

認められ、非常に類似した次元が得られていることが推測きれが、SSAによる  

第1次元はMDSCALの第3次元との間に0．640の中程度の値を示している。   

次に、上肢部に関して見ると、表10－4－3の左の列示にきれているように、CO  

SCALによる次元は、全て±0．98以上の高い値を示すMDSCALによる次元  

が認められ、非常に類似した次元が得られていることが推測きれるが、SSAに  

よる第3，4次元は高い値を示すMDSCALによる次元が認められない。   

また、体幹部に関して見ると、表10－4－2の右の別に示きれているように、CO  
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表10－4・2  MDSCALと他の手法による次元間の  

COefficien七of congruence（頭部，体幹部）  

部位  頭部  体幹部  

解析方法  MDSCAL  MDSCAL  
次元 1   2   3  1   2   3  

979  996  1
 
2
3
 
 
 

ー984  C O S CAL  ー984  

－991  

1
2
3
 
 

蓑10－4－3  MDSCALと他の手法による次元間の  

COefficien七Of congruence（上肢部，下肢部）  

部位  上腹部  下肢部  

解析方法  MDSCAL  MDSCAL  
次元1 2  3  4   1 2  3  4  

990  
－983  

－983  
987  －984  

l
へ
ノ
】
3
皿
▲
 
 

－994  
CO S CAL  －981  

986  

5
 
 

7
 
 

8
 
 7

 
 

9
 
 

7
 
 

1
へ
．
‘
3
4
 
 

－987  
724  
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SCALによる次元は、全て±0．98以上の高い値を示すMDSCALによる次元  

が認められ、非常に類似した次元が得られていることが推測きれるが、SSAに  

よる第1次元は高い値を示すMDSCALの次元が認められない。   

最後に、下肢部に関して見ると、表10－4－3の右の列に示きれているように、C  

OSCALによる次元は、全て±0．98以上の高い値を示すMDSCALによる次  

元が認められ、非常に類似した次元が得られていることが推測きれるが、SSA  

による第1，4次元は高い値を示すMDSCALによる次元は認められない。   

このように、全ての部位における解析においても、MDSCALによる次元と  

COSCALによる次元は非常に類似しているが、SSAによる次元には異なっ  

た次元が抽出きれている。このことは、MDSCALとCOSCALの説明率が  

非常に類似しており（衰10一小1）、SSAとは著しく異なっていた結果と一致す  

る。これらのことば前述したように、非類似性データを間隔尺度と見なすことの  

妥当性を示すものであると考えられる。   

以上に示したように、本研究で用いた非類似性データは、データ表現の合理性  

という点から見た場合、間隔尺度であると仮定することが可能であると推測され  

た。しかしながら、衰10－4－2，3において認められたように、MDSCALとCO  

SCALによる次元の特性が非常に類似しており、また、これまでMDSCAL  

により分析が進められてきていることから、以後の解析においても解析上の整合  

性を保つという意味で非誓似性データの順序情報のみを利用し、MDSCÅLを  

用いることにする。  
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那節 惜棚造の頑離の鮒   

これまでは、MDSCALを連用することによって得られた解に基づいて考察  

が加えられた。しかし、「第2章 関連文献の概要」において述べたように、現  

時点でも、非常に多くの種類MDSが提案きれ、プログラムが開発きれている。  

そして、それらのMDSもま同じモデルを連用する手法の中でも、最適化基準や尺  

度水準の仮定などの点で異なっており、適用きれる手法によって解に多少の差異  

が生じる。したがって、異なる手法を適用することによって得られる情報横道が  

著しく異なるというのでは、情報構造の「頑健性」に問題があると言える。そこ  

で、本章では、MDS手法選択の任意性に関する解の不変性という点から構造の  

頑健性が検討きれた。但し、利用きれる最適化のアルゴリズムまで考慮すると極  

めて多く、全てを連用することば事実上不可能なので、本筋では、最適化基準の  

差異にのみに焦点を当てた。   

なお、適用されたMDS手法は、全て非類似性データの順序情報を利用する非  

計量的MDSに統一した。つまり、距離において最適化基準を適用するものとし  

て、MDSCAL（Kruskal，1964）とnonme七ric SSA（Gu 

離の2乗において最適化基準を適用するものとしてALSCAL（Takane，1977）  

とELEGANT（de Leeuw，1977）が用いられた。但し、計量的データに適用  

する最尤解法であるMULTISCAL－Ⅰ（Ramsay，1977；以後、MLと略す）  

も参考に適用され比較きれた（詳細は第2章の「関連文献の概要」を参照）。ま  

た、初期布置はTorgerson（1958）の解法による布置に統一し、軸（次元）設定の  

ための回転法もNormalVarimav回転に統一した。   

まず、非計量的手法による解の比較を試みてから、参考として最尤解との比較  

をすることにする。   

蓑10－5－1～4は、各部位において各手法を適用して得られた空間における距離距  

離間のCOefficien七Of congruenceを示L／たものであり、ま泡、蓑10－5－5←6は、  

各部位において各手法を適用して得られた次元とMDSCALによる次元との間  

のCOefficien七of congruenceで、特に高い値を示した次元対の値を示したもの  
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蓑10－5－1 各種MDSによる距離間のCOefficien七of congruenceく頭部）  
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衰10－5－2  各種MDSによる距離間のCOefficien七of congruence（上肢郎）  
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表10－5－3  各種MDSによる距離間のCOefficien七of congruence（体幹部）  
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表10－5－4  各種MDSによる距離間のCOefficien七of congruence（下肢部）  
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である（原点をセントロイドにしてあるので、相関係数と等しい）。   

まず、頭部に関して見ると、衰10－5－1に示されているように全ての手法による  

距離間で0．99以上の高い傾が認められ、非常に類似した布置が得られていること  

が推測きれる。■また、蓑10－5－5の左の列を見ると、ALSCALによる第3次元  

を除いて全て±0．94以上の高い値を示しており、非常に類似した次元が得られて  

いることが推測きれる。しかし、ALSCALの第3次元もMDSCALの第3  

次元との問に0．814というかなり高い値を示している。   

次に、上肢部に関して見ると、表10・5－2に示きれているように全ての手法によ  

る距離問で0．99以上の高い値が認められ、非常に類似した布置が得られているこ  

とが推測きれる。また、表10－5－6の左の列を見ると、ALSCALによる第1次  

元、ELEGANTの第2次元を除いて全て±0．8以上の高い値を示しており、非  

常に類似した次元が得られていることが推測される。また、上記の2次元もMD  

SCALの次元との間に0．731、0．629の中程度以上の憤を示している。   

体幹部に関して見ると、表10－5・3に示きれているように全ての手法による距離  

間で0．99以上の高い値が認められ、非常に類似した布置が得られていることが推  

測きれる。また、衰10－5－5の右の列を見ると、ALSCALによる第2，3次元、  

ELEGANTの第2，3次元を除いて全て士0．94以上の高い値を示しており、  

非常に類似した次元が得られていることが推測きれる。また、上記の4次元もM  

DSCALの次元との間に中程度以上の値を示している。   

最後に、下肢部に関して見ると、蓑10－5一引こ示きれているように全ての手法に  

よる距離間で0．99以上の高い値が認められ、非常に類似した空間が得られている  

ことが推測きれる。また、衰10－5・6の右の列を見るとSSAによる第2，3次元、  

ALSCALの第2，3次元を除いて全て±0．9以上の高い値を示しており、非常  

に類似した次元が得られていることが推測きれる。また、上記の4次元もMDS  

CALの次元との間に±0．7以上の値を示している。   

次に、参考として適用した最尤解と比較すると、表10－5－1～4に示されているよ  

うに、非計量的手法の全てと0．96以上の高い値を示しており、非常に類似した布  

置が得られていると言える。また、表10－5－5，6に示きれているように、非常に類  

似した次元が得られているが、上肢部においてのみ若干異なった次元が得られて  

いる。しかし、この不一致には、第4節で認められたように、MDSCALと  
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表10－5－5  MDSCALと他の手法による次元間の  

COefficien七of congruence（頭部，体幹部）  

部位  頭部  体幹部  

解析方法  MD SCAL  MDSCAL  

次元 1   2   3  1   2   3  

1
 
2
 
3
 
 

999  

993  

994  

1
 
2
 
3
 
 

ALSCALLLLLL 

1
 
2
 
3
 
 

ELEGANTTTTTTT 

1
 
2
 
3
 
 
 



表10－5－6 MDSCALと他の手法による次元間の  

coefficien七of congruence（上肢部，下肢部）  

部位  上肢部  下腰部  

MDSCAL  MDS CAL  

次元1 2  3  4   1 2  3  4  

解析方法  
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MLの非類似性データの尺度水準の仮定の差異が大きな原因であると推測きれる。   

以上のように、同一の初期布置を用いているとは言え、かなりの回数の反復推  

定後であり、しかも、次元の解析的回転の後であるにもかかわらず、いずれの手  

法を適用しても高い類似性を有する布窟と次元が得られた。この点から、第2節  

でMDSCALを適用することによって得られた布置と次元は、MDS手法の差  

異に関して頑健であると推測きれる。  
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那節 加速疾走局面に関する情朋造の鮒   

本節では、「加速疾走局面」に関する情報構造の明確化を目的としている。こ  

の節では、ここまでの中間疾走局面に関する知見を踏まえて、距離モデルを採用  

する。また、構造化特性も、布置のセントロイドで直交する軸として設定する。  

その他、解析方法に関する点は、中間疾走局面に関する解析と同じである。  

1． 頭部   

頭部に関する解析の結果、S七resslが0．2未満というKruskal（1978）の経験的基  

準は、3次元解によって達成きれている（0．1258）。この点から、頭部において  

は3次元解を採用した。蓑10－6－1，2はそれぞれ回転前、回転後の座標行列を示す。   

以下に各軸の解釈を示す。  

第1軸  

第1軸に高い座標を示した項目は、  

少し前方を見る  
上目づかいで下から見上げる  

H44 
H77 
H17  
H20  

8
6
4
4
 
 

8
8
0
8
 
 

0
7
7
7
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
◆
 
 

1
0
0
0
 
 

苺  

を緊張させる  
吸をする  

であり、反対に低い座標を示した項目は、   

スきせる  

新品芸者芸  
H16  首をリラックスさせる  

－1．407  
－0．796  
－1．144  

であった。これらの項目では、主として顔・首の緊張の程度を示している項目が  

多いと言える（HlO，Hll，H16，H17）。したがって、第1軸は、  

jナ‡。王医書 跳担◆壬札  

を示す軸であると解釈きれた。  
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第2軸   

第2軸に高い座標を示した項目は、  

前を見る  

H15  首を振る  

であり、反対に低い座標を示した項目は、  

0．949  
0．816  
0．764  

H11 

H3 H6  
日14  顎を引く  

いく  

線を速くしていく  

－0．717  
－1．136  
－1．144  
－0．823  

であった。これらの項目から、この軸が威をすぐに上げることと、すぐに上げず  

に徐々に上げていくことを両極に示していると推測きれる。したがって、第2軸  

は、  

「顔の上げ方」  

を示す軸であると解釈きれた。  

第3軸   

第3軸に高い座標を示したのは、  

H5  ゴールの方を見る  
H20  呼吸をする  
H22  口を半開きにする  

であり、反対に低い座標を示した項目は、  

H12  しかめ面をする  
H21  口を閉じる  

1．093  
0．945  
0．936  

ー0．740  
－0．924  

であった。これらの項目は、呼吸に関係している項目が多い。したがって、第3  

軸は、  

「呼吸の有無」  

を示す軸であると解釈された。   

以上に示した、頭部に関する項目に適用きれたMDSによって得られた軸の解  

釈の結果を以下にまとめる。  
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顔面、首の緊張の程度  

顔の上げ方  

呼吸の有無   

きらに、「上肢部」、「体幹部」、「下肢部」に関する項目も、「頭部」と同  

様に解析が行われた。その結果、得られた次元（軸）の解釈を以下に示す。なお、  

各部位に関する座標行列は、巻末の「付録9」に掲載した。  

2． 上肢郎  

第1軸  腕掘りの前後の太巻き  

手の掘り  

他の部位の動きとの関連の方向性  

脱の緊張の程度  

腕振りの強調点（体の前一後ろ）  

他の部位の動きとの関連性の有無  

第2軸  

第3軸  

3． 体幹部  

第1軸  腹筋の緊張度  

腰の高さ  

前傾の程度  

背の伸展の程度  

背筋の緊張の程度  

腰の回転の有無  

第2軸  

第3軸  

4． 下肢部  

第1軸  脚の回転の方向  

脚動作の強調点  

下灘の振出しの有無  

着地の位置  

第2軸  

第3軸  
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前章では、「中間疾走局面」と「加速疾走局面」における情報構造が推定きれ、  

その客観性が検討きれた。本章では、得られた情報構造の一般性を検討する。な  

お、情報構造の一般性が検討きれた属性は、「被検者」と「疾走局面」である。  

第1節 被検者に関する情事隅造の差異の鮒   

本節では、情報構造の「被横着」に関する一般性の検討を行う。この間選ば、  

本研究において重要な意味を持つ。なぜなら、本研究では、情報というものの機  

能、価値、意義、そして、「情事臥 という概念自体の有無が、それを利用する主  

体に依存した相対的なものであるという前提の下に進められており、この点から、  

情報間の関連性も主体の処理プロセスを通してとらえるぺきであると考えている  

からである。したがって、「情報構造」の一般性ほある意味で「認知構造」の一  

般性に逮元されて検討書れるのであり、認知構造の一般性が保証きれることによ  

って情報構造の一般性が保証ざれることになる。   

また、情報構造の一般性の検討は、情報楢造を研究対象とすることの教育学的  

意轟を検討する部分でもある。なぜなら、情稚構造の一般性の仮説の棄却は認知  

構造の一般性の棄却を意味し、このことば、認知構造を変化させることによる走  

動作の改善と、それによる走パフォーマンス向上という走運動技能学習における  

博幸折り用の可能性を暗示すると考えられるからである。   

きて、本研究では、具体的に情報の構造に影響を持つと考えられる主体の特性  

として、  

① 運動経験  

③ 痔距離走能力  

③ 性  

を採り上げて、この特性を反映した標識に基づいて分類きれた各群において得ら  

れた情報構造の等質性を検討するという手続きを採る（但し、加速疾走局面に関  

しては、「性」に関してのみ検討される）。   

きて、実襟の手続きとしては、まず、等巽性の仮説の検証が行われ、等質性の  
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仮説が棄却きれた場合に乙ま、次に、その差異が量的な差異であるという仮説が検  

証きれる。なお、構造の等質性の評価は等質性を仮定した場合としない場合の説  

明率の差異から行われ、構造化特性（次元）の等質性は当該次元上の各項目の座  

標の類似性から行われる。さらに、構造化特性の直交性の仮定は矩臣巨離群と同様  

に各群においても採用きれる。   

以下、「運動綾験」、「増距離走能力」、「性」の順に結果を示す。  
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1．運動経験仲間疾走局面）   

既に得られた情報の構造が一般的な構造であるか否かを検討するにあたり、個  

人の経験から獲得した情報を基に情報が構造化きれると考えられることから、ま  

ず、個人の運動に関する縫験を採り上げる。そして、運動経験を反映している標  

識として、それまで専門的にトレーニングしてきた種目を採り上げ、種目の差異  

による構造の不変性から一般性の検討を行う。このように、運動靂験の差異を陸  

上競技に限定することば、標本の経験の範囲をかなり限定してしまうことになる  

が、もし、この程度の（相対的に）小きな経験の差異によって構造に差異が生じ  

るとすれば、より多くの運動種目に従事している集団間の構造にも、当然差異が  

存在すると考えられる。したがって、構造は一般的ではなく、少なくとも情報を  

構造化する主体に依存すると嘗えよう。このように、本研究では検証の効率を高  

めるためにも、まず、独立変数（＝運動経験）の狭い範囲で検討し、これで仮説  

（「構造が一般的である」）が棄却きれた場合には、そこで仮説検証の手続きを  

終了し、また、採択きれた場合は、きらに独立変数の範囲を広げてゆくという手  

続きを採る。したがって、もし、この集団間において梼造に差異が認められなけ  

れば、きらに運動経験の範囲を広げた集団間で樟造の比較を試みる必要があろう。   

また、本研究では集団を「煙距離走選手」，「中・長距離走選手」，「跳躍選  

手」，「投僻遠手」の4群に分類して比較を試みた。きらに細分化して比較する  

ことも可能であるが、   

① 各群を桔成する標本が少なくなり、データの信頼性が低下する。  

また、大学生で質の高い標本をより多く得ることば、困難である。   

③ 一般的な大学でのトレーニングの単位はこの程度の集団か、それ以上  

である。したがって、コーチの指導や走トレーニング内容の均一性が  

高いという点で各群は既にかなり等質な集団であると言える。  

という点から、上述の4群の分類を採用した。なお、標本は表1ト1－1に示したと  

おりである。   

囲11一卜1～4は、各群における各身体部位の非類似性行列にMDSCALを連用  

した際の次元数の増加に伴うS七resslの減少過程を示している。囲に示きれている  
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ように、いずれの部位においても4群は非常に類似した城少傾向を示している。  

このことは、4群とも情報構造を表現するために必要な次元数が等しいことであ  

り、情報の構造化特性の数が等しいことを示している。すなわち、各群の情報集  

約の程度には大差がないことを暗示している。したがって、特定の群が同一要素  

からなる情報群をより多くの観点から評価しているという傾向はないと言えよう。  

この点を踏まえて、4群とも各部位において第10章で示した籍距離選手群と等  

しい次元数の解が採用きれた。   

表1トト2は、採用きれた解におけるS七ressl、非類似性と距離の相関係数、説明  

率を示したものである。Kruskal（1978）は、経験的にS七resslが少なくとも0．2未  

満の解を採用すべきであると述べている。この点、短距離群においては、頭部と  

体幹部では3次元、上肢部と下肢部でば4次元で、S七resslが0．2未満になってい  

る。しかし、頭部における跳躍群の値が若干高いが（0．203）、大きな差異でばな  

く、問題はないと考えられる。また、S七resslの減少傾向は、いずれの部位も上記  

の次元数において、減少が鈍化し始めること（e沌ow）が認められる（囲1トト1～  

4）。また、情報集約と直観的理解の容易きという点からも、あまり次元数が多く  

ない方が好ましいということから、設定きれた次元数は安当であろうと推測ざれ  

る。   

表1トト3～5の左の列ば、各群において得られた次元の等質性を検討するため、  

短距離群において得られた次元と他の3群から得られた次元（いずれもNormal  

Varimax回転後）間のCOefficien七of congruence、rOO七mean square  

devia七ion、mean Of squared errorを各々示したものである。これらの表に示き  

れているように、いずれの部位においても、各群で短距離群で得られた次元と中  

程度以上のCOefficien七of congruenceと小さいroo七mean square devia七ionを  

示した次元が1つあるいは、2つあることが認められ、これらの次元は解釈の結  

果、非常に類似していることが確認きれた。そして、特に、短距離群の各部位に  

おいて得られた第1次元は、いずれの群においても認められていることから、こ  

れらの次元はかなり一般的な次元であると考えられる。   

しかしながら、空間構成に用いられた非類似性データには、標本誤差、測定誤  

差などが含まれていると考えられ、これが、次元の設定にも影響していると考え  

られる。  
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Fig．1ト1－4 DecrementaltrendsofStressl（1egs）   



表1トト2 各群の各身体部位において採用きれた解における  

S七ressl、非類似性と距離の相関係数、説明率  

部位（次元数）   頭部（3次元）   上肢（4次元）   

群＼指標  S七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

矯距離   ．171 ．878  71．1   ．163  ．830  68．9   

中・長距離   ．174 ．826  68．2   ．154 ．861  74．2   

跳躍   ．203 ．776  60．2   ．165 ．816  66．6   

投捌   ．161 ．869  75．5   ．137  ．868  75．3   

部位（次元数）   体幹（3次元）   下肢（4次元）   

群＼指標  IS七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

t   

朱豆歴巨離   ．141 ．903  81．6   ．177  ．816  66．6   

中・長距離1．145 ．889  79．0  ．172  ．825  68．1   

跳躍   ．166  ．860  73．9   ．167  ．815  66．5   

投耕   ．168 ．842  70．9   ．16′2  ．829  68．8   

注） 相関：スピアマンの順位相関係数  

説明率：（スピアマンの順位相関係数）2×100（幻  
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そこで、短距離群の布置をターゲットとして、他の3群から得られた布置に  

Or七hogonalprocrus七es回転を実施した結果、得られた次元と痔距離群の次元間の  

COefficien七of congruence、rOOt mean Square devia七ion、mean Of squared  

errorをそれぞれ示したのが、表1トト3～5の中央の列である。これらの表に示さ  

れているように、より類似性の高い次元が得られており、また、より多くの次元  

で高い類似性が認められる。そして、特に、いくつかの例外を除き短距離群で認  

められた第1、2次元という2つの次元は全群においても認められた。したがっ  

て、各部位における第2次元もまた、かなり一般的な次元であると推測きれる。   

きらに、上記の誤差は、空間の広がりにおいても影響していると考えられる。  

本研究においては∑∑c＝＝n（nは項目数を示す）と基準化しているが、特に、  

本研究のように非計量的MDSの場合は単位は任意なものである（計量的MDS  

の場合は、データの特性によっては任意でない場合もある）。そこで、短距離群  

の布置をターゲットとして、他の3群から得られた布置に、空間の拡大・縮小を  

考慮したSch品emannのOr七hogonalprocrus七es回転（1970）を適用して設定きれた  

次元と矩距離群の次元間のCOefficien七of congruence、rOO七mean square  

devia七ionをそれぞれ示したのが、表1トト3～5の右の列である。衰に示きれてい  

るように布置のセントロイドを中心として空間を各次元について同等に拡大・縮  

小しているので、COefficien七of congruenceにば変化がないが、rOO七mean  

Square devia七ionとmean of squared errorでは、かなり値が改善きれており、  

適合性が高まったことがわかる。この変換による次元の特性は、PrOCruS七es回転  

による次元と変わらないが、布置という点では、mean Of squared error（表1ト  

ト5）からわかるように、中・長距離群が相対的に最も矯距離群と類似した布置を  

示しており、特に、頭部と体幹部において著しい。反対に、跳躍群が最も異なっ  

ており、特に、頭部と体幹部において著しい。また、投脚群は上肢部において籍  

距離群と差異が大きいようである。以上のように、単純ユークリッド距離の仮定  

の下では、質的に異なっていると考えられる固有の次元が多く認められた。   

しかし、この次元の差異が、本来は次元の質的な差異（すなわち、情報の横道  

化特性の内容の差異）ではなく、次元の槽遷における貢献度の差異が布置に反映  

し、これが次元設定に影響し、その結果として質的に異なった位置に次元が設定  

きれた可能性も否定できない。そこで、情報樟造の差異が質的なものであること  
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表1トト3 各種回転後の短距離グループと他のグループにおける次元間の  

COefficien七of congruence（頚部，体幹部）  

部位＼回転法  normal varimax procrus七es  sc磁Iemann  

矩距離  痔距離（七arge七） 璃距離（七arge七）   
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表1トト3 各種回転後の痔距離グループと他のグループにおける次元間の  

COefficien七of congruence（上肢きB，下肢部）  

部位＼回転法 normalvarimax  procrus七es  sch冒nemann  

ク“ルーフ○  矩距離  短距離（七arge七）   短距離（七arge七）  
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表11－ト4 各種回転後の短距離グループと他のグループにおける次元間の  

roo七mean square devia七ion（頭部，体幹部）  

部位＼回転法   normal varimax procrus七es  Sch訂nemann  

短距離  短距離く七arge七）   短距離（七arge七）   
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衰1トト4 各種回転後の短距離グループと他のグループに翻ナる次元間の  

root mean square devia七ion（上肢部，下肢部）  

部位＼回転法 normalvarimax  procrus七es  Schぢnemann  
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衰1トト5 各種回転後の短距離グループと他のグループの布置間の  

mean of squared e「ror  

部位＼回転法 norma］varimax  procrus七es  schぢnemann  

ク“jトフ○  短距離  短距離（七arge七） 矩距離（七arge七）  

頭部 中長距離  

跳躍  

投榔  

．388 t  ．222  

．519  ．285  

．363  ．254  

．185  

．224  

．206  

上肢 中長距離  

跳躍  

投捌  

．254  ．199  

．367  ．210  

．354  ．258  

．159  

．166  

．190  

体幹 中長距離  

跳躍  

投粛  

．204  ．156  

．294  ．278  

．318  ．249  

．138  

．220  

．203  

下肢 中長距離   ．300  

跳躍  ．293  

投瀕  ．357  

．271  

．261  

．273  

－258－   



を確認するために、「情報構造は各群で等質な構造化特性により構造化きれてお  

り、群間の差異は各特性の貢献度の差異に基づいている」という仮説を設定し、  

この仮説が検証きれた。そして、この仮説を検証するために、情報構造の空間的  

表現である情報空間が、重み付きユークリッド距離空間の特性を有している（「  

差異が量的なものである」という仮説に対応）という仮説を表現モデル上で設定  

し、この仮説の棄却をもって「差異が質的である」ということを検証するという  

手続きが採られた。そして、重み付きユークリッドモデルを適合きせるためにI  

NDSCAL（Carro11，1970）が適用きれた。但し、本来、MDSCALとデー  

タに対する仮定を統一するために、非計量的INDSCALを連用すべきである  

が、本研究のように変数が多いと非計量的プロセスにおいて時間とコストが非常  

にかかり、事実上計算が困難である。そこで、非類似性データが間隔尺度に近い  

特性をもっているという結果（第10章）から、非類似性データを間隔尺度と仮  

定し、Torgerson（1952）の方法で加算定数を推定してINDSCALが連用きれ  

た（但し、最適化基準がスカラー積において設定されているという点で、MDS  

CALの適用によって得られた結果との比較には限界があるという点を注意する  

必要がある）。   

重み付きユークリッド距離モデルの妥当性を「次元の再現性」と「適合度」と  

いう点から評価した結果、情報構造の群間の差異が、各次元に対するウェイトと  

いう量的な差異であるという仮説には無理があると推測きれ、この仮説は棄却き  

れた。したがって、情報樟造についての専門種目に基づく群間の差異は質的なも  

のであり、このことから、主体の専門種目の差異により動作に関する情報を異な  

った観点から評価し、構造化していることが確認きれたくなお、関連する表は、  

巻末の「付録10」として掲載した）。   

そこで、この0「七hogonalprocrus七es回転により設定きれた次元をもとに、短  

距離群を基準として、各群の特性を見てみると、まず、中・長距離群は、上肢部  

において「腕掘りの大きき」（第3次元）、下肢部において「腰の高き」（第2  

次元）についての特性を－より重視している傾向が認められた。また、跳躍群ば、  

上腹部において「腕振りの方向の強調（前後か、左右か）」（第3次元）、体幹  

部において「体斡と脚の動作の関連性」（第2次元）、下腹部において「脚の動  

作の強訴局面（大腰上げの局面か、撮り下ろしの局面か）」（第4次元）につい  
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ての特性をより重視している傾向が認められた。さらに、投榔群は、頭部におい  

て「首の動作」（第3次元）、体幹部において「腰の動作の能動性・受動性」（  

第3次元）についての特性をより重視している傾向が認められた。   

以上のように、各群によって重視きれている特性に差異が認められたことから、  

動作に関する主観的情報の構造が主体の運動経験の差異によって異なっており、  

これは情報構造が一般的であるという仮説の反例として充分であろう。しかしな  

がら、重要なことは情報構造が一般的ではないという結果が、情報構造を推定す  

る意義を低下きせるものではないということである。なぜなら、この差異を詳細  

に究明し、なんらかの方法で情報構造を改善することによってパフォーマンスを  

向上きせるという実用化の可能性を暗示しているからである。  
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2．短距離走能力仲間疾走局面）   

「1．運動経験」では、本研究で得られた情報の構造が一般的な構造であるか  

を検討するにあたり、情報が個人の経験に基づいて獲得きれた情報を用いて構造  

化きれると考えられることから、まず、個人の運動に関する経験を反映する標識  

として、それまで専門的にトレーニングしてきた種目を採り上げ、種目の差異に  

よる培造の等質性から検討が行われた。その結果、いくつかの共通な特性と各種  

目固有の特性が得られ、この点から、得られた情報構造が一般的なものではなく、  

情報を構造化する主体の運動経験によって異なっていることが示唆きれた。   

きて、「運動経験」と全く独立した要因ではないが、「短距離走能力」もまた、  

情報の構造化に関連していると考えられる。なぜなら、矩距離走能力は走動作に  

関連しており、この走動作は主観的情報の重要度認知に影響を受けていると考え  

られるからである。また、逆に、自己の短距離走能力の向上に伴う走動作の変化  

の自己認知などによって、動作に関する主観的情報の重要度認知が影響を受ける  

と考えられるからである。このように、短距離走能力と短距離走に関連する主観  

的情報の認知が相互作用をもっていると考えられることから、本節では、情報構  

造に影響する要因として、個人の籍距離走能力を採り上げる。そして、建距離走  

能力を反映している標識として、100m走パフォーマンス（ユ00m走の公認  

の最高記録）を採り上げ、パフォーマンスレベルの差異による棟造の不変性から  

一般性の検討奄行う。   

なお、本研究では、100m走の公認記録によって短距離選手群を3群に分轄  

して比較を試みる。このように、標本を矩距離選手に限定することば、標本の短  

距離走能力の範囲をかなり限定してしまうことになる。しかし、もし、この程魔  

の（相対的に）小さな経験の差異によって構造に差異が生じるとすれば、より多  

くの運動種目に従事している集団間の構造にも、当然差異が存在すると考えられ  

る。したがって、こ一の場合は構造は一般的ではなく、少なくとも情報を構造化す  

る主体の短距離走能力に関連すると判断できる。このように、本研究では検証の  

効率を高めるためにも、まず、100走パフォーマンスの狭い範囲で検討し、こ  

れで仮説（「構造が一般的である」）が棄却きれた場合には、そこで仮説検証の  
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手続きを終了し、また、採択きれた場合は、きらに範囲を広ちヂて検討するという  

手続きを採る。したがって、もし、この集団間において構造に差異が認められな  

ければ、きらに、運動経験の範囲を広げた集団間で構造の比較を試みる必要があ  

ろう。   

きらに、短距離走能力のレベルをもっと細かく分類することも可能であるが、  

各群を構成する標本が少なくなり、結果の信頼性が低下するという点から、3群  

の分類を採用した。なお、標本とその分類基準は表11－1－6に示したとうりである。   

囲11一巨5～8は、各群における各身体部位に関する非類似性行列にMDSCAL  

を適用した場合の、次元数の増加に伴うStresslの減少過程を示している。これら  

の囲に示きれているように、いずれの部位においても3群は非常に類似した減少  

傾向を示している。このことは、3群とも情報構造を表現するために必要な次元  

数が等しいことであり、情報の構造化特性の数が等しいことを示している。すな  

わち、各群の情報集約の程度には大差がないことを暗示している。したがって、  

特定の群が同一要素からなる情報群をより多くの観点から評価しているという傾  

向はないと言えよう。Kruskal（1978）によれば、経験的に、S七resslが0．2未満の  

解を採用すべきであると述べている。この点、全ての群で、頭部と体幹部では3  

次元、上腹部と下肢部では4次元で、0．2未満になっている。この次元数は、「  

第10章 情報構造の推定」において短距離群で設定ざれた次元数と同じである。  

また、情報集約と直観的理解の容易きという点からも、あまり次元数が多くない  

方が好ましく、この点から、上記の次元数が採用きれた。   

蓑11－ト7は、各群で採用きれた解におけるS七resslの値、非類似性と歴巨離との相  

関係数、説明率を示している。上述したように、各群におけるストレス1は、い  

ずれの身体部位においても0．2未満である。また、非類似性と採用きれた空間にお  

ける距離との相関係数は0．757～0．914であり、説明率も57．3Ⅹ～83．6Ⅹと高い値を  

示しており、これらの値も第10葦において得られた値と同程度である。以上の  

ことは、採用きれた解が次元数が項目数と比較して相対的に少ないにもかかわら  

ず、高い精度でデータを表現しているという点で効率の良いデータ集約が達成き  

れており、また、短距離走の動作に関する主斌的情報間の関連性の主要な部分  

を反映していると推測きれる。   

このようにして得られた各身体部位に関する情報空間において、情報を横道化  
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表1トト7 各群の各身体部位において採用きれた解における  

ストレス1、非類似性と距離の相関係数、説明率  

部位（次元数）   頭部（3次元）   上肢（4次元）   

群＼指標   S七ressl 相関 説明率  Stressl 相関 説明率   

高ノドフォーマンス群   ．168 ．859  73．7   ．159 ．834  69．6   

中がフォーマンス群   ．185 ．791 62．6   ．150 ．868  75．4   

低がフォーマンス群   ．181 ．830  68．9   ．175 ．757  57．3   

部位（次元数）   体幹（3次元）   下肢（4次元）   

群＼指標   S七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

高がフォーマンス群   ．174  ．886  78．5   ．163 ．866  75．1   

中がフォーマンス群   ．163 ．816  66．5   ．134  

．914  83．6  ．178  ．769  59．1   低ハ○フォーマンス群  ．．181  ．819  67．1  
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している有意味な情報特性を次元として表現するためNormalVarimax回転が連用  

きれた。表1ト1－8は、高パフォーマンス群において得られた次元の解釈を示して  

いる。   

これらの次元の内容を具体的に各部位ごとに見てみると、まず、頭部における  

第1次元（「首の動作」）は、主として、「首を掘る一画定する」を示しており、  

第2次元（「顔面、首の緊張度」）は、「顔面と首の緊弓長一リラックス」を示し  

ている。そして、第3次元く「呼吸の有無」）は、「呼吸をする一止める」と示  

している。   

上肢部では、第1次元（「注意する観点」）は、「腕の動作自体に注意一腕と  

体幹、脚の動作の関連に注意」の特性を示しており、第2次元（「腕振りの大き  

き」）は、主として、「前後に大きく、力強く腕を振る一小きく振る」を示して  

いる。また、第3次元（「腕の緊張度」）は、「腕の緊張－リラックス」を示し  

ており、第4次元（「肩の動作」）は、「肩を動かす一回定」を示している。   

体幹部では、第1次元（「体幹の緊張度」）は、「腹筋、背勝の緊張－リラッ  

クス」を示しており、第2次元（「姿勢」）は、主として、「上体の前傾一後傾」  

と「腰をのせる－のこす」の2つの特性を示しており、第3次元（「腰の状真如）  

は、「腰を入れる－引く」を示している。   

下肢詐では、第1次元（「キックのタイミング」）は、「着地と同時のキック  

ー充分にためたキック」を示しており、第2次元（「強調する局面」）は、「後  

方へのキックを強調－キック後の引き付けを強調」を示している。また、第3次  

元（「強調する点」）は、「脚の回転を強調－キックを強調」を示しており、第  

4次元（「注意する部位」）は、「大腱を注意一足先を注意」を示している。   

次に、各群において得られた布置の比較検討が行われた。   

衰1トト9～11の左の列ば、高パフォーマンス群において得られた次元と他の2  

群から得られた次元（いずれも、NormalVarimax回転後）間のCOefficien七Of  

COngruenCe、rOO七mean square devia七ion、mean Of squared em）rをそれぞれ示  

したものである。これらの表に示きれているように、いずれの部位においても、  

中・低パフォーマンス群で、高パフォーマンス群で得られた次元と、中程度以上  

の COefficien七of congruenceと小きいroo七mean square devia七ionを示した次  

元が1つから3つ程度あることが認められる。  
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表1トト8 高JlOフォーマンス群において得られた次元（軸）の解釈  

身体部位  解 釈  

頭部  首の動作  

顔面、首の緊弓長度  

呼吸の有無  

1
 
2
 
3
 
 

注意する観点  

腕振りの大きさ  

腕の緊張度  

肩の動作  

l
 
つ
】
 
3
 
4
 
 体幹の緊弓長度  

姿勢  

腰の状態  

1
 
2
 
3
 
 

キックのタイミング  

強調する局面  

強調する点  

強調する部位  

1
 
2
 
3
 
4
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しかしながら、その他の次元が異なった特性を示す次元であるとは言い難い。  

すなわち、空間構成に用いられたデータには模本誤差や測定誤差などが含まれて  

いると考えられ、これが、次元の設定に影響していると考えられる。そこで、こ  

の点を考慮し、高パフォーマンス群の次元をターゲットとして、上で示した他の  

2群から得られた次元に0「七hogonalprocrus七es回転を適用して得られた次元と  

篤距離群の次元間のCOefficien七of congruence、rOO七mean squaredevia七ion、  

Tnean Of squared errorをそれぞれ示したのが、表11－1－9～11の中央の列である。  

しかしながら、これらの蓑に示きれているように、上で既に認められた次元間の  

対応関係が若干明確になった程度であり、新たな次元の対応関係は認められなか  

った。   

きらに、上述の誤差は、空間の広がりにおいても影響していると考えられる。  

本研究においては∑∑c＝＝＝n（nは項目数を示す）と基準化しているが、特に、  

本研究のように非計量的MDSの場合は単位は任意なものである。そこで、高パ  

フォーマンス群の次元をターゲットとして、上で示した他の2群から得られた次  

■■ 元に、空間の拡大・縮小を考慮したSchonemannのOr七hogonalprocrus七es回転（1  

970）を連用した結果、得られた次元と高パフォーマンス群の次元間のCOefficie  

n七of congruence、rOO七nean square devia七ion、mean Of squared errorを各  

々示したのが、表1トト9～11の右の列である。衰に示きれているようにセントロ  

イドを中心として空間を各次元について同等に拡大・縮小しているのでCOeffici  

en七of congruenceには変化がないが、rOO七mean square devia七ionとmean of  

Squared errorにおいては、かなり値が改善きれていることがわかる。この変換に  

よる次元の特性（方向性）は、上記のPrOCruS七es回転による次元と変わらない  

が、布置の類似性という点では、mean Of squared error（表1トト11）に示され  

ているように、頭部を除いて、わずかではあるが中パフォーマンス群が低パフォ  

ーマンス群よりも、高パフォーマンス群と類似していることが認められ、特に、  

体幹部において著しい。このことば、パフォーマンスが類似している集団間の方  

が、動作に関する情報の梼造化も類似していることを示しており、矩距離走能力  

と動作に関する主観的情報の構造の関連性と、その樟造の重要性を示唆している  

と言えよう。   

以上のように、単純ユークリッド距離の仮定の下では、質的に異なっていると  
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表1トト9 高がフォーマンス群と他の群において得られた各種回転後の次元間の  

COefficien七of congruence  

部位＼回転法  normal varimax procrus七es  schざnemann  

ダ一トフ○  高ハ○フォーマンス群  高がフォーマンス群  高がフォーマンス群  

次元 1   2   3   1   2   3  1   2   3  

8
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4
0
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0
0
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－
 
－
 
 

7
5
6
 
 

2
4
5
 
 

0
2
1
 
 

－
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n
〃
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頭
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部位＼回転法 normalvarimax  procrus七es  ＄Ch6nemann  
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衰1トト10 高がフォーマンス群と他の群において得られた各種回転後の次元間の  

root mean square devia七ion  

部位＼回転法  normal varimax procrus七es  sch；nemann  

ク“ルづ○  高がフォーマンス群  高がフォーマンス群  高がフォーマンス群  

次元 1   2   3  1   2   3  1   2   3  

頭部  1 518 797 848  484 811 874  506 590 611  
中JlOフォ 2  825 879 772   852 676 786   682 531 575  
－マンス群 3  675 727 801   891. 7fj2 718 712 589 552  
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衰1トト11高八○フォーマンス群と他の群において得られた各種回転後の布置間の  

mean o†squared error  

部位＼回転法   normal varimax procrus七es  sch；nemann  

ク“Jトフ○  高がフォーマンス群   高がフォーマンス群  高がフォーマンス群  

頭部  中がフォーマンス群   ．432  ．402  ．281  

低がフォーマンス群   ．376  ．345  ．256  

上肢部 中がフォーマンス群  ．380  ．261  ．193  

低がフォーマンス群   ．399  ．318  ．217  

体幹部 中JlOフォーマンス群   ．539  ．257  ．208  

低がフォーマンス群  ．511  ．381  ．272  

下肢部 中がフォーマンス群   ．419  ．333  ．222  

低がフォーマコス群  ．461  ．370  ．233  
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考えられる固有の次元が多く認められた。   

しかし、この次元の差異が、本来は次元の質的な差異（すなわち、情報の培造  

化特性の内容の差異）ではなく、次元の構造における貢献度の差異が布置に反映  

し、これが次元設定に影響し、その結果として質的に異なった位置に枕元が設定  

きれた可能性も否定できない。そこで、情報構造の差異が質的なものであること  

を確認するために、「1．運動経験」と同様にINDSCAL（Carroll，1970）  

を適用した。   

そして、重み付きユークリッド距離モデルの妥当性を「次元の再現性」と「適  

合度」という点から評価した結果、情報構造の群間の差異が、各次元に対するウ  

エイトという量的な差異であるという仮説には無理があると推測きれ、この仮説  

は棄却きれた。したがって、情報構造についての短距離走能力に基づく群問の差  

異は質的なものであり、このことから、主体の短距離走能力の差異により動作に  

関する情報を異なった観点から評価し、構造化していることが確認きれた（なお、  

関連する表は、巻末の「付録11」として掲載した）。   

そこで、MDSCALで得られた空間にNorma7Varimax回転した次元から、各  

群の特性を記述すると、頭部では「顔面、首の緊張度」と「呼吸の有無」の次元  

は共通して認められている。しかし、他の1次元は群で異なり、高パフォーマン  

ス群では「首の動作」、他の2群では「視線」に関する次元が認められた。   

上肢部では、中パフォーマンス群で高パフォーマンス群の第2，3，4次元と  

同等な次元が認められ、他の1次元は「肘角度の変化」に関する次元が認められ  

た。また、低パフォーマンスでは、高パフォーマンス群の第2，3次元に対応す  

る次元が認められ、他の2次元は「腕振りの高き」、「肘の角度」に関する次元  

であった。   

体幹部では、「姿勢」、「腰の状態」の次元は共通して認められた。そして、  

他の1次元は、高・中パフォーマンス群では「体幹の繋弓長度」、低パフォーマン  

ス群では「腰の回転」に関する次元が認められた。   

下肢部では、群間にかなり差異があり、中パフォーマンス群では、「脚の動作  

の方向」、「脚の動きの大きき」、「着地時に注意する部位」、「振出しか、引  

き付けの強調」、低パフォーマンス群では、「卿動作の前か、複での強調」、「  

キックか、脚の回転の強調」、「キックのタイミング」、「振り出しか、掠り下  
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ろしの強訴」に関する次元が認められた。なお、囲1卜1潮ま、各群で得られた特  

性の差異を分かりやすくするために、婚距離走能力の発達の視点を採り入れて図  

示したものである。   

ここで、特に注目すべきことば、まず、頭書臥体幹部、上肢率でばパフォーマ  

ンスレベルによる差異が小きく、下肢部では差異が大きいことである。したがっ  

て、発達的視点を採り入れることが可能であるとすれば、矩距離走能力の発達に  

伴って構造化特性が最も変容するのは下肢郎であると推測することができよう。  

また、逆にこのことから鰻距離走能力の向上にとっては、特に下肢の動作に関す  

る情報の重要度認知が重要なのではないかと推測きれる。そして、この結果は、  

下肢が走運動において最も直接的に運動を担う部位であることから注意が向けら  

れやすいこと、可能な動作のバリエーションが多いことなどによると考えられる。   

また、これらのパフォーマンスレベルの差異による次元の差異は、運動実施の  

イメージ想起時の精神電流現象を検討した勝部ら（1961a，1961b，1962，1963，1964）  

の一連の研究に示きれているように、競技レベルが高く、実施の経験が豊富であ  

る程、生理的反応が明確に現れるという結果や、学習の進行に従って技能に固有  

なイメージが明確になるという持俣（1979）や伊藤（1980）の結果と関係がある  

と推測される。また、技能水準が低い者ほど、持保（1979，1982）、伊藤（1980）  

の述べているような「他者が行っているのを見ているイメージ（目榎イメージ）」  

が強く、技台旨水準の高い者ほど「自己が実施しているより力動的なイメージ（達  

成イメージ）」が強いということも関係していると推測きれる。なぜなら、本研  

究で用いたような項目の重要度を評価するプロセスにおいても、各個人の走動作  

に対するイメージの情報が関与していると考えられるからである。また、このよ  

うに構造化の特性が異なっているにもかかわらず、情報集約の程度（同一次元数  

による説明率）に差異がないことから、トレーニングなどの経験の過程において、  

これらの主観的重要度評価の観点自体も評価きれ、精緻化きれるだけでなく、選  

択きれていくことが推測きれる。   

以上のように、各群によって重視されている特性に差異が認められたことから、  

動作に関する主観的情報の構造は、情報を構造化する主体の矩距戯走能力によっ  

て異なり、したがって、この点で情報構造は一般的なものであるとは言い難い。  

一274－   



能
代
へ
け
1
東
〔
く
腫
 
 璧

警
墨
南
撃
忌
震
蓋
車
型
警
芯
矩
聖
慧
貰
義
虚
 
血
÷
〓
瓦
 
 
 

。
小
鴨
紳
刃
り
岬
婚
町
史
望
〇
匡
刃
籠
Q
購
Q
中
 
′
霊
（
†
）
缶
状
Q
広
告
 
（
悪
 
 

誌
K
八
．
け
1
′
下
卜
て
ニ
］
 
 

1
S
卜
N
t
 
 

社
K
へ
け
1
大
ト
く
撃
 
 

1褒荒  波放論  卜壇読  



しかしながら、情報構造が一般的ではないという結果が、情報構造を推定する意  

義を低下きせるものではない。なぜなら、このことば、この差異を詳細に究明し、  

なんらかの方法で情報構造を高パフォーマンス群の構造に近づけることによって  

走パフォーマンスを向上きせるという実用化の可能性を暗示するものだからであ  

る。  
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3．性仲間疾走局面）   

本節では、「性」の要因に関する情報構造の一般牲を検討する。性差としては、  

特に「体格・体力」において差異が顕著であることば既に多くの研究が報告して  

いるが、この体力の差異が情報構造化のプロセスに影響を及ぼしている可能性が  

ある。つまり、短距離走パフォーマンスの制約条件となる体格や体力が異なれば、  

走パフォーマンスに対して最適である動作も異なってくると考えられ（横井，19  

88）、動作と相互関連性がある情報構造にも差異が生じていると考えられるから  

である。実際、経験的にではあるが、男子と女子の優れ泡短距離走選手間で、動  

作が異なっていることが認められる。そこで、本節では、矩距離走選手を性によ  

り2群（男子84名，女子99名）に分類し、性差による主観的情報の構造の不  

変性の検討がなされた。   

蓑1トト13は、各群で採用きれた解におけるS七ressl、非類似性と距離との相関  

係数、説明率を示している。Stresslは、いずれの身体部位においても0．2未満で  

ある。また、非類似性と採用きれた空間における距離との相関係数は、0．772～0  

．850であり、説明率も、59．餓～72．3Ⅹと高い値を示しており、これらの値は第1  

0章において得られ別直と同程度である。以上のことは、採用きれた解が、次元  

数がかなり少ないにもかかわらず、両性において高い精度でデータを表現してい  

るという点で、効率の良いデータ集約が達成されており、また、短足巨離走の動作  

に関する主観的情報間の関連性の主要な部分を反映していると推測きれる。   

また、同一次元数において、適合度や説明率に著しい差異はない。このことば、  

3群とも情報構造を表現するために必要な次元数が等しいことであり、情報の構  

造化特性の数が等しいことを示している。すなわち、各群の情報集約の程度には  

大差がないことを暗示している。したがって、特定の特群が同一要素からなる情  

報群をより多くの観点から評価しているという傾向はないと言えよう。   

このようにして得られた各身体部位に関する情報空間において、情報を構造化  

している有意味な情祐特性を見つけるためにNor附aIVar油紙回転が適用ざれ、次  

に、各群において得られた次元の比較検討が行われた。  
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表1トト13 男・女の各身体部位において採用きれた解における  

Stressl、非類似性と距離の相関係数、説明率  

部位（次元数）   頭部（3次元）   上肢（4次元）   

群＼指標  Stressl 相関 説明率  S七ressl、相関 説明率   

男 子   ．139 ．813  66．1   ．132 ．804  64．6   

女 子   ．164 ．772  59．6   ．132 ．795  63．2   

部位（次元数）   体幹（3次元）   下肢（4次元）   

ク“ルーフ○＼指標  S七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

男 子   ．128  ．841  70．7   ．140 ．837  70．1   

女 子   ．121 ．850  72．3   ．140 ．779  60．7   

－278－   



蓑11一卜14～16の左の列は、男子と女子から得られた次元間のCOefficien七of  

COngruenCe、rOO七mean square devia七ion、mean Of squared errorをそれぞれ  

示したものである。衰1トト14，15に示きれているように、いずれの部位において  

も、高いcoefficien七of congruenceを示した次元対は、体幹部と上肢部でそれぞ  

れ1つづつ認められるだけであり（－724，－740）、中程度の値を示した次元対も少  

ない。また、rOOt mean Square devia七ionにおいて著しく小きい憤を示した次元  

対は特に認められない。   

しかしながら、この時点で次元の類似性を判断するには充分であるとは言い難  

い。すなわち、空間構成に用いられたデータには、標本誤差、測定誤差などが含  

まれていると考えられ、．これが、次元の設定に影響していると考えられる。そこ  

で、その点を考慮し、男子の次元をターゲットとして、女子から得られた次元に  

0・rthogonalprocrustes回転を実施した結果、得られた次元と短距離群の次元間の  

COefficient of congruence、「00t mean Square deviation、mean Of squared  

errorをそれぞれ示したのが、衰1トト14～16の中央の列である。しかしながら、  

これらの表に示されているように、上で既に認められた弱い次元間の対応関係が  

若干明確になった程度であり、新たな対応関係はばとんど認められない。   

さらに、上述の誤差は、空間の広がりにおいても影響していると考えられる。  

本研究においては∑∑cij＝n（nは次元数を示す）と基準化しているが、本来  

これは任意なものである。そこで、男子の次元をターゲットとして、女子から得  

r● られた次元に、空間の拡大・縮小を考慮したSchonemann（1970）のOrthogona7  

PrOCruS七es回転を連用した結果得られた次元と男子の次元間のCOefficient of  

COngrUenCe、rOOt mean Square devia七ionをそれぞれ示したのが、表1トト14～1  

6の右の列である。表に示きれているように布置のセン守口イドを原点として空間  

を拡大・縮小しているのでCOefficientof congruenceには変化がないが、rOO七  

mean square devia七ion、mean Of squared errorにおいては、かなり値が改善き  

れているこがわかる。したがって、この変換による次元の特性（方向性）は、上  

記のPrOCruS七es回転による次元と変わらないが、全体的類似性という点では、  
mean of squared error（蓑11－1－16）に示きれているように、顕著に改善きれて  

いる。   

以上のように、単純ユークリッド距離の仮定の下では、質的に異なっていると  
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表1トト14 男子と女子において得られた各種回転後の次元間の  

COefficient of congruence  

部位＼回転法  normal varimax procru＄七es  schSnemann  

男子  男子  

1   2   3  1   2   3  
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蓑1トト15 男子と女子において得られた各種回転後の次元間の  
root mean square deviation  

部位＼回転法  normal varimax procrus七es  scht；nemann  
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注）  値は1000倍してある  

表1トト16 男子と女子において得られた各種回転後の布置間の  
mean of squa「ed e「「0「  

部位＼回転法 normalvarimax procrustes sch岩nemann  

頭部  

上肢部  

体幹部  

下肢部  

．558  
．407  

．334  
．380  

．315  ．240  
．253  ．189  
．298  ．231  
．312  ．215  
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考えられる固有の次元が多く認められた。   

しかし、この次元の差異が、本来は次元の質的な差異（すなわち、情報の構造  

化特性の内容の差異）ではなく、次元の梼造における貢献度の差異が布置に反映  

し、これが次元設定に影響し、その結果として質的に異なった位置に次元が設定  

きれた可能性も否定できない。そこで、情報構造の差異が質的なものであること  

を確認するために、「1．運動経験」、「2．短距離走能力」と同様に1NDS  

CAL（Carroll，1970）を適用した。   

そして、重み付きユークリッド距離モデルの妥当性を「次元の再現性」と「適  

合度」という点から評価した結果、情報構造の性差が、各次元に対するウェイト  

という量的な差異であるという仮説には無理があると推測され、この仮説は棄却  

きれた。したがって、情報構造の性差は質的なものであり、このことから、主体  

の性により動作に関する情報を異なった観点から評価し、構造化していることが  

確認きれた（なお、関連する表は、巻末の「付録12」として掲載した）。   

そこで、MDSCALで得られた空間にNorma］Varimax回転した次元を解釈し  

たものを示したのが表1トト17である。   

頭部に関する次元は、男子では「顔・首の緊張度」、「顎の状態（顎を出す一  

引く）」、「首の運動（首の固定一振る）」、女子では「顎の状態（顎を引く一  

口を開く）」、「首の緊張度」、「視線く視線の固定一動かす）」に関する特性  

であると解釈ざれ、解釈の上では第3次元に顕著な差異が認められた。   

上肢部に関する次元は、男子では、「腕振りの大きき」、「腕振りの機能（リ  

ズムをとるだけ一体を押きえる）」、「腕振りの力強き（リラックスした軽い掘  

り－力強い振り）」、「注意する部位（肩一手）」、女子では「腕の緊張度」、  

「肘角の変化（固定一変化）」、「腕振りの大きき」、「腕撮りの位置（上方一  

下方）」と解釈きれ、「腕撮りの大きき」に関する次元以外は解釈上異なってい  

た。   

体幹部に関する次元は、男子では「姿勢（前傾一後傾）」、「腫の動作（腰の  

回転一画定）」、「膀入れ（腰を入れる一腰を引く）」、女子では「腰入れ（腰  

を入れる一引く）」、「腰の動作（腹のリラックス一腰の回転）」、「姿勢（前  

傾一重直）」と解釈され、解釈上は類似している特性が得られていると言える。   

下肢部に関する次元は、男子では「脚の回転の方向性くまっすぐ一歪む）」、  
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表1トト17 男子と女子において得られた次元の解釈  

身体部位 次元  男子  女子  

顎の状態  

首の緊張度  

視線  

顔・首の緊張度  

顎の状態  

首の運動  

腕振りの大きき  

腕振りの機能  

腕振りの力強き  

注意する部位  

腕の緊張度  

射角の変化  

腕振りの大きき  

腕撮りの位置  

姿勢  

腰の動作  

腰入れ  

腰入れ  

腰の動作  

姿勢  

脚の回転の方向性  

脚動作の強調点（1）  

脚動作の強調点（2）  

脚動作の強調点（3）  

脚の回転の方向性  

脚動作の強調点（4）  

脚動作の強調点（5）  

強調する部位  
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「脚動作の強調点（1）くキック強調一大腱の引出し強調）」、「脚動作の強調点（  

2）（キック強調一脚の回転強訴）」、「脚動作の強調点（3）くキック強調一足の振  

り下ろし強調）」、女子では「脚の回転の方向性（まっすぐ一歪む）」、「脚動  

作の強調点（4）（キック強訴一大腱・膝の引き上げ強調）」、「脚動作の強調点（  

5）（大腿・膝の引出し強訴一足の引き付け強調）」、「強調する部位（大腿一足）  

」と解釈きれ、「脚の回転の方向性」に関する次元以外は解釈上異なっていた。   

このように、体幹部では次元の特性の性差が小きく、頭部、上肢部、下肢部で  

は性差が大きいことが認められたが、特に、頚部において差異が大きいという結  

果は、これまでの専門種目差、パフォーマンス差における結果と異なっている。   

以上のように、痩距離走の動作に関する主観的情報の構造は、性差によっても  

異なっており、情報を構造化している特性自体が異なっていることから、質的な  

差異があると言えよう。   

以上のように、各群によって重視きれている特性に性差が認められたことから、  

動作に関する主観的情報の構造は、情報を構造化する主体の性によって異なって  

いると言える。これは、情報借造が主体の性による差異と関連をもっていること  

を示唆するものである。したがって、情報構造を変容きせることによって、走パ  

フォーマンスを向上きせるという実用化のプロセスで性を考慮する必要性を暗示  

するものでもあろう。  

一284－   



4．性（加速疾走局面）   

ここでは、「加速疾走局面」における情報構造の一般性の検討がなきれる。そ  

して、ここでも、情報の構造化に関連が潔いと考えられる特性から被横着を分類  

して、この標識に基づいて分類きれた群において得られた情報構造の等質性の検  

討がおこなわれた。但し、第3次調査では、短距離選手のみを標本としたことか  

ら、標識としては「性」のみが利用可能であり、したがって、この点に関しての  

み検討がなきれた。なお、この検計で用いられた標本は、男子36名、女子36  

名である。   

きて、実際の検討の手続きとしては、まず、等質性の仮説の検討が行われ、次  

に、等質性の仮説が棄却きれなかった場合は量的な差異が具体的に検討きれ、等  

質性の仮説が棄却された場合には質的差異が具体的に検討きれた。なお、構造の  

等質性の評価は等質性を仮定した場合としない場合の説明率の差異から行われる。  

なお、構造化特性（次元）の等質性は当該次元上の各項目の座標の類似性から行  

われた。   

本節でも、男女を7’－ルした籍距離群にMDSCALを適用した場合と同じ次  

元数が採用された。表11－1－18は、各群で採用された解におけるS七ressl、非類似  

性と距離との相関係数、説明率を示している。S七res＄1は、いずれの身体部位にお  

いても0．2未満である。また、非類似性と採用きれた空問における距離との相関係  

数は、0774～0．869であり、説明率も、59．鍼～75．5Ⅹと高い値を示しており、これ  

らの値は第1節において得られた値とほぼ同等である。以上のことは、採用きれ  

た解が次元数がかなり少ないにもかかわらず高い精度でデータを表現していると  

いう点で、効率の良いデータ集約が達成されており、また、短距離走の動作に関  

する主観的情報間の関連性の主要な部分を反映していると推測される。   

また、男女間において、適合度や説明率に著しい差異はない。このことば、男  

女とも情報集約の程度には大差がないことを暗示している。したがって、男女い  

ずれかが同一要素からなる情報群をより多くの観点から評価しているという傾向  

はないと言えよう。  
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表1トト18 各群の各身体部位において採用きれた解における  

S七ressl、非類似性と距離の相関係数、説明率  

部位（次元数）   頚部（3次元）   上肢（3次元）   

群＼指標  S七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

男 子   ．118 ．816  66．6   ．151 ．806  65．0   

女 子   ．112 ．865  74．8   ．137  ．818  66．9   

部位（次元数）   体幹（3次元）   下肢く3次元）   

群＼指標  S七ressl 相関 説明率  S七ressl 相関 説明率   

男 子   ．121 ．869  75．5   ．161 ．774  59．9   

女 子   ．134 ．848  71．9   ．136  ．816  66．6   
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このようにして得られた各身体部位に関する情報空間において、情報を構造化  

している有意味な情報特性を見つけるためにNormalVarimax回転が適用きれ、次  

に、各群において得られた次元の比較検討が行われた。   

表1卜1－19は、男子と女子から得られた次元間のCOefficient of congruence（  

冬空間の座標の原点を布置のセントロイドとしているので、ピアソンの積率相関  

係数と等しい）を示したものである。表に示きれているように、体幹部における  

男・女の第一次元でやや高い値が認められている（－．645）。しかし、その他では、  

高い値を示した次元対は認められず、中程度以下の憤を示した次元対がいくつか  

認められた程度である。   

しかしながら、この時点で次元の類似性を判断するには充分であるとば言い難  

い。すなわち、空間構成に用いられたデータには、標本誤差、測定誤差などが含  

まれていると考えられ、これが、次元の設定に影響していると考えられる。そこ  

で、その点を考慮し、男女のそれぞれの次元をターゲットとして、他方の次元に  

空間の拡大・縮小を考慮したSch蒜nemannく1970）のOrthogonalprocrus七es回転を  

適用した結果得られた次元と男子の次元聞のCOefficient of congruenceを示した  

のが、表1トト20，21である。衰に示きれているように、いずれをターゲットとし  

て回転させた場合も、高い値を示した次元対が多くとも1つ認められただけであ  

る。   

以上のようにに、単純ユークリッド距離の仮定の下では、質的に異なっている  

と考えられる固有の次元が多く認められた。   

しかし、この次元の差異が、本来は次元の質的な差異（すなわち、情報の構造  

化特性の内容の差異）ではなく、次元の構造における貢献度の差異が布置に反映  

し、これが次元設定に影響し、その結果として質的に異なった位置に次元が設定  

きれた可能性も否定できない。そこで、情報構造の性差が質的なものであること  

を確認するために、「1．運動経験」～「3．性（中間疾走）」と同様にIND  

SCAL（Carro］1，1970）を連用した。   

そして、重み付きユークリッド距離モデルの妥当性を「次元の再現性」と「適  

合度」という点から評価した結果、情報構造の性差が、各次元に対するウェイト  

という量的な差異であるという仮説には無理があると推測きれ、この仮説は糞却  

きれた。したがって、情報構造の性差は質的なものであり、このことから、主体  
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の性により動作に関する情報を異なった観点から評価し、構造化していることが  

確認きれた（なお、関連する表は、巻末の「付録13」として掲載した）。   

そこで、MDSCALで得られた空間にNormalVarimax回転した次元が採用き  

れ、衰11－1－22に示したように解釈きれた。   

頭部に関する次元は、男子では「顔の向き（前一下）・呼吸の有無」、「顔と  

視線の上げ方（徐々に上古ヂる－すぐに上げる）」、「顔面と首の緊張の程度」、  

女子では「顔と首の緊張の程度・顔の上げ方」、「視線の位置（前方一棟）」、  

「顎の引き方（引く一出す）」に関する特性であると解釈された。   

上腹部に関する次元は、男子では、「他の部位との関連性の有無」、「他の部  

位との関連の方向性（脱がリードー他の部位がリード）・上肢の緊張の程度」、  

「肩の緊張の程度」、女子では「手の緊張の程度・腕撮りの大きき」、「他の部  

位との関連性の有無・上肢の緊張の程度」、イ他の部位との関連の方向性」と解  

釈きれた。   

体幹部に関する次元は、男子では「腰の高き・腰入れの有無・背の伸展」、「  

前傾の程度・腰の回転の有無」、「腹出しの有無」、女子では「腹筋の繋藩の程  

度・腰の高き」、「上体の前傾の程度・背の伸展・脚動仲との関連の方向性」、  

「前への突っ込みの程度（ころぶ寸前まで一余り前傾しない」と解釈きれた。   

下肢部に関する次元は、男子では「脚の回転の方向性（まっすぐ一歪む）・強  

調点（キックー地面をひっかく）」、「下腿の振出しの程度・キックアップの大  

きき・地面のとらえ方」、「大腱の出し方（上げる一引き出す）・下灘の動かし  

方（地面にたたきつける一振り出す）」、女子では「強調点（1）（脚の引出し  

一振り下ろし）」、「下腿の振出しの程度」、「強調点（2）（脚の前後の動き  

一左右の動き）」と解釈きれた。   

このように、各部位における次元は多くのものが複合的な特性を示しているも  

のであった。そして次元の性差は、その次元が示す内容自体が全く異なる場合も  

あるが、多くの場合、特性の雑合せの差異であることが認められた。このことは、  

男女間の情報構造化特性の差異を、情報に含まれている特性の組合せの差異とし  

て説明できることを暗示している。そして、このことば、男女間で、情報に含ま  

れている「特性」の関連程度が異なっていることによると推測きれる。  
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表1トト22 男子と女子において得られた次元の解釈  

部位 次元  男 子  女 子  

頭部 1 顔の向き  
呼吸の有無  

2  顔と視線の上げ方  

3  顔面と首の緊張の程度  

顔と首の緊張度  

顔の上もヂ方  

視線の位置  

顎の引牽方  

上肢部 1 他の部位との関連性の有無  手の緊張の程度  

腕振りの大きき  

他の部位との関連の有無  

上肢の緊張の程度  

他の部位との関連の方向性  

2  他の部位との関連の方向性  

上肢の緊張の程度  

3  肩の緊張度  

体幹部1 腰の高き  

腰いれの程度  

背の伸展  

2  前傾の程度  

腰の回転の有無  

腹筋の緊張の程度  

腰の高き  

上体の前傾の程度  

背の伸層  

脚動作との関連の方向性  

前への突っ込みの程度  3  腹出しの有無  

下肢部 1 脚の回転の方向性  

強調点  

2  下腿の振出しの程度  

キックアップの大きき  

地面のとらえ方  

3’ 大腿の出し方  

下腿の動かし方  

強調点（1）  

下腿の振出しの程度  

強調点（2）  
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以上のように、短距離走の動作に関する主観的情報の構造は、性によって異な  

っており、情報を構造化している特性自体が異なっていることから、質的な差異  

があると推測きれた。このことば、情報構造を変容きせることにより走パフォー  

マンスを向上させるプログラムの実用化において、性差を考慮する必要性を暗示  

するものである。  
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第2節 疾走局面に関する情榊造の一般性の鮒   

本節では、疾走局面に関する情報構造の一般性の検討が行われる。なお、構造  

の一般性は構造化特性の不変性として評価きれた。まず、次元の解釈上の類似性  

が検討きれ、きらに、評価の客観性を高めるために、両局面で共通な項目を用い  

て次元間のCOefficien七of congruenceが用いられて検討された。   

以下に、各部位ごとに結果を示す。  

1． 頭部   

頭部に関しては、前述したように両方の局面とも3次元空間が得られた。この  

ことば、頭部に関しては、いずれの局面に関しても構造を表現するために必要と  

する次元数が等しいということであり、含まれている情報量は同程度であること  

を示している。   

表1卜2－1は、両局面における構造化の特性を示したものである。表に示きれて  

いるように、中間疾走局面の第2次元と加速疾走局面の第1次元はいずれも「顔  

面、首の緊張の程度」と解釈上は全く同じである。また、中間疾走局面の第1次  

元（「顎の引き方」）と加速疾走局面の第2次元（「顔の上げ方」）も、類似し  

た特性であると推測きれる。きらに、両方の第3次元（「呼吸の有無」）も、解  

釈上全く同じであることがわかる。   

きらに、次元の類似性を客観的に評価するために、両局面に関する項目で共通  

な14項目を用いて算出した次元間のCOeficien七of congruenceを示したのが表  

11－2－2である。衰に示きれているように、中間疾走局面の第1次元と加速疾走局  

面の第2次元問（－．722）と、中間疾走局面の第2次元と加速疾走局面の第1次元  

間（一．664）に中程度以上の傾が認められる（この場合、座標の方向性は任意なの  

で符号には特に注意する必要はない）。しかし、相互の第3次元間にはばとんど  

関連が認められない。この点を詳細に検討した結果、呼吸に関連する項目で両局  

面において共通に認められたものが少なく、この結果、呼吸に関係のない項目の  

座標の影響が値に表れたと推測きれた。  
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表11－2－1中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元の解釈（頭部）  

解 釈  

中間疾走局面 1 顎の引き方  

2  顔面、首の繋弓長の程度  

3  呼吸の有無  

加速疾走局面 1 顔面、首の緊張の程度  

2  顔の上げ方  

3  呼吸の有無  

表11－2・2 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元間の  

coefficient of congruence（頭部）  
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以上の点から、頭部においては、中間疾走局面と加速疾走局面における情報構  

造は非常に類似していると言えよう。  

2． 上肢部   

上肢郎に関しては、前述したように中間疾走局面で4次元、加速疾走局面で3  

次元解が得られた。このことば、上肢部に関しては、中間疾走局面に関する情報  

の方が構造を表現するのに多くの次元を必要とすることを示しており、含まれて  

いる情報量が多いことがわかる。   

蓑1卜2－3は、両局面における構造化の特性を示したものである。表に示されて  

いるように、両局面の第1次元はいずれも「腕振りの前後の大きき」という特性  

を含んでいる。また、両局面の第2次元（「下肢の動きとの関連性の有無・腕の  

緊張の程度」と「他の部位の動きとの関連の方向性・腕の緊張の程度」）も非常  

に類似した特性であると推測きれる。しかし、他の2つの次元は、全く異なった  

特性であると言える。   

きらに、次元の類似性を客観的に評価するために、両局面に関する項目で共通  

な36項目を用いて算出した次元間のCOeficien七of congruenceを示したのが表  

1ト2－4である。表に示きれているように、両局面の第1次元間（．478）と第2次  

元間（．623）に中程度の値が認められる。しかし、他の2つの次元間では乙まとん  

ど関連が認められない。   

以上の点から、上肢部においては、中間疾走局面と加速疾走局面における情報  

構造は上記の2つの構造化特性を共有するが、他の構造化特性は質的に異なって  

いると言えよう。  

3． 体幹部   

体幹部に関しては、前述したように両方の局面とも3次元空間が得られた。こ  

のことば、体幹部に関しては、いずれの局面に関しても構造を表現するために必  

要とする次元数が等しいということであり、含まれる情報量は同程度であること  

を示している。  
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表11－2－3 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元の解釈（上腹部）  

局面  次元  解 釈  

中間疾走局面 1 脱漏りの前後の大きき  

2  下肢の動きとの関連性  

腕の緊張の程度  

3  手の上下動の大きさ  

4  肘の動かし方  

加速疾走局面 1 腕掘りの前後の大きき  

手の掘り  

2  他の部位の動きとの関連の方向性  

腕の緊張の程度  

3  腕振りの強調点  

他の部位の動きとの関連性の有無  

表11－2－4 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元問の  

coefficien七of congruence（上肢部）  

加速疾走  

1  2  3  

中間疾走 1  ．478  ．037  ．312  

2  一．131  一．623  －．244  

3   ．096   ．016   ．358  

4   ．401  ．077  －．223  
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衰1ト2－5は、両局面における横道化の特性を示したものである。表に示きれて  

いるように、中間疾走局面の第2次元と加速疾走局面の第3次元はいずれも「腰  

の回転の有無」という特性を含んでいる。また、中間疾走局面の第1次元は「上  

体の角度」の特性であり、加速疾走局面の第2次元も「前傾の程度」という類似  

した特性を含んでいる。しかし、中間疾走局面では「体幹の緊張の程度」という  

特性が1つの次元として独立して得られているが（第3次元）、加速疾走局面で  

は第1次元（「腹筋の緊張度」）と第3次元（「背筋の緊張度」）に分離して得  

られている。   

きらに、次元の類似性を客観的に評価するために、両局面に関する項目で共通  

な21項目を用いて次元間のCOeficien七of congruenceを示したのが表1ト2－6で  

ある。表に示きれているように、中間疾走局面の第2次元と加速疾走局面の第3  

次元間（－．484）に中程度の値が認められたことは、上記の解釈上の類似性と一致  

する。しかし、両局面の第1次元が解釈上では類似していないにもかかわらず、  

中程度（－．573）の値を示した。この点を詳細に検討した結果、解釈に用いられた  

高い座標を示した項目が両局面で共通に認められなかったため、解釈に用いられ  

なかった「腰入れ」に関する項目の影響で傾が高くなったようである。   

以上の点から、上腹部においては、中間疾走局面と加速疾走局面における情報  

構造は上記の構造化特性を共有するが、他の構造化特性は質的に異なっていると  

言えよう。  

4． 下腹部   

下肢部に関しては、前述したように中間疾走局面で4次元、加速疾走局面で3  

次元解が得られた。このことば、下肢部に関しては、中間疾走局面に関する情報  

の方の構造を表現するのに多くの次元を必要とすることを示しており、含まれて  

いる情報量が多いことがわかる。   

蓑1ト2－7は、両局面における構造化の特性を示したものである。蓑に示されて  

いるように、両局面の第1次元はいずれも「腰の回転の方向」という特性を含ん  

でいる。また、中間疾走局面の第2，3次元と加速疾走局面の第3次元は、いず  

れも、着地、あるいは、接地に関する特性を含んでいるが、前者は加速疾走局面  
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表11－2－5 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元の解釈（体幹部）  

局面  次元  解 釈  

中間疾走局面 1 上体の角度  

腰入れの有無  

2  腰の回転の有無  

3  体幹の緊張の程度  

加速疾走局面 1 腹筋の緊張度  

腰の高き  

2  前傾の程度  

背の伸展の程度  

3  背筋の緊張の程度  

腰の回転の有無  

表1卜2－6 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元間の  

COefficien七of congruence（体幹部）  
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固有の特性であったことから（第1節）、特に類似している特性とは言えないと  

考えられる。   

きらに、次元の類似性を客観的に評価するために、両局面に関する項目で共通  

な29項目の比較きれる次元上の座標問のCOeficien七of congruenceを示したの  

が表1卜2－8である。表に示きれているように、両局面の第1次元間（．791）で高  

い値が認められるほかは、全て低い値であり、対応は認められない。このことば、  

上記の解釈上の類似性をよく反映していると言える。   

以上の点から、下腹部においては、中間疾走局面と加速疾走局面における情報  

構造は上記の1つの構造化特性を共有するが、他の構造化樽性は質的に異なって  

いると言えよう。   

以上のように、中間疾走局面と加速疾走局面における情報構造を比較した結果、  

構造を合理的に表現するための次元の数（特性の数）から、頭部と体幹部におけ  

る情報量は両局面で同程度であり、上肢部と下肢部では中間疾走局面の方が情報  

量が多いことが認められた。このことば、上腹部と下腹部が、実施可能な動作の  

バタンが多い部位であることや、表面的に走動作の中心的機能を果たしている部  

位であることから、主体によってより清軌こ情報が評価されていることによると  

考えられる。   

また、中間疾走局面と加速疾走局面における次元（構造化特性）の等質性を評  

価した結果、頭部では3次元、上腹部では2次元、体幹部ではユ次元、下肢部で  

は1次元が類似した次元であることが認められ、これらの次元が示す構造化特性  

は、両局面で共通したものであることが認められた。主体の判断から得られた情  

報を用いて設定した情報横道において、このような結果が得られたということば、  

中間疾走局面と加速疾走局面における情報の体制化の特性において、共通した特  

性と局面固有の特性があることを示している。このことば、2つの局面における  

動作が全く同じではないことからも理解できよう。そして、きらに、体幹部と下  

腹部において共通する次元が相対的に少ないことば、この部位に関する主観的情  

報に含まれる特性が大きく異なっていることを暗示していると考えられる。これ  

は、特に、中間疾走局面と加速疾走局面における動作のうち、上体の前傾姿勢の  

程度や、脚の軌跡が大きく異なることなどが原因になっていると考えられる。  
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表11－2－7 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元の解釈（下肢部）  

局面  次元  解 釈  

中間疾走局面 1 脚の回転の方向  

2  接地の仕方  

3  着地の仕方  

4  体重の足の裏へのかかり方  

加速疾走局面 1 脚の回転の方向  

脚動作の強調点（脚の回転－ヰツク）  

2  下腱の振出しの有無  

3  着地の位置  

表11－2－8 中間疾走局面と加速疾走局面に関する次元間の  

coef†icien七of congruence（下肢部）  

加速疾走  

1  2  3  

中間疾走 1  ．797   ．251 －．307  

2   ．093   ．255   ．．246  

3  －．196  －．325  －．278  

4  －．110   ．206  －．078  
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第 12 章  

主観的重要度と情報構造の  

関係の検討  
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本章では、構造化特性のうち、どの特性が主観的重要度の決定において重要な  

意味を有しているかを検討することを目的とした。しかし、この章の最大の意轟  

は、情報構造のモデルと主観的重要度を関連づけることである。なぜなら、これ  

までは主観的重要性という価値尺度とは無縁であり、単に情報を構造化している  

特性の表現に留まっていた情報構造（空間）において、主観的重要性の方向性が  

明らかになり、同時に各次元（構造化特性）のどちらの方向に対する内容が主観  

的に重要であるかが明らかになるからである。   

なお、本研究では、主観的重要度が各様造特性の線形関数により設定きれるこ  

とを仮定し、この仮説構造の妥当性も検討きれた。これは、幾何学的には、主観  

的重要度ベクトルを情報空間上に射影することに相当する。そして、実際には、  

最適化基準としてベクトル上の各項目の射影と主観的重要度間で最小二乗基準を  

定義した泡め、線形重回帰分析を適用することになる。なお、最も経験が豊富で  

あり、かつ、高いパフォーマンスを有しているという点で、情報の主観的評価と  

構造化が適切であると推測される点から、検討する意義の高い痔距離選手群を対  

象とした。また、構造と主観的重要度において、性差が認められたことから、男  

女別に検討が加えられる。   

以下に、「中間疾走局面」、「加速疾走局面」の順に結束を示す。  
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第1節 中間疾走局面  

1． 頭部   

表12・ト1～8は、各部位に関する重回帰分析の結果を示し熟ものである。   

まず、頭部に関する結果を見ると、表12一ト1に示きれているように、男子では、  

重相関係数が0．897と高く、3つの楼造化特性によって主観的重要度の分散の80．  

5Ⅹが説明可能であることが示きれている。また、蓑12－ト2に示きれているように、  

女子では、各々0．854と73．0Ⅹであり、男子よりも若干低い。しかし、いずれにし  

ても、情報を構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的垂穿  

度が決定きれるという仮説を支持する結果であると考えられる。   

次に、各次元について見ると、男子では、第1次元く「顔・首の緊張度」）が  

著しく高い貢献度を有しており、女子でば、第1次元（「顎の状態」）が高い貢  

献度を示しているが、他の次元との差異は、男子において認められるはど大きく  

はない。したがって、この結果は、男子では「顔・首の緊張度」、女子では「顎  

の状態」の特性が主観的重要度を評価するに当たって最も高いウェイトを与えら  

れていることを示しており、性差があると言えよう。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず男子において主観的に重  

要な方向は、「顔・首のリラックス」（第1次元）、「顎を引く」く第2次元）、  

「首の固定」（第3次元）である。また、女子については、「顎を引く」（第1  

次元）、「首のリラックス」（第2次元）、「視線の固定」（第3次元）である。  

このように、両性において、「首のリラックス」、「顎を引く」という方向が主  

観的に重要な方向であることが共通に認められた。  

2． 上肢部   

次に、上肢部に関しては、蓑12一ト3に示きれているように、男子では、重相関  

係数が0・865と高く、4つの構造化特性によって主観的重要度の分散の74．8芳が説  

明可能であることが示きれている。また、表12一卜4に示きれているように、女子  

では、各々0・877と76・9焉であり、男子よりも若干高い。しかし、いずれにしても、  
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表12－ト1頚部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元の解釈 b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

48．3  143．2  

7．6  73．4  
24．6  121．8  

1 顔・首の緊弓長度－1．012 ・．645 －．749  

2  顎の状態  ．454 ．230 ．329  

3  首の運動  －．790 －．424 －．581  

墓相関係数  ．897  
説明率2）  80．5  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重奏度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

く単位：deg．）  

蓑12－ト2 頭部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関‖貢献度2）角度3〉  

31．0  48．6  

20．7  122．1  

21．1   58．1  

1 顎の状態  －．854 －．515 －．602  

2  首の緊張度   ・．699 －．414 －．501  

3  視線  ．709 ．412 ．513  

重相関係数  ．854  

説明率2）  73．0  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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表12－卜3 上肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈 b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 腕掘りの大きき－1．292 －．糾1 一．851  

2  腕振りの機能  －．216 －．ユ21 －．130  

3  腕掘りの力強き －．060 －．033 －．041  

4  注意する部位  －．170 －．092 －．158  

71．6 169．5  

1．5  98．1  
．1   92．2  

1．5  96．2  

重相関係数  ．864  
説明率2）  74．8  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

く単位：deg．）  

表12－ト4 上肢部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）  

1 腕の緊張度  ．505 ．289 ．426  

2  肘角の変化  ．786 ．434 ．604  

3  腕掠りの大きき －．626 一．031 －．053  

4  腕撮りの位置   ．974 ．549 ．695  
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重相関係数  ．877  

説明率2）  76．9  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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情報を構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主競的重要度が決  

定きれるという仮説を支持する結果であると言えよう。   

各次元について見ると、男子では、第1次元（「腕振りの大きき」）が著しく  

高い貢献度を有しており、女子では、第4次元（「腕振りの位置」）と第2次元  

（「肘角の変化」）が高い責献度を示しているが、他の次元との差異は、男子に  

おいて認められるほど大きくはない。したがって、この結果は、男子においては  

「腕振りの大きき」の特性、女子では「腕振りの位置」、「肘角の変化」の特  

性が主観的重要度を評価するに当たって最も高いウェイトを与えられていること  

を示しており、性差があると言えよう。   

さらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず、男子において主観的に  

重要な方向は、「前後に大きな腕振り」（第1次元）、「腕掘りで体を押きえる」  

く第2次元）、「力強い腕撮り」（第3次元）、「粛の動きに注意する」（第4  

次元）であるが、表に示きれているように第3、4次元はほとんど関与していな  

いと言えよう。また、女子については、「腕のリラックス」く第1次元）、「肘  

角の固定」（第2次元）、「大書な腕振り」（第3次元）、「上の方での腕振り」  

（第4次元）であるが、第3次元は乙まとんど関与していないと言えよう。このよ  

うに、上肢部に関しては著しい性差が認められた。  

3． 体幹部   

体幹部に関しては、蓑12一卜5に示きれているように、男子では、童相関係数が  

0．888と高く、3つの梼造化特性によって主観的重章度の分散の78．9Ⅹが説明可能  

であることが示きれている。また、表12－1－6に示きれているように、女子では、  

各々0．958と91．7Ⅹであり、男子よりも高い。しかし、いずれにしても、情報を棟  

造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的重要度が決定される  

という仮説を支持する結果であると言えよう。   

次に、各次元について見ると、男子では、第1次元（「姿勢」）、女子セは、  

第1次元（「腰入れ」）が著しく高い貢献度を示している。このことから、男子  

においては「姿勢」の特性、女子では「腰入れ」の特性が主観的重要度をほとん  

ど決定することを示しており、明確な性差が認められたと言えよう。  
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表12一卜5 体幹部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元の解釈 b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 姿勢  1．166 ．847 ．859  

2  腰の動作  ．157 ．094 ．037  

3  腰入れ  －．350 －．220 －．265  

72．8   15．8  

．3  83．9  

5．8  104．5  

重相関係数  ．888  
説明率2）  78．9  

l）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：de8．）  

表12一卜6 体幹部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

1 腰入れ  －1．487 一．925 －．950  

2  腰の勤作  ．12：ヨ ．069 ．253  

：3   姿勢  ．231 ．109 ．186  

87．9  172．1  

1．7  85．8  

2．0  83．：う  

重相関係数  ．958  
説明率2）  91．7  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず、男子において主観的に  

重要な方向は、「前傾」（第1次元）、「腰の固定」く第2次元）、「腰を入れ  

る」（第3次元）であるが、第1次元以外時、はとんど関与していないと言えよ  

う。また、女子については、「腰入れ」（第1次元）、「腰の回転」く第2次元）  

、r前傾」（第3次元）であるが、男子と同ように第1次元以外はばとんど関与  

していないと言えよう。このように、両性ともに1つの特性を極端に重視してい  

るが、その次元乙ま男子は「前傾」、女子は「顎を引く」であり、著しい差異が認  

められた。また、他の2次元については方向性が一方は等しく、他方は反対であ  

るが、関与の程度が極端に小きく特に強調する差異ではないと考えられる。  

4． 下肢部   

最後に、下肢部に関して見ると、表12一卜7に示きれているように、男子では、  

真相関係数が0．847と高く、4つの構造化特性によって主観的重要度の分散の71．  

7Ⅹが説明可能であることが示きれている。また、衰12－ト8に示きれているように、  

女子では、各々0．878と77．硝であり、男子よりも若干高い。したがって、情報を  

構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的重要度が決定きれ  

るという仮説を支持する結果であると言えよう。   

各次元について見ると、男女とも、第1次元（「脚の回転の方向性」）が著し  

く高い貢献度を示している。したがって、下肢に関しては両性とも「脚の回転の  

方向性」の特性が情報の主観的重要度をほとんど決定すると言ってもよく、性差  

は認められなかった。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず男子において主観的に重  

要な方向は、「まっすぐな脚の回転」（第1次元）、「大腿の引出しを強調」（  

第2次元）、「脚の回転を強調」（第3次元）、「脚の振り下ろしの強訴」（第  

4次元）であるが、上述したように第1次元以外はばとんど関与していないと言  

える。また、女子について‡ま、「まっすぐな脚の回転」（第1次元）、「大願・  

膝の引き上げ強調」（第2次元）、「大腿・膝の引出し強調」（第3次元）、「  

足の動きを注意」（第4次元）であるが、第1次元以外はほとんど関与していな  

いと言える。このように、両性において、「まっすぐな脚の回転」という方向  
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表12－卜7 下肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元の解釈 b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

1 回転の方向性 －．774  

2  強調点（1）   ．299  

3  強調点（2）   －．367  

4  強調点（3）   －．345  
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 4．5  144．1  

6．3  72．7  
9．2  111．1  

l          1．8  110．7  

重相関係数  

説明率2）  71．7  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  

表12一卜8 下肢部に関する童回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

1 回転の方向性  ．944 ．788 ．846  66．7   16．9  

2  強調点（4）  一．005 一．003 －．029   ．0   90．2  

3  強調点（5）  一．099 －．065 －．130   ．8   94．5  
4  強調する部位  一．338 一．230 －．射5   9．5 106．2  

重相関係数  ．878  

説明率2〉  77．0  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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が好ましい方向であることが共通に認められた。なお、蓑12－ト9に各次元の主観  

的に重要な方向を示した。   

以上に示したように、いずれの身体部位においても、既に抽出きれた3次元、  

あるいは、4次元によって主観的重要度のほとんどの変動が説明可能であっ泡。  

したがって、このことから、主観的重要度は既に得られた各次元が示す構造特性  

の尺度の線形関数により決定される構造をもつという仮説の妥当性を示すものと  

考えられる。そして、きらに、各特性が主観的重要度の決定に関与している程度  

は、身体部位によっては性差が認められたが、その関与の方向性に関しては大き  

な差異は認められなかった。したがって、男女間で主観的重要度を決定するのに  

関与している特性は異なっているが、その関与の方向性は基本的には等しいと言  

えよう。  
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表12－1－9 次元の主観的に重要な方向性  

部位  次元  男子  女子  

頭部  

上肢部  1  前後に大きな腕振り  

2  腕掘りで体を押きえる  

3  力強い腕撮り  

4  肩の動きに注意する  

腕のリラックス  

肘角の固定  

大きな腕振り  

上の方での睨掘り  

体幹部 1 藍蝿  

2  腰の固定  

3  腰入れ  

まっすぐな脚の回転  

大勝・膝の引き上げを強調  

大腿・膝の引出しを強調  

足の動きに注意  

下肢部  1. まっすぐな脚の回転  

2  大脇の引出しを強調  

3  脚の回転を強調  

4  卿の振り下ろしを強調  

注） アンダーラインは特に方向性が明確な特性を示す  
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第2節 加速疾走局面  

1． 頭部   

蓑12－2－1～8は、各部位に関する童回帰分析の結果を示したものである。   

まず、頭部に関する結果を見ると、蓑12－2－1に示されているように、男子では、  

重相関係数が0．875と高く、3つの構造化特性によって主観的重要度の分散の76．  

5芳が説明可能であることが示きれている。また、表12－2－2に示きれているように、  

女子では、それぞれ0．902と81．3Ⅹであり、男子よりも若干高い。しかし、いずれ  

にしても、情報を構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的  

重要度が決定きれるという仮説を支持する結果であると考えられる。   

次に、各次元について見ると、男子では、第3次元（「顔面と首の緊張度」）  

が高い貢献度を有しており、この結果は中間疾走局面と同じである。女子では、  

第2次元（「視線の位置」）が著しく高い貢献度を示しており、他の次元との差  

異は、男子の場合と比較してはるかに大きい。したがって、この結果は、男子に  

おいては「顔面と首の緊張度」、女子では「視線の位音」の特性が主観的重要度  

を決定する上で最も重要な構造化特性であることを示しており、明確な性差が認  

められたと言えよう。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず、男子において主観的に  

重要な方向は「威から突き進む・呼吸をする」（第1次元）、「徐々に顔と視線  

を上げていく」（第2次元）、「顔と首のリラックス」く第3次元）であるが、  

第1次元は貢献度などから見てその方向性は明確ではない。また、女子について  

は、「顔と首を緊張きせる・徐々に顔を上げていく」（第1次元）、「視線を徐  

々に遠くしていく」（第2次元）、「顎を引く」（第3次元）であるが、第2次  

元以外はその方向性が不明確である。このように、両性において、「徐々に頗や  

視線を上げていく」が主観的に重要な方向であることが共通に認められたが、「  

顔と首の緊張度」に関しては反対の方向性を示した。  
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表12－2－1頭部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

6．5  67．0  

14．8  67．4  

55．2 146．7  

1 顔の向き  ．564 ．354 ．183  

呼吸の有無  

2  顔と視線の上げ方   ．563 ．349 こ424  

3  顔面と首の緊張度   －1．160 －．758 －．728  

重相関係数  ．875  

説明率2〉  76．5  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  

蓑12－2－2 頭部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

1 放と首の緊張度  ．287 ．164 ．249  

顔の上げ方  

2  視線の位置  1．494 ．860 ．879  

3  顎の引き万  一．199 －．107 －．152  

4．1  79．3  

75．6  12．8  

1．6  97，0  

重相関係数  ．902  

説明率2〉  81．3  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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2．上腹部   

次に、上肢部に関しては、表12－2－3に示されているように、男子では、重相関  

係数が0．902と高く、4つの構造化特性によって主観的重要度の分散の81．3Ⅹが説  

明可能であることが示きれている。また、表12－2－4に泰きれているように、女子  

では、それぞれ0．831と69．0Ⅹであり、男子よりも若干低い。しかし、いずれにし  

ても、情報を措造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的重賛  

度が決定されるという仮説を支持する結果であると言えよう。   

各次元について見ると、男子では、第2次元（「他の部位との関連の方向性・  

上肢の緊張度」）が著しく高い貢献度を有しており、女子では、第2次元（「他  

の部位との関連の有無・上肢の緊張度」）が高い貢献度を示しており、いずれも  

類似した特性であると言える。但し、厳密には、男子では関連の「方向性」であ  

り、女子では関連の「有無」の特性であるという点で異なっている。また、男女  

とも中間疾走局面で認められた傾向とは異なっている。この結果は、男子では「  

他の部位との関連の方向性・上肢の緊張度」、女子でも「他の部位との関連の有  

無・上肢の緊弓長度」の特性が主観的重要度を決定する上で最も重要な構造化特性  

であることを示しており、明確な性差はないと言えよう。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず、男子において主観的に  

重要な方向は「腕を下方で振って、その反動で腰や脚を動かす」（第1次元）、  

「腕振りがリードする・上肢のリラックス」（第2次元）、「肩のリラックス」  

（第3次元）であるが、第2次元以外はその方向性が明確ではない。また、女子  

については、「手の緊張・大きな腕撮り」く第1次元）、「腕振りがリードする  

・上肢のリラックス」（第2次元）、「肩がリードする」（第3次元）であり、  

第2，3次元は方向が矛盾するが、第3次元は主観的重要度とほとんど関連がな  

く、方向性が不明確である。また、第1次元も不明確である。このように、上肢  

部に関しては男女とも共通して「腕振りのリード・上肢部のリラックス」が主観  

的に重要な方向であることが認められた。  
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衰12－2－3 上肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関＝貢献度2）角度3）  

1 関連性の有無  

2  関連の方向性  
上肢の緊張度  

3  肩の緊張度  

ー．391 －．279 一．387 10．8 110．5  

．814 ．647 ．759  49．1 35．5  

－．515 －．368 －．581 21．4 117．2  

真相関係数  ．902  
説明率2）  81．3  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  

蓑12－2－4 上肢部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

1 手の緊張の程度  
腕振りの大きさ  

2  関連の有無  
上肢の緊張度  

3  関連の方向性  

．540 ．331．429 14．2  65．2  

1．230 ．708 ．753  53．3  26．3  

－．229 －．117 －．126   1．5  98．5  

重相関係数  ．831  

説明率2）  69．0  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベタいレの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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3． 体幹部   

体幹部に関しては、蓑12－2－5に示きれているように、男子では、重相関係数が  

0・880と高く、3つの構造化特性によって主観的重要度の分散の77．哨が説明可能  

であることが示きれている。また、表12－2－6に示きれているように、女子では、  

それぞれ0・879と77．3Ⅹであり、男子とほとんど同じである。したがって、情報を  

構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的重要度が決定きれ  

るという仮説を支持する結果であると言えよう。   

次に、各次元について見ると、男子では、第1次元（「腰の高き・腰入れの程  

度・背の伸展」）、女子でも、第1次元（「腹筋の緊張度・腰の高きの有無」）  

が著しく高い貢献度を示している。また、男女とも中間疾走局面で認められた傾  

向とは異なっている。したがって、男子においては「腰の高き・腰入れの程度・  

背の伸展」、女子では「腹兼の緊張度・腰の高きの有無」の特性が主観的重要度  

を決定する上で最も重要な横道化特性であることを示しており、明確な性差が認  

められたと言えよう。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向を見ると、まず、男子において主観的に  

重要な方向は「腰高・腰入れ・背を伸ばす」（第1次元）、「前傾・腰の固定」  

（第2次元）、「腹を引く」（第3次元）であるが、第1次元以外は、その方向  

性が不明確である。また、女子については、「腰高・腹筋をしめる」（第1次元）  

、「前傾・背を伸ばす・嬢のリード」（第2次元）、「あまり前方に突っ込まな  

い」（第3次元）であるが、男子と同様に、第1次元以外は方向性が不明確であ  

る。このように、両性ともに1つの特性を極端に重視しており、その次元は共通  

して「腰高」の方向性が好ましいことが認められた。  

4． 下腹部   

最後に、下腹部に関して見ると、蓑12－2－7に示きれているように、男子では、  

重相関係数が0．927と高く、4つの構造化特性によって主観的重要度の分散の85．  

鍋が説明可能であることが示きれている。また、表12疇2朝こ示きれているように、  

女子では、それぞれ0．761と57，9Ⅹであり、男子よりもかなり低い。しかし、いず  
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衰12－2－5 体幹部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 腰の高き  
腰入れの程度  

背の伸展  

2  前傾の程度  
腰の回転の有無  

3  腹出しの有無  

．985 ．819 ．850  69．6 16．0  

．267 ．199 ．362  7．2  76．5  

－．217 －．125 －．049  ．6  98．4  

童相関係数  ．880  
説明率2）  77．4  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  

表12－2－6 体幹部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関l〉 貢献度2）角度3）  

1 腹筋の緊張度  
腰の高き  

2  上体の前傾の程度  

背の伸展  

関連の方向性  

3  突っ込みの程度  

－1．411 －．852 －．872  74．3 172．5  

．139 ．075 ．287  2．2  85．0  

．166 ．083 ．102  ．8  84．5  

重相関係数  ．879  

説明率2）  77．3  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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れにしても情報を構造化をしている3つの特性の尺度の線形関数によって主観的  

重要度が決定きれるという仮説を支持する結果であると言えよう。   

各次元について見ると、男子は、第1次元（「脚の回転の方向性・キック強調  

の程度」）が著しく高い貢献度を示し、女子では、第1次元（「強調点（1）：  

脚の引出し一振り下ろし」）と第2次元（「強調点（2）：脚の前後の動き一左  

右の動き」の2つが同程度の貢献度を示している。また、男子に関しては、中間  

疾走局面における結果と類似した傾向を示している（「脚の回転の方向性」）。  

したがって、男子においては「脚の回転の方向性・キック強調の程度」、女子で  

は「脚の引出し一振り下ろし」と「脚の前後の動き一左右の動き」の特性が主観  

的重要度を決定する上で最も重要な樺造化特性であることを示しており、明確な  

性差が認められたと言えよう。   

きらに、各次元の主観的に重要な方向見ると、まず、男子において主観的に重  

要な方向は「まっすぐな脚の回転・地面をひっかく」（第1次元）、「下腿の振  

出し・小きいキックアップ・足の幕の内側でとらえる」（第2次元）、「大腸を  

上げる・下腹を地面にたたきつける」（第3次元）であるが、上述したように第  

1次元以外は方向性が不明確である。そして、この方向性は中間疾走と局面と類  

似している。また、女子については、「脚の引出しを強調」（第1次元）、「下  

腿を振り出す」（第2次元）、「脚の前後の動きを強調」（第3次元）であるが、  

第2次元は方向性がやや不明確である。このように、明確な性差が認められた。   

なお、各次元の主観的に重要な方向を表12－2－9にまとめて示した。   

以上に示したように、いずれの身体部位においても、既に抽出きれた3次元に  

よって主観的重要度のほとんどの分散が説明可能であった。したがって、このこ  

とから、主観的重要度は既に得られた各次元が示す構造特性の尺度の線形関数に  

よって決定きれるという仮説は妥当であると考えられる。そして、きらに、各特  

性が主観的重要度の決定に関与している程度は、身体部位によっては性差が認め  

られたが、その関与の方向性に関して乙ま大きな差異は認められなかった。したが  

って、男女間で主観的重要度を決定するのに関与している特性は異なっているが、  

その関与の方向性は基本的には等しいと言えよう。  
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衰12－2－7 下肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 脚の回転の方向性   ．992 ．875 ．894  78．2 15．7  

強調点  

2  下腿の振出しの程度  －．333 －．244 －．305   7．4 105．6  

キックアップの大きき  

地面のとらえ方  

3  大腱の出し方  
下腿の動かし方  

．045 ．033 ．060  ．2  87．9  

重相関係数  ．927  
説明率2〉  85．9  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクいレの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  

衰12－2－8 下肢部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 強調点（1）  ．619 ．458 ．朗5  25．0  49．4  

2  下腿の振出しの程度  －．463 －．339 －．311 10．5 118．8  

3  強調点（2）  －．588 －．412 －．別3  22．4 125．9  

重相関係数  ．761  

説明率2）  57．9  

1）主観的重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）主観的重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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表12－2－9 次元の主観的に重要な方向性  

部位 次元  男 子  女 子  

顔と首の緊張  

顔を徐々に上げていく  

視線を徐々に速くしていく  

顎を引く  

頭部 1 顔から突き進む  

呼吸する  

2  徐々に顔と視線を上げる  

のリラックス  

手の緊張  

大きな腕振り  

上肢部1 他の部位との関連性あり  

2   上肢のリード  

上 のり芝ヱ之去  

3  肩のリラックス  

上肢のリラックス  

肩のリード  

鹿塵嬰雲襲  

膿最   

上体の前傾  

背を伸ばす  

腰のリード  

前への突っ込む  

体幹部1 塵底  

腫A染  

筆を伸廷吏  

2  前傾  

腰の回転  

3  腹引く  

脚の引出しの蓮調  

下腱の振出し  

下肢部 1  まっすぐな回転  

地面をひっかく  

2  下腿の振出し  

小きいキックアップ  

足の裏の内側でとらえる  

3  大腿を上げる  

下腿を地面にたたきつける  

注） アンダーラインは、特に方向性が明確な特性を示す  
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第 13 葦  

情報の意識上の重要度の検討  
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第1節 意識上の重要度の推定   

既に、情報の利用者の認知を基にして主観的重要度が推定きれた。しかし、こ  

れだけでは経験豊かな熟練者、あるいは、専門家（選手）の経験の明確化に終わ  

ってしまう。もちろん、このことは、現在、熟練者・専門家の経験を抽出し、体  

系化することが多くの領域で求められ、また、エキスパート・システムの開発と  

して実際に進められていることから考えても重要なことであろう。   

しかし、本研究が指導において利用できる情報を提供することを目指している  

という点で不十分である。．前述したように、本研究は、バイオメカニクス的研究  

が現象レベルでの客観的な学習目標のみ提供しており、それが即指導における道  

具として利用できない点を補うことも目指している。つまり、バイオメカニクス  

的研究の成果が動作の客観的記述に終始し、その動作を再現するための制御的情  

報を産出できないという限界を補うため、「どの部位を、どのように動かす意識  

を持てば、そのような動作が再現でき、高い走パフォーマンスが成就可能になる  

のか」という情報を提供することを目指しているからである。そこで、本章では、  

情報の意識上の重要度を推定することを目的とした。   

きて、意識上の重要度の推定を解析的な最適化問題としてとらえて解く場合に  

は、なんらかの外的基準が必要となるが、これは評価の対象の特性や評価や利用  

の目的によって大きく異なってくる。本研究で取り扱っている情報が対象として  

いる動作が関与する短距離走技能は、一定の距離を速く走ることによって評価き  

れ、また、競技においてはそれによって勝助を決することがばとんどである。ま  

た、以後、これらの情報は、個人の短距離走能力を高めることを目的として利用  

きれる可能性が高いと考えられる。これらのことから、矯距離走能力の標識であ  

る短距離走パフォーマンスを端的に示し、かつ、客観性が高いと考えられる10  

0m疾走タイムの公認記録を外的基準として用いることが適切であると考えられ  

る。また、このようにタイムを外的基準にすることば、仮定するモデルによって  

は情報の重要度をタイム（秒）を単位として示せる可能性がある。これは重要度  

の直観的理解を容易にし、きらに、記録の予測を可能とするという点で実用上非  

常に便利である。このことば、本研究において外的基準を選択する上で最も重視  

－323－   



きれるべき条件であると言えよう。   

以上の点から、推定に当たっては、頒距離走パフォーマンスが各情報の意識の  

有無の線形関数によって説明されるというモデルを仮定した。なお、具体的な解  

析法としては、独立変数が多く、多重共線性があることが想定きれるので、これ  

を回避し、かつ、全ての項目のウェイトを推定するため、主成分回帰分析が利用  

きれた。また、それ以外の要因（たとえば、体力）がなるぺく等質になるように  

標本は短距離の専門選手に限定きれ、性別に分析きれた。   

以下に結果を示す。  
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1．中間疾走局面   

まず、224項目を用いた主成分分析が男女別に実施きれた。この成分を全て  

用いて推定すれば、各項目を全て用いて推定することと結果的に同じであり、多  

重共線性のため安定性の高いパラメータの推定ができないので、いくつかの成分  

を除去する。成分の選択（除去）基準はMassyく1965）によってさまぎまなものが  

提案きれているが、本研究では、  

① 分散童  

③ 外的基準との関連性  

という点から評価された。まず、①の点から分散豊が小きい（1．0未満）成分が除  

去きれた。これらの除去きれた成分はパフォーマンスと高い関連性（相関）・を有  

する可能性はあるが、変動童が小きく、再現性の低い不安定な成分である可能性  

が高い。したがって、採用することによって誤差変動を採り入れる危険性が高い  

と考えられるからである。その結果、固有値1．0以上の成分が男女ともに55個が  

まず連択された。この成分数による説明率は、男子で95．45％、女子で92．15％と  

充分に高い値であり、全変動のほとんどを反映していると言える。   

次に、これらの成分にNormalVarmax基準による回転が適用された。しかし、本  

研究では、解釈は行わなかった。そして、これらの55成分を従属変数とし、1  

00mタイムを独立変数とした変数増加法による重回帰分析を金成分が投入きれ  

るまで実施した。但し、各成分は独立であるので、変数増加法でも同一の結果が  

得られ、結局、外的基準との相関係数の大きい順に投入きれていくことになる。  

きらに、実際には、各変数が厳密な意味で独立なのでパラメータの推定も非常に  

容易であり、重回帰分析を適用する必要もない。   

きて、主成分回帰分析では、採用される成分数がオリジナルの変数のパラメー  

タ（ウェイト）の推定値に大きく影響を及ぼす。したがって、次の段階として、  

この点を慎重に検討する必要があろう。つまり、このプロセスが上述した成分選  

択の観点の③に相当する。   

このプロセスでは、以下に示すような点から検討きれた。  

① 適合度（墓相関係数，説阻率，説明率の増加丑）  

・325－   



③ 適合度の増分妥当性（F検定）  

③ モデルの合理性（AIC）  

④ パラメータの収束性（偏回帰係数の変動）  

⑤ パラメータの信頼性（偏回帰係数の標準誤差）  

⑥ 成分故に対するパラメータの頑健性  

く偏回帰係数間の相関，平均差異〉  

そして、以上の点から絵合的に検討した結果、特に、⑤⑥に関する特性を重視す  

べきであると判断きれ、具体的にはAICによって適切であると推定きれた成分  

数が採用きれた。なお、この成分数の決定のために参考とした囲は、巻末の「付  

録14」に掲載した。   

このようにして選択きれた成分を説明変数とした重回帰分析の結果を、表13－1  

－1，2に示した。表に示きれているように男子では32成分、女子では24成分が  

選択きれた。その結果、重相関係数は男女それぞれ、0．852、0．800と高い傾が得  

られ、いずれも1％水準で有意であった。このことから、100m走タイムの変  

動の60％以上が情報の意識の有無によって説明可能であることがわかる。しか  

し、表の七値に示されているように、全てのパラメータが有意とはならなかった  

が、特に女子では、かなり安定したパラメータが推定きれていることが認められ  

る。 出村ら（1984）は、15～18歳の男子において、各種距離の走パフォー  

マンス（タイム）に対する各種身体要因の貢献度を重回帰分析によって検討して  

いる。そして、その結果、100m走パフォーマンスの分散の85．3％がは、各種  

体力要因によって、説明可能であることを報告している。この値は非常に高いも  

のであるが、100m走の特性を考慮すれば当然であると言える。しかし、残き  

れた約15％という値は、割合としては小きな値であるが、100m走におけるパ  

フォーマンス（タイム）差異自体が絶対的に小きなものであり、それが大きな能  

力の差異を反映している。また、走パフォーマンスをわずかに高めることの困難  

きを考慮しても（たとえば、短距離選手で100mタイムを純粋に0．1秒低下きせ  
ることばかなり困難であり、何年もかかることもある）、個人間の変動童の15％  

という値は大きなものでり、したがって、この残りの15％を究明する意義は非常  

に高いと言えよう。そして、本研究で対象としている動作に関する情報の意識の  
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衰13－1－1主成分回帰の結果（男子）  

成分  b係数   β係数l） t値 有意性2）   

3  －．0546  －．1208   
5  －．0679   ・．1502   
9   ・．0633  －．1402  

11   ．0823  ．1821  
12  －．0521   －．1152  
13  ．0532  ．1179  
15  －．0616  －．1363  
16  －．0449  －．0993  
17  一．0701   一．1552  

18  －．0542  －．1199  
19  －．0472  －．10往5   

21   ．0411   ．0910   
22  ．1243  ．2750   
23  －．0453  －．1002   
24  －．0929  －．2057   

28  一．1087  －．2405   
29  －．0542  －．1199   
30  ．0556  ．1230   
31   ．0857  ．1898   
33  －．0981   －．2172   
34  ．0629  ．1394   
36  －．0493  －．1091   
38  ．1002  ．2219   
40  一．0394  －．0871   

41   ．0511   ．1130   
46  ．0473  ．1047   
47  一．0656  －．1453   
年8  一．0575  －．1274   

51   一．0456  －．1009   

52  ．0584  ．1293   
53  －．0805  －．1781   

54  一．0528  －．1169   
57  －．0804  －．1783  

定数 11．17  

－1．45  

－1．81  
－1．69  

2．19  米  

－1．38  
1．42  

－1．64  
－1．19  
－1．87  

1．44  
－1．26  
1．09  
3．31   木器  

－1．21  
－2．47  ＊  

－2．89  ＊米  

－1．44  
1．48  
2．28  米  

－2．61   ＊米  

1．68  
－1．31  

2．67  
－1．05  

1．36  

米米  

1．26  
－1．75  
－1．53  

－1．21  
1．55  

－2．14  ＊  

－1．40  
－1．92  

重相関係数 ．852（pく0．01〉  
決定係数  ．725  

1）相関係数に等しい  
2）「H8：b＝0．0」の検定（米：5％水準；米米：1％水準）  
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表13－1－2 主成分回帰の結果（女子）  

β係数1） 七億 有意性2）  

4
7
1
1
1
5
1
7
2
1
2
3
2
6
2
7
3
0
3
3
銅
4
0
4
1
4
4
4
5
4
6
耶
4
8
5
0
5
2
5
3
5
4
5
5
数
 
 

定
 
 

7
 
5
 
 

5
 
Q
U
 
 

7
 
9
 
 

0
 
0
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

・2．19  

－2．85  

4
 
7
 
 

0
 
0
0
 
 

6
 
0
 
 

1
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 

■
 
 
－
 
 

－
 
 
■
 
 
 
－
 
 

0533  －．1130  －1．54  

0710  ．1504  2．05  
0400  －．0847  嶋1．16  

0542   ・．1149  －1．57  

0657  ．1392  1．90  
1007  ．2133   ：≧．91  

0819  －．1736  －2．37  

0516  －．1093  －1．49  

0523  ．1109  1．51  
1125  ．2385  3．26  

0糾5  ．1790  2．45  

0453  －．0960  －1．31  

0468  ．0991   1．35  
1019  ．2161  2．95  
0980  ．2077  2．84  
0678  －．1436  －1．96  

0587  －．1244  －1．70  

0623  ．1322  1．81  
0486  －．1031   －1．41  

1166  ．2471  3．38  

｛
 
 
 
－
 
 

■
 
 
－
 
 

米
 
米
 
 

米
‥
茶
 
 

米
 
米
 
 

＊
米
米
米
案
 
 

－
 
 
－
 
 

－  

米
‥
Ⅹ
 
 

米
米
米
 
 

．1009  ．2139  2．92  
・．0718  －．1523  －2．08  

12．68  

重相関係数 ．800（pく0．01）  

決定係数   ．639  

1）相関係数に等しい  

2）「H8：b＝0．0」の検定（米：5％水準；＊米：1％水準）  
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有無によっても高い説明率が認められ、このことば意識もパフォーマンスに影響  

を及ぼしていることを暗示するものである。したがって、動作に関する意識やそ  

の内容である情報も体力以外の要因として検討する意轟があると考えられる。ま  

た、出村の報告により示きれた説明率も他の要因を考慮していないという点で、  

85％という値は過大評価している可能性が高いと考えられる。また、出村ら（19  

84）の標本が一般の高校の生徒であり、優れ泡スポーツ選手からかなり運動技能  

が劣った者までを含んでいることから体力の差異が大尊く、相対的に体力の貢献  

度が高くなると推測きれる。しかし、本研究の対象はかなり長期間、矩距離の専  

門的なトレーニング行っており、かつ、体育学部をもつ大学における陸上競技部  

でトレーニングに取り雑んでいる着であるという点で、短距離走に適するような  

体力の特性を獲得しており、また、その差異も無作為な集団よりも少ないと考え  

られる。このことからも、出村ら（1粥4）の報告による値（85％）より本研究の  

での説明率が低いことは当然のことであろうと考えられる。   

動作に関する情報と走パフォーマンスの関連性を検許した研究としては、稲垣  

ら（1986）が、大学の男子短距離遺草を対象として、痩距離走パフォーマンスと  

動作に関する情報の重要度の認知との関連性を重回帰分析によって検討している。  

その結果、有意な相関を示した項目が15個認められ、100走パフォーマンス  

は3項目で約60％、6項目で90％説明可能であることが報告されている。   

また、稲垣ら（1987）は、出村（1984）の相関行列を利用して、体力・体格も  

考慮した結果、体格・体力の影響を除去したパフォーマンスと各情報間の偏相関  

係数は全て－0．2～0．2であり、重回帰分析の結果、各情報の貢献度は1％以下であ  

るが、情報全てを考慮するとかなり大きいであろうと推測している。   

このように短距離走パフォーマンスにおいては、動作に関するの意識や認知が  

重要なのではないかと推測きれる。   

このように採用きれる成分が決定きれ、各成分に対する偏回帰係数が推定きれ  

た。そこで、次に、これらの成分に対する偏回帰係数と成分得点係数、及び、各  

項目と外的基準の平均・分散から、もとの項目に対する偏回帰係数を算出した。  

表13一ト3～6は、偏回帰係数の絶対値が0．05以上の値を示した項目を示したもので  

ある。ここに示した偏回帰係数は、「当該項目を意識することによって変化する  

－329－   



ことが期待きれる100m走タイム」と解釈することができる（但し、他の項目  

に対する意識が変わらないと仮定した場合である）。したがって、本研究では、  

この偏回帰係数を各項目の「意識上の重要度」を示す尺度上の値と考える。但し、  

ここで注意しなければならないのは、100m走タイムが値が少ない方が好まし  

いので、負の偏回帰係数を示した項目が重要であるという解釈になることである。  

また、各表中の「主重」とは、同一標本における各項目に対する主観的重要度評  

価の平均値として第9章で設定きれた主観的重要度であり、「t値」とは帰無仮  

説「H8：〟＝4．0」の検定時の七億である。この主観的重要度は、本研究で推定き  

れた各情報の意識上の重要度と主蛾的（経験的）重要度を比較するために、後者  

を反映した指標としてとらえ、考察の参考として提示したものである。また、「  

H臼：〟＝4．0」の検定は、データとなった主観的重要度評価が1～7の7段階の評  

定尺度を用いて評価する形式をとっており、「4」が中性的カテゴリーに対応し  

ていることから、各項目の重要度評価が中性的評価と有意に異なっているか否か  

を判断するために行われた。   

表13一卜3は、男子において一肌05以下の偏回帰係数を示した項目、つまり、重要  

である項目である。各項目の偏回帰係数もま、その項目を意識した場合に変化する  

ことが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）に相当する。したがって、  

これらの項目の内容を意識していなかった場合、意識することによって、100  

m走のタイムを最高で0．10秒以上向上きせることが期待でき（L59）、これは単一  

の意識の変化だけによる改善量としては、非常に大きいと考えられる。   

表に示きれた項目の中で、「肩をリラックスきせる」、「大腿を水平まで上げ  

る」、「足を尻の下にかいこむ」、「下腿を前に出す」、「腕振りで体を引っ弓長  

る」、「下灘はキック後、直線的に引きつける」、「膝を高く上げる」、「股を  

大きく聞く」、「頭から背、腰を一直線にする」、「視線を固定する」という項  

目は、主観的重要度にも示きれているように、一般的には肯定的にとらえられて  

いる内容であり、本研究で推定きれた意識上の重要度と同じ評価を得ている。し  

かし、「膝を外側に引き出す」、「足は尻の外側に引きつける」、「前から物を  

引くように腕を振る」、「足は尻の内側に引きつける」、「特にどこも見ない」、  

「手を下にたたきつける」、「息を吸った状態で止める」、「体の後ろで脚を回  
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転きせる」、「脚は外側に振り下ろす」、「大勝を余り高く上げない」、「腕が  

体側を通る時に肘を伸ばす」、「しかめ面をする」、「腹を出す」という項目は  

経験的に否定的にとらえられている内容であり、推定きれた意識上の重要度とは  

異なっている。また、「脚を地面にたたきつける」、「膝を曲げてからキックす  

る」、「腕を後ろに引くことを強調する」、「重心の前方で地面をとらえる」、  

「足首を伸ばすタイミングを遅らせる」、「足首をよく曲げてからキックする」、  

「足を速くに掘り出す」という項目は、経験的にもあまり定まった評価が尊えら  

れていないようであるが、ここでかなり明確な評価を与えることができたという  

ことば本研究における一つの重要な成果であろう。   

きて、ここで注目すべきことば、「大腿を水平まで上げる」、「膝を高く上げ  

る」と「大腱をあまり高く上げない」という一見して内容が反対である項目が等  

しく高い評価を示していることである。実際に、主観的評価では前二者が高く、  

後者が低い評価を得ている。この一見矛盾しているようにも見える結果は、いく  

つかの原因がある。第一に、意味上、つまり、示唆される動作上において類似し  

ている内容でも、表現上の形式（肯定形式一否定形式など）や語句のニュアンス  

の微妙な差異から、必ずしも両方意識するとは限らないからである。第二に、あ  

る内容を意識することの走パフォーマンスにおける効果が、その内容と意味的に  

逆の内容を意識しないことの走パフォーマンスにおける効果とが同じであるとは  

限らないことが上げられる。したがって、同様に、ある内容を意識することの走  

パフォーマンスにおける効果が、その内容と意味的に類似した内容を意識しない  

ことの走パフォーマンスにおける効果が反対であるとは限らない。つまり、「意  

識する一意識しない」と「内容が類似一内容が反対」という関係が等価ではない  

ことによる。この結果、意味上、つまり、示唆きれている動作上ではほぼ反対の  

内容の項目でも、それを意識することによる行動レベルにおいて現れる効果が類  

似していたり、逆に、示唆きれている動作上ではほぼ等しくても、表現上の差異  

により意識することによる行動レベルでの効果が全く異なる場合も生じてくる。  

したがって、この結果は必ずしも矛盾しているわけではなく、データが反映きれ  

た結果であろうと考えられる。したがって、このような結果が得られたというこ  

とば（調査・解析の技術的問題、あるいは、被検者の応答態度に問題がないとす  

れば）、項目がかなり詳細に被検者に評価きれていることを示すものであり、そ  
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表13－ト3 偏回帰係数が－0．05以下を示した項目（男子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数  有意性2）  

L59 膝を外側に引き出す  

L46 足は尻の外側に引き付ける  
A64 前から物を引くように腕を振る  
L82 足を地面にたたきつける  
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－．0943  

－．0922  

L20 膝を曲げてためてからキックする  －．0809  
A65 腕を後ろに引くことを強調して振る －．0751  
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L45 足は尻の内側に引き付ける  
A47 肩をリラックスきせる  
L6  重心の前方で地面を捉える  
H16 特にどこも見ない  
A31 手を下にたたきつける  
H28 息を吸った状態で止める  
L50 体の後ろで脚を回転きせる  
L77 足は外側に掠り下ろす  
L66 大腿を水平まで上げる  
L67 大鹿を余り高く上げない  
L44 足を尻の下にかいこむ  

L28 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  
L27 足首をよく曲げてからキックする  
L69 下腱を前に出す  

A61 腕振りで体を引っ弓長る  

L49 下腱はキック後、直線的に  

引き付ける  

L55 膝を高く上げる  
A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  
L84 股を大きく開く  
T4  頭から背、腰を一直線にする  

Hl しかめつらをする  

T13 腹を出す  
L74 足を速くに振り出す  

HlO 視線を固定する  

－．0742  

一．0717  
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米（＋）  

米（＋）  

米＊（＋）   

米＊（＋）  

＊米（－）  

＊＊（＋）  

＊＊（＋）  

米米（－）  

＊米（－）  

－．0549  5．34  

－．0540  3．17  

－．0529  5．10  

－．0526  4．47  

－．0517 1．95  

－．0507  2．42  

－．0505  4．19  

－．0503  4．57   ＊等（＋）  

1）主観的重要度  

2）「粘：主観的重要度＝4．0」の検定結果く米：pく0．05；米米：pく0．01，   
（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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の結果は情報の実用上非常に有意味なものであると考えられる。そして、考察の  

際はこの点を常に注意する必要があろう。   

表13－1－4は、男子において0．05以上の偏回帰係数を示した項目、つまり、意識  

において不要な項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を  

意識した場合に変化することが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）  

に相当することから、これらの項目の内容を意識していた場合、意識しないこと  

によって、ユ00m走のタイムを最高で約0．17秒以上向上きせることが期待でき  

るくL34）。この憾もやはり単一の意識の変化だけによる改善量としては、非常に  

大きいと考えられる。   

表に示きれた項目の中で、「足の内側を体重が移動する」、「腕は後ろで外側  

に出る」、「背中を丸める」、「尻を後ろに出す」「爪先で走る」、「鼻で呼吸  

する」、「前の方で辛が円を描く」、「膝を緩めて着地する」、「胸を引く」、  

「口をバクバクさせる」、「息を少しずつ吐いてゆく」、「手で空気をかく」、  

「シューシューなどと富いながら走る」、「腕は後ろで内側に入る」、「腕は上  

の方で掠る」の項目は、主観的重要度が低いことからもわかるように、一般的に、  

また、常識的に考えても否定的にとらえられている内容である。しかし、「膝を  

前で伸ばす」、「腕振りえ足を引っ張る」、「腕撮りで腰を回転きせる」、「ま  

っすぐキックする」、「20～30m先を見る」、「地面を押すようにキックす  

る」、「足の外側から内側へ体重が移動する」、「ピッチの速さを強調する」、  

「手の動きで膝を引き上げる」、「手は軽く掘る」、r膝を締める」の項目は、  

主観的には肯定的な評価が与えられているにもかかわらず、反対の結果が得られ  

た。その他の項目は、主観的重要度が示しているように、経験的にもあまり定ま  

った評価が与えられていないようであり、本研究でかなりはっきりした評価を与  

えた意義は大きいと言えよう。また、「爪先で走る」、「肘を前に大きく出す」、  

「ピッチの速きを強調する」などの従来指導において用いられてきた教示が否定  

的結果を得たことは興味ある結果である。きらに、「腰の捻り」に関しては靂験  

的にもバイオメカニクス的研究においても、現象（結果としての動作）としては、  

肯定的にとらえているようであるが、本研究においてそれを積極的に意識するこ  

とに対しては否定的評価が得られた。  
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表13－1－4 偏回帰係数が0．05以上を示した項目（男子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主重1） 有意性2）  

L34 足の内側を体重が移動する  
T27 体の中心から捻る  
A37 腕は後ろで外側に出る  
T5  背中を丸める  
T22 尻を後ろに出す  
L3  爪先で走る  
H31 鼻で呼吸する  
L26 地面を後ろに運ぶようにキックする  
A28 前の方で辛が円を描く  
L72 膝を前で伸ばす  
A62 腕撮りで脚を引っ張る  
L18 膝を緩めて着地する  
Å60 腕振りで腰を回転きせる  
Tll 胸を引く  
‖6  口をばくばくきせる  
H29 息を少しずつ吐いていく  
A20 肘を前に大きく出す  
A30 手で空気をかく  
L37 まっすぐキックする  
H15 20～30m先を見る  
H32 シューシュー等と言いながら走る  
L24 地面を押す様にキックする  
L2  平行線上を走る  
L33 足の外側から内側へ体重が移動する  
L86 ピッチの透きを強調する  
A32 腕は平行に振る  
Å59 手の動きで膝を引き上げる  
H30 口で呼吸する  
A43 前後にアクセントをつけて腕を振る  
Å36 腕は後ろで内側にはいる  
A3  手は軽く掘る  
L63 卿の付け根を前に出す  
L53 膝を締める  
Å38 腕は上の方で振る  
Å15 肘の角度を前で小きくする  
L39 キック後、足首を曲げる  
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米米（一）  

米米（＋）   

米米（十）  

米米（－）  

1）主観的重要度  
2）「侮：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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表13一卜5は、女子において－0．05以下の偏回帰係数を示した項目、つまり、重要  

である項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を意識した  

場合に変化することが期待される100m走パフォーマンス（タイム）に相当す  

ることから、これらの項目の内容を意識していない場合、意識することによって、  

100m走のタイムを最高で約0．16秒向上きせることが期待できる（T14）。この  

悼もやはり単一の意識の変化だけによる改善量としては、非常に大きいと考えら  

れる。   

表に示きれた項目の中で、「腹を締める」、「股を大きく開く」、「腹を出す」  

、「腰の位置を高く保つ」、「膝を締める」の項目もま主観的情報の平均値に示き  

れているように、一般的に肯定的にとらえられている内容であり、ここでも同様  

な評価を得ている。さらに、他の多くの項目、特に、「腹をリラックスきせる」、  

「肩笹口ーリングきせる」、「尻を後ろに出す」などの項目は、経験的にはかな  

り否定的な評価を得ているにもかかわらず、高い意識上の重要度を示している。  

は、否定的にとらえられている内容である。そして、その他の項目は、経験的に  

もあまり定まった評価が与えられておらず、特に、「腰をローリングする」、「  

腕は前の方で振る」など旺指導者によっても議論の分かれる点である。また、「  

肩をローリングさせる」、「尻を後ろに出す」という項目が高い値を示している  

が、これは女子が男子と比較して窟を大きく回転きせて走っている傾向が高いこ  

と、深い前傾姿勢で走る傾向が高いことと関連していると考えられる。最後に、  

「腹をリラックスきせる」、「腹を締める」という2つの項目は、内容的にも、  

また、主観的評価においても反対であるにもかかわらず、意識上の重要度では両  

方とも最も高い値を示している。これも、前述したことに起因すると考えられる。   

表15－卜6は、女子において0．05以上の偏回帰係数を示した項目、つまり、意識  

において不要な項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を  

意識した場合に変化することが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）  

に相当することから、これらの項目の内容を意識していた場合、意識しないよう  

にすることによって、100m走のタイムを最高で約0．20秒近く向上きせること  

が期待できる（Å36）。この憾もやはり意識の変化だけによる改善童としては、非  

常に大きいと考えられる。  
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表13－1－5 偏回帰係数が－0．05以下を示した項目（女子）  

有意性2）  項目番号  内 容  偏回帰係数   

T14 腹をリラックスきせる  

T12 腹を締める  

A51 肩をローリングきせる  

L78 膝を撮り下ろす  

A48 粛を下に引っ張って下げる  

L82 足を地面にた獲きつける  

L81 着地の前に爪先を上げる  

L84 股を大きく開く  

L89 大腱の挟み込みを強調する  

T13 腹を出す  

Å42 リズムをとる程度に腕を掠る  

L83 着地する時に足首の力を抜く  

L5  重心の真下で地面を捉える  

T17 腰の位置を高く保つ  

L45 足は尻の内側に引き付ける  

L53 膝を締める  
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H2  煩が揺れるぐらいリラックスする  －．0723  

L68 膝で何かを蹴るつもりで上げる  －．0677  

Tll 胸を引く  

T20 腰をローリングする  

T33 背茄で前に出た脚を引き戻す  

T22 尻を後ろに出す  

L80 足首で地面をひっかく  

L39 キック後、足首を曲げる  

L31 足の蓑の外側に重心がかかる  

A40 腕は前の方で振る  

L77 足は外側に振り下ろす  

－．0667  

一．0640  

－．0602  

－．0590  

一．0558  

－．0533  

一．0512  

－．0503  

－．0500  

1）主観的重要度  

2）「H8：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   
（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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表13－ト6 偏回帰係数が0．05以上を示した項目（女子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主重1） 有意性2）  

＊米（－）   

米米（－）   

米米（－）   

米米（－）  

米米（－）   

米米（一）   

米（＋）  

米米（－）   

米米（＋）  

● 米米（＋）  

米等（一）   

寒帯（－）   

米＊（＋）   

米＊（＋）  

A36 腕は後ろで内側にはいる  
L67 大腰を余り高く上げない  
A7  手の平を上に向ける  
A26 肘を体側でブロックして前に  

出きない  

A64 前から物を引くように腕を掘る  
A35 腕は前で外側に出る  
L74 足を速くに掘り出す  
L2  平行線上を走る  
T29 胴体の回転が腕を引っ張る  
A12 肘の角度を90度にする  
L42 かかとが尻にぶつかる様に脚を  

引き付ける  

Å31 手を下にたたきつける  

H3  笑い顔で走る  
T24 腰を入れる  
A57 腕撮りで体を引き上げる  
A6  手の甲を上に向ける  
A55 肩を後ろに引く  
L76 足はまっすぐ撮り下ろす  
H30 口で呼吸する  
A27 肘を体側でブロックして後ろに  

弓トかない  

H4  歯をくいしばる  
L85 ストライドを広くして走る  
A19 肘を前に引き出す  
L35 内側へキックする  
L75 足は内側に振り下ろす  
A15 肘の角度を前で小きくする  
H20 首をリラックスきせる  
T9  胸を引く  
L20 膝を曲げてためてからキックする  
T16 背中をリラックスきせる  
L9  足先をまっすぐ着く  
A30 手で空気をかく  

．1947  2．46  
．1557  3．02  
．1197  2．26  
．1193  2．25   

．1135  3．49  
．1134  2．62  
．0956  4．33  
．0928  3．93  
．0897  3．68  
．0877  4．41  
．0842  4．48   

．0811   3．02  
．0770   1．93  
．0733  5．27  
．0690  4．51  
．0679  2．35  
．0645  2．93  
．0628  4．94  
．0613  4．33  
．0607  2．34   

．0604  2．94  
．0582  5．23  
．0579  2．82  
．0575  3．42  
．0568  2．94  
．0558  3．45  
．0555  4．28  
．0555  2．83  
．0549  4．83  
．0541   3．60  
．0534  4．68  
．0515  2．68  
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1）主観的重要度  
2）「‰：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（一）：有意に低い）  
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衰に示きれた項目の中で、「腕は後ろで内側に入る」、「大腰を余り高く上げ  

ない」、「手の平を上に向ける」、「肘を体側でブロックして前に出きない」、  

などその他多くの項目は、主観的重要度にも示きれているように、一般的に、ま  

た、常識的にも否定的にとらえられている内容であり、ここで推定きれた意識上  

の重章度と等しい。しかし、r足を速くに振り出す」、「肘の角度を90度にす  

る」、「かかとが尻にぶつかるように脚を引きつける」、「腰を入れる」、「腕  

振りで体を引き上げる」、「足はまっすぐ振り下ろす」「口で呼吸する」、「ス  

トライドを広くして走る」「首をリラックスきせる」、「膝を曲げてためてから  

キックする」、「足先をまっすぐ着く」の項目は、主観的評価と反対の評価を得  

ている。特に、「腰を入れる」は多くの指導者が用いる教示であり、反対に、「  

大鹿を余り上げない」は指導者が積極的に用いることばほとんどないと言ってよ  

い。また、rストライドを広くして走る」などという項目は指導者の間でも議論  

が耐えない内容である。   

以上のように、経験的評価と同じ評価を得た項目と、逆の評価を得た項目が認  

められた。この不一致ほ、痔距離走パフォーマンスを高めるために、主観的に重  

要な「動作」と、「意識」すべき動作が異なっていることを示している。また、  

これは、専門家の経験的評価が必ずしも意識することの効用という点から評価し  

た重要度とは一致しないことを示しており、個人的縫験のみに基づく指導の危険  

性を暗示するものである（なお、主観的重要度と意識上の重要度の関連性につい  

ては「第14章」でより詳細に検討する）。   

なお、本節の表13－1－3～6に提示きれなかった項目の重要度は、提示きれた項目  

も含めて巻末の「付録5」に掲載した。  
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2．加速疾走局面   

次に、「加速疾走局面」の動作に関する情報の意識上の重要度が同じ手続きで  

推定きれた。その際、男子で15成分、女子で19成分が採用きれた（なお、成  

分数決定のために利用きれた囲は巻末の「付録15」に掲載した）。   

これらの選択きれた成分を説明変数とした重回帰分析の結果を、表13一ト7，8に  

示した。表に示されているように男子では15成分、女子では19成分が選択さ  

れた。その結果、墓相関係数もま男女それぞれ、0．909、0．963と高い傾が得られ、  

いずれも1％水準で有意であった。このことから、100m走タイムの変動の8  

0％以上が情報の意識の有無によって説明可能であることがわかる。しかし、蓑  

のも値に示きれているように、全てのパラメータが有意とはならなかった。   

次に、これらの成分に対する偏回帰係数と成分得点係数、及び、各項目と外的  

基準の平均・分散から、もとの項目に対する偏回帰係数を算出した。表13一卜9～  

12は、偏回帰係数の絶対値が0．05以上の値を示した項目を示したものである。   

表13－1朝ま、男子において一飢05以下の偏回帰係数を示した項目、つまり、重要  

である項目である。各項目の偏回帰係数は、その項目を意識した場合に変化する  

ことが期待される100m走パフォーマンス（タイム）に相当する。したがって、  

これらの項目の内容を意識していなかった場合、意識することによって、100  

m走のタイムを最高で0．08秒以上向上きせることが期待でき（A30）、これは単一  

の意識の変化だけによる改善重としては、非常に大きいと考えられる。   

表に示きれた項目の中で、「腰の上下動をなくす」、「前後に大きく腕を掠る」  

という項目は、主観的重要度にも示きれているように、一般的にも肯定的にとら  

えられている内容であり、本研究で推定きれた意識上の重要度と同じ評価を得て  

いる。しかし、その他の多くの項目は、主観的重要度に示きれているように、経  

験的に否定的にとらえられている内容であり、ここで推定きれた意識上の重要度  

とは異なっている。  
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表13一卜7 主成分回帰の結果（男子）  

成分  b係数   β係数1）  七値 有意性2）  
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羨望豊簸数：呂望冒（pく0・01）  

表13－1－8 主成分回帰の結果（女子）  

成分  b係数   β係数1） 七億 有意性2）  
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3  －．0778  －．2010  

5  －．0730  －．1887  

6  ．1719   ．4440  
7  －．0285  －．0735  

8  －．0646  －．1669  

10  ．1344   ．3472  
13  －．0316  －．0817  

14  ．0666   ．1720  
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19  ．0628   
20  ．0786   
21   ．0524   
22  －．1329   

24   －．0913 定数 12．66  
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．1354  

－．3434  
－．2358  
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－3  
一2．52  

重相関係数 ．963（pく0．01）  
決定係数  ．927  

相関係数に等しい  
「H匂：b＝0．0」の検定結果（米：p＜0．05；米米：p＜0．01）  
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衰13－ト10は、男子において0．05以上の偏回帰係数を示した項目、つまり、意識  

において不要な項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を  

意識した場合に変化することが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）  

に相当することから、これらの項目の内容を意識していた場合、意識しないこと  

によって、100m走のタイムを最高で約0．11秒以上向上きせることが期待でき  

る（H19）。この悼もやはり単一の意識の変化だけによる改善童としては、非常に  

大きいと考えられる。   

衰に示きれた項目の中で、「首を緊張させる」、「鉄面から突き進む」、「腰  

を後ろに引く」、「肘を後方で伸ばす」、「小指に力を入れる」、「しかめ面を  

する」、「手の平を下に向ける」の項目は、主観的重要度が低いことからもわか  

るように、一般的に、また、常識的に考えても否定的にとらえられている内容で  

ある。しかし、「足を地面にたたきつける」、「腹筋を締める」、「腕の動作で  

体を持ち上げる」、「大腱を引き出す」の項目は、主観的には肯定的な評価が与  

えられているにもかかわらず、反対の結果が得られた。   

表13一卜11は、女子において－0．05以下の偏回帰係数を示した項目、つまり、重  

要である項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を意識し  

た場合に変化することが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）に相当  

することから、これらの項目の内容を意識していない場合、意識することによっ  

て、100m走のタイムを最高で約0．11秒向上きせることが期待できる（A23）。  

この憤もやはり単一の意識の変化だけによる改善量としては、非常に大きいと考  

えられる。   

表に示きれた項目の中で、「腹を引く」、「着地前に爪先を上げる」、「腕を  

後方に撮る反動で下肢を前に出す」、「着地時間を短くする」、「腰の上下動を  

なくす」、「腕を強く振る」、「肘を後方に強く振る」の項目は主観的情報の平  

均値に示きれているように、一般的に肯定的にとらえられている内容であり、こ  

こでも同様な評価を得ている。きらに、他の項目、特に、「綿を引くように振る」  

、「肘の角度を90度より小きくする」、「腕で空気を後方にかく」、「腰を回  

転きせる」、「上目づかいで下から見上げる」の項目は、経験的にはかなり否定  

的に捉えられているものである。  
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表13－卜9 偏回帰係数が－0．05以下を示した項目（男子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主童1〉 有意性2）  

米＊（一）  

米米（－）  

米案（－）  

米米（－）  

米（－）  

＊米（－）  

米（－）  

米米（一）  

米米（－）  

＊＊（－）  

Å30 横振りする  

Ll 接地時間を長くする  

A2  手をぎゅっと掘りしめる  

A41 肩の動きが腕をリードする  

A7  手首を後ろで返きない  

T25 腰を横掘りする  

A26 腕を上の方で振る  

A35 腕で空気を後方にかく  

Tll 背筋に力を入れる  

A8  手を下にたたきつける  

L13 脚の付け根を引き出す  

L30 着地前に爪先を上げる  

T31 腰の上下動をなくす  

A17 前後に大きく腕を振る  

Å31 前後でアクセントを持つ  

ー．0835  2．28   

－．0835  2．72   

－．0834  2．64   

－．0767  3．46   

－．0684  3．61   

－．0683  2．90   

－．0655  3．68   

一．0655  3．21   

－．0655  3．64   

－．0653  3．33  

－．0637  3．26  米米（－）  

－，0610  4．23  

－．0565  5．08   米米（＋）  

－．0539  4．64   米＊（十）   

－．0539  4．00  

1）主観的重要度  

2）「H8：主観的重要度司．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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蓑13－ト10 偏回帰係数が0．05以上を示した項目（男子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主重1） 有意性2）  

H19 呼吸を止める  

L22 足を地面にたたきつける  

H17 首を緊張きせる  

L38 膝を内側にしぼる  

H2  顔面から突き進む  

T15 腹筋を締める  

T21 腰を後ろに引く  

A14 肘を後方で伸ばす  

Al 小指に力を入れる  

H12 しかめ面をする  

L39 平行線上を走る  

A43 腕の動作で体を持ち上げる  

L12 大腱を引き出す  

A6  手の平を下に向ける  

．1130  3．82  

．1087  4．67   米米（＋）  

．1007  2．79   ＊米（－）  

．0900  3．95   

．0741  3．62   

．0739  5．10   

．0701  3．15   

．0698  2．92   

．0635  3．38   

．0632  2．43   

．0611  4．13  

米（－）  

米米（＋）  

米＊（－）  

米米（－）  

米米（－）  

米米（－）  

．0608  4．41   米 く＋）  

．0589  4．82   米米（＋）  

．0506  2．92   凍寒く－）  

1）主観的重要度  

2）「H8：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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衰13一卜12は、女子において0．05以上の偏回帰係数を示した項目、つまり、意識  

において不要な項目である。前述したように各項目の偏回帰係数は、その項目を  

意識した場合に変化することが期待きれる100m走パフォーマンス（タイム）  

に相当することから、これらの項目の内容を意識していた場合、意識しないよう  

にすることによって、100m走のタイムを最高で約0．21秒近く向上させること  

が期待できる（L37）。この値もやミまり意識の変化だけによる改善童としては、非  

常に大きいと考えられる。   

表に示きれた項目の中で、「内股で走る」、「顔面から突き進む」、「腹を前  

に出す」、「首を前に出す」の項目は、主観的重要度にも示されているように、  

一般的に、また、常識的にも否定的にとらえられている内容であり、ここで推定  

きれた意識上の重要度と等しい。しかし、「腹筋を締める」、「ピッチを速くす  

る」、「手を顔の高きまで撮る」、「まっすぐキックする」、「できるだけ速く  

腕を振る」の項目は、主観的評価と反対の評価を得ている。   

以上のように、両疾走局面で経験的評価と同じ評価を得た項目と、逆の評価を  

得た項目が認められた。前述したように、この不一致は、増距離走パフォーマン  

スを高めるために、「主観的に重要である動作」と、「意識すべき動作」が異な  

っていることを示している。また、これば、専門家の経験的知識が必ずしも意識  

の有無の効果という点から評価した重要度とは一致しないことを示しており、経  

験のみに基づく指導の危険性を暗示するものである（なお、主観的重要度と意識  

上の重要度の関連性については「第14章」でより詳細に検討する）。   

なお、本節の表13－ト9～12に提示きれなかった項目の重要度は、提示きれた項  

目も含めて巻末の「付録7」に掲載した。  

－344－   



表13－ト11偏回帰係数が・0．05以下を示した項目（女子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主董1） 有意性2）  

腕を平行に振る  

脚の付け根を引き出す  

頗をすぐに上げて前を見る  

腹を引く  

綱を引くようた撮る  

肘の角度を90度より小きくする  

着地前に爪先を上げる  
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－．1143  3．77  

－．1034： 4．28  

－．0918  2．63  

－．0867  4．51  

－．0833  3．03  

－．0771  3．62  

－．0750  4．49  
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腕を後方に振る反動で下肢を前に出す－．0696  4．38  

呼吸をする  

腕で空気を後方にかく  

接地時間を短くする  

腰を回転させる  

腰の上下動をなくす  

頭、背、腰を一直線にする  

膝を内側に引き出す  

腰をローリングきせる  

腕を下の方で振る  

上目づかいで下から見上らヂる  

腕を強く振る  

肘を後方に強く引く  

腰が浮かない様にする  

－．0693  3．97  

－．0689  2．74  

－．0638  6．03  

－．0608  3．44  

－．0570  5．08  

－．0565  4．05  

－．0559  3．69  

・．0550  3．77  

－．0548  4．08  

－．0526  3．41  

－．0523  4．77  

－．0519  4．87  

－．0508  4．41  

米米（・）  

米米（＋）  

＊（・）  

米米（＋）  

米米（－）  

米米（＋）  

米＊（＋）  

米（＋）  

1）主観的重要度  

2）「Ha：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：p＜0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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蓑13－ト12 偏回帰係数が0．05以上を示した項目（女子）  

項目番号  内 容  偏回帰係数 主重1） 有意性2）  

米米（－）  

米＊（－）  

米米（＋）  

L37 内股で走る  

H2  顔面から突き進む  

T15 腹脇を締める  

A9  肘を押し出す  

A24 腕を前に出すことを強調する  

T17 腹を前に出す  

L6  ピッチを速くする  

A18 手を顔の高きまで振る  

L34 まっすぐヰツタする  

H18 首を前に伸ばす  

Å23 後方で大きく振る  

H19 呼吸を止める  

A22 前方で大書く振る  

AlO 肘を前に突き出す  

A16 できるだけ速く腕を振る  

．2096  2．87   

．1471  3．44   

．1356  5．64   

．1037  4．03   

．1003  3．79   

．0996  2．51   

．0819  5．82   

．0816  4．51   

．0652  4．79   

．0626  2．72   

．0545  3．87   

．0528  3．62   

．0524  3．67   

．0507  3．87   

．0502  5．51  

＊米（－）  

米米（＋）  

＊（＋）  

米米（＋）  

米米（－）  

米米（＋）  

1）主観的重要度  

2）「H8：主観的重要度＝4．0」の検定結果（米：pく0．05；米米：pく0．01，   

（＋）：有意に高い；（－）：有意に低い）  
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第2節 意識上の重要度の一般性の検討   

前節では、矩距離選手群における各情報の意識上の重要度を推定した。しかし、  

特性の異なった被検者や疾走局面においても、意識上の重要度が等しいという保  

証はない。そこで、この節では「被検者」と「疾走局面」に関する意識上の重要  

度の一般性の検討が行われる。  

1． 被検者に関する意識上の重要度の差異の検討   

本来、異質な集団という点では、頼距離走能力や専門種目の異なった標本から  

推定きれたパラメータも比較検討すべきであるが、痩距離選手以外では公式競技  

会に参加した経験が少なく、頬距離走能力を反映する指標としての走パフォーマ  

ンス（タイム）の信頼できる値が得られない。また、走パフォーマンスの標識で  

標本を分割すると、分割きれた各群の標本数が減少し、パラメータの推定値の信  

頼性を著しく低下きせる。したがって、このような状況でパフォーマンスレベル  

や専門種目の異なる集団から得られたパラメータを比較することば聞達った推論  

を導く可能性が高い。そこで、本研究ではこの限界を考慮し、「性差」という観  

点だけに焦点を当て、男子と女子から得られた各情報の意識上の重要度の等価性  

のみが検討きれた。もちろん、「性」の要因だけを採り上げることば、一般性の  

検討としては不充分であるが、この要因において明確な差異が認められれば、意  

識上の重要度の一般性の仮説の反例としては充分であろう。  

1） 中間疾走局面   

まず、男女においてそれぞれ得られた偏回帰係数の相関係数は0．0159であり、  

全体に見て男女間の偏回帰係数の類似性は低いと言えよう。したがって、情報を  

意識することが100走パフォーマンスに及ぼす影響の男女間で異なっており、  

したがって、この反例から情報を意識することによるパフォーマンスへの効果と  

しての意識上の重要度の一般性を持たないと考えられる。  
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衰13－2－1男子が有意に低い偏回帰係数を示した項目（pく0．05）  

項目番号  内 容  b係数l） b係数2）  

A12 肘の角度を90度にする  

A23 コンパクトに腕を振る  

A31 手を下にたたきつける  

A35 腕は前で外側に出る  

A36 腕は後ろで内側にはいる  

A57 腕掘りで体を引き上げる  

Å61 脱撮りで体を引っ張る  

Å64 前から物を引くように腕を振る  

T24 腰を入れる  

L6  重心の前方で地面を捉える  

L9  足先をまっすぐ普く  

L20 膝を曲げてためてからキックする  

L27 足首をよく曲げてからキックする  

L42 かかとが尻にぶつかる様に脚を引き付ける  

L44 足を尻の下にかいこむ  

L66 大腱が水平まで上がる  

L67 大腱を余り高く上げない  

L74 足を速くに振り出す  

L76 足はまっすぐ振り下ろす  
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1）男子から雅定きれた偏回帰係数  

2）女子から推定きれた偏回帰係数  
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きて、一般性の仮説が棄却きれたことは、同時に、最適な指導を目指すには、  

動作の意識に関する目標の内容においてきえ、性差を考慮する必要性があること  

を示唆している。具体的に言えば、教示の内容やメンタルプラクティスの内容な  

どにおいて、性別により最適な内容を与える必要性があるということである。し  

たがって、本節では、この点を考慮して、指導の場面で有効な情報を提供するこ  

とを目的として、各項目における性差を具体的に検討することにする。   

表13－2－1，2は、増距離群の男子と女子から得られた各項目の偏回帰係数のうち、  

5％水準で有意差が認められた項目を示したものである。   

表13－2・1に示した項目は、男子の方が有意に低い値を示したものであり、すな  

わち、項目を意識することによって期待きれるパフォーマンスの向上が男子にお  

ける方が、女子と比較して相対的に高い項目である（「相対的に」というのは、  

値が負である場合も含んでいるからである）。   

また、特に期待きれる効果の差異が明確な項目は、上腹部に関連する項目では  

「手を下にたたきつける」、「腕は前で外側に振る」、「腕掘りで体を引っ張る」  

、「前から物を引くように腕を振る」であり、これらの項目はこの項目を意識す  

ることによって期待される効果の方向性も異なっている。これらの項目から、女  

子と比較すると、男子は体を引っ張るような積極的な腕振りをすることが相対的  

に有利であると推測される。しかし、「腕は後ろで内側に入る」は両性において  

正値であるが、女子においてその値が大きく、意識することによる効果が女子に  

おいて著しく低いと言える。   

体幹部に関する項目は「腰を入れる」だけであり、これは男子においては効果  

は小きいが、女子においては大きな好ましくない効果（＋）を示している。   

また、下肢部に関する項目では「膝を曲げてためてからキックする」、「足首  

をよく曲げてからキックする」、「大腿をあまり上げない」、「脚を速くに掘り  

出す」という項目が期待きれる効果の方向性が両性で異なり、その差異も大きい。  

きらに、「重心の前方で地面をとらえる」の項目も考慮すると、女子と比較して  

男子は、脚のリカバリー局面の動作より・も、むしろ積極的にキックをすることを  

意識することが相対的に有利であると推測される。  
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表13－2－2 女子が有意に低い偏回帰係数を示した項目（p＜0．05）  

項目番号  内 容  b係数1〉 b係数2）  

＝31 鼻で呼吸する  

A40 腕は前の方で振る  

A42 リズムをとる程度に腕を掘る  

A43 前後にアクセントをつけて腕を振る  

A48 肩竃下に引っ張って下げる  

A54 腕の動きが肩を引っ張る  

A59 手の動書で膝を引き上げる  

A60 腕振りで腰を回転きせる  

T5  背中を丸める  

Tll 胸を引く  

T12 腹を締める  

T14 腹をリラックスきせる  

T20 腰をローリングする  

T22 尻を後ろに出す  

T27 体の中心から捻る  

L26 地面を後ろに運ぶようにキックする  

L33 足の外側から内側へ体重が移動する  

L34 足の内側を体重が移動する  

L53 膝を締める  

L57 膝を前に引き出す  

L72 膝を前で伸ばす  

L78 膝を振り下ろす  

L81 着地の前に爪先を上げる  

L86 ピッチの速きを強調する  
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1）男子から推定きれた偏回帰係数  

2）女子から推定きれた偏回帰係数  
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蓑13－2－2に示した項目は、反対に、女子の方が有意に低い値を示したものであ  

り、すなわち、項目を意識することによって期待きれるパフォーマンスの向上が  

女子における方が相対的に高い項目と言える。   

頚部に関する項目は、r鼻で呼吸する」だけであり、両性でその効果の符号は  

異なっているが、女子においては小さな値であるト0．0244）。   

上肢部に関する項目では、「腕は前の方で振る」、「リズムをとる程度に腕を  

振る」、「前後にアクセントをつけて腕を振る」、「腕の動きが肩を引っ張る」  

の項目は、性差による効果の方向性が明確に異なっているが、他の項目では一方  

の性で意識する効果が大きいが、他の性ではあまり効果がないことが示きれてい  

る○そして、これらの項目より、女子では腕掘りによって体幹や脚の動作をリー  

ドするような積極的な腕撮りよりも、リズムをとる程度の腕振りを意識する方が  

好ましいと考えられ、これは、上述した男子と反対の傾向であると言える。   

体幹部に関する項目では、「胸を引く」、「尻を後ろに出す」の項目が明らか  

に効果の方向性が異なっている。そして、「腰をローリングする」、「腹をリラ  

ックスさせる」という項目や、頭部に関する「鼻で呼吸する」という項目を考慮  

すると、女子では結果として体幹部の動きの抑制をしないような意識をもつ方が  

より有効であると考えられる。これは、呼吸することが腹部の緊張を不可能とし、  

また、尻を後ろに出した姿勢は腹部が緊張していないことを暗示しているからで  

ある。このことば、「腰を入れる」（表13－2－1参照）という項目において女子が  

負の大きな値を示していることからもうかがえる。   

最後に下肢部に関する項目では、「膝をしめる」、「膝を前に引き出す」、「  

ピッチの速きを強調する」という項目が、期待できる効果の方向性が両性で異な  

り、また、効果の大ききも大きい。そして、「膝を振り下ろす」、「着地の前に  

爪先を上げる」という項目でも大きな負の値を示していることを考慮すると、女  

子においては、脚のリカバリー、特に、積極的な着地を意識することが有効であ  

ると推測きれる。このことば、男子においては、積極的なキックを意識すること  

が有効であるという結果と対解約であると言える。   

また、表13・2－1，2に示きれているように、ここに上げられた項目のほとんどが  

上肢部、体幹部、下肢部に関するものであり、頚部に関してはその効果の性差は  

小きいと推測きれる。  
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以上のように、中間疾走局面の動作に関する情報を意識することにより斯得き  

れる100m走タイムの変化には少なくとも性差があると考えられ、この反例か  

ら情報の意識上の重要度の一般性の仮説は棄却され泡。また、その具体的な性差  

を考慮して指導に利用すべきであろう。  

2） 加速疾走局面   

まず、男・女においてそ串ぞれ得られた偏回帰係数の相関係数は0．123であり、  

全体的に見て男女間の偏回帰係数の類似性は非常に低いと言えよう。したがって、  

情報を意識することが1 

おり、この反例から情報を意識することによるパフォーマンスヘの効果としての  

意識上の重要度の一般性を持たないと考えられる。   

そこで、本節でもこの点を考慮し、指耳の場面で有効な情報を提供することを  

目的として、各項目における性差を具体的に検討することにする。   

検定の結果、男・女において得られた偏回帰係数の差が5％水準で有意であっ  

た項目乙ま認められなかった。これは、標本数の影響によるものである。そこで、  

有意ではないが、大きな差異が認められた項目に関してのみ比較することにする。  

なお、表13－2－3，4は、増距離群の男子と女子から得られた各項目の偏回帰係数の  

うち、0．07以上の差異が認められた項目を示したものである（中間疾走局面にお  

いては、ほぼ0．07以上の差異が認められた項目では有意となっていることから）。   

表13－2－3に示した項目は、男子の方が著しく低い値を示したものであり、すな  

わち、項目を意識することによって期待きれるパフォーマンスの向上が男子にお  

ける方が、女子と比較して相対的に高い項目である（「相対的に」というのは、  

値が負である場合も含んでいるからである）。   

表に示きれているように、頭部龍関する項目では「顔面から突き進む」という  

項目で男女差が著しいことが認められたが、いずれも効果の方向は等しく、その  

差異は程度の差異であると言える。  
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表13－2－3 男子が女子より著しく低い偏回帰係数を示した項目  

項目番号  内 容  b係数1） b係数2）  

H2  顔面から突き進む  

A2  手をぎゅっと掘りしめる  
A7  手首を後ろで返きない  
A8  手を下にたたきつける  
A9  肘を押し出す  
A18 手を顔の高きまで振る  
A30 横掘りする  
Å31 前後でアクセントを持つ  

T4  徐々に体を起こす  
T17 腹を前に出す  
Ll 接地時間を長くする  
L17 かかとを尻につける  
L37 内股で走る  
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蓑13－2－4 女子が男子より著しく低い偏回帰係数を示した項目  

項目番号  内 容  b係数l） b係数2〉  

H7  上目づかいで下から見上げる  
帽  顔をすぐに上げて前を見る  
目17 首を緊張きせる  

H20 呼吸をする  
A13 肘の角度を90度より小きくする  
Å27 腕を下の方で撮る  

A28 腕を平行に振る  
A34 締を引くように撮る  
T14 胸を張る  
T18 腹を引く  
T21 腰を後ろに引く  

L2  接地時間を短くする  
L12 大腱を引き出す  
L16 股を大きく開く  
L21 足の振り下ろしを素早くする  
L22 足を地面にたたきつける  
L38 膝を内側にしぼる  

．0194  －．0526  

－．0039  －．0918  

．1007  －．0260  

．0019  －．0693  

．0000  一．0771  

．0486  －．0548  

．0122  －．1143  

．0000  －．0833  

．0419  一．0408  

－．0129  －．0867  

．0701   －．0102  

．0079  －．0638  

．0589  －．0186  

．0362  －．0393  

．0336  －．0373  

．1087  －．0297  

．0900  ．0157  

1）男子から推定きれた偏回帰係数  

2）女子から推定きれた偏回帰係数  
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上肢部に関する項目では、「手をぎゅっと掘りしめる」、「手首を後ろで返き  

ない」が男子で有効であることが示きれており、男子では手首を緊張きせること  

を意識することが有効であると考えられる。また、「手を顔の高きまで振る」、  

「前後でアクセントをもつ」が男子で有効であり、女子においては逆の効果をも  

つことが示きれている。したがって、男子では大きな腕掘りを意識することが有  

効であり、逆に、女子ではそれが好ましくないと推測きれる。   

体幹部に関する項目では、「徐々に体を起こす」が男女で効果の方向性が異な  

り、男子では意識することが有効であり、女子で好ましくないこと示している。  

これは、深い前傾姿勢を維持することが、筋力の弱い女子にとってあまり有効で  

ないことを暗示しているキ考えられる。   

また、下腹部に関する項目では、「接地時間を長くする」、「かかとを尻につ  

ける」という項目で、男子でより好ましい効果を示している。このことば、男子  

の方がよりキックを強調することを意識することが有効であると推測きれる。   

蓑13－2－4に示した項目ほ、反対に、女子の方が有意に低い値を示したものであ  

り、すなわち、項目を意識することによって期待きれるパフォーマンスの向上が  

女子における方が相対的に高い項目と言える。   

頭部に関する項目では、「顔をすぐに上げて前を見る」という項目が女子で有  

効であることを示しているが、これは、表13－2－3に示きれている「徐々に体を起  

こす」という項目で認められた結果と一致している。したがって、女子では、余  

り深い前傾を意識せず、逆に、前傾姿勢を早く解くことを意識することが有効で  

あると推測される。   

上肢部に関する項目では、「肘の角度を小きくする」、「腕を下の方で撮る」  

という項目が女子で相対的に有効であることが認められるが、これは、男子で「  

手を下にたたきつける」、「手を顔の高きまで振る」という項目が有効であると  

いう結果と対照的である。すなわち、男子では、肘の角度を変化きせ、より大き  

な腕撮りを意識することが有効であり、女子では、肘の角度を小きくし、下方で  

撮る小きな腕振りを意識した方が有効であると考えられる。また、「腕を平行に  

振る」の項目が女子で有効であることが示きれているが、これは、 

という項目が男子で有効であったことと対照的である。  
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体幹部に関する項目では、「腹を引く」、「腰を後ろに引く」という項目が有  

効であることが示きれているが、これば、表13－2－3で、「腹を前に出す」という  

項目が女子で高いプラスの値を示した結果と一致する。したがって、女子では、  

腹を引くことを意識することが有効であると推測される。   

最後に下肢部に関する項目では、「着地時間を矩くする」、「大腿を引き出す」  

、「股を大きく開く」、「足の振り下ろしを素早くする」、「足を地面にたたき  

つける」という項目が女子で相対的に有効であることが示きれている。このこと  

ば、表13－2－3に示きれた結果を考慮すると、男子ではキックを、女子では脚の回  

転を意識することが有効であると考えられる。   

以上のように、加速疾走局面の動作に関する情報を意識することにより期待き  

れる100m走タイムの変化にも性差があると考えらる。   

以上の2局面の結果から、各項目を意識することのパフォーマンスに対する効  

果には性差があると考えられ、この反例から情報の意識上の重要度の一般性の仮  

説は棄却きれるぺ蕃であろう。この結果は、同時に、指導において動作に関する  

意識上の目標を学習者に与える場合には、少なくとも男女の特性を考慮して与え  

ることが好ましいことを示唆していると言える。  
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2． 疾走局面に関する意識上の重要度の差異の検討   

ここでは、疾走局面に関する一般性の検討がなきれる。本研究では、第1次調  

査の結果得られた項目が両局面において異なっており、両局面についての第2，  

3次調査の項目を共通にすると項目数が極端に多くなり、このことが、応答者の  

負担を多くし、応答意欲を低下きせ、回収率や応答の信頼性に影響を及ぼす可能  

性が推測きれた。したがって、調査項目は2つの局面で異なっている。そこで、  

本節でも、次元の類似性の評価で用いた両局面で共通な項目のみを用いて検討さ  

れる。   

まず、2局面で共通した項目の意識上の重要度間の相関係数を算出した結果、  

一0．067（男子）、－0．157（女子）と非常に低い値であったことから、2局面にお  

ける意識上の重要度は全体鱒には異なっていると推測きれた。   

そこで、次に、 2局面における差異をより具体的に検討するため、個々の項目  

の主観的重要度の類似性を検討した。   

表13－2－5，6は、それぞれ男・女における2局面間の意識上の重要度の差異の絶  

対値が0．1以上の項目を示している。この中で、「手で空気をかく」（A30）は、  

男女いずれにおいても、加速局面では意識することが有効であり、中間探走局面  

においては好ましくないことを示している。また、「脚の付け根を前に出す」（  

L63）も同じ傾向が認められた。   

きて、男子に関して見ると（表13－2－5）、中間疾走局面では「しかめ面をする」  

、「腕振りで体を引っ張る」、「足を地面にたたきつける」ことを意識すること  

が有効であり、この項目を加速局面で意識することが好ましくないことが示きれ  

ている。また、加速局面では「手をぎゅっと握りしめる」、「手で空気をかく」、  

「腕は上の方で撮る」、「前後にアクセントをつけて振る」、r脚の付け根を前  

に出す」ことを意識することが有効であり、この項目を中間疾走局面で意識する  

ことが好ましくないことが示きれている。   

次に、女子に関して見ると（蓑13－2－6）、中間疾走局面では「腕は前の方で振  

る」、「腕を前に出すことを強調して振る」、「腹を締める」、「腹を出す」、  

「腹をリラックスきせる」、「ピッチの早きを強訴する」ことを意識することが  
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表13－2－5 2局面の意識上の重要度で著しい差異が認められた項目（男子）  

項目番号1）  内 容  中間  加速  

Hl  しかめつらをする  

H27  息を止める  
A2  手はぎゅっと掘りしめる  

A30  手で空気をかく  
A38  腕は上の方で振る  
A43  前後にアクセントをつけて腕を振る  
A61 腕振りで体を引っ張る  
T5  背中を丸める  

L3  爪先で走る．  

L63  脚の付け根を前に出す  
L82  足を地面にたたきつける  

－．052  ．063  

．005  ．113  

．045  －．083  

．071  －．066  

．052  －．066  

．055  －．054  

－．056  ．050  

．107  ．000  

．089  －．017  

．052  －．064  

－．092  ．109  

表13－2－6 2局面の意識上の重要度で著しい差異が認められた項目（女子）  

項目番号1）  内 容  中間  加速  

H3  笑い顔で走る  

H30  口で呼吸する  
A18  肘を前に押し出す  
A30  手で空気をかく  
A32  腕は平行に撮る  

A40  腕は前の方で掘る  
A47  肩をリラックスきせる  
A64  前から物を引くように腕を振る  

A66  腕を前に出すことを強調して振る  
T9  胸を引く  

T12  腹を締める  
T13  腹を出す  
T14  腹をリラックスきせる  
L7  内股で着地する  

L63  脚の付け根を前に出す  
L86  ピッチの速きを強調する  

．077  －．026  

．061  一．069  

－．013  ．104  

．052  －．069  

．008  －．114  

－．050  ．050  

－．024  ．026  

．113  －，083  

－．04＝0  ．100  

．056  －．044  

－．132  ．136  

－．083  ．100  

－．158  －．O10  

．002・   ．210  

．027  －．103  

－．042  ．082  

1）中間疾走局面における項目番号  
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有効であり、この項目を加速局面で意識することが好ましくないことが示きれて  

いる。また、加速局面では、「口で呼吸する」、「手で空気をかく」、「腕は平  

行に振る」、「前から物を引くように腕を振る」、「胸を引く」、「脚の付け根  

を前に出す」ことを意識することが有効であり、この項目を中間疾走局面で意識  

することが好ましくないことが示されている。   

以上に示したように、情報を意識することにより期待きれる100m走タイム  

の変化は加速疾走局面と中間疾走局面では、著しく異なっており、この反例から  

情報の意識上の重要度の一般性の仮説は棄却きれるペきであろう。したがって、  

中間疾走局面と加速疾走局面では、好ましい意識も異なっていると言えよう。  
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第14 葦  

主観的重要度と意識上の重要度の  

関連性の検討  
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ある動作において、力学的観点から重要であると考えられる動作と、その動作  

を達成するために意識すべき動作は同じであろうか。また、運動技能学習におい  

て、現在の自己の動作を好ましいと考えられる動作に近づけたい場合に、動作上  

で異なっている部分を目標の動作に近づけようと直接的に意識すれば、目標の動  

作が成就できるであろうか。きらに、好ましいと考えられる動作とその動作を成  

就するために意識すべき動作は同じであろうか。これらの点は、経験的にほ「否」  

であろう。しかしながら、この点を実証した研究はない。   

そこで、本章では、上記の最後の問題に焦点を当てて、高い矯距離走パフォー  

マンスに対して「主観的に重要である動作」と「意識すべき動作」が等しいかと  

いう点を検討するため、主観的重要度と意識上の重要度を比較検討する。  

削節 中間疾走局面   

蓑14一卜1は、第13章で得られた意識上の重要度と専門種目と性で分類した各  

群において得られた主観的重要度間の相関係数を示している。この裏に明確に示  

されているように、意識上の重要度と主観的重要度間には相関がほとんどないと  

言える。きらに、注目すべき点は、矩距離走の専門選手である矯距離選手群にお  

ける主観的重要度との間できえ乙まとんど相関がないことである。   

このように、専門家の主観的重要度と意識上の重要度の関連性が低いことが認  

められた。   

しかしながら、主観的評価が情報構造の構造化特性尺度の線形関数として決定  

されているという構造を考慮すると、主観的重要度と意識上の重要度の不一致が、  

各棟造特性尺度の合成の仕方、つまり、各構造特性尺度のウェイトがずれている  

ことによるという可能性がある。なぜなら、構造空間【（3～4次元）内には主観  

的重要度とほぼ直交する方向ベクトルが無限にあるからである。そこで、次に、  

意識上の重要度と構造化特性の関連性を検討するために、意識上の重要度を従属  

変数とし、構造化特性尺度を独立変数とした重回帰分析が実施きれた。  
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蓑14－1－1意識上の重要度と主観的重要度間の相関係数  

専門種目 性別  男子  女子  

廼距離’ 男子   －．0225  

女子   －．0067  

ー．1606   

－．0996  

中長距離 男子   －．0220  

女子   ．0202  

・．1207   

－．0882  

跳躍  男子   －．0147  

女子   ．0038  

ー．1609   

・．1445  

投郷  男子   －．0099  －．1151  

女子   －．0259  －．0743  
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表14－ト2 頭部に関する重回帰分析の結果（男手）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関‖ 貢献度2）角度3）  

1 顔・首の緊張度 －．0050 －．078 嶋．047  ．36 100．8  

2  顎の状態  ．0138 ．169 ．151 2．56   54・1  

3  首の運動  ．O168 ．220 ．185  4．06   40・2  

重相関係数  ．264  
説明率2）  7．00  

表14一卜3 頭部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

．03  95．7  

2．12  157．9  

．24  111．3  

1 顎の状態  －．0009 －．016 －．022  

2  首の緊張度  －．0084 －．148 －．143  

3  視線  －．0033 －．058 －．042  

重相関係数  ．154  

説明率2）  2・39  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）  
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表14・卜4 上肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）責献度2）角度3）  

1 腕振りの大きき ．0098 ．130  

2  腕撮りの機能   ．0108 ．123  

3  腕掘りの力強き －．0188 －．212  
4  注意する部位  －．0269 －．296  

．103  1．34  61．0  

．142  1．75   72．4  

－．205  4．35 121．5  

・．281  8．32 136．9  

重相関係数  ．397  
説明率2）  15．75  

表14－ト5 上肢部に関する豊国帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 腕の緊張度  －．0143 －．135  

2  肘角の変化  －．0237 －．216  

3  腕振りの大きき ．0111 ．093  

4  腕振りの位喜  一．0143 一．133  

44 110．8  

79 135．7  
94   72．1  

73 116．1  
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重相関係数  ．345  

説明率2）  11．91  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベタいレの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）  
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表14－ト6 体幹部に関する童回帰分析の結果（男子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関‖貢献度2）角度3）  

1 姿勢  －．0095 －．144 －．153  2．20 112．6  

2  腰の動作  －．0192 －．239 －．202  4．83 129．7  

3  臍入れ  ．O189 ．249 ．227  5．65   48・3  

重相関係数  ．356  
説明率2）  12．68  

蓑14－卜7 体幹部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関‖ 貢献度2）角度3）  

1 腰入れ  ．0002 ．002 －．052  ．00   84・7  

2  腰の動作  ．0262 ．283 ．294  8．32   14・2  

3  姿勢  －．0079 ・．072 －．118  ．85 －104・3  

重相関係数  ．303  

説明率2）  9．16  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）■  
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表14－1－8 下肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2〉 角度3〉  

1 回転の方向性  
2  強調点（1）  

3  強調点（2）  

4  強調点（3）  

嶋．192  3．61 134．8  

．189  3．48  46．4  

．000   ．00  87．4  

一．048   ．00  90．2  

－．0179 一．188  

．0185 ．184  

．0012 ．012  

－．0001 一．001  

董相関係数  ．267  

説明率2）  7．11  

表14一卜9 下肢郎に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元の解釈  b係数 β係数 相関l〉 貢献度2）角度3）  

47．3  

70．3  

119．0  

64．0  

．0188 ．219 ．202  4．42  

．0120 ．109 ．116 1．26  
－．0171 －．157 －．164  2．57  

．0149 ．142 ．085 1．21  

1 回転の方向性  
2  強調点（4）  

3  強調点（5）  

4  強調する部位  

重相関係数  ．308  

説明率2）  9・47  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）  
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衰14－卜2～9は、男女別に重回帰分析を適用した結果である。表に示きれている  

ように、適合度としての墓相関係数は0．154～0．397と非常に低く、相互の関連性  

は低いと言える。また、各特性との相関係数も、当然この重相関係数より低く、  

特に個々の表を考察するを必要もないであろう。   

したがって、主観的重要度と意識上の重要度の差異が構造化特性の寄与の差異  

によるものではないと言えよう。このことば、意識上の重要度が、主概的重要度  

を決定する特性とも関連がないことを示している。   

以上のことから、中間疾走局面においては、「主観的に重要である動作」と「  

意識すべき動作」は、異質なものであると言えよう。  
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第2節 加速疾走局面   

まず、意識上の重要度と主観的重要度問の相関係数を算出した結果、男子では、  

0．061、女子では、0．016と非常に低い傾が示きれた。   

そこで、第1節と同様に意識上の重要度と構造化特性の関連性を検討するため  

に、意識上の重要度を従属変数とし、構造化特性尺度を独立変数とした豊回帰分  

析が実施きれた。   

表14－2－1～8は、男女別に重回帰分析を適用した結果である。表に示きれている  

ように、適合度としての重相関係数は、頭部の男女と下肢の男子で0．4以上の値を  

示したものの他の部位では低く、全体としては0．218～0．亜4であった。したがっ  

て、意識上の重要度の変動の4分の1きえも説明できない。また、各特性との相  

関係数も当然この重相関係数より低く、特に個々の表を考察する必要もないであ  

ろう。   

したがって、主観的重要度と意識上の重要度の差異が構造化特性の寄与の差異  

によるものではないと言えよう。このことば、意識上の重要度が、主観的重要度  

を決定する特性とも関連がないことを示している。   

以上のことから、加速疾走局面においても、「主観的に重章である動作」と「  

意識すべき動作」は、異質なものであると言えよう。  
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表14－2－1頭部に関する童回帰分析の結果（男子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 顔の向き  

呼吸の有無  

2  顔と視線の上げ方  

3  顔面と首の緊弓長度  

一．0川 －．218 －．156  

－．024 －．358 －．376  

．0川 ．228 ．226  

3．4 117．2  

13．5 138．6  

5．2  61．5  

墓相関係数  ．469  

説明率2）  22．0  

表14－2－2 頭部に関する董回帰分析の結果（女子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 顔と首の緊張度  
顔の上げ方  

2  視線の位置  
3  顎の引き方  

－．033 －．398 －．382  15．2 160．3  

．011 ．130 ．097   1．3  72．1  

嶋．005 －．058 －．032  0．2  97．9  

重相関係数  ．408  

説明率2）  16．6  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベタいレの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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表14－2－3 上肢部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関1）貢献度2）角度3）  

1 関連性の有無  
2  関連の方向性  

上肢の緊張度  

3  肩の緊張度  

ー．018 －．253 －．269  

．003 ．042 ．077  

－．005 一．074 －．129  

6．8 16l．4  

0．3  80．9  

1．0  73．9  

重相関係数  ．2糾  

説明率2）  8．1  

蓑14－2－4 上肢部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

－．002 －．032 －．030 14．2  98．4  

．004 ．054 ．049  53．3  75．7   

．018 ．209 ．210   1．5 16．7  

1 手の緊張の程度  
腕振りの大きき  

2  関連の有無  
上肢の緊張度  

3  関連の方向性  

重相関係数  ．218  
説明率2）  4・7  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度   

（単位：deg．）  
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表14－2・5 体幹部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元   次元の解釈  b係数 β係数 相関l〉 貢献度2）角度3）  

2．7 133．3  腰の高さ  －．008 －．157 －．174  

腰入れの程度  

背の伸展  

2  前傾の程度  

腰の回転の有無  

3  腹出しの有無  

0．1 93．7  

3．0 136．5  

ー．001 －．015 －．055  

－．012 －．166 －．180  

重相関係数  ．241  
説明率2）  5．8  

表14－2－6 体幹部に関する重回帰分析の結果（女子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相関l）貢献度2）角度3）  

7．8 159．4  

0．1  98．5  

1 腹筋の緊張度  
腰の高き  

2  上休の前傾の程度  
背の伸展  

関連の方向性  

3  突っ込みの程度  

－．019 一．284 －．275  

一．003 －．045 ．029  

1．0  71．4  ．008 ．097 ．099  

重相関係数  ．294  

説明率2）  8．7  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）  
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表14・2－7 下腹部に関する重回帰分析の結果（男子）  

次元  次元の解釈  b係数 β係数 相即＝ 貢献度2）角度3）  

1 脚の回転の方向性   ．016 ．283 ．307   8．7  54．1  

強調点  

2  下腿の振出しの程度  －．007 －．098 －．103   1．0 101．7  

キックアップの大きさ  

地面のとらえ方  

3  大腿の出し方  
下腿の動かし方  

．027 ．379 ．387 14．7  38．3  

墓相関係数  ．494  
説明率2）  24．4  

表14－2－8 下肢部に関する重回帰分析の結果（女子）  

β係数 相関1）貢献度2）角度3）  次元  次元の解釈  

1 強調点（1）  
2  下腿の振出しの程度  
3  強調点（2）  
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墓相関係数  ．293  
説明率2）  8．6  

1）意識上の重要度と各次元の相関係数  

2）単位：％  

3）意識上の重要度ベクトルの情報空間への射影と各次元のなす角度  

（単位：deg．）  
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第1節 結論   

本研究は、公開や利用が遅れている専門家の主観的情報を体育指導やコーチン  

グのような運動技能学習に有効に利用することを目指し、その基礎的樽性の明確  

化を試みた。具体的には、多くのスポーツ活動の基礎であり、かつ、個人的であ  

り、集団的技能が少ないという点で個人の動作に関する主観的情報が相対的に重  

要であると考えられる「頬距離走」の「動作」に関する情報を採り上げ、主観的  

情報の抽出、情報構造の明確化、主観的重要度と意識上の重要度の明確化とその  

比較を目的とした。   

まず、主観的重要度を抽出するため、自由記述により短距離走の動作に関する  

主観的情報を記述きせる第1次質問紙調査を大学の陸上競技選手に実施し、得ら  

れた内容を項目化して、各項目の主観的重要度と意識の有無を応答きせる第2，  

3次質問紙票が作成され、これが同様な標本に実施きれた。また、評定の信頼性  

を評価するための第4次調査も適用きれた。これらのデータを用いて、前述した  

各版説を検証した結果、以下に示すような結果が得られた。  

1） 短距離走の動作に関する主観的帽章酌ま、加速局面では   
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 の合計224項目にまとめられた。  

2） 主観的重要度は間隔尺度と考えることができる。  

3） 主観的重要度の評定の信頼性は高い。  

4） 主観的重要度は、被検者（運動経験，矩距離走能力，性）や疾走局面に  

関して一般的ではない。  

5） 短距離走の動作に関する情報構造の表現モデルとしては、ベクトルモデ  
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ルより距離モデルの方が適切である。  

6） 加速疾走局面における頭部、上肢蔀、体幹部、下肢部に関する情報構造  

は、それぞれ、以下に示した3つの樽性から措造化きれている。  

緊張の程度  
頭部 菜娼 蒙鮎鞍  

第3軸  呼吸の有無  

上肢部  第1軸  腕掘りの前後の大きき  

芸喜慧壷泡雛ミ冨警芸竺芸冨竿  
他の部位の動きとの関連性の有無  

体幹部  第1軸  腹筋の緊張度  

第2軸  

第3軸  
腰の回転の有無  

下肢部  第l軸  

下腿の振出しの有無  
着地の位置  

また、中間疾走局面における情報構造は、頭部と体幹部に関しては3つ  

の特性、上腹部と下腹部に関しては4つの特性から構造化きれている。  

頭部  

緊張の程度  董媚鶴謂歪  
上肢部   

の有無  

慧琶姦姦慧霊屋 
槌長  

大きき  

体幹部  第1軸  上体の角度  

方向  

下肢部董娼艶琵琶買  
第4軸  体重の足の裏へのかかり方  

この構造は、頬距離走運動の縫験が豊富な専門家であり、かつ、高い短  

距離走パフォーマーである矩距離走選手から得られたという点で、現時  

点で最も適切に構造化された情報構造である。  
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7）得られた情報構造は、MDS手法の最適化基準に関して頑健である。   

8） 非類似性データは、間隔尺度の水準にある。   

9） 情報構造は、被検者（運動経験，短距離走能九性）や疾走局面に関し  

て一般的ではない。  

10） 情報構造は、特に、被検者の運動経験と性による差異が著しく、差異は  

質的なものである。  

11） 情報集約の程度は、被検者（運動靂験，短距離走能力，性）に関しては  

差異がない。  

12） 主観的重要度は、構造化特性の線形関数によって設定きれるという構造  

をもつ。したがって、構造化特性は、主観的重要度を設定する要素でも  

あり、主観的重要度の下位尺度と言える。  

13） 各棟造化特性の主観的重要度に関与する程度には、特性間に大きな差異  

がある。  

14） 男女間で、構造化特性の主観的に重要な方向性は基本的には同じである  

が、その関与の程度は異なっている。  

15） 意識上の重要度は、被検者と疾走局面に関して一般的ではない0  

16）情報の主観的重要度は、意識上の重要度ともま異なる。つまり、頬距離走  

パフォーマンスに対して「主観的に重要である動作」と「意識すべき動  

作」は異なる。  
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第2節 今後の課題   

本研究は、公開や利用が遅れている運動に関する熟練者や専門家の主観的情報  

を体育指導やコーチングのような運動技能学習に有効に利用することを目指し、  

その基礎的特性の明確化を試みた。すなわち、矩距離疾走を加速疾走局面と中間  

疾走局面に分類し、それぞれの局面における主観的情報を陸上競技選手から抽出  

し、高い短距離走パフォーマーであり、かつ、専門家である短距離選手の重要度  

認知の情報を利用して情報構造を推定した。きらに、各情報の主観的、及び、意  

識上の重要度が推定きれ、その比較が行われた。その結果は、「第1節 結論」  

に示した通りである。   

しかしながら、本研究では、実用化に向けた基礎的研究に留まり、高い信頼性  

と客観性の下でここで得られた情報を実用可能となる形式まで、再構成すること  

ができなかった。もちろん、本研究でも、主観的情報を意識することにより期待  

される走パフォーマンスの変化という意味での意識上の重要度を推定することが  

できたので、この質問紙票を用いることによって、ある程度の実用化は可能であ  

ると考えられる。しかし、簡易化や標準化などの手続きが、まだ行われていない。  

したがって、意識レベルでの処方まで含んだ簡易質問紙票の作成とその標準化や、  

これらの情報をデータベースとしたエキスパートシステムや力学的情報と結合し  

た運動技能学習システムの構築などが、今後に残きれた一つの方向性であろう。   

また、本研究では、具体的運動として、多くのスポーツ活動の基礎であり、か  

つ、個人的であり、集団的技能が少ないという点で個人の動作に関する主観的情  

報が相対的に重要であると考えられる「短距離走」を取り扱った。しかし、この  

ような特性を持ったスポーツは現時点でも多く認められる。たとえば、他の陸上  

競技種目、水泳、体操競技、スキけ、スケート、ゴルフなどに代表されるもので  

ある。したがって、この種のスポーツにおける動作に関する主観的情報について  

の研究を進めることもーつの方向性であろう。   

きらに、本研究で採り扱った情報は、「動作」に関する情報のみであり、トレ  

ーニングやコンディショニング、戦術やチームプレーに関する専門家の知識を検  

討することも一つの方向性であろう。  
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最後に、本研究で採り扱った短距離走に関する知見も、限られた標本とモデル  

の下で得られたものである。したがって、本研究で得られた知見も今後きらに確  

認していく必要があると考えられる。  
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教授、永井鈍助教授、村木征人助教授には、データ収集において御協力を頂きま  

した。そして、データ収集においては、唐突なアンケート調査の依頼にもかかわ  

らず、快く2～3度の調査に協力して頂いた、  

中京大学陸上競技部  

中央大学女子陸上競技部  

東京女子体育大学陸上競技部  

同  

東洋大学陸上競技部  

東京学芸大学陸上競技部  

大阪体育大学陸上競技部  

福岡大学陸上競技部  

京都産業大学陸上競技部  

福島大学陸上競技部  

群馬大学陸上競技部  

日本女子体育大学陸上競技部  

痛州大学陸上競技部  

静岡大学陸上競技部  

安田矩明監督  

浜松ヨシ江監督  

菅沼史雄監督  

阿部征次コーチ  

佐々木秀幸部長  

有音正博監督  

豊岡示朗監督  

鬼塚純一監督  

陰山靖夫監督  

川本和久監督  

山西哲郎監督  

渋谷貞夫監督  

小口正行部長  

伊藤 宏監督  

の方々、及び、上記の陸上競技部のコーチの方々の御協力を上げない訳には参り  

一379－   



ません。   

また、既に卒業きれた金基学氏、青柳領民、酉島尚彦氏、金明氏、及び、大学  

院生の軽部光男氏、金善応氏、国土将平氏、田中秀幸氏、朴党渉氏、高景麟氏、  

金憲経氏、また、研究員の季成業氏などの研究室の皆きんには、直接的、及び、  

間接的に負担をかけてしまいました。   

そして、最後に、本研究のアンケート調査に答えて頂いた千数百名の各大学の  

陸上競技部の選手の皆さんの御協力を忘れる訳には参りません。   

このように、本研究は多くの方々の協力なしでは、決して完成し得なかったも  

のであり、これらの方々に対し、ここに深く感謝の意を表します。  
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付録1．第1次質問紙調査票  

（中間疾走局面，加速疾走局面）  
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付録3  第3次質問紙調査票（加速疾走局面）  

付録4  主観的重要度（中間疾走局面）  

付録5  意識上の重要度（中間疾走局面）  

付録6  主観的重要度（加速疾走局面）  

付録7  意識上の重要度（加速疾走局面）  

付録8  因子負荷行列  

（短距離走選手，中間疾走局面）  

付録9  MDSCALによる座標行列  

（短距離逆手，中間・加速疾走局面）  

付録10 INDSCALの連用結果  
（運動経験，中間疾走局面）  

付録11INDSCALの適用結果  
（短距離走台巨力，中間疾走局面）  

付録12 INDSCALの適用結果  
（性，中間疾走局面）  

付録13 INDSCALの連用結果  
（性，加速疾走局面〉  

付録14 主成分回帰分析の結果（中間疾走局面）  

付録15 主成分回帰分析の結果（加速疾走局面）   



付 録 1  

第1次質問紙調査票  

（実物は、B5版、片面刷り）   



短距離走の技術に関する  

意識・イメージ調査  

1985年12月  

筑波大学体育科学研究科  

稲垣 敦   

この調査は、皆きんが日頃の練習・競技会での疾走時に技術的にどのような意  

識、または、イメージを持っているかを調査し、コーチングに役立たせることを  

目的としています。   
下記の，， 記入上の留意点〃をよく読んでから記入して下きい。   

氏 名   

性 別  男∵㌧ 女  

琵十臨  



＜ 記入上の留意点 ＞  

1． この調査票の構成は、全体が  

A． 中間（全力）疾走時において  

B． スタート及び加速時において  

の2つの段階に分かれており、きらにその各々が  

1． 頭部（頭，顔，首など）  

2． 上肢（肩，脇，腕，肘，手首，手など）  

3． 体幹（胸，腹，背，腰など）  

4． 下肢（尻，大腿，膝，下腹，足首，足など）  

5， 複合的部位，及び身体全体  

の5つの身体部位に分かれています。  

2． 全力疾走または、少しスピードを抑えたときの、技術的な意識・イメージ  

について記入して下さい。  

3・ 競技会，練習中に意識・イメージする（した）こと、かつて意識・イメー  

ジしていたことなど、今迄に意識・イメージしたことについて、どんなに  

小きなことでも結構ですから、できるだけたくきん記入して下きい。  

4． 箇条書きで記入して下きい。  

5．”どういう局面で，、〃どの部位を〃、〃どのように〃を明確にして、そ  

の他、，，どの方向に，，、，，どのくらいの力で，、〃どんなタイミングで，、  

〃どこを意識しで，、〃どんな速きで，などの点にも注意して、具体的に、  

詳細に記入して下きい。  

6． 視覚，聴覚，筋感覚など、どんな感覚によるものでも結構です。  

7．．比喩（たとえ）を用いても結構です。  

記入例  

例1） 膝を前につき出すように引き出す。  

例2） 脚の付け根を意識して脚を引き出す。   



A． 中間く全力）疾走時において  

1． 頭部（頭，顔，首など）に関する意識・イメージについて記入して下  

きい。   





4． 下肢（尻，大腱，膝，下腱，足首，足）に関する意識・イメージにつ  

いて記入して下きい。   



5． 複合的部位，全体的な意識・イメージについて記入して下さい。   



B・ スタート及び加速時時において  

1・頭部（頭，顔，首など）に関する意識・イメージについて記入して下  

きい。   





3． 体幹（胸，腹，背，腰など）に関する意識・イメージについて記入し  

て下きい。   



4． 下肢（尻，大腱，膝，下灘，足首，足）に関する意識・イメージにつ  

いて記入して下きい。   



5・複合的部位，全体的な意識・イメージについて記入して下きい。  

御協力、ありがとうございました。   



付 録 2  

第2次質問紙調査票  

（実物は、B5版、両面刷り）   



短距離走技術のイメージ調査  

筑波大学体育科学研究科  

稲垣敦  

【はじめに】   

このアンケート調査は矩距離走の技術について、皆さんがどの様にとらえてい  

るを調査する事を目的としています。記入上の留意点をよく読んでから、記入し  

はじめてくだきい。経験豊富な皆きんの、率直なご回答を期待しております。  

なにとぞ御協力、よろしくお願いいたします。   

また、ここに書かれている短距離走の技術に関するイメージは、多くの陸上競  

技選手の方々に青いていただいた貴重なものです。このアンケートを実施したこ  

とが、皆きんの今後のトレーニングに少しでも役にたてば幸いです。  

【プ叩イール】  

はじめに、例に従って以下の項目について記入してください。  

（『※』のある箇所は記入しないで下きい。）  

1． ● 所属大学 大学 ※ コード  

1 2 

2． 0 氏名 ※ コード  

3 4 5  

カード  

f; 

3． 性別  男性→エ  

女性→旦  

（例： 男性ならば  ⊥） ○ 記入樹 →  

7   



4． 年齢  （例：旦旦 歳）  ○ 記入欄 → ＿＿  歳  

8 9  

5． 陸上競技歴   （例：   6 年）  ● 記入欄 → ＿＿  年  

1011  

6． 専門種目  

あなたが、主として練習している種目を下から探して、該当する番号  

を1つだけ記入してください。下にない場合は、最も類似した種目を  

選んで記入して下きい。  

（例：100m→＿上）  ○ 記入欄 ヰ  

1213   

種目  番号  種目  番号  

100皿  → 1  走り幅跳び   →・二15  

10 OmHH → 2   三段跳び  →16  

110mH  → 3  走り高跳び   →17  

200 m... → 4  棒高跳び  →18  

400m  →  5  砲丸投げ  →19  
400mH  → 6  円盤投げ  → 20  

ハンマー投げ  

ヤリ投げ  

三種競技  

五種競技  

七種競技  

十種競技  

5000mW  

lO O O OmW  

50000mW  

ーナ 21  

一事 22  

一＞ 23  

－す 24  

一斗 25  

－す 26  

一事 27  

－ナ 28  

－ナ 29  

800 m... －ナ  7  

1500m   ・→  8  

1500mS C →  9  
3000m  →10  

3000mS C 一斗11  
5000m  →12  

10000m  →13  
マラソン  →14  

7． 上で記入した専門種目の公認の自己最高記録を記入して下きい。  
1）～3）のうち、いずれかに記入して下きい。  

1） 走・歩種目  

（例：手動計時の100mならば  時間＿＿∴ 分＿呈＿旦秒8＿）  

＿  時間 ＿＿  分 ＿＿  秒 ＿＿  

14  1516 1718 1920  

● 記入欄 →  

2） 跳躍・投閲種目   （例：走り幅跳びならば jm旦旦Cm）  

● 記入欄 →  m  Cm  

2122  2324   



（例：十種競技ならば   旦旦屋旦点）  

＿ ＿ ＿＿  点  

3） 混成種目  

● 記入欄 →  

25262728   

8． 矩距離走種目の公認の自己最高記録   

1） 下の3種目の内で公認記録をもっている種目をすべて記入してくだき  

い。混成競技時に出した公認記録でも結構です。  

（例：手動計時の場合 100m  エ旦秒旦＿）  

＿＿ 秒 ＿＿  

2930  3132  

● 記入欄 → 100m  

秒  儲 記入欄 → 200m  
3334 353165 

秒  ○ 記入欄 → 400m  
3738  3940  

2） 上の3種目の内で公認記録がない種目は非公認記録を下に記入して下  

きい。  

風 ＋  ．  m  

4546 47  

秒 ● 記入欄 → 100m  
4142  4344   

＿＿ 秒 ＿＿  

4849  5051  

風 ＋  ．  m  

5253 54  

● 記入欄 → 200m  

3） 上記の3種目で公式記録会に出場したことがない場合、練習中に出  

した自己最高記録を記入して下きい。  

＿＿ 秒 ＿ ＿  

5556  5758  

＿＿ 秒 ＿＿  

5960  6162  

● 記入欄 →   50m  

● 記入欄 → 100m  

＿＿ 秒 ＿＿  

6364  6566  

● 記入欄 → 200m  

＿＿ 秒 ＿＿  

6768  6970   

● 記入欄 → 400m  



【記入の方法と留意点】  

以下の留意点をよく読んでから、始めて下きい。   

1． 各ページの左側に書かれている項目ば、増距離疾走く全力疾走）時の動作  

について記述したものです。それぞれの項目は、あなたのもっている頬距  

離疾走（全力疾走）の技術のイメージにおいて、どの程度重要であるとい  

えますかか。下に示した様に、その重要度に対応する記入欄1の数値を1  

つだけ選んで、○で囲んで下きい。  

重要度   

低  

値
 
 

入
1
2
3
4
 
 

『全く重要でない。』  ならば  

『重要でない。』  ならば  

↓
 
↓
 
 

『あまり重要でない。』 ならば →  

『どちらとも言えない。』ならば →  

『やや重要である。』   ならば → 5  

『重要である。』  ならば → 6  

『非常に重要である。』 ならば → 7  

次に各項目について、あなたが全力疾走時にその項目の内容を最鼓してい  

るか否かを判断し、  

『意識していない』一ならば → 0  

『意識している』 ならば → 1  

として、各項目の『記入欄2』の該当する数値を○で囲んで下きい。  

2．  

項目  記入欄1  記入欄2  

歯を食いしばる   1③34567  0①  3．  

あるいは、  

3． 歯を食いしばる   1234⑤67  0①  

3． 項目の中には、内容として非常に類似しているものがありますが、それぞ  

れの語句のニュアンスに注意して判断して下きい。  

4． このアンケートでは、『脚』己ま大勝から足先まで、『足』は足首から先を  

指しているという様に区別しています。   

5・ 各項目の記入欄1，2の右側の小きく書いてある数字（1，2，3～80）は、デ  

ータ処理時に用いるもので、アンケートの回答時には関係ありません。   

それでは、上記の要領で次のページからの設問にとりかかって下きい。   



こ設茸】  

※ コード  

A． 顔，頭部，頚部に関する設問  

1． しかめつらをする   

2． 痛が揺れるぐらいリラックスする   

3． 笑い顔で走る   

4． 歯をくいしばる   

5． 口を開く   

6． 口をばくばくきせる   

7． 冒をつぶる   

8． 目を細める   

9． 目を大きく開ける  

10． 視線を固定する  

11． 視線を下げる  

12． 上を見て走る  

13． 隣の選手を見る  

14． 決勝テープを見る  

15． 20～30m先を見る  
16． 特にどこも見ない  

17． 顎を引く  

18． 顎を突き出す  

19． 首に力を入れる  

20． 首をリラックスきせる  

21． 首を上に伸ばす  

22． 首を前に突き出す  

23． 首を固定する  

24． 首を左右に振る  

25． 首を上下に動かす  

26． 首の振りでリズムをとる  

27． 息を止める  

28． 息を吸った状態で止める  

29． 息を少しずつ吐いていく  

30． 口で呼吸する  

31． 鼻で呼吸する  

32． シューシュー等と言いながら走る  

33． 口の中で歌を歌いながら走る  

34． 自分の足音を聞く  

※ カード 旦  

6   12 3 4 5  

記入欄1  記入欄2  

1234567  7 01  8
 
0
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4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

1234567  

1234567 1  

l
 
l
 
l
 
 

（
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O
 
 

9
 
1
 
 

1234567 13  

1234．567  

12345637 

1234,567 

1234567  

1234567  

12∂4567  
12345637 

1234567  

123456i7 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

12345637 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

12345637 

1234567  
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コード  

B． 肩，腕，肘，手の部位に関する設問  

1． 手の小指に力を入れる   

2． 手はぎゅっと掘りしめる   

3． 手は軽く掘る   

4． 手は開く筋を緊張きせる   

5． 手首を固定するラックスきせる   

6． 手の甲を上に向ける   

7． 手の平を上に向ける   

8． 手の甲を外に向ける   

9． 腕を後ろに振った時に手を後方に  

そらせる  

10． 肘の角度を固定する  

11． 肘の角度を鋭角（90度より小）に  

する  

12． 肘の角度を90度にする  

13． 肘の角度を鈍角（90度より大）に  

する  

14． 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  

15． 肘の角度を前で小きくする  

16． 肘の角度を後ろで大きくする  

17． 肘を後ろに引き上げる  

18． 肘を前に押し出す  

19． 肘を前に引き出す  

20． 肘を前に大きく出す  

21． 肘を後ろに大きく引く  

22． 腕を前後に大きく掘る  

23． コンパクトに腕を振る  

24． 手を顔の高きまで上げる  

25． 肘を後ろで肩の高さまで上げる  

26． 肘を体側でブロックして前に出きない  

27． 肘を体側でブロックして後ろに  

引かない  

28． 前の方で手が円を描く  
29． 後ろの方で辛が円を描く  
30． 手で空気をかく  

31． 手を下にたたきつける  

32． 腕は平行に振ると言いながら走る  

33． 臓を締めて掘る  

34． 腕は前で内側に入る  

※ カード 旦  

6   12 3 4 5  

記入欄1  

1234．567  

1234567  

1234567 1  

1234567 1  

記入欄2  

7 01  8  

9 01  
0
 
2
 
4
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35． 腕は前で外側に出る  

36． 腕は後ろで内側にはいる  

37． 腕は後ろで外側に出る  

1234567  

1234567  

1234567  

6
 
0
0
 
0
 
 

7
 
7
 
0
0
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

5
 
7
 
9
 
 

7
 
7
 
7
 
 

旦
6
 
 
 

ド
 
 

∵
 
 

カ
 
 
 

※
 
 
 

コード  

12 34 5  

記入欄2  

7 01 8  

記入欄1  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

ユ234567  
1234567  

1234567  

12345657 

12345637 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

.1234567 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

38． 腕もま上の方で掘るっ込む  

39． 腕は下の方で掠る突っ込む  

40． 腕は前の方で掘る込む  

41． 腕は後ろの方で掘る  

42． リズムをとる程度に腕を振る  

43． 前後にアクセンートをつけて腕を振る  

44． 力強く腕を振る・  

45． できるだけ速く腕を掘る  

46． 腕をリラックスきせる  

47． 扁をリラックスきせる  

48． 肩を下に引っ張って下げる  

49． 肩を固定して振らない  

50． 肩を回転きせる  

51． 肩をローリングきせる  

52． 肩を上下動きせる  

53． 肩の動きで腕を引っ張る  

54． 腕の動きが肩を引っ張る  

55． 肩を後ろに引く  

56． 腕の付け根から振る  

57． 腕振りで体を引き上げる  

58． 腕振りで体が浮かない様に押さえる  

59． 手の動きで膝を引き上げる  

60． 腕振りで腰を回転きせる  

61． 腕振りで体を引っ張る  

62． 腕振りで脚を引っ張る  

63． 腕振りで地面をキックする  

64． 前から物を引くように腕を撮る  

65． 腕を後ろに引くことを強調して振る  

66． 腕を前に出すことを強調して振る  

67． 腕の挟み込みを強調して掘る  
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※ カード 旦  

6   

コード  

D． 足，膝，大腱，脚の部位に関する設問  

1．  一直線上を走る   

2． 平行線上を走る   

3． 爪先で走る   

4． かかとを着かない様に走る   

5． 重心の真下で地面を捉える   

6． 重心の前方で地面を捉える   

7． 内股で着地する   

8． 足先を開いて着地する   

9． 足先をまっすぐ着く  

10． 足の裏の外側で地面を捉える  

11． 足の母子球で地面を捉える  

12． 足の指の付け根で地面を捉える  

13． かかとから地面に着く  

14． 爪先から着地する  

15． 地面を足の裏でつかむ  

16． 着地時間を短くする  

17． 着地時間を長くする  

18． 膝を緩めて着地する  

19． 膝を伸ばして着地する  

20． 膝を曲げてためてからキックする  

21． 着地している足の膝をあまり曲げない  

22． 藤をよく伸ばしてキックする  

23． 地面を後ろに蹴る  

24． 地面を押す様にキックする  

25． 地面を下に蹴る  

26． 地面を後ろに運ぶようにキックする  

27． 足首をよく曲与ヂてからキックする  

28． 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  
29． 母子球で蹴る  

30． 足の裏の内側に重心がかかる  

31． 足の裏の外側に重心がかかる  

32． 足の裏に重心がかかる  

33． 足の外側から内側へ体重が移動する  

34． 足の内側を体重が移動する  

35． 内側ヘキックする  

36． 外側にキックする  

37． まっすぐキックする  

12 3 4 5  

記入欄1  

12345fj7 

1234567  
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9
 
1
 
 

1
 
り
山
 
 4

 
 

2
 
 

1
 
 

0
 
 
 

3
 
 

2
 
 

6
 
q
U
 
 

2
 
2
 
 

1
 
1
 
 

（
U
 
O
 
 

5
 
7
 
 

2
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 0

 
 

3
 
 

1
 
 

0
 
 

9
 
 

2
 
 

2
 
且
】
 
 

3
 
3
 
 

1
 
 
 
ユ
 
 

0
 
0
 
 

1
 
3
 
 

3
 
3
 
 

企
U
 
O
O
 
O
 
2
 
4
 
 

3
 
3
 
4
 
丑
一
 
4
 
 

1
 
1
 
 
1
 
1
 
1
 
 

0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
 

3  

4  

9
 
1
 
 

43  

企
U
 
O
O
 
 

4
 
4
 
 

1
 
1
 
 

0
 
0
 
 

5
 
7
 
 

4
 
4
 
 

0
 
 

5
 
 

1
 
 

0
 
 

9
 
 

4
－
 
 

2
 
且
丁
一
 
 

5
 
5
 
 

1
 
1
 
 

0
 
0
 
 

1
 
3
 
 

5
 
5
 
 

6
 
0
0
 
 

5
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
 

5
 
ワ
ー
 
 

5
 
5
 
 

0
 
2
 
 

6
 
6
 
 

1
 
1
 
 

0
 
（
U
 
 

9
 
1
 
 

5
 
6
 
 

4
 
 
 

6
 
 
 

1
 
 

0
 
 

3
 
 

6
 
 

6
 
0
0
 
 

6
 
氏
U
 
 

l
 
1
 
 

0
 
0
 
 

5
 
7
 
 

6
 
6
 
 

0
 
2
 
4
 
6
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
1
 
3
 
5
 
 

6
 
7
 
7
 
7
 
 

78  77 011 

79 01   80   



コード  ※ カード  ヱ
6
 
 

12 345  

38． キック後、足首の力を抜く  

39． キック後、足首を曲げる  

40． 足を膝に引き込むつもりで引き付ける  

41． 足を大腱に引き込むつもりで  

引き付ける  

42． かかとが尻にぶつかる様に脚を  

引書付ける  

43． かかとが尻にかすめる様に脚を  

引き付ける  

44． 足を尻の下にかいこむ  

45． 足は尻の内側に引き付ける  

46． 足は尻の外側に引き付ける  

47． 足は尻にまっすぐ引き付ける  

48． 下灘はキック後、高く蹴り上げる  

49． 下腿はキック後、直線的に引き付ける  

50． 体の後ろで脚を回転きせる  

51． 体の前で脚を回転きせる  

52． 脚をまっすぐ回転きせる  

53． 膝を締める腕を引っ張る  

54・． 膝を体の中心を通す  

55． 膝を高く上げるとを強調する  

56． 膝を前に突き出す  

57． 膝を前に引き出す  

58． 膝を内側に引き出す  

59． 膝を外側に引き出す  

60． 膝をまっすぐ引き出す  

61． 大腿を引き出す  

62． 大勝を上に上げる  

63． 脚の付け根を前に出す  

64． 尻を前に出す  

65． 腰の動きが脚を引き出す  

66． 大鹿が水平まで上がる  

67． 大腿を余り高く上げない  

68． 腰で何かを蹴るつもりで上げる  

69． 下腿を前に出す  

70． 下灘ば大腰の動きについてくる  

71． 膝を柔らかく使う  

72． 膝を前で伸ばす  

73． 下腿を前に下ろす  

12345637 

1234567  

ユ 234567  
1234567  

0
0
 
0
 
2
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

1
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
〇
 
八
U
 
O
 
 
 

7
 
9
 
1
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 

12345637 6
 
 

1
 
 

1
 
 

0
 
 

5
 
 

1
 
 

1234567  0
0
 
 

1
 
 

1
 
 

0
 
 

7
 
 

1
 
 

1234567  

1234567  

12345Cj7 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

12312567 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

123456j7 

1234567  

1234567  

1234567  

1234;567 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

9
 
1
 
3
 
5
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
 

0
 
2
 
4
 
6
 
0
0
 
0
 
2
 
4
 
6
 
8
 
∧
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4
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8
 
0
 
つ
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6
 
R
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2
 
2
 
2
 
 

2
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
4
 
丑
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皿
▲
 
皿
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4
一
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
亡
U
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
つ
ユ
 
l
 
l
 
l
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 
 

7
 
9
 
1
 
 

つ
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2
 
3
 
 
3  

3
 
3
 
3
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

9  

5
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

3  

7
 
 



74． 足を速くに振り出す  1234567 79 01  80  

コード  ※ カード  旦
6
 
 
 

12 3 4 5  

75． 足は内側に撮り下ろす  

76． 足はまっすぐ振り下ろす  

77． 足は外側に振り下ろす  

78． 膝を撮り下ろす  

79． かかとを振り下ろす  

80． 足首で地面をひっかく  

81． 着地の前に爪先を上げる・  

82． 足を地面にたたきつける  

83． 着地する時に足首の力を抜く  

84． 股を大きく聞く  

85． ストライドを広くして走る  

86． ピッチの速きを強調する  

87． 脚を長く使う  

88． 脚の回転を強訴する  

89． 大脇の挟み込みを強調する  

コード  

E． からだ全体に関する設問  

1． やわらかく走る   

2． リズミカルに走る   
3． なめらかに走る   

4． しなやかに走る   

5． かるく走る   

6． はねる様に走る   

7． 地をはう様に走る   

8． リラックスして走る   

9． からだ全体に力をいれる  

10． 力強く走る  

11． 大きな動きで走る  

12． からだの末端（足，手）を動かす  

13． からだの中心から動かす  

1234567  

1234567  

1234567  

12312567 

1234567  

12345637 

12341567 

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

8
 
ハ
U
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4
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8
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つ
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1
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1
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3
 
5
 
7
 
9
 

1234567 3  

1234567  

1234567  

3
 
3
 
 

旦
6
 
 
 

ド
 
 

ニ
 
 

カ
 
 12 3 4 5  

記入欄1  記入欄2  

1234567  

12345C37 

1234．567  

1234．567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

1234567  

7 01  
8
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1
 
 
1
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F． A～Eに出ている項目以外にも、あなたが疾走に関して重視している意識  

がありますか。もしあれば、下に記入して下きい。  

G． A～Eまでのすべての項目の内で、あなたが疾走時に最も注意を向けてい  

る（意識している）項目はどれですか。適当な項目を1つだけ選んで、  

その番号を記入して下きい。  

（例：『しかめ面をする。』ならば   金一 」）  

● 記入欄 →  

33  3435  

H． あなたが疾走時に最も注意を向けている（意識している）部位はどこです  

か。下に示した部位から適当なものを選んで、その番号を記入して下きい。  

8  大勝の付け根 → 15   

9  大鹿  → 16  

10  膝  → 17  

11  下腱  1881 8 

12  足首  → 19  

13  足  20O2 O 

14  足の指  → 21  

特になし  2222 2 

↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
 
 

腕
 
 

上
房
胸
腹
背
腰
尻
 
 

頸
顔
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 
 

↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
 

首  

手の拍  

手  

前腕  

肘  

（例：肩ならば ＿＿＿旦）  

● 記入欄  →  

3637  

きらに詳しく部位を説明できれば、下に記入してくだきい。   



Ⅰ． このアンケートに関して御意見、御感想がありましたら、なんでも結構で  

すから、お書き下きい。個々の内容についてでも結描です。  

●   

長時間、御協力して頂きまして、誠にありがとうございました。このアンケー  

トの実施が、あなたのこれからのトレーニングに少しでも役に立てば、幸いです。   

連絡先   

〒305 茨城県新治郡桜村天王台1－1－1 筑波大学体育科学研究科  
稲垣 敦  

（TEL）0298－53－2602 （研究室）   



付 録 3  

第3次質問紙調査票  

（実物は、B5版、両面刷り）   



短距離走動作の意識調査  

筑波大学体育科学研究科 稲垣 敦  

【はじめに】  

スタートダッシュ（『用  この質問紙調査は矩距離走の  口達』）の局  』から『   

面の動作について、皆さんがどの様にとうえ、また、意識してい計かを調査する  

ことを目的としています。記入上の注意をよく読んでから、記入し始めて下きい。  

経験豊富な皆さんの率直な回答を期待しております。御協力、よろしくお願いい  

たします。なお、ここに着かれている各項目は多くの陸上競技速手の方に書いて  

頂いたものです。これらの内容が皆きんの今後の練習に少しでも役に立てば率い  

です。  

【プ耶イール】  

まず、例に従って以下の項目について記入して下さい。なお、『→』の後が記  

しないで下きい。）  のある箇  人欄です。（但し、  『※』   

1． 所属 （例：艶嫁大学）  

コード  ※  

122 

2． 氏名 （例：簸鍍太邸）  

コード  ※  

3 4 5  

カード  ＿  

6   



3． 性別 （例：男性→エ；女性→∵旦）  

7  7  一事  

4． 年齢 （例：20歳→旦旦）  

8 9  →  ＿＿  歳  

8 9  

5． 陸上競技歴 （例：3年目 →＿旦年）  

1011  →  ＿＿  年   

1011  

6． 専門種目  

あなたが  れて練習している種目を下から1つだけ遺  

んで、観象監鼠義芝を記入欄に書いて下きい。なお、下にない場合は  

を記入して下きい。  している種   

（例：100m－ナ＿土）  

12ユ3   ・・づ←   

1213   

番号  

→15   

－す16   

一斗17   

－ナ18   

－→19   

→・20   

一斗 21   

－ナ 22   

→ 23   

→・24   

一ナ 25   

→・26   

→・27   

・→28   

→・29  

種目  番号  

100m  ■→ 1   

100mH  一斗  2  

110mH   ・→  3   

200 m... ・→  4   

400m  ・・→  5   

400mH  一事  6   

800m  →  7   

1500m  一斗  8   

1500mS C →  9   
3000m  →10   

3000mS C 一事11   

5000m  一事12   

10000m  －ゝ13  
マラソン  ー斗14   

種目  

走り幅跳び  

三段跳び  

走り高跳び  

棒高跳び  

砲丸投げ  

円盤投げ  

ハンマー投げ  

ヤリ投げ  

三種競技  

五種競技  

七種競技  

十種競技  

5000mW   

lO O O OmW   

50000mW  



7． 6．で選択した専門種目の自己最高記録を記入して下きい。（但し、次の  

1）～3）のうち、1箇所だけに記入して下きい。）  

1） 走・歩種目を選択した場合  

（例1：11秒25 →  時間  分11秒 25）  
14  1516  1718  1920  

（例2：1分5秒8 →  時間 l分 与秒8 ）  
14  1516  1718  1920  

＿  時間 ＿一  分 ＿＿  秒 ＿＿  

14  1516  1718  1920  

・一事  

2） 跳躍・投榔種目を選択した場合  

（例：6m32cm→＿＿旦m旦旦 Cm）  

2122  2324  

→  m  C m  

2122  2324  

3） 混成樺冒を逼択した場合  

（例：4826点→4826 点）  
25262728  

一事  

25262728  

8． 短距離走種目の公認自己最高記録  

1） もし、以下に示した短距離走種目で公認記録を持っていれば、その  

自己最高記録を記入して下きい。混成競技において出した記録でも  

結構です。  

（例：12秒5 →ユ旦秒旦嶋）  

2930  3132  

100m →  ＿＿ 秒 ＿＿   200m →  ＿＿ ・秒 ｛岬  

2930  3132  3334  3536  

400m →  ＿＿  秒 ＿＿  

3738  3940   



2） 上の3種目の内、公認記録がなく、非公認記録（追風参考記録）が  

ある場合には、その記録を記入して下きい。  

100m 一斗  ＿＿  秒 ＿＿  

4142  4344  

風 ＋  ．  m  

4546 47  

200m －ナ ＿＿  秒 ＿＿  

4849  5051  

風 ＋  ．  m  

5253 54  

3） 上記の3種目で公式記録会に出場したことがない場合、練習中に出  

した自己最高記録を記入して下きい。  

50m →  ＿＿ 秒 ＿＿  100m →  ＿＿ 秒 ＿＿  

5556  5758  5960  6162  

200m →  ＿＿ 秒 ＿＿  400m・ヰ  ＿＿ 秒 ＿＿  

6364  6566  6768  6970  

9． あなたのスタートのタイプは、下のどれに一番近いですか。1つだけ速  

んで対応する数字で記入して下きい。（例：パンチ→旦）  

エロンゲーテツド型  

ミディアム型  

パンチ型  

1
 
2
 
3
 
 
 

↓
 
↓
 
↓
 
 →  

71   



【記入の方法と留意点】  

以下の注意をよく読んでから、始めて下きい。  

1． 各ページの左側に書かれている項目は、梵距離走のスター  

における動作について記述したものです。それぞれの項目は、あなたのも  

っている短距離走の動作のイメージにおいて、どの程度重要ですか。下に ′ヽ′ヽ′＼′ヽ′、′ヽ  

示した様に、その重要度に相当する鼠あ腰ユの数値をそれぞれ1つだけ選  

んで、丸で囲んで下きい。  

度
 
 

↓
 
高
 
 

要
 
低
 
－
－
 
I
 
I
 
 

重
 
 

記入欄1  

・す  1   

一事  2   

→  3   

→  4   

→  5   

－ナ  6   

→  7  

『全く重要でない』  

『重要でない』  

『あまり重要でない』  

『どちらとも言えない』  

『やや重要である』  

『重要である』  

『非常に重要である』  

次に、 各項目についてあなたが全力疾走時にその内容を養護していますか。  

該当する鼠左腹旦の数値をそれぞれ1つ馴ナ選んで、丸で囲んで下さい。  

2．  

『意識していない』 → 0  

『意識している』   1. 1. 

例）  「歯を食いしばる」という内容を『やや重要である』と感じ、『意  

識している』ならば、  

記入欄1  記入欄2  

9． 歯を食いしばる   1234⑤67 23 0① 24  

と記入する。   



項目の中には、内容として非常に類似しているものがありますが、それぞ  3．   

れの語句のニュアンスに  注意して判断して下きい。たとえば、  

15．  大腱を高く上げる  

16・ 大鹿を引呈出す  

は、「上げる」、「引き出す」という感じの差異に注意して判断して下き  

い。  

4・ この質問紙では、「脚」は大腿から脚先まで、「足」は足首から先を示し  

ているという様に用いています。  

5・ 各項目の各記入欄の右横に害いてある数字（1，2，3，‥，80）は、データ処理  

時に用いるもので、  問紙の回答に  係ありません。  

6． この質問紙では、『用意』、『第1歩目』『加速』の各局面に分けてあり、  

さらに各局面は、『頭部』、『上肢部（腕）』、『体幹部（胴体）』、『  

下肢部（脚）』の身体部位ごとに項目が分類きれています。どの局面かを  

い様に回答  して下きい。  

それでば、上記の要領で次のページからの設問にとりかかって下きい。   



1．「用意」の局面  
コード   ※ カード．旦  

6   12 3 4 5  

A十 灘  

記入欄1  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234．567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234．567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

記入欄2  

7 01   

9 01   

11 011 

1． 頭を垂らす   

2． 顎を引く   

3． 頭を固定きせる   

4． 首をリラックスきせる   

5． 首を前に伸ばす   

6． 顔面をリラックスきせる   

7． 笑い顔にする   

8． しかめ面をする   

9． 歯を食いしばる  

10． 目をつぶる  

11． どこか一点を凝視する  

12． スタートラインを見る  

13． スタートラインの少し前方を見る  

14． スタートラインの2～3m前を見る  

15． ゴールの方を見る  

16． 特にどこも見ない  

17． 頸の中を空白にしておく  

18． 体で音を聞く  

19． 号砲に注意する  

20． 呼吸をする  

21． 呼吸を止める  

22． 吸った状態で呼吸を止める  

23． 吐いた状態で呼吸を止める  

8
 
 
0
 
 
2
 
 

1
 
 
 
1
 
 

13 0114  
5
 
 
7
 
 

1
 
 
 
1
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1
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1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
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1
 
 

1
 
 
2
 
 

3
 
 
5
 
 

2
 
 
2
 
 

l
 
l
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0
 
0
 
0
 
∧
U
 
 

4
 
 
6
 
 

2
 
 
2
 
 

7
 
 
9
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2
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0
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3
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3
 
 
3
 
 

ユ
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0
 
0
 
0
 
0
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3
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0
 
0
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1
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且
T
－
 
 

0
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0
0
 
 

4
 
 
4
 
 
4
 
 
4
 
 
月
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3
 
 
5
 
 

4
 
 
4
 
 

l
 
l
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l
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
〈
U
 
ハ
U
 
 

7
 
 
9
 
 
1
 
 

4
 
 
4
 
 
5
 
 

0
 
 
2
 
 

5
 
 
5
 
 
 

旦，牒酢才（用蚤） 

記入欄2  

53 01 544 

記入欄1  

1.23456j7 

1234567   

1234567   

1234567  

1． 拍を開いて着く  

2． 指をそろえて着く  

3． 肩幅ぐらいに手を着く  

4． 肩幅より広く手を着く  

6
 
 
8
 
 
0
 
 

5
 
 
5
 
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
（
U
 
 

5
 
 
7
 
 
9
 
 

5
 
 
5
 
 
5
 
 
 



5． 肩をスタートラインより前に出す   

6． 窟をスタートライン上にもっていく   

7． 肩をスタートラインより後ろにする   

8． 肘を伸ばす   

9． 肘を曲げる  

10． 体重を腕に掃ける  

11． 体重を腕にあまり掛けない  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  

2
 
 
4
 
 
6
 
 
0
U
 
 

6
 
 
6
 
 
6
 
 
良
U
 
 

l
 
l
 
l
 
 
1
 
 

0
 
（
U
 
O
 
O
 
 

1
 
 
3
 
 
5
 
 
7
 
 

ご
U
 
 
6
 
 
6
 
 
6
 
 

0
 
 
2
 
 
4
 
 

7
 
 
7
 
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
n
U
 
O
 
 

9
 
 
1
 
 
3
 
 

6
 
 
7
 
 
7
 
 
 

コード  

12 34 5   

旦」 豊艶旦ML  
記入欄1  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

記入欄2  

7 01   

9 01   

11 O 1. 

13 01  

1． 背をそらせる  

2． 背を伸ばす  

3． 背を曲げる  

4． 腹筋・背筋を緊張きせる  

5． 腹筋・背筋をリラックスきせる  

6． 腰を高く上げる  

7． 腰を高く上げない  

8． 腰をいったん上げてから少し下げる  

O
U
 
O
 
 
2
 
 
且
】
 
 

l
 
l
 
l
 
 

5
 
 
7
 
 

1
 
 
 
1
 
 

6
 
 
8
 
 
0
 
 
2
 
1
 
 
1
 
 
へ
∠
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

（
U
 
O
 
O
 
（
U
 
 
 

9
 
 
1
 
 

1
 
 
2
 
 

旦L 聯  

記入欄2  

23 01   

25 01   

27 O 1. 

29 O 1. 

31 01   

33 Orr 

記入欄1  

1234567   

1234567   

1234．567   

1234567   

1234567   

1234567  

1． 前脚の膝はほぼ直角にする  

2． 前脚に集中する  

3． 脚を緊弓長きせる  

4． 脚をリラックスきせる  

5． 尻を緊弓長させる  

6． 腰を上げてから少し腰を下ろす  

24   

26   

28   

30   

32   

34   

※ カード 旦  

6  

コード  

12 3 4 5  

2．「第一歩目」絹面   

皇牒を鼠臥i箪「歩日） 



記入欄1  記入欄2  

1234567  7 01 8  

1234・567  9 0ユ 10  
ユ234567 11 0112  

1． 頭頂から前方に突っ込む  

2． 後頭部から前方に突っ込む  

3． 顔から前方に突っ込む  

4． 号砲の後、すぐに顔を上げる  

5． 地面を見る  

6． 歯を食いしばる  

1234567   

1234567   

1234567   

4
一
 
6
 
 
0
0
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

3
 
 
5
 
 
7
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 

旦」＿脳旦盈且＿幽 

記入欄1  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

lf2345tj7 

1234567  

0
 
 
2
 
 

2
 
 
2
 
 

2
 
 

欄
 
1
 
1
 
 

人
 
0
 
0
 
 

9
 
 
1
 
 

1
 
 
2
 
 

1． 腕を大きく撮る  

2． 腕を速く動かす  

3． 腕を後ろに引くことを強調する  

4． 腕を前に出すことを強調する  

5． 手を突き放す  

6． 肩を前に突き出す  

l
 
 
1
 
 

0
 
（
U
 
 

3
 
 
5
 
 

2
 
 
2
 
 

4
 
 
ご
U
 
O
O
 
O
 
 

2
 
 
2
 
 
2
 
 
3
 
 
 

l
 
i
 
 

O
 
O
 
 

7
 
 
9
 
 

2
 
 
2
 
 

C．  体幹部に関する項目（第一歩目）  

記入欄1  記入欄2  

1234567 31 01 32  1． 号砲後、すぐ上体を起こす  

2． 号砲後、背を伸ばす  

3． 第一歩目は背中を前に押し出す  

4． 第一歩目は肩から前に突っ込む  

4
 
 
6
 
 
8
 
 

3
 
 
3
 
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 
 

3
 
5
 
 
7
 
 

3
 
3
 
 
3
 
 

1234567   

1234567   

1234567  

頼阻す計啓旨（第二垂旦⊥  
記入欄1  記入欄2  

39 01 400 

41 01 42  

1． 脚の動作を意識する（腕ではなくて）  

2． 卿を引き出すことを強調する  

3． キックすることを強調する  

4． 両足でキックする  

5． 膝を高く上らヂる  

6． 脚をまっすぐに引き出す  

7． 膝を内側に引き出す  

8． まっすぐに着地する  

9． 外足で着地する  

1234567   

1234．567   

123．4567  

1.234567 

1234567   

1234567   

1234567  

1234567  

1234567  

4
 
 
氏
U
 
 
8
 
 
ハ
U
 
 

4
 
 
4
 
 
4
 
 
5
 
 

43 01   

45 01   

47 01   

49 01  

2
 
 
4
 
 
6
 
 

5
 
 
5
 
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

1
 
 
3
 
 
5
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
 



10． 足首をよく伸ばしてキックする  

11． 膝をよく伸ばしてキックする  

12． 歩幅を小さくする  

13． 歩幅を大きくする  

14． 素早く着地する  

15． ジャンプする様にボンと出る  

16． よく脚を巻き込む  

17． 足を地面すれすれに移動きせる  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  

8
 
 
 

5
 
 
 

1
 
 

0
 
 

7
 
 

5
 
 

0
 
 
2
 
 
4
 
 

6
 
 
6
 
 
虎
U
 
 

l
 
l
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

9
 
 
1
 
 
3
 
 

5
 
 
e
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6
 
 

l
 
l
 
l
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

5
 
 
7
 
 
9
 
 
1
 
 

6
 
 
6
 
 
6
 
 
7
 
 

6
 
 
8
 
 

e
U
 
 
6
 
 

0
 
 
2
 
 

7
 
 
7
 
 

コード  

12 3 4 5   

3．「加速」の局面  

△⊥＿＿温艶剋 

記入欄1  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  

0
0
 
 
 

り
】
 
 

欄
 
1
 
 

人
 
0
 
 

7
 
 

l． 頭頂から突き進む   

2． 顔面から突き進む   

3． 徐々に頗を上げていく   

4． 少し前方を見る   

5． ゴールの方を見る   

6． 徐々に視線を速くしていく   

7． 上目づかいで下から見上げる   

8． 顔をすぐに上げて前を見る   

9． 他者（横）を見る  

10． 顔をリラックスきせる  

11． 笑い顔をする  

12． しかめ面をする  

13． 歯を食いしばる  

14． 顎を引く  

15． 首を振る  

16． 首をリラックスきせる  

17． 首を緊張きせる  

18． 首を前に伸ばす  

19． 呼吸を止める  

∧
U
 
 
2
 
 
4
 
 
6
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
 
1
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1
 
 

O
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O
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1
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1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

7
 
 
9
 
 
1
 
 

1
 
 
1
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皿
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8
 
 
0
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つ
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つ
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つ
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8
 
 

3
 
 
3
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1
 
 

0
 
0
 
 

5
 
 
7
 
 

3
 
 
3
 
 

0
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4
 
 

4
 
 
4
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l
 
l
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 

9
 
 
1
 
 
3
 
 

3
 
 
4
 
 
4
一
 
 
 



20． 呼吸をする  

21． 口を閉じる  

22． 口を半開きにする  

1234567 45 01 46   

1234567 47 01 48   

1234567 49 01 50  

※ カード 旦  

6  

コード  

12 3 4 5  

B． 上 部に する一   口遮⊥ 

記入欄1  記入欄2  

1． 小指に力を入れる   

2． 手をぎゅっと掘りしめる   

3． 手を軽く握る   

4． 手を開く   

5． 手をふらふらにする   

6． 手の平を下に向ける   

7． 手首を後ろで返さない   

8． 手を下にたたきつける   

9． 肘を押し出す  

10． 肘を前に突き出す  

11． 肘を後方に強く引く  

12． 肘の角度は固定する  

13． 肘の角度を90度より小きくする  

14． 肘を後方で伸ばす  

15． 腕を強く振る  

16． できるだけ速く腕を振る  

17． 前後に大きく腕を掘る  

18． 手を頗の高きまで振る  

19． 小きく腕を振る  

20． 徐々に大きな腕撮りにする  

21． 徐々に小きな腕振りにする  

22． 前方で大きく振る  

23． 後方で大きく振る  

24． 腕を前に出すことを強調する  

25． 腕を後ろに引くことを強調する  

26． 腕を上の方で振る  

27． 腕を下の方で振る  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234．567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  

7 01 8   

9 01 10   

11 01 122 

13 0114  
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5
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1
 
 
1
 
 

0
 
（
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1234．567 55   

1234567 57   

1234567 59  



コード  ※ カード  ヱ
 
6
 
 

12 3 4 5  

28． 腕を平行に振る  

29． 臓を締めて腕を振る  

30． 横振りする  

31． 前後でアクセントを持つ  

32． 軽快に腕を振る  

33． 腕をリラックスきせる  

34． 綱を引くように振る  

35． 腕で空気を後方にかく  

36． 肩を緊張きせる  

37． 肩をリラックスきせる  

38． 肩を下げる  

39． 肩を固定する  

40． 肩を回転きせる  

41． 肩の動きが腕をリードする  

42． 腕の動作で体を下に押きえる  

43． 腕の動作で体を持ち上げる  

44． 腕振りで体を引っ張る  

45． 腕振りで腰をねじる  

46． 肘の引きで腰を押し出す  

47． 腕掘りで脚の動作をリードする  

48． 腕を後方に振る反動で下肢を前に出す  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234-5637 

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  
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コード  旦
 
6
 
 
 

ド
 
 

∵
 
 

カ
 
 
 

※
 
 
 12 34 5  

C㌧ 瀾  

記入欄1  記入欄2  

1234567  7 01 8   

1234567  9 0110  

1234567 11 0112  

1． 前傾姿勢を保つ  

2． ころぶ寸前まで前傾する  

3． 余り前傾しない  

4． 徐々に休を起こす  

5． 肩で上体を押きえる  

6． 背を伸ばす  

4
 
6
 
0
0
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 

1234567 13 01   

1234567 15 01   

1234567 17 01  



7． 頭、背、腰を一直線にする   

8． 背を丸める   

9． 背は徐々に伸ばしていく  

10． 背を曲げ伸ばしする  

11． 背筋に力を入れる  

12． 背筋をリラックスきせる  

13． 胸を後ろに引く  

14． 胸を張る  

15． 腹筋を締める  

16． 腹筋をリラックスきせる  

17． 腹を前に出す  

18． 腹を引く  

19． 腰を入れる  

20． 腰を前に突き出す  

21． 腰を後ろに引く  

22． 腰を曲げる  

23． 尻を後ろに出す  

24． 腰を固定する  

25． 腰を横振りする  

26． 腰を回転きせる  

27． 腰をローリングさせる  

28． 脚の動きが腰を引っ張る  

29． 腰が脚の動きを引っ張る  

30． 腰が浮かない様にする  

31． 腰の上下動をなくす  

32． 腰を低くする  

33． 腰を高く保つ  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  

＜
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∧
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1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
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1
 
 
3
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6
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6
 
 

8
 
 
0
 
 
2
 
 

6
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1
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▲
 
 

0
 
0
 
0
 
 

1234567 67   

1234567 69   

1234567 71  

※ カード   コード  旦
 
6
 
 

1・2 3 4 5  

D．  下肢部に関する項目（加速）  

記入欄1  

1234．567  7   

1234567  9   

1234567 11  

2 欄 人 記  

1． 接地時間を長くする  

2． 接地時間を痩くする  

3． キックを強調する  

O
U
 
O
 
 
2
 
 

1
 
 
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
 
 



4． 膝を上げることを強調する   

5． 脚の引き付けを強調する   

6． ピッチを速くする   

7． ストライドを大きくする   

8． 徐々にストライドを大きくする   

9． 2歩目はストライドを小きくする  

10． 膝を突き出す  

11． 大腱を高く上げる  

12．一 大腱を引き出す  

13． 脚の付け根を引き出す  

14． 膝を内側に引き出す  

15． 膝をまっすぐ引き出す  

16． 股を大きく開く  

17． かかとを尻につける  

18． 大きくキックアップする  

19． 下腿、足を直線的にひき出す  

20． 下腿を振り出きない  

21． 足の振り下ろしを素早くする  

22． 足を地面にたたきつける  

23． 下腱を振り出す  

24． 足で地面をひっかく  

25． 足首を充分に曲げてからキックする  

26． 爪先で走る  

27． 足の外側で地面を捉える  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  
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28． 足の内側で地面を捉える  

－29． 膝下はリラックスきせる  

30． 着地前に爪先を上らヂる  

31． 地面に足が着いたらすぐ引き付ける  

32． 最後までキックする  

33． 内側にキックする  

34． まっすぐキックする  

1.23456i7 

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  
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1
 
 
 



35． 外側にキックする  

36． 外股で走る  

37． 内股で走る  

38． 膝を内側にしぼる  

39． 平行線上を走る  

40．  一直線上を走る  

41． リズミカルに走る  

42． 足の親指に力を入れる  

43． 足の指で地面をつかむ  

44． 空中でリラックスする  

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567   

1234567  
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4． 今までの各局面の中で、あなたが最も注意しているく意識している）内容  

は、どの項目に相当しますか。適当な項目を各局面から1つづつ遺んで、  

その項目が含まれている象鮎と温良度量を記入して下きい。  

もし、適当な項目がない場合には、下の余白に簡単に記述して下きい。  

「体幹部」・→  部位の番号は、  「頭部」→  「上   なお、身   

「下肢部」→4です。  

例：加速局面の頭部に関して、「1．頭頂から突き進む」を最も注意  

していれば、  

〈身体部位番号 一項目番号）  

『用意』の局面  →   ⊥－ 1  
41  4243  

と記入する。  

『用意』の局面  →  

41  4243  

『第1歩目』の局面 →  

44  4546  

『加速』の局面  →  

47  4849   



5・ あなたが、各局面で最も注意している（意識している）身体部位はどこで  

すか。下から選んで、その番号を記入して下きい。（例：膝→⊥ヱ）  

5051  

1  上腕・→  

2  肩  －ナ  

3  胸  →  

4  腹  →  

5  背  －ナ  

6  腰  →  

7  尻  →   

頸  →  

庶  →  

首  →  

手の指 →  

手  →  

前腕  →  

肘  →  

8  大脇の付け根   

9  大腱  

10  膝  

11  下腿  

12  足首  

13  足  

14  足の指  

特になし  2
 
 

5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
一
 
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

2
 
2
 
2
 
 
 

↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
↓
 
 

『用意』の局面  

『第1歩冒』の局面 →   

5253  

『加速』の局面  →  

5455  

6． 今までの国内、国外の名スプリンターの中で、あなたが「理想的な走り方」  

であると感じるのは、誰の走り方ですか。その選手の名前を記入して下き  

い。知っている範囲内で結構です。（例：カてル・ルイス）  

7． これまでに示された項目以外に、あなたが「重要である」と感じたり、あ  

るいは、「注意（意識）している」という内容があれば簡単に記述して下  

さい。   



長時間の間、御協力有難うございました。この調査に関する御意見、御質問が  

ありましたら、下の「連絡欄」に書くか、あるいは、下記まで直接御連絡下きい。  

今後の皆きんの御活躍を期待しております。  

〒305 茨城県つくば市天王台1－1－1筑波大学体育科学研究科  

稲垣 敦  

丁臥（0298） 53－2602 （直通）  

【 連絡欄】  

今如皆さんの御活躍を期待しております！   



付削短距離選手群における惜削主観的重要度仲間疾走局面）  

1．頭部  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D．  Mean S．D．  

1．95 1．26  

5．49 1．45  

3．34 1．66  

2．45 1．43  

3．54 1．69  

2．08 1．12  

1．95 1．17  

2．29 1．20  

2．37 1．25  

4．57 1．51  

3．15 1．上は  

2．00 1．05  

2．70 1．53  

3．75 1．56  

4．34 1．50  

3．32 1．21  

5．58 1．16  

2．09 1．15  

2．00 0．99  

5．20 1．58  

2．70 1．29  

2．58 1．13  

3．74 1．62  

2．17 1．18  

2．09 1．09  

2．54 1．32  

3．55 1．51  

3．53 1．39  

3．58 1．34  

4．15 1．29  

3．46 1．24  

2．87 1．43  

2．33 1．20  

2．76 1．42  

2．12 1．25  

4．15 1．52  

1．93 1．10  

2．94 1．37  

3．49 1．75  

2．011．17  

1．83 1．14  

2．22 1．13  

2．56 1．35  

4．76 1．掴  

3．00 1．35  

1．98 0．99  

2．70 1．52  

4．211．35  

4．52 1．25  

3．30 1．27  

5．45 0．99  

2．14 1．25  

2．55 1．38  

4．28 1．48  

2．78 1．34  

2．53 1．14  

4．13 1．45  

1．99 1．20  

1．98 1．05  

2．39 1．21  

3．82 1．67  

3．79 1．56  

3．78 1．27  

4．33 1．28  

3．48 1．30  

2．42 1．40  

1．94 1．拍  

3．05 1．59   

‖1   しかめつらをする  

H2  痛が揺れるぐらいリラックスする  
‖3  笑い顔で走る  
‖4  歯をくいしばる  
H5  口を聞く  
H6  口をばくばくさせる  
‖7  日をつぶる  

H8  日を細める  
H9  日を大きく開ける  
HlO 視線を固定する  
Hll 視線を下げる  
‖12 上を見て走る  
‖13 隣の適手を見る  
目14 決勝テープを見る  
目15 20～30m先を見る  
目16 特にどこも見ない  

H17 顎を引く  
H18 顎を突き出す  
H19 首に力を入れる  
H20 首をリラックスさせる  
H21 首を上に伸ばす  
H22 首を前に突き出す  
H23 首を固定する  
H24 首を左右に掘る  
H25 首を上下に動かす  
H26 首の振りでリズムをとる  
H27 息を止める  
H28 息を吸った状態で止める  
H29 息を少しずつ吐いていく  
H30 口で呼吸する  
H31 鼻で呼吸する  
H32 シューシュー等と言いながら走る  
＝33 口の申で歌を歌いながら走る  

H34 自分の足音を聞く  



2．上肢部  

男 子  女 子  
内 容  項目番号  

Mean S．D．  Mean S．D．  

Al 手の小指に力を入れる  
A2  手はぎゅっと掘りしめる  
A3  手は軽く掘る  
A4  手は開く  
A5  手首を固定する  
A6  手の甲を上に向ける  
A7  手の平を上に向ける  
A8  手の甲を外に向ける  
A9  脱を後ろに掘った時に手を後方に  

反らせる  

AlO 肘の角度を固定する  
All 肘の角度を鋭角（90度より小）  

にする  

A12 肘の角度を90度にする  
A13 肘の角度を鈍角（90度より大）  

にする  

A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  
A15 肘の角度を前で小きくする  
A16 肘の角度を後ろで大きくする  
A17 肘を後ろに引き上げる  
A18 肘を前に押し出す  
A19 肘を前に引き出す  
A20 肘を前に大きく出す  
A21 肘を後ろに大きく引く  
A22 腕を前後に大きく掘る  
A23 コンパクトに腕を振る  

A24 手を顔の高きまで上げる  
A25 肘を後ろで有の高きまで上げる  
A26 肘を体側でブロックして前に  

出きない  

A27 肘を体側でブロックして後ろに  
引かない  

A28 前の方で辛が円を描く  
A29 後ろの方で辛が円を描く  
A30 手で空気をかく  
A31 手を下にたたきつける  
A32 腕は平行に振る  
A33 臓を締めて掘る  
A34 腕は前で内側に入る  

3．20 1．62  

2．67 1．36  
5．311．22  

3．53 1．41  

3．57 1．39  

2．35 1．21  
2．26 1．19  

4．40 1．63  

2．82 1．31   

4．65 1．14  

3．44 1．34  

4．411．32  

3．54 1．31  

2．49 1．25  
3．45 1．28  

3．35 1．32  

4．42 1．45  

3．75 1．30  

3．93 1．39  

3．56 1．32  

4．58 1．35  

5．07 1．43  

4．07 1．28  

4．43 1．38  

3．50 1．38  
2．25 1．11  

2．34 1．20  

2．24 1．10  

2．22 1．11  

2．68 1．21  

3．02 1．52  

4．04 1．53  

5．27 1．18  

3．611．42   

3．08 1．73  

2．00 1．08  
5．19 1．54  

4．211．34  

3．15 1．28  

2．68 1．28  
2．53 1．32  

4．32 1．49  

3．32 1．14   

3．83 1．41  

3．48 1．27  

3．95 1．28  

3．26・1．16  

3．17 1．49  
4．00 1．40  

4．04 1．45  

4．39 1．51  

3．911．49  

3．96 1．46  

3．89 1．44  

4．83 1．42  

5．24 1．35  

4．36 1．57  

4．24 1．37  

3．79 1．41  
2．24 1．16  

2．28 1．27  

2．46 1．24  

2．37 1．12  

2．88 1．45  

3．07 1．41  

3．82 1．62  

4．78 1．49  

4．04 1．39  



A35 腕は前で外側に出る  
A36 腕は後ろで内側にはいる  
Å37 腕は後ろで外側に出る  
A38 腕は上の方で振る  
Å39 腕は下の方で掘る  
A40 腕は前の方で振る  
A41 腕は後ろの方で撮る  
Å42 リズムをとる程度に腕を振る  
A43 前後にアクセントをつけて腕を  

振る  

A44 力強く腕を掘る  
掴5 できるだけ速く腕を振る  
A46 腕をリラックスきせる  
A47 肩をリラックスきせる  
A48 肩を下に引っ張って下げる  
A49 肩を固定して掘らない  
A50 肩を回転きせる  
A51 肩をローリングきせる  
A52 肩を上下動させる  
A53 肩の動きで腕を引っ張る  
A54 腕の動きが肩を引っ張る  
A55 肩を後ろに引く  
A56 腕の付け根から振る  
A57 腕振りで体を引き上げる  
A58 腕振りで体が浮かない様に押きえる  
A59 手の動きで膝を引き上げる  
A60 腕振りで腰を回転きせる  
A61 腕振りで体を引っ張る  
A62 腕振りで脚を引っ張る  
A63 腕振りで地面をキックする  
A64 前から物を引くように腕を掠る  
A65 腕を後ろに引くことを強調して振る  
A66 腕を前に出すことを強調して振る  
A67 腕の挟み込みを強調して振る  

2．64 1．12  2．62 1．21  

2．89 1．32  2．46 1．07  

3．42 1．34  3．06 1．37  

3．05 1．40  3．42 1．36  

4．03 1．67  3．52 1．32  

3．55 1．3了  3．511．24  

3．66 1．46  3．掴 1．12  

4．04 1．50  3．66 1．33  

4．14 1．44  3．95 1．52  

5．011．17  

5．35 1．27  

5．57 1．34  

5．86 1．13  

3．211．20  

3．17 1．51  

2．55 1．18  

2．53 1．27  

2．23 1．12  

3．24 1．26  

3．85 1．44  

2．93 1．14  

4．27 1．34  

4．511．36  

3．83 1．28  

4．56 1．43  

4．26 1．52  

4．56 1．37  

4．811．40  

3．88 1．40  

3．50 1．31  

4．411．36  

4．02 1．19  

3．22 1．11  

4．50 1．39  

4．96 1．46  

6．30 1．06  

6．24 1．10  

3．32 1．29  

3．60 1．58  

2．84 1．32  

2．92 1．36  

2．64 1．20  

3．42 1．19  

3．89 1．30  

3．04 1．16  

4．08 1．36  

4．24 1．26  

4．22 1．20  

4．80 1．47  

4．92 1．52  

4．32 1．40  

4．72 1．34  

4．04 1．32  

3．43 1．17  

4．15 1．50  

3．74 1．42  

3．45 1．15  

3．体幹部  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D．  Mean S．D．  

Tl 上体を前傾きせる  
T2  上体を後傾させる  
T3  上体を垂直にする  

5．23 1．10  

2．08 l．04  

3．54 1．16   

5．24 1．34  

2．14 1．03  

3．60 1．27  



T4  頭から背、腰を一直線にする  
T5  背中を丸める  
T6  背を反らせる  
T7  胸を前に出す  
T8  胸を上げる  
T9  胸を引く  
TlO 胸を張る  
Tll 胸を引く  
T12 腹を締める  
T13 腹を出す  
T14 腹をリラックスきせる  
T15 背筋に力を入れる  
T16 背中をリラックスきせる  
T17 腰の位置を高く保つ  
T18 腰を固定する  
T19 腰を左右に振る  
T20 腰をローリングする  
T21 骨盤を上に向ける  

T22 尻を後ろに出す  
T23 腰を前に突き出す  
T24 腰を入れる  
T25 腰を後ろに残きず乗せていく  
T26 腰を伸ばしながらキックする  
T27 体の中心から捻る  
T28 腰を脚とともに引き出す  
T29 胴体の回転が腕を引っ弓長る  
T30 腰が脚の動きをリードする  
T31 脚の動きが腰を回転きせる  
T32 脚が腰を前に引っ張っていく  
T33 背筋で前に出た脚を引き戻す  
T34 背筋で脚を上げる  

4．47 1．49  

2．66 1．29  

2．35 1．05  

3．45 1．18  

3．18 1．19  

3．14 1．26  

3．82 1．24  

3．62 1．13  

4．28 1．49  

2．42 1．05  

4．05 1．40  

3．43 1．16  
4．50 1．33  

6．27 1．11  

4．39 1．74  
3．611．43  
4．34 1．73  

3．32 1．22  

2．72 1．24  

3．80 1．65  

5．23 1．58  

5．39 1．58  

4．22 1．25  

4．03 1．43  

4．69 1．47  

3．46 1．27  

4．53 1．49  

3．92 1．21  

3．92 1．28  

3．80 1．22  

4．30 1．40   

13 1．43  
52 1．19  
30 1．05  
311．35  
43 1．24  
83 1．19  
46 1．28  
56 1．43  
511．22  

26 1．16  
82 1．35  
87 1．30  
60 1．16  
17 1．01  
12 1．62  
20 1．64  
13 1．82  
67 1．35  
30 1．11  
62 1．57  
27 1．47  
10 1．07  
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4．下肢郎  

男 子  女 子  

項目番号  内 容  
Mean S．D．  Mean S．D．  

Ll 一直線上を走る  
L2  平行線上を走る  
L3  爪先で走る  
L4  かかとを着かない様に走る  
L5  重心の真下で地面を捉える  
L6  重心の前方で地面を捉える  

5．12 1．42  

3．93 1．50  

3．80 1．47  

4．12 1．54  

4．111．46  

4．58 1．46   

5．22 1．57  

3．88 1．38  

3．48 1．44  

3．62 1．60  

4．511．82  

3．82 1．52  



L7  内股で着地する  
L8  足先を開いて着地する  
L9  足先をまっすぐ着く  
LlO 足の蓑の外側で地面を捉える  
Lll 足の母子球で地面を捉える  
L12 足の指の付け根で地面を捉える  
L13 かかとから地面に着く  
L14 爪先から着地する  
L15 地面を足の裏でつかむ  
L16 着地時間を短くする  
L17 着地時間を長くする  
L18 膝を緩めて着地する  
L19 膝を伸ばして着地する  
L20 膝を曲げてためてからキックする  
L21 着地している犀の膝をあまり  

曲げない  

L22 膝をよく伸ばしてキックする  
L23 地面を後ろに蹴る  
L24 地面を押す様にキックする  
L25 地面を下に蹴る  
L26 地面を後ろに運ぶようにキックする  
L27 足首をよく曲げてからキックする  
L28 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  
L29 母子球で蹴る  
L30 足の裏の内側に重心がかかる  
L31 足の裏の外側に重心がかかる  
L32 足の裏に重心がかかる  

L33 足の外側から内側へ体重が移動する  
L34 足の内側を体重が移動する  
L35 内側ヘキックする  
L36 外側にキックする  
L37  まっすぐキックする  
L38 キック後、足首の力を抜く  
L39 キック後、足首を曲げる  
L40 足を膝に引き込むつもりで引き  

付ける  

L41 足を大脳に引き込むつもりで引き  
付ける  

L42 かかとが尻にぶつかる様に脚を  
引き付ける  

L43 かかとが尻にかすめる様に脚を  
引き付ける  

L44 足を尻の下にかいこむ  

L45 足は尻の内側に引き付ける．  
L46 足は尻の外側に引き付ける  

3．之7 1．19  

2．95 1．25  

4．52 1．54  

4．18 1．34  

4．69 1．50  

4．18 1．25  

3．84 1．62  

3．29 1．51  

4．59 1．54  

5．04 1．65  

2．64 1．33  

3．47 1．44  

4．25 1．46  

3．80 1．34  

4．66 1．45   

4．84 1．35  

4．111．26  

4．96 1．42  

3．90 1．23  

3．89 1．39  

3．99 1．26  

3．82 1．06  

4．90 1．39  

4．26 1．33  

3．99 1．40  

4．14 1．21  

4．511．44  

3．59 1．26  

3．33 1．28  

3．411．26  

5．25 1．26  

4．86 1．41  

3．77 1．30  

4．49 1．49  

4．74 1．51  

4．62 1t39  

4．67 1．31  

4．711．50  

3．56 1．05  

5．59 1．13  

3．00 1．30  

3．211．20  

4．68 1．14  

3．72 1．29  

4．74 1．40  

4．28 1．25  

3．55 1．63  

3．60 1．54  

5．24 1．41  

5．27 1．31  

2．72 1．33  

4．10 1．50  

3．43 1．41  

4．83 1．28  

4．23 1．38  

4．70 1．38  

4．04 1．42  

5．16 1．21  

3．711．16  

4．10 1．33  

4．33 1．22  

3．54 1．01  

4．52 1．26  

4．211．25  

3．53 1．21  

4．04 1．32  

4．23 1．28  

3．79 1．05  

3．42 1．川  

3．23 1．14  

5．22 1．19  

4．98 1．20  

3，57 1．32  

4．10 1．18  

5．19 1．24  

4．48 1．31  

4．54 1．22  

4．92 1．31  

3．40 1．12  

3．13 1．05   



L47 足は尻にまっすぐ引き付ける  
L服 下腿はキック後、高く蹴り上げる  
L49 下腿はキック後、直線的に引き  

付ける  

L50 体の後ろで脚を回転きせる  
L51 体の前で脚を回転きせる  
L52 脚をまっすぐ回転きせる  
L53 膝を締める  
L54 膝を体の中心を通す  
L55 膝を高く上げる  
L56 膝を前に突き出す  
L57 膝を前に引車出す  
L58 膝を内側に引き出す  
L59 膝を外側に引き出す  
L60 膝をまっすぐ引き出す  
L61 大腿を引き出す  
L62 大腱を上に上げる  
L63 脚の付け根を前に出す  
L64 尻を前に出す  
L65 腰の動普が脚を引き出す  
L66 大腿が水平まで上がる  
L67 大腿を余り高く上げない  
L68 膝で何かを蹴るつもりで上げる  
L69 下腿を前に出す  
L70 下灘は大鹿の動きについてくる  
L71 膝を柔らかく使う  
L72 膝を前で伸ばす  
L73 下腿を前に下ろす  
L74 足を速くに掠り出す  
L75 足は内側に振り下ろす  
L76 足はまっすぐ振り下ろす  
L77 足は外側に振り下ろす  
L78 膝を撮り下ろす  
L79 かかとを振り下ろす  
L80 足首で地面をひっかく  
L81 着地の前に爪先を上げる  
L82 足を地面にたたきつける  
L83 着地する時に足首の力を抜く  
L84 股を大きく開く  
L85 ストライドを広くして走る  
L86 ピッチの速きを強調する  

L87 脚を長く使う  
L88 卿の回転を強調する  
L89 大腿の挟み込みを強調する  

4．84 1．38  

3．60 1．19  

4．63 1．48  

3．19 1．21  

4．33 1．46  

4．30 1．20  

4．80 1．55  

4．14 1．11  

5．34 1．33  

4．58 1．30  

5．111．44  

3．95 1．26  

3．211．00  

4．99 1．35  

4．66 1．39  

4．64 1．32  

4．10 1．39  

3．511．30  

4．811．38  

4．75 1．30  

3．25 1．28  

3．56 1．03  

4．37 1．37  

4．43 1．23  

5．62 1．44  

4．34 1．25  

4．28 1．29  

4．19 1．48  

3．47 0．96  

4．85 1．32  

3．23 1．01  

4．16 1．18  

3．99 1．35  

4．411．36  

4．06 1．46  

5．04 1．26  

3．55 1．42  

4．64 1．32  

3．08 1．25  

4．04 1．46  

4．39 1．22  

4．78 1．40  

4．00 1．22  

5．30 1．26  

4．55 1．33  

5．42 1．04  

3．311．07  

2．98 1．01  

5．00 1．14  

4．85 1．30  

4．77 1．36  

4．27 1．20  

3．購 1．28  

5．07 1．30  

4．69 1．30  

3．02 1．17  

3．64 】．21  

4．55 1．46  

4．611．12  

5．54 1．09  

4．17 1．29  

4．05 1．31  

4．33 1．37  

2．94 1．21  

4．94 1．41  

2．85 1．19  

3．79 1．24  

3．39 1．35  

3．90 1．37  

3．93 1．54  

4．10 1．45  3．50 1．54  

4．10 1．43  3．63 1．47  

5．10 1．37  4．54 1．51  

5．411．27  5．23 1．42  

5．36 1．35  5．77 1．12  

4．82 1．27  4．56 1．17  

4．82 1．50  5．22 1．25  

4．ほ 1．28  4．16 1．09   



付録5鯛離選手群に酎ナる情報の意識上の重要度仲間疾走局面）  

1．頭部  

項目番号  内 容  男子  

Hl  しかめつらをする  
H2  頼が揺れるぐらいリラックスする  
H3  笑い顔で走る  
H4  歯をくいしばる  
H5  口を開く  
H6  口をばくばくきせる  
H7  日をつぶる  

H8  日を細める  
H9  日を大きく開ける  

HlO 視線を固定する  
Hll 視線を下げる  
H12 上を見て走る  
H13 憐の選手を見る  
‖14 決勝テープを見る  
目15 20～30m先を見る  
目16 特にどこも見ない  

H17 顎を引く  
H18 顎を突き出す  
H19 首に力を入れる  
H20 首をリラックスきせる  
＝21 首を上に伸ばす  
H22 首を前に突き出す  
H23 首を固定する  
H24 首を左右に振る  
H25 首を上下に動かす  
‖26 首の振りでリズムをとる  
H27 息を止める  
H28 息を吸った状態で止める  
H29 息を少しずつ吐いていく  
H30 口で呼吸する  

H31 鼻で呼吸する  
H32 シューシュー等と言いながら走る  
H33 口の中で歌を歌いながら走る  
H34 自分の足音を聞く  

－．0517  

．0018  

－．0336  

－．0206  

－．0297  

．0728  
－．0277  

．0172  
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→．0496  

．0311  
－．0307  

．0374  

－．0221  

－．0396  

．0047  
－．0677  

．0714  
．0558  
．0878  

．0661  
．0248  
．0099  



2．上肢郎  

項目番号  内 容  男子  女子  

Al 手の小指に力を入れる  
A2  手はぎゅっと掘りしめる  
A3  手は軽く掘る  
A4  手は開く  
A5  手首を固定する  
A6  手の甲を上に向ける  
A7  手の平を上に向ける  
A8  手の甲を外に向ける  
A9  脱を後ろに握った時に手を後方にそらせる  
AlO 肘の角度を固定する  
All 肘の角度を鋭角（90度より小）にする  
A12 肘の角度を90度にする  
A13 肘の角度を鈍角（90度より大）にする  
A14 脱が体側を通る時に肘を伸ばす  
A15 肘の角度を前で小きくする  
A16 肘の角度を後ろで大きくする  
A17 肘を後ろに引き上げる  
A18 肘を前に押し出す  
A19 肘を前に引き出す  
A20 肘を前に大きく出す  
A21 肘を後ろに大きく引く  
A22 腕を前後に大きく振る  
A23 コンパクトに腕を振る  

A24 手を頗の高きまで上げる  
A25 肘を後ろで肩の高きまで上げる  
A26 肘を体側でブロックして前に出きない  
A27 肘を体側でブロックして後ろに引かない  
A28 前の方で手が円を描く  
A29 後ろの方で辛が円を描く  
A30 手で空気をかく  
A31 手を下にたたきつける  
A32 腕は平行に振る  
A33 臓を締めて掘る  
A34 腕は前で内側に入る  
Å35 腕は前で外側に出る  
A36 腕は後ろで内側にはいる  
A37 腕は後ろで外側に出る  
A38 腕は上の方で振る  
A39 腕は下の方で振る  
舶0 腕は前の方で振る  
A41 脱は後ろの方で振る  

－．0194  ．0431  
．0449  ．0422  
．0537  －．0028  

－．0494  －．0187  

－．0017  ．0032  
－．0217  ．0679  
一．0093  ．1197  
．0209  －．0354  

一．0113  －．0298  

－．0369  －．O142  

－．0211   －．0044  

・．0135  ．0877  
．0369  ．0214  

－．0540  ．0081  
．0520  ．0558  

－．0150  一．0255  

－．0179  －．0304  

．0131   －．0129  

．0035  ．0579  
．0714  －．0299  

．0299  －．0475  

－．0025  －．0185  

－．0325  ．0366  
－．0333  －．0074  

－．0071   ．0086  
－．0275  ．1193  
・．0272  ．0607  
．0840  ．0388  

・．0023  ．0165  
．0709  ．0515  

－．0696  ．0811  
．0571   ．0085  

－．0011   －．0005  

．0242  －．0361  

－．0389  ．1134  
．0549  ．1947  
．1077  ．0334  
．0523  一．0035  

．0209  －．0330  

．0431   －．0503  

．0122  ．0468   



A42 リズムをとる程度に腕を振る  
A43 前後にアクセントをつけて腕を振る  
Å44 力強く腕を振る  
A45 できるだけ速く腕を振る  
A46 腕をリラックスきせる  
A47 肩をリラックスきせる  
掴8 肩を下に引っ弓長って下げる  
Å49 肩を固定して振らない  
A50 肩を回転させる  
A51 肩をローリングきせる  
A52 肩を上下動きせる  
A53 甫の動きで腕を引っ張る  
A54 腕の動きが肩を引っ張る  
A55 窟を後ろに引く  
A56 腕の付け根から振る  
A57 腕振りで体を引き上げる  
A58 腕握りで体が浮かない様に押さえる  

A59 手の動きで膝を引き上げる  
Å60 腕撮りで腰を回転させる  
A61 腕掘りで体を引っ弓長る  
A62 腕振りで脚を引っ張る  
Å63 腕掘りで地面をキックする  
A64 前から物を引くように腕を掘る  
A65 腕を後ろに引くことを強調して振る  
A66 腕を前に出すことを強調して振る  
Å67 腕の挟み込みを強調して振る  
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3．体幹部  

項目番号  内 容  

Tl 上体を前傾させる  
T2  上体を後傾させる  
T3  上体を垂直にする  
T4  頭から背、腰を一直線にする  
T5  背中を丸める  
T6  背を反らせる  
T7  胸を前に出す  
T8  胸を上げる  
T9  胸を引く  
TlO 胸を張る  
Tll 胸を引く  
T12 腹を締める  
T13 腹を出す  
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T14 腹をリラックスきせる  
T15 背筋に力を入れる  
T16 背中をリラックスきせる  
T17 腰の位置を高く保つ  
T18 腰を固定する  
T19 腰を左右に振る  
T20 腰をローリングする  

T21 骨盤を上に向ける  
T22 尻を後ろに出す  
T23 腰を前に突き出す  
T24 腰を入れる  
T25 腰を後ろに残きず乗せていく  
T26 腰を伸ばしながらキックする  
T27 体の中心から捻る  
T28 腰を脚とともに引蓉出す  
T29 胴体の回転が腕を引っ張る  
T30 腰が脚の動きをリードする  
T31 脚の動きが腰を回転きせる  
T32 脚が腰を前に引っ張っていく  
T33 背筋で前に出た脚を引き戻す  
T34 背筋で脚を上げる  
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4．下腹部  

項目番号  内 容  男子  

Ll 一直線上を走る  
L2  平行線上を走る  
L3  爪先で走る  
L4  かかとを着かない様に走る  
L5  重心の真下で地面を捉える  
L6  重心の前方で地面を捉える  
L7  内股で着地する  
L8  足先を開いて着地する  
L9  足先をまっすぐ着く  
LlO 足の裏の外側で地面を捉える  
Lll 足の母子球で地面を捉える  
L12 足の指の付け根で地面を捉える  
L13 かかとから地面に書く  
L14 爪先から着地する  
L15 地面を足の裏でつかむ  
L16 着地時間を短ぐする  
L17 着地時間を長くする  
L18 膝を緩めて着地する  
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L19 膝を伸ばして着地する  
L20 膝を曲げてためてからキックする  
L21 着地している足の膝をあまり曲げない  
L22 膝をよく伸ばしてキックする－  
L23 地面を後ろに蹴る  
L24 地面を押す様にキックする  
L25 地面を下に蹴る  
L26 地面を後ろに運ぶようにキックする  
L27 足首をよく曲げてからキックする  
L28 足首を伸ばすタイミングを遅らせる  
L29 母子球で蹴る  
L30 足の轟の内側に重心がかかる  
L31 足の轟の外側に重心がかかる  
L32 足の養に重心がかかる  

L33 足の外側から内側へ体重が移動する  
L34 足の内側を体重が移動する  
L35 内側ヘキックする  
L36 外側にキックする  
L37  まっすぐキックする  
L38 キック後、足首の力を抜く  
L39 キック後、足首を曲げる  
L40 足を膝に引き込むつもりで引蜜付ける  
L41 足を大脳に引き込むつもりで引き付ける  
L42 かかとが尻にぶつかる様に脚を引き付ける  

L43 かかとが尻にかすめる様に脚を引き付ける  
L44 足を尻の下にかいこむ  

L45 足は尻の内側に引き付ける  
L46 足は尻の外側に引き付ける  
L47 足は尻にまっすぐ引き付ける  
L48 下腱はキック後、高く蹴り上げる  
L49 下灘はキック後、直線的に引き付ける  
L50 体の後ろで脚を回転きせる  
L51 体の前で脚を回転させる  
L52 脚をまっすぐ回転ざせる  
L53 膝を締める  
L54 膝を体の中心を通す  
L55 膝を高く上げる  
L56 膝を前に突き出す  
L57 膝を前に引き出す  
L58・膝を内側に引き出す  
L59 膝を外側に引き出す  
L60 膝をまっすぐ引き出す  
L61 大腰を引き出す  
L6：≧ 大腰を上に上ちヂる  

L63 脚の付け根を前に出す  

0
0
 
9
 
1
 
3
 
2
 
1
 
2
 
ご
U
 
1
 
7
 
5
 
4
 
1
 
9
 
5
 
0
 
9
 
9
 
2
 
9
 
5
 
 

5
 
0
 
9
 
2
 
5
 
3
 
5
 
6
 
6
 
ワ
ー
 
0
 
5
 
4
 
6
 
1
 
6
 
2
 
た
U
 
9
 
0
 
1
 
 

2
 
8
 
2
 
2
 
1
 
6
 
0
 
8
 
5
 
5
 
ハ
U
 
O
 
l
 
1
 
6
 
ワ
ー
3
 
0
 
ご
U
 
O
 
5
 
 

＜
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
∧
U
 
O
 
ハ
U
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
ハ
U
 
O
 
l
 
＜
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

3
 
9
 
7
 
且
丁
一
1
 
9
 
9
 
e
U
 
1
 
6
 
6
 
0
U
 
つ
］
 
3
 
（
U
 
9
 
5
 
5
 
n
O
2
 
3
 
9
 
1
 
2
 
8
 
3
 
7
 
3
 
6
 
5
 
2
 
2
 
5
 
1
 
5
 
1
 
且
ユ
3
 
9
 
8
 
4
 
5
5
 
4
 
6
 
0
 
4
 
ご
U
 
4
 
9
 
7
 
ハ
U
 
3
8
 
∧
U
 
4
 
7
 
1
 
3
 
8
 
8
 
7
 
0
 
5
2
 
3
 
4
 
0
 
4
 
4
 
5
 
へ
∠
 
0
0
 
2
 
0
 
3
 
且
ユ
7
 
5
 
つ
点
 
4
 
爪
て
 
O
U
 
7
 
7
・
5
 
且
ユ
つ
】
 
氏
U
 
6
 
 

0
 
5
 
2
 
1
 
1
 
0
 
2
 
∧
U
 
3
 
∧
U
 
3
 
2
 
5
 
1
 
2
 
1
 
5
 
2
 
1
 
2
 
5
 
2
 
0
 
8
 
且
▲
 
1
 
7
 
3
 
0
 
0
且
▲
 
且
⊥
 
∧
U
 
且
▲
 
7
 
且
▲
 
且
▲
 
（
U
 
3
 
3
 
4
 
0
 
1
 
4
 
つ
点
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
∧
U
 
∧
U
 
O
 
八
U
 
O
 
O
 
∧
U
 
∧
U
 
O
 
O
 
O
 
＜
U
 
O
 
（
U
 
ハ
リ
 
O
 
（
U
 
ハ
U
 
（
U
 
ハ
リ
 
ハ
U
 
O
 
ハ
リ
 
O
 
O
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
n
V
 
ハ
U
 
O
 
O
 
（
U
 
（
U
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
－
 
 
●
 
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
■
 
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
■
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
◆
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
■
 
 
 
●
 
 
 
■
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
■
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
＿
 
 
 

i
■
■
■
【
 
 
 
 
二
 
 

」  

［
 
 
 
▲
■
■
■
■
 
 

】
 
 
 
一
 
 

－
 
 
 
■
 
 

－．0358  

．0375  
．0086  

－．0189  

－．0583  

－．0742  

－．1037  

．0284  

．0330  
一．0559  

－．0658  

－．0139  

．0091  
．0524  

一．0393  

－．0549  

－．0034  

．0410  
．0351  

－．1366  

－．0062  

．0297  
一．0158  

．0525  



L64 尻を前に出す  
L65 腰の動きが脚を引き出す  
L66 大鹿が水平まで上がる  
L67 大腱を余り高く上げない  
L68 膝で何かを蹴るつもりで上げる  
L69 下腿を前に出す  

L70 下腿は大瀧の動きについてくる  
L71 膝を柔らかく使う  
L72 膝を前で伸ばす  
L73 下腿を前に下ろす  
L74 足を速くに掘り出す  
L75 足は内側に握り下ろす  
L76 足はまっすぐ振り下ろす  
L77 足は外側に振り下ろす  
L78 膝を撮り下ろす  
L79 かかとを振り下ろす  
L80 足首で地面をひっかく  
L鋸 着地の前に爪先を上げる  
L82 足を地面にたたきつける  
L83 着地する時に足首の力を抜く  
L84 股を大きく聞く  
L85 ストライドを広くして走る  
L86 ピッチの速さを強訴する  
L87 脚を長く使う  
L88 脚の回転を強調する  
L89 大腱の挟み込みを強調する  
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欄6短棚選手群における情削主観的重要度（加速疾走局面）  

1．頭部  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D．  Mean S．D．  

Hl 頭頂から突き進む  
H2  顔面から突き進む  
‖3  徐々に顔を上げていく  

‖4  少し前方を見る  
目5  ゴールの方を見る  

目6  徐々に視線を速くしていく  

H7  上目づかいで下から見上げる  
H8  頗をすぐに上げて前を見る  
目9  他者（横）を見る  
目lO 頗をリラックスきせる  
Hll 笑い顔をする  
H12  しかめ面をする  
H13 歯を食いしばる  
H14 顎を引く  
H15 首を振る  
H16 首をリラックスきせる  
H17 首を緊碩させる  
H18 首を前に伸ばす  
H19 呼吸を止める  
H20 呼吸をする  
H21 口を閉じる  
H22 口を半開きにする  

3．87 1．34  

3．62 1．川  

4．95 1．05  

4．29 0．98  

3．90 1．17  

4．311．08  

3．311．20  

2．95 1．26  

2．05・1．10  

5，38 1．09  

3．21l．45  

2．44 1．05  

2．56 l．17  

4．59 1．45  

1．97 0．84  

4．72 1．17  

2．79 1．00  

2．69 0．92  

3．82 1．32  

3．84 1．18  

3．72 0．97  

4．10 0．97  

4．13 1．22  

3．44 1．12  

5．64 1．11  

5．08 1．13  

4．03 1．31  

4．74 1．07  

3．411．14  

2．63 1．10  

1．74 1．02  

4．15 1．69  

2．46 1．29  

2．211．26  

2．64 1．34  

4．90 1．25  

1．87 1．00  

3．79 1．38  

3．23 1．39  

2．72 1．34  

3．62 1．77  

3．97 1．39  

3．15 1．35  

4．28 1．23  

2．上肢部  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D．  Mean S．D．  

Al 小指に力を入れる  
A2  手をぎゅっと握りしめる  
A3  手を軽く掘る  
A4  手を開く  
A5  手をふらふらにする  
A6  手の平を下に向ける  

2．89 1．31  

2．58 1．13  

5．41 0．94  

3．511．25  

2．59 1．12  

2．26 1．16   

3．38 1．14  

2．64 0．96  

4．56 1．19  

4．13 0．95  

3．511．10  

2．92 1．36  



A7  手首を後ろで返さない  
A8  手を下にたたきつける  
A9  肘を押し出す  
AlO 肘を前に突き出す  
All 肘を後方に強く引く  
A12 肘の角度は固定する  
A13 肘の角度を90度より小きくする  
A14 肘を後方で伸ばす  
A15 腕を強く振る  
A16 できるだけ速く腕を振る  
A17 前後に大きく脱を振る  
A18 手を顔の高さまで掘る  
A19 小きく腕を振る  
A20 徐々に大きな腕掘りにする  
A21 徐々に小さな腕掘りにする  
A22 前方で大審く掘る  
A23 後方で大きく振る  
A24 腕を前に出すことを強調する  
A25 腕を後ろに引くことを強調する  
A26 腕を上の方で振る  
A27 腕を下の方で振る  
A28 腕を平行に振る  
A29 臓を締めて腕を掘る  
A30 横掘りする  
A31 前後でアクセントを持つ  
A32 軽快に腕を掘る  
A33 腕をリラックスさせる  
A34 綱を引くように掘る  
A35 腕で空気を後方にかく  
A36 肩を緊張きせる  
A37 肩をリラックスきせる  
A38 肩を下げる  
A39 肩を固定する  
A40 肩を回転きせる  
A41 肩の動きが脱をリードする  
A42 腕の動作で体を下に押さえる  
A43 腕の動作で体を持ち上げる  
A購 腕振りで体を引っ張る  
A45 腕振りで腰をねじる  
鵬6 肘の引きで腰を押し出す  
A47 腕掠りで脚の動作をリードする  
A48 腕を後方に振る反動で下肢を前に  

出す  

3．33 1．49  

2．74 1．46  

4．03 1．39  

3．87 1．36  

4．87 1．38  

4．49 1．47  

3．62 l．16  

2．10 1．10  
4．77 l．42  

5．511．10  

4．94 1．25  

4．511．41  
2．33 0．98  

3．95 1．56  

2．511．27  

3．67 1．24  

3．87 1．38  

3．79 1．34  

4．411．43  

3．511．12  

4．08 1．29  

3．77 1．42  

5．44 1．05  

1．74 l．02  

4．211．38  

4．79 1．17  

5．33 1．26  

3．03 1．33  

2．74 1．27  

3．611．15  

3．33 1．13  

3．87 1．17  

4．18 1．17  

4．92 1．13  

3．92 1．35  

3．54 1．02  

2．92 1．20  

4．90 1．19  

5．00 1．17  

4．64 1．44  

4．28 1．07  

3．15 1．06  

3．87 1．08  

3．18 1．17  

4．05 1．15  
4．15 1．29  

4．211．06  

4．56 1．12  

3．68 0．87  

4．29 0．90  

4．08 1．38  

4．59 1．50  

2．28 1．05  

4．00 0．92  

5．08 0．96  

5．511．00  

3．28 0．97  

3．211．15  

99  2．44 1．43  

81  5．87 1．22  

12  4．15 1．63  

32  3．82 1．57  

2．36  

5．77  

4．43  

4．18  
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3．411．35  

1  3．56 1．39  

2  4．69 1．34  

5  4．95 1．23  

6  3．72 1．59  

04  4．77 1．06  

87  5．33 1．03  

04  4．38 1．02   



3．体幹部  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D． Mean S．D．  

Tl 前傾姿勢を保つ  
T2  ころぶ寸前まで前傾する  
T3  余り前傾しない  
T4  徐々に体を起こす  
T5  肩で上体を押きえる  
T6  背を伸ばす  
T7  頭、背、腰を一直線にする  
T8  背を丸める  
T9  背は徐々に伸ばしていく  
TlO 背を曲げ伸ばしする  
Tll 背筋に力を入れる  
T12 背筋をリラックスきせる  
T13 胸を後ろに引く  
T14 胸を張る  
T15 腹筋を締める  
T16 腹筋をリラックスきせる  
T17 腹を前に出す  
T18 腹を引く  
T19 腰を入れる  
T20 腰を前に突き出す  
T21 腰を後ろに引く  
T22 腰を曲らヂる  

T23 尻を後ろに出す  
T24 腰を固定する  
T25 腰を横振りする  
T26 腰を回転させる  
T27 腰をローリングきせる  

T28 脚の動きが腰を引っ張る  
T29 渡が脚の動きを引っ張る  
T30 腰が浮かない様にする  

T31 腰の上下動をなくす  
T32 腰を低くする  
T33 腰を高く保つ  

4．74 1．29  5．231．11  

2．72 1．10  2．38 1．27  

3．62 1．11  3．491．12  

5．13 1．21  5．791．00  

3．69 0．95  3．62 1．14  

4．36 1．22  3．87 1．20  

4．711．18  4．05 1．23  

2．95 1．10  2．95 1．32  

3．87 1．00  3．97 1．55  

2．46 1．05  2．42 1．31  

3．64 0．84  4．00 1．32  

4．18 1．08  3．79 1．17  

3．26 1．04  3．23 1．20  

3．77 1．09  3．43 1．23  

5．10 0．97  5．64 1．09  

3．59 1．14  2．90 1．19  

2．87 1．13  2．511．27  

3．72 1．17  3．90 1．27  

5．26 1．12  5．05 1．41  

4．26 1．27  4．24 1．40  

3．15 1．01  2．64 1．20  

2．92 1．06  2．28 1．07  

2．69 1．03  2．211．06  

3．82 1．25  3．511．57  

2．90 1．25  2．411．14  

3．411．31  3．45 1．57  

3．92 1．42  3．77 1．61  

3．89 0．92  4．08 1．42  
4．46 1．12  4．59 1．35  

4．62 0．99  4．411．12  

5．08 1．06  5．08 1．44  

2．92 1．09  2．59 1．31  

5．311．15  5．97 0．90   



4．下肢郎  

男 子  女 子  
項目番号  内 容  

Mean S．D．  Mean S．D．  

Ll 接地時間を長くする  
L2  接地時間を輝くする  
L3  キックを強調する  
L4  膝を上げることを強調する  
L5  脚の引き付けを強調する  
L6  ピッチを速くする  
L7  ストライドを大きくする  
L8  徐々にストライドを大きくする  

2．72 1．17  2．23 1．22  

5．59 0．99  6．03 1．11  

4．36 1．14  5．38 1．09  

4．92 1．13  4．82 1．19  

5．15 1．11  5．67 0．98  

5．38 0．99  5．82 1．00  

4．56 1．04  4．73 1．20  

4．95 0．92  5．13 1．15  

L9  2歩目はストライドを小さくする 3．射1．04  3．591．02  
LlO 膝を突き出す  
Lll 大腱を高く上げる  
L12 大腱を引き出す  
L13 脚の付け根を引き出す  
L14 膝を内側に引き出す  
L15 膝をまっすぐ引き出す  
L16 股を大きく聞く  
L17 かかとを尻につける  

L18 大きくキックアップする  
L19 下腱、足を直線的にひき出す  
L20 下腱を振り出きない  
L21 足の掠り下ろしを素早くする  
L22 足を地面にたたきつける  
L23 下腰を振り出す  
L24 足で地面をひっかく  
L25 足首を充分に曲げてからキックする  
L26 爪先で走る  
L27 足の外側で地面を捉える  
L28 足の内側で地面を捉える  
L29 膝下はリラックスきせる  
L30 着地前に爪先を上げる  
L31 地面に足が着いたらすぐ引き付ける  
L32 最後までキックする  
L33 内側にキックする  
L34 まっすぐキックする  
L35 外側にキックする  
L36 外股で走る  
L37 内股で走る  
L38 膝を内側にしぼる  
L39 平行線上を走る  

4．38 0．91  4．59 0．99  

4．59 1．ユ9  4．67 1．08  

4．82 1．19  4．90 0．91  

4．21 0．91  4．28 0．94  

3．61 0．86  3．69 1．34  

5．03 1．17  4．97 1．04  

4．08 1．40  4．05 1．26  

3．62 1．16  3．95 1．21  

3．67 1．01  4．211．24  

4．85 1．09  4．84 1．24  

3．67 1．22  3．47 1．27  

5．10 1．05  4．84 1．16  

4．67 1．13  3．79 1．38  

4．42 1．18  4．26 1．09  

5．31 0．93  4．77 1．39  

3．76 0．85  4．411．04  

3．87 1．52  3．411．51  

3．87 1．15  3．771．18  

3．89 1．14  4．05 1．26  

5．08 1．04  往．77 1．25  

4．23 0．99  4．49 1．35  

4．77 1．09  5．13 0．95  

3．97 1．42  4．49 1．21  

3．33 1．01 3．41 0．94  

5．00 0．89  4．79 1．06  

3．05 1．02  2．95 1．05  

2．87 1．15  2．69 1．15  

3．08 1．26  2．87 1．30  

3．95 0，94  4．05 1．30  

4．13 1．30  4．10 1．川   



L40 一直線上を走る  
L41 リズミカルに走る  
L42 足の親指に力を入れる  
L43 足の指で地面をつかむ  
L的 空中でリラックスする  

4．33 0．96  4．54 1．05  

5．33 0．90  4．62 1．23  

4．31 0．98  4．82 1．05  

4．15 1．14  5．36 1．46  

4．511．35  4．49 1．35   



付那劉巨離選手群に酎ナる惜酎意識上の重要度（加速疾走局面）  

1．頭部  

項目番号  内 容  

Hl 頭頂から突き進む  
H2  顔面から突き進む  
H3  得々に顔を上げていく  
H4  少し前方を見る  
目5  ゴールの方を見る  
目6  徐々に視線を速くしていく  
‖7  上目づかいで下から見上げる  

H8  顔をすぐに上げて前を見る  
目9  他者（横）を見る  
目lO 頗をリラックスきせる  
Hll 笑い顔をする  
H12 しかめ面をする  
H13 歯を食いしばる  
H14 顎を引く  
H15 首を振る  
H16 首をリラックスさせる  
H17 首を緊張きせる  
H18 首を前に伸ばす  
H19 呼吸を止める  
H20 呼吸をする  
H21 口を閉じる  
H22 口を半開きにする  
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2．上肢部  

項目番号  内 容  

Å1 小指に力を入れる  
A2  手をぎゅっと握りしめる  
A3  手を軽く掘る  
Å4  手を聞く  
Å5  手をふらふらにする  
A6  手の平を下に向ける  
A7  手首を後ろで返きない  
A8  手を下にたたきつける  
A9  肘を押し出す  
AlO 肘を前に突き出す  
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All 肘を後方に強く引く  
A12 肘の角度は固定する  
A13 肘の角度を90度より小さくする  
A14 肘を後方で伸ばす  
A15 腕を強く振る  
A16 できるだけ速く腕を振る  
A17 前後に大きく腕を振る  
A18 手を顔の高きまで掘る  
A19 小きく腕を振る  
A20 徐々に大きな腕振りにする  
A21 徐々に小きな腕掘りにする  
A22 前方で大きく掠る  
A23 後方で大きく掠る  
A24 脱を前に出すことを強調する  
A25 腕を後ろに引くことを強調する  
A26 腕を上の方で掘る  
A27 腕を下の方で掘る  
A28 腕を平行に振る  
A29 臓を締めて腕を振る  
A30 横掘りする  
A31 前後でアクセントを持つ  
A32 軽快に腕を掘る  
A33 腕をリラックスきせる  
A34 綱を引くように振る  
A35 腕で空気を後方にかく  
A36 肩を緊張させる  
A37 肩をリラックスさせる  
A38 肩を下げる  
A39 肩を固定する  
A40 肩を回転きせる  
A41 肩の動きが脱をリードする  
A42 腕の動作で体を下に押さえる  
A43 腕の動作で体を持ち上げる  
A44 腕振りで体を引っ張る  
A45 腕振りで腰をねじる  
A46 肘の引きで腰を押し出す  
崩7 腕振りで脚の動作をリードする  
A48 腕を後方に振る反動で下肢を前に出す  
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3．体幹部  

項目番号  内 容  

Tl 前傾姿勢を保つ  ．0082   



T2  ころぶ寸前まで前傾する  
T3  余り前傾しない  
T4  徐々に体を起こす  

T5  肩で上体を押きえる  
T6  背を伸ばす  
T7  頭、背、腰を一直線にする  

T8  背を丸める  
T9  背は徐々に伸ばしていく  
TlO 背を曲ちヂ伸ばしする  
Tll 背筋に力を入れる  
T12 背筋をリラックスきせる  
T13 胸を後ろに引く  
T14 胸を張る  
T15 腹筋を締める  
T16 腹筋をリラックスきせる  
T17 腹を前に出す  

T18 腹を引く  
T19 腰を入れる  
T20 腰を前に突き出す  
T21 腰を後ろに引く  
T22 腰を曲げる  
T23 尻を後ろに出す  
T24 腰を固定する  
T25 腰を横振りする  
T26 腰を回転きせる  
T27 腰をローリングきせる  

T28 脚の動きが腰を引っ張る  
T29 腰が脚の動きを引っ張る  
T30 腰が浮かない様にする  

T31 腰の上下動をなくす  
T32 腰を低くする  
T33 腰を高く保つ  
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4．下腹部  

項目番号  内 容  男子  女子  

Ll 接地時間を長くする  
L2  接地時間を短くする  
L3  ヰツクを強調する  
L4  膝を上げることを強調する  
L5  脚の引き付けを強訴する  
L6  ピッチを速くする  

L7  ストライドを大きくする  

靡．0835  －．0100  

．0079  －．0638  

．0244  －．0375  

．0215  一．0185  

一．0226  －．0360  

．0294  ．0819  

－．0301  －．0222   



L8  徐々にストライドを大きくする  
L9  2歩日はストライドを小さくする  
LlO 膝を突き出す  
Lll 大腿を高く上らヂる  
L12 大腱を引き出す  
L13 脚の付け根を引書出す  
L14 膝を内側に引き出す  
L15 膝をまっすぐ引き出す  
L16 股を大きく聞く  
L17 かかとを尻につける  
L18 大書くキックアップする  
L19 下腿、足を直線的にひ尊出す  
L20 下腱を振り出きない  
L21 足の掘り下ろしを素早くする  
L22 足を地面にたたきつける  
L23 下腱を振り出す  
L24 足で地面をひっかく  
L25 足首を充分に曲げてからキックする  
L26 爪先で走る  
L27 足の外側で地面を捉える  
L28 足の内側で地面を捉える  
L29 膝下はリラックスきせる  
L30 着地前に爪先を上げる  
L31 地面に足が着いたらすぐ引き付ける  
L32 最後までキックする  
L33 内側にキックする  
L34  まっすぐキックする  
L35 外側にキックする  
L36 外股で走る  
L37 内股で走る  
L38 膝を内側にしぼる  
L39 平行線上を走る  
L40 一直線上を走る  
L41 リズミカルに走る  
L42 足の親指に力を入れる  
L43 足の指で地面をつかむ  
L購 空中でリラックスする  
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付 録 8  

因子負荷行列  

（短距離遺草群）   



回転前の因子負荷行列（酎）  

FI F2  F3  F4  F5  F6  F7  F8  F9  FlO Com．  

Hl．402－．197－．221．077．324．045．122－．012－．118－．130．409  

日2 ．082．418．463－．075．172一．080．108．148．056．077．481  

日3 ．251．273．476－．081．243－．017．055．174－．039．080．471  

日4 ．440一．180－．428．142．108．001．069一．153－．116－・062．486  

日5 ．275．177．163－．248．242－．070－．233－．042．434－．330．612  

日6 ．521一．078．201－．176．301－．059－．163－．057－．023－．063．477  

日7 ．572－．229，003－．261．436．027．105－．050－．180・169・713  

‖8 ．530－．124－．078－．187．222－．025．099－．127－．065．049．419  

－．138－．008－．147－．047－．083．掴1  

一．124－．183．137－．224．025．503  
．105．139．308．193・．036．掴3  

．229．004．079．155．077．482  

．425－．104－．011．120－．024．328  
．048－．651．012一．018．182．740  
．128．019．022．255－．047．304  
．117．128．250．081．158．272  

H9 ．527．031－．010一．335．015  
日lO．203．503－．264－．027．103  
日ll．380－．005－．345ノ．017．121  

日12．546 －．250－．104・．032．147  
日13．237 －．051．043．221．114  
日14．260．344－．171．205．095  
H15．255．221－．212．344．019  
日16．302－．149．146－．069－．112  
H17・．010．461－．230．214．190－．0購．221－．163．045・165・購8  
日18．518一．387．136．006－．079．058－．085．162．079・177・528  
日19．623－．197－．259－．035－．166－．147－．109－．102．127・133・586  
日20．034．465．212．027．105－．023．247．093．048・079・351  
日21．593．087－．034－．184－．246－．206－・026－・060一・028・018・502  
日22．680－．043．023－．155・．279・．121－．029儀．018．■011・106・594  
日23．287．318－．279．035．022一．203－・109・045－・002－・025・320  
日24．459－．262．224．273－．009－．190－．007．144一．036・008・462  
日25．613－．280．126．365－．020－．301・063・093・007－・056・710  
日26．481．707．186．620．025－・259・130一・006－・005－・131・757  
日27．468．282－．347一．150－．156・230・216・342一・099－・108・703  
日2、8．436．170－．089一．205－．315・065・085・183・068一・191・453  
H29．4馳．404．030一．089－．207－・055・136－・2朋・086・110・524  
日3㌃0．334．175－．065．057一．013・035・156－・302・208・009・310  
H31．328．107．096．106－・156・227－・006・・146・179・226・319  
H32．487．092．142－．031－．146－・117－・093－・007－・090－・085・326  
H33．560．035．440．119－・217・345－・082・・100－・319－・138・826  
H34．445．194．129．074・017・403－・032一・218－・094－・099・487  

Eig．6・38 2・171・781・371・161・06・92・81・65・5116・8  
c218．75 6．購 5．24 4．02．3・40 3・112・70 2・381・911・5149・4  
00 37．9612．9510．60 8．14 6．88 6．29 5．46 4・813・86 3・06100・0  

注） Co澗．：共通性  
Eig．：貢献童  

Q ：貢献度（％）  
C3 ：相対貢献度（％）   



回転翫酎負荷行列（頭部  

FI F2  F3  F4  F5  F6  F7  F8  F9  FlO Com・  

．023．207．057－．044．017．409  
．030－．036．054．013．120．481  
．052－．028－．057．087．099．471  
．109．191．196－．044－．083．486  
．070．030．025・．006．732．612  
．097－．085－．117．091．282．477  

Hl－．030．534．217－．134．093  
日2 ．052－．049．033．674．019  
日3 ．074．141．103．630．119  
日4 ．125．438．209－．365．081  
日5 ．164．113－．001．165．049  
日6 ．238．479．153．162．152  
H7．169．794．040．120．058－・001・013－・035・182－・012・713  

－．008．061．082．091．050．419  
．024．053．004・．024．165．441  
．573．203．086－．224－．067．503  
．113．529．132．208．103．443  

．009．225．040．397．128．482  
．059．096．086．229．117．328  
．814－．030．029．153．118．740  
．232．254．314．006．006．304  

H8 ．272．562．070．004．057  
H9 ．517．732．010．045．037  
日lO．169．084一．062．174－．036  
Hll．006．2購．108・・－．071－．050  

日12．100．426．124－．117．188  
H13－．159．102．0糾－．058．443  
H14．036－．030．0射 －．012．184  
日15－．033－．008．205－．053．202  
H16．150．095．105．128．065－．120．185－．117・373－・086・272  
H17－．104．010一．034．162－．069・196・068・585－・150－・090・458  
日18．224．241．286－．077．114－．044・048－・166・534・046・528  
日19．490．303．219－．309－．006・158・075・099・265・004・586  
H20．013－．065一．002．525．018・0購・097・216・・096－・065・351  
日21．645．154．148．008．011・102・110・063・104・061・502  
日22．6亜．202．198－．016．087．061・103・003・267－・005・594  
H23．233．078．091．011－．089・399・185・176－・128・046・320  
H24．1媚．161．582．039．056－．016－・009－・100・245・028・462  
H25．242．2崩．746－．038．032－．005・050一・008・175・009・710  
日26．101．047．793．136．168．080・032・242－・054一・011・757  
日27．303．135一．070．064．134．156・724・068・028－・115・703  
日28．468－．030．016．035．113・004・454－・020・058・099・453  
日29．540．018．002．198．139・065・054・朋6・027・014・524  
H30．235．110．064－．003．148一・043・038・4朋・021・123・310  
日31．202－．028．037．043．300・031－・019・276・328岬・004・319  
日32．444．100．236．107．167．116・045－・059・018・065・326  
H33．367．093．250．182．738轟．027・007－・170 ■056－・101・826  
‖34．187．178．020．099．616．063・073・160・009・050・487  

C12．912．49 2．膵1．671．551．朋1・401・251・22 0・8216・8  
C2 8．57 7．32 6．114．914．56 4・13 4・12 3・67 3・60 2膏1軌4  
C317．3514．引12．37 9．95 9．23 8．35 8・34 7・43 7・28 4・88100・0  

共通性  

貢献重  

責献度（％）  

相対責献度（％）   

注） Com  
CI  
C2  
C3  



回転前の因子負荷行列（上肢部）  
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注） C叩．：共通性  
Eig．：貢献麓  
C≧ ：貢献度く％）  

相対責献度（％）  C3   
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共通性  

貢献重  

責献度（％）  

相対貢献度（％）  

注） C8Ⅲ  
CI  
C己  

C3   



回転前硝子負荷行列（脚部）  

FI F2  F3  F4  F5  F6  F7  F8  F9  Com．  

Tl．205－．418－．350一．065．233．228．373．079－．257・660  
T2 ．283．524－．324．073．024．086一．222．006・040・580  
T3 ．445．212－．053．102－．121－．113－．239．054・160・369  
T4 ．474－．125．173．111一．006－．183－．113－．052・021・332  
T5 ．4購．432－．064－．378．378．035．329．227・210・881  
T6 ．344 ∴440－．152－．129．182．052一．025－．014・066・392  
T7 ．550．179．099一．336－．004－．034．073－．409儀・186・665  
T8 ．582．248．074一．姐7－．173．066．027－．269－．026・678  
T9 ．402．507．049－．092－．242．125．162．019・281・609  
TlO ．437．236．264．059－．085・．114－．069－．224－・162・421  
Tll．274．308．259．118一．460．031．091．137－・027・491  
T12 ．349－．288－．030一．403一．182．013－．127．105・088・436  
T13 ．424．娼5－．085－．000．081－．004－．135一．064一・2購・耶5  
T14 ．236．404．490．418．412－．017一．012－．044・048・660  
T15 ．292．224．360．516．167．061・．012－．019．149・473  
T16 ．292．224．360．516．167．061－．012－．019・1舶・586  
T17 ．296－．399．305．ユ22－．026．149．140一．138・077・423  
T18 一．001．086．鳴4－．056－．0亜．166一．0服．101－・074・246  
T19 ．178－．050－．248．311．014．176．118．026．0舶・2卿  
T20 ．456－．178－．342．253一．071－．138．2購一．093・007・513  
T21．耶5－．019－．214・．209－．176．ユ66．070．004－・040・380  
T22 ．368．404－．208．118．037．319－．174一．043－・198・530  
乃3 ．508．076－．100－．040．257－．067．036－．175・015・379  
T24 ．405－．437－．077．085．300－．052－．202－．062・051・508  
T25 ．457－．606．144．088．088．076－．186－．028・114・666  
T26 ．384－．昭3－．1ほ－．080－．017．170－・022－・049－・014・423  
T27 ．471・．110－．330．214一．035－．031．227．208一・066・447  
T28 ．443－．592－．212－．014－．027．090一．040－・061・067・611  
T29 ．600－．007－．255．237－．173．060．019・209・・2購・615  
T30．553一．245－．074．118一．124一・002・057－・139・254・亜8  
T31．649－．033．046．015．012－．娼4－．063．190－・166・680  
T32．518・．069．050－．132．024－・330・001・207－・028・娼6  
T33．636．028．220－．094・．050一・046－・026・ユ50・10i・499  
T3．4．543－．257．249－．055．144．065－．101・166一・0服・490  

Eig．6．男 3・541・761・58・98・81・78・70・6217・3  
C2 19．2110．415．18 4．64 2．87 2．39 2．28 2・051・82 50・9  
0 37．7820．4710．ほ 9．13 5．糾 4．70 4．49 4誹 3・58100・0  

共通性  

貢献重  

責献度（％）  

相対責献度（％）   

注） Com．  
Ejg．  
C2  
C3  
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Tl ．326．020．033．072．071－．138．039－．021．722  

T2 －．116．135．090．011．142．563．323－．109－．294  

T3 ．163．139．114．243．169．220．108．176－．363  

T4 ．335．110．193．330．232．005－．041．030－．068  

T5 －．033．040．150．2i2．010．181．874．035．106  
T6 －．073．092．228．068．072．329．443．008－．111  
T7 ．145．047．748．152一．013．137．179．046．080  

T8 ．210．026．馳8．096・．076．141．306．281－．075  
T9 －、056．138．262．002．用9．117．450．492－．194  

TlO ．055．025．468．237．303．150 －．045．159 －．02ユ  

Tll－．084．0モ享6．136．162．201．065－．020．621－．028  

T12 ．460－．043．12ユ．209 一．352－．038．095．161－．067  

T13 －．087．099．341．206．136．506．135．039－．066  

T14 －．088・．061．121．114．760．117．071．156．019  

T15 ．490－．074．095．120－．133．320．150．240．060  

T18 ．079．100－．004．0購．438．094．068．094 －．006  

T17 ．462．128．114・．029．217－．241－．077．088．245  

T18 ．054・．313．026一．002．185．043 －．023．2（弛．197  

T19 ．023．413－．104－．109．127．159．067．019 一．011  

T20 ．162．657．113．186．003－．043．021－．061・．035  

T21．220．唄4．095．046．0購．216．014．195 一．011  

T22 －．001．194．127－．042．112．654．120．132 －．038  

T23 ．200．220．325．179．124．161．275一．186 －．020  

T24 ．562．163．011．183．075．046 －．021－．351一．011  

T25 ．766．117－．003．135．110一．090 －．120－．096．068  

T26 ．556．238．077．023 －．179．006 －．041一．041－．125  

T27 ．152．606．063．187 －．0用．097．073 －．006．049  

T28 ．647．357．036．068一．195一．062 一．067－．106．033  

T29 ．205．528．029．313．003．384 －．041．2ユ6．051  

T30 ．470．409．179．094．099一．114．090．092 －、148  

T31．183．249．194．724．086．062．093．0年8．034  

T32 ，238．095．124．577 一．016．017．168．05l－．017  

T33 ．385．058．193．376．161．086．247．274 －．007  

T34 ．546 －．010．065．318，138．121．093．059．203  

Cユ  3．60 2．2了1．881．831．831．781．721．35  
C2 10．59 6．68 5．53 5．40 5．39 5．24 5．05 3．98  
C3 21．8213．1310．8810．6110．6010．30 9．92 7．83  
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付 録 9  

MDSCALによる座標行列  

（矩距離選手群）   



1．中間疾走鯛に関する座断列   

馳前の座酢列（頭部）  航後の痙新剤（鮒）  

項目   1   2  3  項目   1   2  3  

．255  

．010  

．003  

．055  

－．880  

－．501  

－．440  

一．568  

－．841  

一．236  

．109  

－．065  

1．171  

．281  

．881  

－．116  

．940  

－．106  

－．329  

．278  

一．533  

－．352  

一．269  

．217  

．042  

．702  

－．300  

・．790  

－．175  

．704  

．738  

一．442  

Hl  －．149 －ユ．040  

日2   ．164 1．473  

日3  －．342 1．128  

日4   ．087 －．988  
H5  －．037 ．780  

日6  －．637 ．074  

＝7  一．547 －．511  

日8  －．266 －．594  

H9  －．091 －．118  
日lO l．202 ．271  
日ll ．473 一．870  

日12 一．455 －．724  

H13 －．437 －．317  
日14 1．038 ．114  
日15 ．639 －．380  

日16・1．222 ．216  
日17 1．282 、476  
日18 －．905 －．383  

日19 －．069 －．656  
日20 ．727 1．315  
日21 ．069 －．063  
日22 一．293 －．140  

日23 1．070 －．179  
H24 －．936 ・．203  
打25 －．596 一．4一娼  

‖26 一．156 一．037  

日27 ．6娼 一．340  
H28 ．352 ．005  
H29 ．345 ．469  
H30 ．367 ．059  
H31 一．404 ．500  
日32 －．251 ．333  

Hユ  ー．729 ・．696 ．390  

．978  一．184  

1．061 一．021  

－．794 ．130  

．695  一．913  

．531 －．318  

．032 一．224  
－．202 －．413  

．063 －．770  

－．574 疇．574  

－．969 ．068  

－．226 ．132  

－．068 1．271  
－．636  －．019  

－．800 ．713  

．985 ．192  
∴601 ．511  

．330 ．179  

一．404  －．230  

．459 －．061  
－．035  －．523  

．128 －．245  

－．815 －．524  

．449 ．477  
．06i ．244  

．002 ．718  
－．650 －．425  

一．147 一．852  

．136 －．308  

－．275 ．571  

．560 ．746  

．460 －．390  
．635 ．262  

＝2 1．098  
H3   ．514  
日4  －．582  

H5   ．261  
‖6  －．528  

日7  －．838  

日8  －．732  

日9 ・．365  

日lO ．956  
日ll －．221  

日12 ・．817  

日13  －．206  

日14 ．874  

H15 ．426  
H16 ・．739  

H17 1．460  
日18  －．915  

日19 －．572  

H20 1．456  
日21 －．134  
H22 ・．391  

H23 ．556  
H24 －．731  

H25 －．703  

日26 ．052  

H27 ．ユ46  

H28 ．040  
H29 ．507  
日30 ．481  

H31 ．246  
H32 －．070  
日33 一．136  H33 －．5耶 ．353 ・148  

H34 一．084 ．426 ・408   H34 ．333 ．328 ・370  



醜前摘新剤（上肢部）  

項目   1  2   3   4 項目   1  2   3   4  

．026 －．246  
－．515 －．050  

－．028 ．029  

．401 －．463  
－1．235 ．281  

・．230 －．513  

－．479 －．713  

．782 ．727  

．895 ．294  
－．265 －．517  

．178 ．034  

．091．704  

．325 ．502  

・．174 －．399  

．378 ．83了  
－．214 －．515  

－．266 －．439  

－．168 －．429  

－．188 ．145  

．347・．337  
．296 一．215  

．150 －．421  

．326 ．086  
．361．071  

．074 ．350  

・．272 ．486  

．372 ．100  

．113 ．164   

－．105 ．014＝   

－．021一．113   

－．251 －．212   

．504 －．402   

－．065 一．174   

A35 ．795・．536  
Å36 ．956 －．203  
A37 ．470 －．632  
A38 －．033 一．703  
Å39 ．296 ．111  
Å40 ．138・．457  
A41 一．108 －．168  
A42 ．350 ．225  
Å43 －．116 －．052  
Å44 －1．015 －．654  

Å埋5 －1．152 －．098  

掴6 －．530 ．587  
A47 －．691．479  
Å48 ．599 ．580  
A49 ．255 －．512  
A50 ．5購 ．199  
A51 ．432 ．233  
A52 ．814 ．154  
A53 ．377 ．599  
A54 －．435 ．442  
A55 ．296 ．387  
A56 一．456 ．066  
A57 －．717 ．077  

A58 一．3791．056  
A59 －．765 ．308  
A60 －．414 ．429  
A61 －．809 ．386  
A62 －．861．507  
A63 －．385 ．543  
A64 －．092 ．692  
A65 －．959 ．302  
A66 一．761．400  
A由 ．219．418  

．196 ．射7  

．900 －．170  

－．65ユ ．030  

－．1711．211  
．530 －．694  

．220 ．184  

．496 ．106  

∴526．816  

．072 ．739  

．637 －．588  

．306 －．219  

．323 －．561  

－．707 一．282  

－．294 ．434  

－．374 ．253  
－．476 ．484  

－．561．005  

－．689 －．475  

－．335 －．371  

－．619 一．296  

・．734 ．006  

－．327 ．033  

．188 ．569  

．113 ．623  

－．950 ．126  

．298 －．321  

．261 一．247  

．113 一．052  

．193 一．099  

．455 ．094  

．872 ．218  
．049 －1．118  

．561 一．059  

Al  ．525－1．166  

A2   ．765・．910  

A3  －．781－．373  

A4  －．173 ．4年4  

Å5   ．049 －．111  

A6   ．920 ．272  

Å7   ．985 －．183  

A8   ．035 －．940  

A9   ．572 －．339  
AlO －．β67 －．334  

All －．039 －．842  

A12 一．660 －．108  

Å13 ．232 一．472  

A14 ．785 ．311  

A15 ．507 ．126  

A16 ．669 ．006  

A17 －．466 －．088  

A18 －．047 ．013  

A19 －．172 ．310  

A20 －．008 ．117  

A21 －．724 ．048  

A22 －．925 －．527  

A23 ．581・1．139  
A24 －．760 －．408  

A25 一．050 ．090  

A26 1．012 一．069  

A27 1．095 一．060  

A28 ．877 ．398  
A29 ．834 ．273  

Å30 ．552 ．671  

Å31・5声2・589  
A32 －．115 ．251  
Å33 一．847 －．677  

A34 ．115 －．336 一．491．540  



回転後の媒行列（上肢酎  

項目   1   2   3  4  項目   1   2   3   4  

A35 ．298 －．931．045 ．157  
A36 ．514 －．673 －．289 ．650  

A37 一．0糾 －．738 ．089 ．251  

A38 －．286 －．689 ．‖0 －．549  

A39 ．088 ．073 －．糾2 ．990  

Al －．492 －1．073 ．501．450  

A2   ．085－1．225 ．822・．261  

A3  －．843 ．186 －．653 ．050  

舶  －．247 、821  
A5   ．232 一．354  

A6   ．772 －．252  

Å7   ．576 －．679  

A8  一．878 一．467  

A9  一．050 一．354  
AlO  －．366 －．160  

All －．465 －．713  

A12  －．321．091  

．朋1．891  
．096 －．767  

．429 ．399  

．643 ．232  

．Oi3 ．916  

．550 ．750  

．143 －1．003  

．160 －．320  

－．129・．859  

－．422・．18l  

－．784 －．3朋  

1．085 ．253  

．883 －．313  

－．644 －．648  

－．026 －．556  

．334 ．226  
．401 －．113  

－．266 ．041  

．807 ．528  
－．359 －．035  

－．383・．001  

－．229 ．1柑  

一．035 ．352  

．030 －．628  

．176 －．200  

－．171 一．582  

．ユ93 －．417  

．245 －．329  

．104 －．1ユ6  

Å40 一．（沌5 －．575  

Å41 ．011 －．265  

A42 ．213 ．164  

A43 －．138 ．067  

A44 －．976 一．090  

A45 －．g63 ．561  

A46 －．220 ．959  

A47 －．316 ．889  A13 －．102 －．542 －．686 ．283  

A  

A  

A  

A  
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A川 ．581 －．044 ．103  

A15 ．322 －．085 －．099  
A16 ．276「．191－．035  

A17 ・．428 ．220 一．545  

A18 ．075 －．074 －．832  A52 ．792 －．4朗  

A53 ．580 ．309  

A54 ．113 ．460  
Å55 ．545 ．054  

A56 一．128 ．165  

A57 一．454 ．4朗  

Å58 ．4101．029  

A59 －．447 ．764  

Å19 ．168 ．239 一．527 －．160  

A20 ．116 ．036 －．677 ．110  
A21・．555 ．477 －．736 ．091  

A22 －1．016 ．130 一．400 一．179  

A23 －1．296 －．394 ．385 ．096  
A24 －．981．290 ．298 ．082  

A25 －．095 ．186 －．742 ．579  
A26 ．7911．727 ，257 ．036  A60 －．197 ．724 －．059 ．315  

Å27 ．827 －．740 ．278 ．144  入61 －．323 ．756 ．215 －．479  
A28 ．891－．198 ．206 ．262  A62 －．325 ．912 ．019 －．318  
Å29 ．803 －．290 ．245 ．170  Å63 ．062 ．糾2 －．161－．110  

A64 ．409 ．552 －．110 －．127  

九65 －．429 ．711－．492 －．432  

A66 －．107 ．579 ．074 －．895  

A67 ．469 ．752 －．118 －．010   

A30 ．815 ．219 ．505 ．042  

Å31 ．736 ．189 ．917 －．103  
A32 ．446 －．090 －．564 －．897  

A33 ・．956 －．103 ．314 一．686  

A34 一．347 －．131－．103 ．741  



醜前の座断列（体榔）  回転如座断列（脚部）  

項目   1   2  3  項目   1   2  3  

Tl －1．199 一．650 －．135  

T2 1．174 ．437 ．278  

T3   ．400 ．290 ．464  
T4  －，566 ・．009 ．306  

T5   ．987 ・．309 －．277  

T6 1．173 －．015 一．052  

T7   ．466 －．501 一．289  

T8   ．518 －．444 －．191  

T9   ．861 －．379 ．382  
TlO ．249 －．505 ．538  

Tll ．361 －．580 ．952  

T12 ・．374 ・．4錮・1．013  

T13 ．937 －．007 ．240  

T14 ．207 －．282 1．206  

Tl －1．036 －．887  －．141  

T2 1．106  
T3   ．548  
T4  －．333  

T5   ．742  
T6   ．985  
T7   ．306  
T8   ．394  
T9   ．970  
TlO ．533  
Tll ．844  
T12 ．779  
T13 ．927  
T14 ．809  
T15 －．300  

T16 ．471  

．641 ．105  

．124 ．379  
－．397 ．381  

．312 －．706  

．483  －．418  
・．0芦1 －・676  

－．021 一．589  

－．145 一．266  

－．567  －．049  

－．801 ．146  

．031 一．896  

．238  －．140  

－．778 ．565  

－．224 ・．761  

－．591 ．壬班3  

一．545  

1．126  

．164  

．853  

．580  

一．307  

．107  

．477  

一．502  

T15 －．105 －．641  
T16 －．098 ．073  
T17 －1．169，一．126  
T18 －．428 －l．343  

T19 ．023 1．249  
T20 －．306 ．888  
T21 －．035 ．749  
T22 ．886 ．422  
T23 ．480 ．255  

T17 －．912 －．647 ．400  
T18 ．190 －1．627 －．175  

．624 1．214  

．703 ．477  
．484 ．580  

．409 ．321  

．651 －．324  

．193 ．256  

一．147 ．064  

．260 ・．184  

．845 ．274  

．346 －．013  

．469 ．251  

．189 ．270  

．110 一．130  
．345 －．597  

－．257 －．221  

一．341 －．242  

T19 ．187  
T20 －．504  

T21 －．051  

T22 ．959  
T23 ．137  
T24 －1．058  

T25 －1．041  

T26 －1．126  

T27 －．265  

T28 －1．081  

T29 ・．054  

T30 －．558  

T31 嶋．120  
T32 －．228  

T33 －．028  

T34 ・．572  

T24 －．916 ．417 －・境9  
T25 －．975 ．036 一．397  
T26 －．807 ．182 一．827  
T27 ．021．835 一．402  
T28 －．789 ．354 一・736  
T29 ．061．520 一・110  
T30 一．491．347 一．198  
T31 －．018 ．008 一・207  
T32 ．079 －．111－・735  
T33 －．056 －．334 －・025  
T34 一．550 一．357 －・266   



回転前の座標行列（下脚）  
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醜後の座断列（下脚）  
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2．加速疾走局面に関する痙新剤   

回転前の座断列（頭部）  回転後摘断列（酎）  

項目   1  2  3  
項目   1  2  3  

Hl －．531 －．717 ．095  

日2  －．015 ．343 ．566  

H3   ．529 －1．136 －．485  

日4 1．088 一．378 ．346  

日5  －．358 ．324 1．093  

日6   ．118・1．144 ．333  

日7   ．786 一．056 －．101  

日8  一．039 ．9射 ．034  

日9   ．145 ．816 －．225  

Hl  ．169 －．8糾 ．170  

．314 ．579  

－．524 －．761  

．515 －．066  

．11．181  

－．651 ．1川  

．480 －．351  

．661 ．160  

．652 －．186  

－．757 ．559  

－．132 ．320  

．328 －．586  

．211 －．661  

－．444 －．716  

．552 －．020  

－．947 ．440  

．644 －．077  

－．073  －．291  

－．474 ．585  

．344  －．826  

－．038 ．813  

．0（弘  一．245  

H2 ・．068  

日3   ．974  

‖4 1．085  

日5  －．118  

日6 1．009  

＝7   ．526  

日8  －．663  

日9  －．541  

日lO －1．083  

日ll －．916  

日12 一．750  

日13 一．131  

日14 ．609  

日15 －．538  

日16 －．545  

日17 ．366  

日18 －．165  

日19 －．406  

日20 1．120  

日21 －．457  

日22 ．522  

．263 ．086  

．570 －．002  

．677 一．740  

．161 －．633  

－．823 －．544  

．763 －．111  

－．256 ．115  

．204 ．129  

．025 －．335  

一．110 －．548  

－．購6 ．鋸5  

．184 －．924  

HlO －1．407  

日ll －．796  

H12 －．087  

日13 ．267  

H14 ．328  

日15 ．026  

日16 －1．144  

H17 ．704  

日18 －．067  

H19 ・．470  

日20 ．788  

日21 一．066  

H22 ．131 一．212 ．936   













付 録 10  

ⅠⅣDSCALの適用結果  

（運動経験に関する情緒構造の等質性の検討，中間疾走局面）   













（続き）  

14次元解1   ．480．119．205 ．140   ．303．404．210   
2   ．178．169．282   ．123  ．307   
3   ．162  ．109 ．288   ．107  ．287   
4   ．271   ．453   
5   ．105 ．490   ．427   
6   ．309   ．390   
7   ．186．208   ．279  ．158   
8   ．438   ．260   
9   ．309   ．266   
10   ．185．117．105   ．257   

．180．122．316   ．311   
12   ．560  ．153   ．132．171．221   
13   く－）．3射   ．129．567   
14   ．133．234．119   ．380   

15次元解1   ．121一  ．394   ．226．392．179   
2   ．187．174．290   ．148  ．295   
3   ．174  ．117．287   ．301   
4   ．112．153．225   （－）．450   

5   ．465   ．424   
6   ．404  ．161   ．381   
7   ．189．201   ．277  ．159   
8   ．443   ．258   
9   ．310   ．270   
10   ．187．116．104   ．260   

．193  ．273   ．305   
12   ．488  ．130   ．122．149．218   
13   く－）．292   ．133．577   
14   ．304   ．333．145 （－）   
15   ．330   ．311   

16次元解1   ．112  ．423   ．163 ．405．114   
2   ．167．193 ．208   ．291   
3   ．183  ．275   ．113  ．267   
4   ．127．157．223   （－）．455   

5   ．465   ．428   
6   ．368  ．116   ．381   
7   ．176．215   ．253  ．110   
8   ．418   ．268   
9  l  ．307   ．275   

．254   

．123   

．374  
．297  
．147  

．190．118．118  
．190 ．271  

．483  

．319  
．341  
．146  ．277  
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各次元にかけられるウェイトの二乗を示す  ）
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）
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注
注
注
 
 
 

1以上の値のみを示す  〇
．
↑
矯
跳
 
 
 

：負のウェイトを示す  
頒距離選手群，中長：中・長距離選手群，  
跳躍選手群，投：没却選手群   

）
 
 



川DSCALとMDSCALによる次元間のCOefficien七ofcongruence（脚）  

解   M  D  S  C  A  L   

矩距離選手群  
1 

中長距讐選手群3   
1 

跳躍警手群 3  
盈  1  1  

投瀬選手群  2  3  

．927   ．928   ．596   ー．846 ．614  
2  ．928   －．599  ー．764  
3  ．715．579  

．8粥   ．750  －．756 ．787  
2  ．794  ー，537   ．755 ．522 －．566  
3  一．719  
4  ・．593 一．637 －．556  －．851   ー．607   ．656  

．798   ．931   ．568   －．670  
2   ．767   ．915   ．m ．546  
3  ・．693  
4  －．657  ．617  ．524  
5     －．828  ー．657  ．764 －．763  

．807   －．917   ．580   －．666  
2   ．8柑   一．513   ．551 －．568  
3  ・．637  ．596   
4  －．629  ．559  ．535  
5  －．655  ．777－．738   
8  －．617  ・．528  

．811   ．924   ．594   ー．668  
2  ．880  ・．560   ー．766  
3   ー．700  

ー．511  
N  5  ー．669  ．797一．719  

6  一．776  ．583  
7  －．613－．737  

．849  ．705   一．823．718  
2  ．885   －．561  －．765  
3  ー．705  

D  
呈  
6  

‾儲  
－．776・．741  ．589  

7  －．606  
8  ．81T  ．909  ・．642  

．859   ．720  ・．843 ．674  
S  2  ．901  ・．514  －．707  －．528  

3  －．738  
4  －．524－．750  
5  

6  －．757  ．591  
7  ー．557－．759  
B  ．828  ．911  ．587  ー．663  

C  9  ．633  ．618  

．868   ．745  ー．884 ．614  
2  ．917   一．506  ー．747  ・．592  
3  －．692  ．522  
4  ー．846  
5  

A  6  ．801  
7  一．610－．737  
8  ．817  ．891  ．563  ー．643  
9  ．660  ・．54l ．558  
10  一．65l  

．825   ．766   ．535   一．924  
L  2  ．902   －．516  －．530  

3  －．583  
4  ー．851  
5  

6  ．567  
7  －．599－．755  
8  ．830  ．898  ．547  一．633  
9  ．638  ー．543  
10  一．（算9   
‖  ー．511  ・．鋸沌  

．765   ．719   ．509   ー．830  
2  ．913  －．534  ー．751  －．505  

3  －．579  ．523  
4  ．698  
5  －．5Tr  ．663   
6   ．526  
7  一．567－．737  
8  ．796  ．854   ．507  一．m   
9  ．585  

ー．583   
一．m   

．860  ．709  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間のCOefficien七ofcongruence（上肢部）  

M  D S  C  A  L  

群   
短距離選手群   

1   

中長距離選手群   
1   

跳躍選手群   
1   

投瀬選手群  

－．723．717   ．949   －．755．582   ー．925  

2  ．637   ・．753   －．726  

3  ．536．689－．564  
4          ．522   －．630   ．861  ．553  ．509  

ー．753．565   ．964   一．733   ー．882  

2   ．581   －．798   ．514  
3   ．653  －．704   ．682   ．m  －．714  

4  －．680   ．898  ．503   ．574  
5   ・．547－．638．608  

－．743．540   ．963   一．714   一．872  

2  ．586   －．805  ．514  
3  ．541  ．684  
4  ・．676  ．886  ．568  
5  －．5モ主6一．550．647  

6  ．640  ー．687．731   ．570 －．736  ．759  
N  

－．742．546   ．965   ・．715   一．糾7  

2  ．535  －．836  ・．521 －．512   

3  ．528  ．689  
4  －．936  

5  ー．590－．550．643  
6    ．569－．669 ．626   －．677  ．574－．718  ．755  

D  7  ・．573   ．6g3   －．893  －．511  －．585  

ー．T42．540   ．965   －．717   ー．872  

2  ．616  －．846 ．509  ．518  
3  ．676  
4  ・．927  

5  －．572．575．642  

S  6   ．596・．814 ．571   －．666  ．570・．867  ．758  
7   ．556   －．503  ．540   －．663  

8  ．562   －．685   ．8gl  ，518  ．568  

－．718．571   ．971   －．713   －．873  

2  ・．628  ー，m  

3  ．588 ・．523   

C  4  ，551  
5   ．605  ー．579－．591．625  

．586－．684 ．561  ．593－．660  ．771  

7  ．587  ー．691  

．576－．537  一．755  ．919  ．630  

9  ・．85l  

A  ー．713．574   ．973   一．715   ー．875  

2  ．595  ー，557  －．m  

3  ．692  ．614  

4  ．m  ．687  

5  －．578－．597．620  

6  ．567  ．536－．622  ．759  
7  

L  8  一．694  ．786  ．627   ．589  
9  ．m  

10  －．616  ．552  ．了15  

－．711．579   ．975   ー．712   ー．877  

2  ．601  ．5’汀  －．6T8  

3  ．637  

4  ．552  ．m  

5  －．58l－．605．609  

6  ．550  ．545－．6糾  ．803  
7  ．500  
8  一．708  ．790 ．603  ．601   

9  ．85ユ  

10  ．796  ．796  
一．810  ．680  

娃）絶対値が0．5以上のみを示している  （挽く）   



く続き）  

ー．738．630  －．514   ．m   ＿．604．m  ・．876  

2  ．651  －．502  ・．745  

3  ．675  
4  ．701  
5  ・．526－．580．681  

6  

7  －．539  ・．788  ．651  
8  －．658  ．7富2  ．563  
9  ．899  
10  

－．062  一．521．535  ．704  
12  －．689   ．971   －．691  一．818  

ー．6Tl．568  ．795  －．602  －．884  

2  ．633  一．775  

3  ．688  

4  ．661  
5  －．534－．569．690  

6  ・．665．540．567  ー．552  ．653  
7  ．525  
8  －．615  ．735 ．716  ．541  

9  －．904  

N  10  
一．666  －．570  ．779  

12  ．960  ー．795  

13  －．921  

ー．655．612  ・．601   ．723   ・．537．665   －．798  

2  ．606  －．578  ・．676  

D  3  ．759  

4  ．781  
5  ー．726 ．55＄  

6  

7  ー．729  

8  ・．陀6  ．745 ．701  ．541  
9  －．6■86  ．906  

S  10  
一．649  －．589  ．742  ．555  

12  －．715   ．96l   ・．718   一．820  

13  ー．首相   ．672  ．589  

14   ー．560  ・．838  

－．560．524   ．707   ・．534   ー．803  

一．733  

ー．867  

注）絶対値が0．5以上のみを恭している   



lNDSCALとMDSCALによる次元問のCOefficientofcongruence（脚部）  

解法 ■   M  D  S  C  A  L  

晶 1  

痩距批選手群   中長農巨離選手群   跳躍選手群   
1 

投射挙手群3  
1  1  

．843   ．861   ．654   ．940  
2   ．686 －．510 ．684   ．666 －．548   ．578  －．576   －．540  
3  －．665   －．701   ・．957   ．578  

．787 ．566   ．802 ．576   ．603   －．936  
2   ．795   ．816   ．869   ・．557 －．714  
3  ．553 －．710  
4   ．576  ．878   ．547  ー．556  

．882   ．843 ．523   ．653   ー．940  
2   ．712 －．553   ．704一．528  ．630  －．583   －．613  
3  ・．537 ・．618   ．629  
4   944  
5  ・．828  ．512  －．苫33   ．764  

．912   ．695   ー．863  

円  ．892         書  ‾・738  ．506 －．695  －．629  
－．568  －．650・．565   ．504 ‾儲  

4   ．935  
5  －．516   
6  

－．820   
．735  

－．661・．535  ．515．623  

－．807 ．42＄  

．564－．620  

・．663．635   

・．616  

－．653．5雄  
－．755・．607  

－．559－．606  

－．668・．626  

珪）絶対値が0．5以上のみを示している   



川DSCALとMDSCALによる次元問のCOefficientofcongruence（下肢部）  

法   M  D  S  C  A  L   

群   
1   

矩距離選手群   
1   

中長距艶選手群   
1   

跳躍選手群   
1   

技蜘選手群  

－．829   ．797   ．975   
2   ．68ユ   ．662   ．652  ．782  
3  一・3   －．670   ．652－．6購  

4   ・．625－．608  

－．818   ．792  ．973  
2  ．709  ．509   ．726  
3  －．870  

4  ．849  ．柳   ・．614．643  
5  ・．654－．596  

－．831  ．778   ．975   
2  ．637  ．687・．637  

3  嶋．697  －．656  ー．527  

ー．750              4  ．841   ．575   ー．558．800  

5  一．720・．526  

6  ．820   ．粥4  ・．535  

N  

」．755  ．759  ．976   
2  ．665  ．701－．597  
3  一．681  ー．652  

4  ．580  ．508  一．596．739  
5  －．6モ‡6－．565  

6  ．792   ．517  －．519  

D  7  ．894   ・．658   ・．712  

－．751  ．752  ．973  
2  ．710  ．555．572   ．709  
3  一．708  ー．508  

4  ．565  －．53l．800  

5  ー．725 ．糾2  

S  6  ．918  ．663  －．565  

7  ー．629  一．708  

8   ・．599  －．545  

－．731   ．722   ．963   
2  ．707．533  ．528 ．670  ．514  
3  ．515  ．667・．738  

C  4  ．533  ー，550．了60  

5  ー．703・．534  

6  ．710一．612  

7  ー．551 －．613  

8  ．593  
9   ー．m ．514  

A  －．727  ．729  ．970  
2  ．528  ．808  
3  ．571  ．763－．652  

4  ．562  ・．862  

5  ・．793  

6  ．500－．689   

7  －．579  

L  8  岬．741  
ー．655  

9 10  ー．895  ．868   ．709  －．512．538  

・．881   ．882  ．710   ー．520  

2  ．543  ．758  
3  ．575  ．774一．t弛2  

4  －．912   

5  ー．890   

－．719  

6 7 8 9     ．667  
－．5紀  

・．773  

．628．526  
ー．617  

旧      ．731  ー．739  ー．m  

く続く）   注）絶対値が0．5以上のみを示している  



（続き）  

・．886   ．880  ．706   

t  

－．508．527  
2  ．675  ・520  ．864  
3  一．894  
4  －．914  
5  ・．881  
6  ー，768   
7  ー．570  
8  ー．780  
9  ．592．698  
10  一．638  

．723  ・．736  ー．954  
12  、596 ・．542  

－．881  ．868  ．710  ー．544．539  
2  ．582  ．862   
3  －．922  
4  －．922  
5  －．894  
6  －．777  
7  ．517  ・．573  

8  ー．762  

9  ．501．754  
N  10  ・．591－．535  

－．523 ．724  
12  ．567  ・．400  ．656．526  
13  ・．734   ．736   ．963  

・．765  ．854  ．650 ．560  
2  ．573  ．561  ．923  

D  3  －．932  
4  ・．892  
5  ．513－．749  ー．910  
fi 

7  ．529  ー．521  

8  ー．896  
9  ．735  

S  10  －．622－．505  

・．532 ．680  
12  ．602  
i3  ．703  ．918  
14  ー．802   ．641   ．568  ．559  

一．723  ．85年  ．630 ．512  
C  2  ．580  ．593  ．901  

3  －．938  
4  ー．894  

5  －．901  

6  ー．773  
7  ．523  ∴525  

8  ー．8モ宣1  
A  9  ．716  

10  一．612－．508  

‖  －．557 ．704  
12  ．593  
13  ．713  ．934  
14  ．591  
15  ．563  ．542  

L   

・．729   ．880  ．644   
2  －．520  

3  －．8T7  

4  ．526  ー．913   

5  －．898  
6  ．742   ー．792  

7  

8  ー．899  
9  －．631  ．687  
10  

．778  
12  ．582  

．707  
．6現   ．552   ．529  
．670   ．9：遁  ．582   

13   
ー．664   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   









（続き）  

次元数＼部位   頚 部   体幹部   

群   高  中   低   高  中  低   

7次元解1   ．558 ．499 ．328   ．300 ．748 ．149   

2   ．432 ．122 ．224   ．548 ．198   

3   ．110 ．424 ．105   ．263 ．300   

4   ．291 ．327   ．189 ．163 ．303   

5   ．471   ．118 ．462   

6   ．122 ．261 ．314   ．456   

7   ．349   ．439   

8次元解1   ．550 ．122 ．148   ．292 ．744 ．川7   

2   ．442 ．113 ．255   ．546 ．203   

3   ．118 ．368 ．339   ．255 ．335   

4   ．394 ．141   ．248 ．139 ．180   

5   ．477   ．125 ．448   

6   ．338  ．308   ．361   

7   ．134 ．467   ．435   

8   ．326   ．407   

9次元解 1   ．118 ．485 ．259   ．308 ．703 ．170   

2   ．434 ．136 ．244   ．534 ．173   

3   ．128 ．450   ．116 ．199 ．349   

4   ．290 ．323   ．372   

5   ．458   ．115 ．469   

6   ．345   ．367   

7   ．377  （一）   ．423 （－）   

8   ．337   （－）．387   

9   ．510  ．202   ．272 ．104 ．112   

注1） 各次元にかけられるウェイトの二乗を示す  

注2） 0．1以上の値のみを示す  
注3）（一）：負のウェイトを示す  

注4） 高：高パフォーマンス群，中：中パフォーマンス群，  
低：低パフォーマンス群   



INDSCALによる各次元に対する各群のウェイト1）  

次元数＼部位   上肢郎   下肢部   

群   高  中  低   高  中  低   

4次元解 1   ．361．425 ．420   ．375 ．621．151 
2   ．228 ．518 ．149   ．539   
3   ．455   ．248 ．282   
4   ．392   ．460   

5次元解 1   ．361．423 ．418   ．268 ．629 ．147   
2   ．230 ．519 ．148   ．538   
3   ．455   ．254 ．276   
4   ．112 ．318   ．458   
5   ．395   ．406   

6次元解 1   ．290 ．朋0   ．305 ．600 ．133   
2   ．264 ．548 ．171   ．146 ．102 ．331   

3   ．469   ．371．110   

・4   ．113 ．381   ．458   
5   ．392   ．401   
6   ．373 ．289 ．127   ．520   

7次元解 1   ．549 ．140   ．202 ．635 ．125   
2   ．365 ．268 ．106   ，132  ．328   
3   ．462   ．311．192   

4   ．112 ．381   ．458   
5   ．391   ．410   
6   ．381   ．521   
7   ．204 ．445   ．348   

8次元解 1   ．535 ．129   ．2糾 ．543 ．119   
2   ．324 ．333 ．200   ．110  ．343   
3   ．428   ．198 ．300   

4   ．106 ．381   ．456   
5   ．388   ．405   
6   ．367   ．517   
7   ．191 ．424   ．335   
8   ．台56   ．411   

9次元解 1   ．439   ．262 ．550 ．122   

2   ．337 ．118   ．174  ．293   
3   ．320 ．361．220   ．196 ．298   

4   ．380   ．452   

’5   ．384   ．407   
6   ．365   ．504   

7   ．川4 ．431   ．－334   

8   ．329 ．109   ．405  

9   ．458  ．327   

（続く）   









INDSCALとMDSCALによる紙問伽Oe輔cientofcongruence（体紺）  

M  D  S  C  A  L  

群   高パフォーマンス群   中パフォーマンス群   低パフォーマンス群  

次元   1  2  3   1  2  3   1  2  3  

－．821   ．907  ．617   ー．558  ．519  

2  ．553  

3   ・．605  ．946  

－．830   ．898  ．634   一．555 ．531  

2  ．517  

3  ．867  

4   ，947  

－．824   ．922  ．599   ー．545  

2  ．580   

3  －．640  ．574－．777  

N  4  ．573．617  

5   －．640  ．851  

－．806   ．903  ．606   ー．549  

D  2  ．547  

3   ．529  ．586－．502  

4  ．511  －．529   ．553  

5  一．516   ．605－．509－．568  

S  6  ．847  

－．749   ．957  ．512   －．568  

2  ．513  

C  3   ．703 －．515  －．750  

4  ．510  ・．507   ．535  

5  ・．606   ．665－．606  

6  ．810  

A  7  ．583－．729  

－．734   ．955  ．506   ー．562  

2  ．500．506  

L  3  ．564・．650  ．543－．795  

4  ．505  

5  －．605   ．650  

6  ．555  

7  ．616－．702  

8   ．786  

ー．70，3  ．503   ．883  ．513   一．556  

2  ．567  

3   －．686  ．528一．762  

4．  －．638－．632  

5  －．611 ．684－．．580  

6  

7  ．575－．680  

8  ．701   

9  ．926 －．508  ．553  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元問のCOefficien七ofcongruence（下肢部）  

解法I  M  D  S  C  A  L  

盈   戸パフす‾マ㌢ス群4   Fパフグ‾マ㌢ス群4   野パフダ‾マ㌢ス群4  

－．568   ．885．558  
2  ．789  
3  ．523  一．514  
4  －．500 ．649 －．560  

－．530   ．893．571   
2  793  
3  ．544   ー：502  

4  ．701－．586  
5  ．848  

・．574  ．963  ．525  
2  ．840  
3  ．950  

．664－．600  4 喜    ．815  
．852  

．904．558  
2  ．807  
3  ．737  
4  ．670－．590  
5  －．519  
6  ．812 ．530  

N■  7  ．656  

－．552  ．946  
2  ．764  
3  

4  ．668・．609  
5  

D  6  ．780 ．564  
7  ．567 ．590  
8  ．867  

－．555   ．947  
2  ．514 －．541  
3  ー．515  

S  4   ．692 －．603  
5  

6  ．770 ．544  
7  ．546  ．613  
8  ．854  
9   ．775  

C  一．568  ．915  
2  ．621 ．525  
3  ．676  
4  ．674－，614  
5  

6  ．918  
7  ．527 ．648  

A  8  ．729  
9  ．583 －．584  

10  ．571．803  

1 一．510  ．927  
2  ．610 ．534  
3  ．649  

L  4  ．712一．535  
5  一．572  
6  －．813  
7  ．506 ．657  ．565  
8  ．668  
9  ．572 」．517  
10  ．651  ．586．760  

．843  －．842  

－．510  ．922  
2  ．600 ．541  
3  ．694  
4  ．726一．543  
5  ・・539  

6  －．804  
7  ．675  
8  ．642 
9  

．734  
．591  

ユ0   
．578．767  

－．836   

12  －．890  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



付 録 ユヨ  

ⅠⅣDSCALの適用結果  

（性に関する情報構造の等質性の検軌中間疾走局面）   



INDSCALによる非類似性と距離の相関係数  

解法＼部位   頭 部   上腹部   体幹部   下肢部   

次元＼性  男子●‘女子  男子 女子  男子 女子  男子 女子   

： 
ll■●●■  ■●●■■  

・：・・・・・・t－：・  

川DSCAL 3   ．674．644  
．739．5朋   

4   ．650．595   

5   ．740．728  ．714．616  ．808 ．813  ．768．595   

6   ．760．765  ．736 ．675  ．862．837  

■lJ  

．749．764   ．828．656   
こ・：こ：：こモ王：こ七・；：・・   

鮎澤亜種浦：中量：：：：：時●；●；■；：；：さ；掠撞：；  ●■■－：糊此：卓：端・： ‥ 

・：・・‥  

ーヽ  1・．・．・． ．■．’l，．－．一●■．■ll′′．－．■．●．   

MDSCAL  3   ．813．772          ・描：こ：〉  －－：；：：：：モ；；ニ，！．：，：，．．． ・．ヾ．リ．t．リ．ソ．・●－：・：・  
・リ・ヽ●・●・∵・；二  ．841．850    ＝l◆ ÷ 

涼舅燕北：責滋輔；三き三擁三：免・．・ ’持こ・．・．・∴  ‥八●・●・●   

4  

注）  ：ⅠⅣDSCALを適用していない部分   



INDSCALによる各次元に対する男子・女子群のウェイト1）  

次元数＼部位   頚 部  上肢部   体幹部  下肢部   

性別  男子 女子       男子 女子  男子 女子    男子 女子   
■’▲ヽ’′◆   ■t■●▲■■■＝   

3次元解1   ．641．262  514．679  

． 2  
．  

3   
． 15  

4次元解1   ．413．488  ．103．557  ．405．687    ．105．632   
2   ．594 ．185  ．346 ．205  ．322．393    ．367   
3   ．165 ．381  ．460．223  ．443．143    ．359．146   

4   ．116 ．412  ．385   ．406  ．457   

5次元解1   ．416 ．488  ．570  ．406．686  ．606   
2   ．590●．173  ．290．262  ．346．358    ．257．265   
3   ．117 ．3     83  ．402．207  ．410 ．103    ．357．143   
4   ．120 ．415  ．328   ．118 ．325    ．435   

5   ．312 ．167  ．429   ．422  ．374   

注1）各次元にかけられるウェイトの二乗を示す  

注） 0．1以上の値のみを示す  

用していない部分   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficien七of congruence（頭部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

－．947   

2  －．571．697   ．785   －．582   

3  ．802  

．503－．783  －．559．673  

N  2  －．965  

3  ．709  

D  4  －．904  

S  ．556－．748  －．533．692  

2  －．960  

C  3  ．754  

4  ー．922  

A  5  一．679  

L  ．625一．662  ．526  

2  ー．940   

3  ．696．538  

4  ー．550  －．851   

5  －．550一．577  

6  一．659   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   
COefficien七of congruence（上肢郎）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  
次元   1   2  3  4   1   2  3  4  

．684   ー．620 －．621  －．722  

2  ー．807  ．507  
3  －．792  

4  ．603  －．643  

．6751   －．696 －．604  －．671  

2  ．526－．582  －．647  

3  ー．631 一．643  

●N  4  －．637 ．676  
5  －．761  

1  ．751  －．751 －．789  

D  2  ー．613．761   

3  －．586  

4  ー．564 ．678  
5  －．954  ．625  

S  6  －．897  

．747  －．749 一．783  

2  －．641．747   

C  3  －．674  

4  －．550－．510．602  

5  －．959  ．628  
6  －．915  

A  7  －．912  

．750  一．759 －．776  

2  一．664．715   

L  3  －．680  

4  －．595一．509．557  

5  －．940  ．596  
6 一．928  

7  一．518 ．511  
8  ．900   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficien七of congruence（体幹部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

－．652  ．568   ．907  －．533  

2  ー．584  ．729  －．602  

3  一．822  

－．638   ．924  －．534  

N  2  －．586  ．734 －．595  

3  ー．706  －．616  

D  4  －．647  

S  －．639   ．905  －．568  

2  －．611  ．731  

C  3  －．548  －．760  

4  ．915  

A  5  ・732  

L  －．739   ．973  

2  －．543  ．922  

3  一．568  一．754  

4  ．784  

5  ．652  

6  －．861  ．590   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   
COefficien七of congruence（下肢郎）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  
次元   1   2  3  4   1   2   3  4  

ー．575  ．940  
2  ．587．700  

3  ．852  
4  ー．594  －．741  

．550－   ．917  －．519  

2  ．566  －．668  

3  ．835   
N  4  ー．818  

5  －．719－．544  

－．577   ．918  一．552  

D  2  ．565  ー．609  

3  ．891   

4  一．812  

5  一．777－．528  

S  6  ー．755  

－．573   ．921－．749  －．549  

2  ．515  ー．608  

C  3  ．870   

4  －．817  

5  ー．899  

6j －．757  

A  7  －．694  

ー．578  ．918  一．548  

2  

L  3  ．861   

4  ー．835  

5  －．905  

6  －．766一．521  

7  ー．710  

8  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



付 録 13  

ⅠⅣDSCALの連用結果  

（性に関する情報構造の等質性の検討，加速疾走局面）   







INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficien七of congruence（頭部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

－．839   

2  ．672  ．72了  

3  ー．605  －．874  

－．786 ．521   

N  2  ．588－．620．639   

3  ．586  ー．893  

D  4  ．624  

S  －．868 ．522   

2  ．591－．571．688  

C  3  －．940  

4  ．654  

A  5  ．627．619  

L  －．501  一．910  

2  ．644 ．831  

3  ．627  －．798  

4  

5  －．792   

6  ．743  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficien七of congruence（上腹部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

．640－．545．686   ・．879  

2  ー．981  

3  －．906  

．613－．572．705   －．873  

N  2  一．982  

3  ー．900  

D  4  ．956  

S  ．6朋－．562  ー．923  

2  －．985  

C  3  －．915  

4  ．951  

A  5  －．725 ．820  

L  ．508  －．897  

2  －．986  

3  ー．907  

4  ．842  

5  

6  －．637．525－．748  ．650   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficien七of congruenceく体幹部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

．53虫  －．880 ．624  

2  ．833  

3  －．681－．837  

．531  一．899．591   

N  2  ．833  

3  －．681－．837  

D  4  －．610－．634  

S  ．542  ー．898．600  

2  ．730  

C  3  ー．770蠣．760  

4  一．557一．708  

A  5  ．512一．596  

L  －．752．709  

2  ．732  

3  一．778－．754  ．504  

4  －．611一．534  

5  

6  ー．564  ．520 －．718   

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



INDSCALとMDSCALによる次元間の   

COefficient of congruence（下腹部）  

解法   M D S C A L   

性別   男 子   女 子  

次元   1  2  3   1  2  3  

－．720－．604  

2  ー．744－．532．588  

3   －．974  

－．723－．617  

N  2  ー．743－．534．587  

3  －．942  

D  4  －．551．755  

S  ー．714－．622  

2  －・740－・44・579  

C  3  －．944  

4  －．563．747  

A  5  －．908  

L  一．694－．640  

2  ー．731－．565．565   

3  ー．885  

4  ー．582．632   

5  

6  、736  

注）絶対値が0．5以上のみを示している   



付 録 14  

主成分回帰分析の結果  

（中間疾走局面）   
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